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まえがき

東京都は、障害のある人もない人も、社会の一員として、お互いに尊重し、支え合

いながら、地域の中で共に生活する社会を目指して、「東京都障害者計画」及び「第

４期東京都障害福祉計画」に基づき、全庁を挙げて障害者施策を推進しています。

また、東京 オリンピック・パラリンピック競技大会開催まであと４年をきり

ました。東京は、世界で初めて、２回目のパラリンピックを開催する都市として、多

様性を尊重し、障害のある人もない人も、支え合う共生社会、ダイバーシティを実現

していかなくてはなりません。

このため、福祉保健局では、この大会を契機として障害者の一層の社会参加の促進

を図るため、スポーツ大会や文化事業等に関する障害者等の意識を把握し、施策の充

実の検討に資することを目的として、「社会参加に関する障害者等の意識調査」を実

施しました。

調査の実施に当たっては、東京都福祉のまちづくり推進協議会の御協力を得て、企

画段階から御意見をいただきました。深く感謝申し上げます。

その結果、スポーツや運動、文化、芸術活動、ボランティア活動及び情報アクセシ

ビリティに関する、障害者等の状況や意識等について、東京都における障害者施策の

基礎資料を得ることができました。

この報告書が今後の障害者施策等の推進に向けて、関係機関及び関係者の方々に、

広く御活用いただければ幸いです。

最後に調査に御協力をいただきました都民の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成 年３月

東京都福祉保健局
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第１章 調査の目的等

 調査の目的 
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として障害者の一層の社会参

加の促進を図るため、スポーツ大会や文化事業等に関する障害者等の意識を把握し、施策

の充実の検討に資することを目的とする。 
 

 調査の対象 
・東京都内に居住する 18 歳以上の身体障害者、知的障害者及び精神障害者並びに 

難病患者（以下「障害者等」という。） 
・障害当事者及び支援者団体（以下「障害者団体」という。） 
・都内障害福祉サービス事業所等（以下「事業所」という。） 
・都内民間企業（以下「企業」という。） 
 

 標本の抽出 

(1) 障害者等 
東京都が、都内に居住する 18 歳以上の身体障害者、知的障害者及び精神障害者並びに

難病患者の中から無作為抽出により 3,600 人（標本）を選出した。 

(2) 障害者団体 
東京都障害者施策推進協議会に所属する 11 団体、東京都障害者団体連絡協議会に所属す

る 16 団体、計 27 団体（標本）をアンケート調査のために選出した。ただし、重複は除い

ている。また、このうち 10 団体（標本）を選出し、ヒアリング調査を実施した。 

(3) 事業所 
都内障害福祉サービス事業所等の中からサービス種別ごとに無作為抽出を行い、1,200

事業所（標本）を選出した。 

(4) 企業 
東京都スポーツ推進企業 102 社、一般社団法人日本経済団体連合会（企業行動・CSR 委

員会社会貢献担当者懇談会）（以下「経団連」という。）の会員企業 81 社、オリンピック・

パラリンピック等経済界協議会（以下「経済界協議会」という。）の会員企業 7 社、計 190
社（標本）を選出した。ただし、重複は除いている。 

 

 調査の基準日 
平成 28 年 7 月 1 日 
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 調査の事項 

(1) スポーツと文化、芸術活動について 
・スポーツ（競技・観戦）の実績 
・スポーツ（競技・観戦）に当たって必要な支援 
・文化、芸術活動の実績 
・文化、芸術活動に当たって必要な支援 

(2) ボランティア活動について 
・ボランティア活動の実績 
・ボランティア活動に当たって必要な支援 

(3) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への参加 
（競技観戦、ボランティア等）について 
・東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関心の有無 
・競技観戦の希望の有無 
・東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会におけるボランティア活動への 

参加希望の有無、参加したいボランティア活動の内容 
・ボランティア活動に当たって必要な支援 

(4) 情報アクセシビリティについて 
・インターネットの利用状況 
・社会参加に関する情報の入手方法 
・情報入手に当たって必要な配慮 
 

 調査の方法 
郵送配付、郵送回収 
ただし、企業調査のうち、経団連、経済界協議会の会員企業については、E メールで配

付・回収を行った。 
 

 集計の対象 
障害者等、障害者団体、事業所、企業に対する調査の回収状況は以下のとおりであった。 

 標本数 回収数 有効回答数 回収率 
障害者等 3,600 件 1,463 件 1,463 件 40.6％ 
障害者団体 27 件 23 件 23 件 85.2％ 
事業所 1,200 件 645 件 645 件 53.8％ 
企業 190 件 81 件 81 件 42.6％ 
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＜参考＞都内の手帳交付者数（平成 28 年 1 月現在）・難病医療費助成制度対象者数 
（平成 28 年 3 月現在） 
・身体障害者手帳   481,329 人（18 歳以上 457,284 人、18 歳未満 24,045 人） 
・愛の手帳   82,562 人（18 歳以上 66,746 人、18 歳未満 15,816 人） 
・精神障害者保健福祉手帳 92,497 人（18 歳以上・18 歳未満の統計がないため総数） 
・東京都難病医療費助成制度（314 疾病） 

88,823 人（18 歳以上・18 歳未満の統計がないため総数） 
 

 報告書（結果の概要）の構成 
「第２ 結果の概要」において、調査結果をとりまとめた。 
第１章では調査対象者の概要を記載した。第２章では障害者等、第３章では障害者団体、

第４章では事業所、第５章では企業の調査結果を記載した。第６章ではこれら調査の分析

をまとめた。 
 

 利用上の注意 
(1) 比率の単位は「％」、実数の単位は「人」（障害者等調査）、「団体」（障害者団体調査）、

「事業所」（事業所調査）、「社」（企業調査）である。 
(2) 百分率は、少数点以下第 2 位を四捨五入した。このため、総数欄が 100.0 となって

いても、内訳の合計が 100％とならない場合がある。 
(3) この報告書では、障害の種類や年齢など、様々な属性により集計・分析をしている

が、集計区分によっては母数が少ないため、活用に当たっては注意が必要である。 
(4) クロス集計表の表側で母数の少ないデータは一部省略したものもある。 

また、表側の無回答は表示していない。 
(5) この調査は、郵送あるいは E メールで配付・回収を実施した。質問間の回答の矛盾

については、原因の明確なもののみ審査及び集計作業の段階で修正した。 
(6) 本調査ではクロス集計の検定を行い、有意性のあるものを中心に記載した。 
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 調査項目 
以下では、各設問（要約）と各調査に該当する問番号を整理した。 

 
大項目 設問要約 障害者等 障害者団体 事業所 企業

属性 アンケートの記

入者 
問 1 － － － 

 年齢 問 2 問 4 問 3 － 
 生活の場 問 3 － － － 
 一緒に生活して

いる人 
問 4 － － － 

生 活 の

状況 
手帳や医療費助

成の有無、障害の

診断 

問 29 問 1 問 4 － 

 身体障害者手帳

の総合等級 
問 30① － － － 

 身体障害の種類 問 30② 問 1 問 4 － 
 知的障害の程度 問 31 － － － 
 精神障害の程度 問 32 － － － 
 障害者になった

時期 
問 33 － － － 

 外出時の支援、手

段 
問 34 － － － 

 就労状況 問 35 － － － 
 平日の日中を過

ごす場所 
問 36 － － － 

組 織 概

要 
定員 － － 問 1 － 
当事者会員数、利

用者数 
－ 問 2 

問 3 
問 2 － 

提供している障

害福祉サービス

事業等 

－ － 問 5 － 

業種 － － － 問 1 
回答企業の範囲、

従業員数 
－ － － 問 2 

問 3 
障害者雇用の状

況 
－ － － 問 4 

ボランティア休

暇制度の有無 
－ － － 問 5 

（次ページに続く） 
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大項目 設問要約 障害者等 障害者団体 事業所 企業 
ス ポ ー
ツ や 運
動 に つ
いて 

1 年間に行ったス
ポーツや運動 

問 5 問 5 問 6 － 

今後行いたい／
今後も続けてい
きたいスポーツ
や運動 

問 11 問 5 問 6 － 

スポーツや運動
を行った日（頻
度） 

問 6 － － － 

スポーツや運動
を行った場所 

問 7 付問 5-4 付問 6-4 － 

スポーツや運動
を一緒にする人 

問 8 － － － 

スポーツや運動
をする理由 

問 9 付問 5-1 付問 6-1 － 

スポーツや運動
を行っていない
理由 

問 10 － － － 

スポーツや運動
を行う際に必要
な支援 

問 12 問 6 問 7 － 

スポーツや運動
の指導者 

－ 付問 5-2 付問 6-2 － 

指導者の資格 － 付問 5-3 付問 6-3 － 
運営上の工夫 － 付問 5-5 付問 6-5 － 
この 1年間にスポ
ーツを観戦した
か 

問 13 － － － 

スポーツを観戦
する上で必要な
支援 

問 14 問 7 問 8 － 

障害者スポーツ
への関心の有無 

－ － － 問 14 

障害者スポーツ
への支援状況 

－ － － 問 15 

支援を始めたき
っかけ 

－ － － 付問 15-1 

情報の入手先 － － － 付問 15-2 
支援による効果 － － － 付問 15-3 
支援に当たって
の課題 

－ － － 問 16 

今後の支援意向 － － － 問 17 
行っていきたい
支援内容 

－ － － 付問 17-1 

（次ページに続く） 
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への支援状況 
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支援を始めたき
っかけ 

－ － － 付問 15-1 
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支援に当たって
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大項目 設問要約 障害者等 障害者団体 事業所 企業 
東 京
2020 オ
リ ン ピ
ック・パ
ラ リ ン
ピ ッ ク
競 技 大
会 に つ
いて 

東京 2020 オリン
ピック・パラリン
ピック競技大会
への関心 

問 15 － － － 

東京 2020 オリン
ピック・パラリン
ピック競技大会
への関わり方 

問 16 問 8 問 9 － 

ボランティアと
しての参加内容 

問 17 付問 8-1 付問 9-1 － 

ボランティアを
行う際に必要な
支援 

問 18 付問 8-2 付問 9-2 － 

協力している、協
力したい取組 

－ － － 問 12 

協力の形態 － － － 問 13 
文化、芸
術 活 動
に つ い
て 

行っている文化、
芸術活動 

問 19① 問 9 問 10 － 

今後行いたい文
化、芸術活動 

問 19② － － － 

文化、芸術活動を
する上で必要な
支援 

問 20 問 10 問 11 － 

ボ ラ ン
テ ィ ア
活 動 に
ついて 

今までに参加し
たボランティア
活動の分野 

問 21① 付問 12-1 
問 14 

付問 13-1 
問 15 

－ 

今後参加したい
ボランティア活
動の分野 

問 21② 付問 12-1 
問 14 

付問 13-1 
問 15 

－ 

今までに参加し
たボランティア
活動の内容 

問 22① 付問 12-2 
問 14 

付問 13-2 
問 15 

－ 

今後参加したい
ボランティア活
動の内容 

問 22② 付問 12-2 
問 14 

付問 13-2 
問 15 

－ 

ボランティア活
動をする上で必
要な支援 

問 23 問 13 
問 15 

問 14 
問 16 

－ 

ボランティア活
動への参加につ
いての考え 

－ 問 11 問 12 － 

ボランティア活
動への参加の支
援の有無 

－ 問 12 問 13 － 

（次ページに続く） 
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大項目 設問要約 障害者等 障害者団体 事業所 企業 
情 報 ア
ク セ シ
ビ リ テ
ィ に つ
いて 

インターネット
の利用の有無 

問 24 － － － 

インターネット
利用の際の媒体 

問 25 － － － 

情報の入手先 問 26 － － － 
コミュニケーシ
ョンや連絡の手
段 

問 27 － － － 

情報入手やコミ
ュニケーション
をとる上で必要
な配慮 

問 28 問 16 問 17 － 

障 害 者
を 主 な
対 象 と
し た イ
ベ ン ト
や プ ロ
グラム 

実施の有無 － － － 問 6 
過去 3年間に実施
した内容 

－ － － 付問 6-1 

経費の年間総額 － － － 付問 6-2 
特徴的な取組 － － － 付問 6-3 
参加した障害者
の種別 

－ － － 付問 6-4 

配慮や工夫の内
容 

－ － － 付問 6-5 

企業への効果 － － － 付問 6-6 
実施上の課題 － － － 問 7 

障 害 者
の イ ベ
ン ト や
プ ロ グ
ラ ム へ
の 参 加
や ボ ラ
ン テ ィ
ア活動 

障害者の参加の
有無 

－ － － 問 8 

障害者が参加し
たイベントやプ
ログラムの内容 

－ － － 付問 8-1 

参加した障害者
の種別 

－ － － 付問 8-2 

障害者が運営に
携わった実績 

－ － － 問 9 

障害者が運営に
携わったイベン
トやプログラム
の内容 

－ － － 付問 9-1 

運営に参加した
障害者の種別 

－ － － 付問 9-2 

行った配慮や工
夫の内容 

－ － － 問 10 

これから必要な
配慮や工夫の内
容 

－ － － 問 11 
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第２章 調査実施までの経過

本調査は、調査の実施計画、調査票の作成、調査結果の分析に関して、有識者の意見を

聴取し、適宜反映した上で実施した。スケジュールは以下のとおりである。 
 
 
 
平成 28 年 5 月 30 日 第 1 回 調査の実施計画について 
 
 
平成 28 年 7 月 26 日 第 2 回 調査票の作成について 
 
 
平成 29 年 1 月 30 日 第 3 回 調査結果の分析について 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２ 結果の概要
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第１章 調査対象者の概要

本調査は、障害者等（身体障害者、知的障害者、精神障害者及び難病患者）、障害者団

体、事業所、企業を対象に調査を実施した。ここでは、調査結果を述べる前に、回答者の

概要について述べる。 

 障害者等 
福祉保健局月報（福祉・衛生行政統計）によると、平成 28 年 1 月現在の身体障害者手

帳を交付された人の数は 481,329 人、愛の手帳を交付された人の数は 82,562 人、精神障害

者保健福祉手帳を交付された人の数は 92,497 人、平成 28 年 3 月現在、東京都難病医療費

助成制度を受けている人は 88,823 人である。 
 

図表 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付者数

及び東京都難病医療費助成制度（国対象 疾病、都対象 疾病）

 総数 うち 18 歳 
未満 

うち 18 歳 
以上 標本数 

全体 745,211 3,600 
身体障害者手帳 481,329 24,045 457,284 2,000 

視覚障害 38,923 2,049 36,874 280 
聴覚・平衡機能障害 46,899 4,835 42,064 280 
音声・言語・そしゃく機能障害 7,287 398 6,889 180 
肢体不自由 253,353 14,553 238,800 760 

上肢 （195） 

下肢 （200） 

体幹 （195） 

脳原性運動機能障害 （170） 

内部障害 134,867 2,210 132,657 500 
愛の手帳 82,562 15,816 66,746 600 
精神障害者保健福祉手帳 92,497 400 
東京都難病医療費助成制度 88,823 600 
（出典）総数（身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳）：福祉保健局月報（平成 28 年 1 月

福祉・衛生行政統計） 
総数（東京都難病医療費助成制度）：福祉保健局月報（平成 28 年 3 月福祉・衛生行政統計） 

（注 1）標本数は、平成 25 年度東京都福祉保健基礎調査「障害者の生活実態」の標本の半数とした。 
（注 2）精神障害者保健福祉手帳及び東京都難病医療費助成制度については、18 歳以上、18 歳未満の統計

はなく、総数のみである。 
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図表 身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付者数

及び東京都難病医療費助成制度（国対象 疾病、都対象 疾病）
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未満 
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本調査は、1,463 人の障害者等から回答が得られた。身体障害者は 914 人、知的障害者

は 362 人、精神障害者は 241 人、自立支援医療受給者は 108 人、難病医療費助成者は 316
人だった。 

図表 年齢階級〔数値回答〕（ ）－障害別 
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知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

代 代 代 代 代 代 代 代以上 無回答

 

 

 障害者団体 
東京都障害者施策推進協議会に所属する 11 団体、東京都障害者団体連絡協議会に所属す

る 16 団体、計 27 団体（標本）のうち、回答が得られたのは 23 団体だった。 
23 団体は、いずれも当事者会員が所属している団体で、家族のみの団体はみられなかっ

た。 
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 事業所 
都内障害福祉サービス事業所等（3,209 事業所）の中から、サービス種別ごとに無作為

抽出を行い、1,200 事業所（標本）を選出した。 
ただし、療養介護、自立訓練（機能訓練）は全数対象とし、他のサービス種別について

は、事業種別の総数における事業種別の比率で割り付けを行った。 

図表 事業所総数、標本数
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計画相談支援 ％
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 企業 
本調査では、東京都スポーツ推進企業 102 社、経団連会員企業 81 社、経済界協議会の

会員企業 7 社、計 190 社のうち、81 社から回答が得られた。業種は、「製造業」が 29.6％
（素材関連 6.2％、機械関連 11.1％、消費関連 12.3％）、「金融業、保険業」が 17.3％だった。 

従業員数別にみると、100 人以下の組織（企業単体、連結、事業所）が 15 社、101 人～

300 人以下が 2 社、301 人～500 人以下が 4 社、501 人～1,000 人以下が 8 社、1,001 人以上

が 51 社だった。 

図表 業種〔単数回答〕（ ） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業総数(81件)

農業､林業､漁業 鉱業､採石業､砂利採取業

建設業 製造業(素材関連)

製造業(機械関連) 製造業(消費関連)

電気･ｶﾞｽ･熱供給･水道業 情報通信業

運輸業 郵便業

卸売業 小売業

金融業､保険業 不動産業､物品賃貸業

飲食業 宿泊業

医療･福祉(介護･社会福祉事業) 医療･福祉(介護･社会福祉事業以外)

教育､学習支援業 学術研究､専門･技術ｻｰﾋﾞｽ業

生活関連ｻｰﾋﾞｽ業､娯楽業 複合ｻｰﾋﾞｽ事業（郵便局、協同組合）

その他ｻｰﾋﾞｽ業 上記以外の業種

無回答

0.00.0 0.00.0

 
（注）｢その他サービス業｣は、廃棄物処理業、自動車整備業、機械等修理業、人材サービス業、建物サー

ビス業など。 
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障害者等の状況第２章

  基本的属性 

(1) 記入者 
記入者を障害別にみると、知的障害者、高次脳機能障害と診断された人、認知症と診断

された人を除く全ての障害で「本人」の割合が ～ ％と高くなっている。一方、知

的障害者、高次脳機能障害と診断された人は「家族・保護者」がそれぞれ ％、 ％

となっている。

年代別にみると、 代、 代以外の年代で「本人」が ～ ％と高くなっている。

一方、 代、 代では「家族・保護者」がそれぞれ ％、 ％となっている。

図表 記入者〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別

   

72.7

72.6

42.5

80.9

79.6

88.6

95.5

70.0

36.0

0.0

48.1

48.6

64.2

81.7

87.3

79.8

79.9

65.3

25.3

25.7

53.3

17.8

15.7

11.1

4.5

26.7

64.0

90.0

51.9

49.7

34.1

16.2

12.2

18.1

18.6

31.2

0.8

0.2

2.5

0.4

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

1.7

1.0

0.5

0.8

0.4

0.0

0.7

1.1

0.8

0.4

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0
10.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.8

1.1

2.4

0.5

0.3

0.8

0.4

1.9

0.3

0.0

3.3

0.0
0.0

0.0

0.5

0.0

0.5

0.0

0.4

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者等総数（1463人）

身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

本人 家族・保護者 施設・病院職員 その他 無回答
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(2) 年齢階級

年齢階級は、「 代」の割合が最も高く ％、次いで「 代」（ ％）となってい

る。

障害別にみると、障害によってばらつきがみられ、身体障害者、難病医療費助成者は「

代以上」がそれぞれ ％、 ％と半数を占めているのに対し、知的障害者は「 代」、

「 代」が ％、精神障害者は「 代まで」が ％と、約半数を占めている。

図表 年齢階級〔数値回答〕（ ）－障害別
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障害者等の状況第２章

  基本的属性 

(1) 記入者 
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(2) 年齢階級

年齢階級は、「 代」の割合が最も高く ％、次いで「 代」（ ％）となってい
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代以上」がそれぞれ ％、 ％と半数を占めているのに対し、知的障害者は「 代」、

「 代」が ％、精神障害者は「 代まで」が ％と、約半数を占めている。
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(3) 現在の生活の場所 

「施設」の割合は、知的障害者（ ％）、高次脳機能障害と診断された人（ ％）、認

知症と診断された人（ ％）で高く、「病院」の割合は高次脳機能障害と診断された

人（ ％）、認知症と診断された人（ ％）で高い

現在の生活の場所をみると、「自宅」が ％、「グループホーム」が ％、「施設」

が ％、「病院」が ％となっている。

障害別にみると、どの障害においても、「自宅」の割合が最も高くなっている。その他、

身体障害者や精神障害者は「施設」（それぞれ ％、 ％）が、知的障害者は「グルー

プホーム」（ ％）、「施設」（ ％）が他に比べて高くなっている。

年代別にみると、どの年代も「自宅」の割合が最も高くなっている。その他、 代は「グ

ループホーム」（ ％）が他の年代に比べて高い。

図表 現在の生活の場所〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）
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30代(176人)

40代(191人)
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(4) 現在一緒に生活している人 

「配偶者（夫、妻）」と生活している割合は、難病医療費助成者（ ％）、身体障害者

（ ％）で高く、「親」と生活している割合は、知的障害者（ ％）、自立支援医療

受給者（ ％）、発達障害と診断された人（ ％）で高い

「親」と生活している割合は、 代（ ％）、 代（ ％）で高く、「配偶者（夫、

妻）」と生活している割合は、 代（ ％）、 代（ ％）で高い

現在一緒に生活している人は、「配偶者（夫、妻）」の割合が ％と最も高く、次いで

「親」 ％、「子供」 ％となっている。

障害別にみると、身体障害者や難病医療費助成者は、「配偶者（夫、妻）」（それぞれ ％、

％）、「子供」（ ％、 ％）、知的障害者は「親」（ ％）、「兄弟姉妹」（ ％）、

精神障害者は「一人で暮らしている」（ ％）、自立支援医療受給者は「親」（ ％）、

発達障害と診断された人は「親」（ ％）の割合が高くなっている。年代別にみると、「親」

と一緒に生活している割合は年齢が上がるにつれ低くなる一方で、「配偶者（夫、妻）」は

代までで年齢が上がるにつれ高くなっている。 
図表 現在一緒に生活している人〔複数回答〕（ ）－障害別、年代別
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代以上
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(5) 身体障害者手帳の障害程度 
※「身体障害者手帳を持っている」と回答した 914 人が対象 

身体障害者手帳の障害程度は、「１級」（ ％）、「２級」（ ％）、「３級」（ ％）、

「４級」（ ％）が高い

身体障害者手帳の障害程度は、「１級」が ％と最も高く、次いで「２級」（ ％）、

「３級」（ ％）、「４級」（ ％）となっている。

図表 身体障害者手帳の障害程度〔単数回答〕（ ①）

 

(6) （身体障害者）障害の種類 
※「身体障害者手帳を持っている」と回答した 914 人が対象 

身体障害者の障害種類は、「下肢」（ ％）、「内部障害」（ ％）、「上肢」（ ％）、

「聴覚」（ ％）、「視覚」（ ％）が高い

身体障害者の障害種類は、「下肢」が ％と最も高く、次いで「内部障害」（ ％）、

「上肢」（ ％）、「聴覚」（ ％）、「視覚」（ ％）となっている。

図表 （身体障害者）障害の種類〔複数回答〕（ ②）

 
 

29.4 18.6 17.3 17.0 4.6 5.6 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳の障害程度

(914人）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

13.0（119人）

14.6（133人）

3.1（28人）

10.2（93人）

19.1（175人）

28.6（261人）

11.5（105人）

7.9（72人）

28.3（259人）

4.3（39人）

0.0 10.0 20.0 30.0

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

無回答 身体障害者総数（ 人）

（単位％）
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(7) 療育手帳の障害程度 
※「療育手帳を持っている」と回答した 362 人が対象 

療育手帳の障害程度は、「４度（軽度）」（ ％）が約 割。次いで「２度（重度）」（ ％）、

「３度（中度）」（ ％）、「１度（最重度）」（ ％）となっている

療育手帳を持っている人の障害程度は、「４度（軽度）」が ％と最も高い。次いで「２

度（重度）」（ ％）、「３度（中度）」（ ％）、「１度（最重度）」（ ％）となっている。

図表 療育手帳の障害程度〔単数回答〕（ ）

 
 

(8) 精神障害者保健福祉手帳の障害程度 
※「精神障害者保健福祉手帳を持っている」と回答した 241 人が対象 

精神障害者保健福祉手帳の障害程度は、「２級」（ ％）と「３級」（ ％）が各４

割前後。「１級」（ ％）が２割となっている

精神障害者保健福祉手帳を持っている人の障害程度は、「２級」が ％と最も高く、

次いで「３級」（ ％）、「１級」（ ％）となっている。

図表 精神障害者保健福祉手帳の障害程度〔単数回答〕（ ）

 
   

8.3 29.8 19.3 42.3 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療育手帳の障害程度

（362人）

１度（最重度） ２度（重度） ３度（中度） ４度（軽度） 無回答

20.3 41.5 37.8 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健福祉手帳の

障害程度（241人）

１級 ２級 ３級 無回答
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(5) 身体障害者手帳の障害程度 
※「身体障害者手帳を持っている」と回答した 914 人が対象 

身体障害者手帳の障害程度は、「１級」（ ％）、「２級」（ ％）、「３級」（ ％）、

「４級」（ ％）が高い

身体障害者手帳の障害程度は、「１級」が ％と最も高く、次いで「２級」（ ％）、

「３級」（ ％）、「４級」（ ％）となっている。

図表 身体障害者手帳の障害程度〔単数回答〕（ ①）

 

(6) （身体障害者）障害の種類 
※「身体障害者手帳を持っている」と回答した 914 人が対象 

身体障害者の障害種類は、「下肢」（ ％）、「内部障害」（ ％）、「上肢」（ ％）、

「聴覚」（ ％）、「視覚」（ ％）が高い

身体障害者の障害種類は、「下肢」が ％と最も高く、次いで「内部障害」（ ％）、

「上肢」（ ％）、「聴覚」（ ％）、「視覚」（ ％）となっている。

図表 （身体障害者）障害の種類〔複数回答〕（ ②）

 
 

29.4 18.6 17.3 17.0 4.6 5.6 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳の障害程度

(914人）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

13.0（119人）

14.6（133人）

3.1（28人）

10.2（93人）

19.1（175人）

28.6（261人）

11.5（105人）

7.9（72人）

28.3（259人）

4.3（39人）

0.0 10.0 20.0 30.0

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

無回答 身体障害者総数（ 人）

（単位％）
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割前後。「１級」（ ％）が２割となっている

精神障害者保健福祉手帳を持っている人の障害程度は、「２級」が ％と最も高く、

次いで「３級」（ ％）、「１級」（ ％）となっている。
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8.3 29.8 19.3 42.3 0.3
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（362人）
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(9) 障害者になった時期 

障害者になった時期は、出生時が ％、出生後が ％

障害別では、知的障害者は「出生時～ 代」が７割以上、精神障害者は「 代～ 代」

が４割を占めており、他の障害に比べて、障害になった年齢が低い

障害者になった時期については、出生時が ％、出生後が ％で、中でも 代以

上が ％を占める。

障害別にみると、身体障害者は「 代～ 代」が、知的障害者は「出生時～ 代」が、

精神障害者は「 代～ 代」が、自立支援医療受給者は「 代～ 代」が、難病医療費

助成者は「 代～ 代」と「 代」が、発達障害と診断されている人は「 代」が他の

障害に比べて高くなっている。

図表 障害者になった時期〔単数回答、数値回答〕（ ）－障害別

総数 出生

時

歳

以下

代 代 代 代 代 代 代 代

以上

時期

不明

無回

答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医

療受給者

難病医療費

助成者

医療費助成

対象外の難

病患者

発達障害と

診断

高次脳機能

障害と診断

認知症と診

断
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(10) 外出時に利用しているサービス・手段 

外出時に利用しているサービス・手段は、「補装具を使用している」が ％、「外出支

援を利用している」が ％、「特にない」が ％

身体障害者は「補装具を使用している」（ ％）、知的障害者は「外出支援を利用して

いる」（ ％）で高い。一方、「特にない」は、自立支援医療受給者、難病医療費助成

者で７割を超える

現在、外出時に利用しているサービス・手段は、「補装具（車椅子、義肢、杖、白杖、

補聴器など）を使用している」が ％、「外出支援（同行援護、重度訪問介護、行動援

護、移動支援、盲ろう者通訳・介助者派遣など）を利用している」が ％となっている。

一方、「特にない」が ％となっている。

障害別にみると、身体障害者は「補装具（車椅子、義肢、杖、白杖、補聴器など）を使

用している」（ ％）が、知的障害者は「外出支援（同行援護、重度訪問介護、行動援護、

移動支援、盲ろう者通訳・介助者派遣など）を利用している」（ ％）が高くなっている。

一方、「特にない」は、自立支援医療受給者（ ％）、難病医療費助成者（ ％）で７

割を超えている。

図表 外出時に利用しているサービス・手段〔複数回答〕（ ）－障害別

総
数

外
出
支
援
（
同
行
援
護
、

重
度
訪
問
介
護
、
行
動

援
護
、
移
動
支
援
、
盲
ろ

う
者
通
訳
・
介
助
者
派
遣

な
ど
）
を
利
用
し
て
い
る

補
装
具
（
車
椅
子
、
義

肢
、
杖
、
白
杖
、
補
聴
器

な
ど
）
を
使
用
し
て
い
る

補
助
犬
（
盲
導
犬
、
介
助

犬
、
聴
導
犬
）
と
一
緒
に

外
出
し
て
い
る

特
に
な
い

無
回
答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外
の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と
診断

認知症と診断
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障害者になった時期は、出生時が ％、出生後が ％

障害別では、知的障害者は「出生時～ 代」が７割以上、精神障害者は「 代～ 代」

が４割を占めており、他の障害に比べて、障害になった年齢が低い

障害者になった時期については、出生時が ％、出生後が ％で、中でも 代以

上が ％を占める。

障害別にみると、身体障害者は「 代～ 代」が、知的障害者は「出生時～ 代」が、

精神障害者は「 代～ 代」が、自立支援医療受給者は「 代～ 代」が、難病医療費

助成者は「 代～ 代」と「 代」が、発達障害と診断されている人は「 代」が他の

障害に比べて高くなっている。

図表 障害者になった時期〔単数回答、数値回答〕（ ）－障害別
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時

歳
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以上

時期

不明
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身体障害者

知的障害者
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(10) 外出時に利用しているサービス・手段 

外出時に利用しているサービス・手段は、「補装具を使用している」が ％、「外出支

援を利用している」が ％、「特にない」が ％

身体障害者は「補装具を使用している」（ ％）、知的障害者は「外出支援を利用して

いる」（ ％）で高い。一方、「特にない」は、自立支援医療受給者、難病医療費助成

者で７割を超える

現在、外出時に利用しているサービス・手段は、「補装具（車椅子、義肢、杖、白杖、

補聴器など）を使用している」が ％、「外出支援（同行援護、重度訪問介護、行動援

護、移動支援、盲ろう者通訳・介助者派遣など）を利用している」が ％となっている。

一方、「特にない」が ％となっている。

障害別にみると、身体障害者は「補装具（車椅子、義肢、杖、白杖、補聴器など）を使

用している」（ ％）が、知的障害者は「外出支援（同行援護、重度訪問介護、行動援護、

移動支援、盲ろう者通訳・介助者派遣など）を利用している」（ ％）が高くなっている。

一方、「特にない」は、自立支援医療受給者（ ％）、難病医療費助成者（ ％）で７

割を超えている。

図表 外出時に利用しているサービス・手段〔複数回答〕（ ）－障害別
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出
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障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者
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の難病患者

発達障害と診断
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31.3

25.7

29.8

24.1

27.8

37.3

45.5

56.7

8.0

10.0

48.1

41.6

47.7

47.6

48.7

25.0

10.4

5.9

57.3

67.7

43.9

63.5

55.6

58.5

45.5

30.0

76.0

80.0

40.7

28.1

36.4

38.7

47.6

69.4

84.4

84.7

7.3

2.7
21.5

10.0

14.8

1.3

0.0

13.3

16.0

0.0

11.1

28.1

13.6

10.5

1.6

1.6

0.0

0.6

4.0

3.8

4.7

2.5

1.9

2.8

9.1

0.0

0.0

10.0

0.0

2.2

2.3

3.1

2.1

4.0

5.2

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者等総数（1463人）

身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

仕事をしている 仕事をしていない 福祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援） 無回答

(11) 収入を伴う仕事の有無 

「仕事をしている」人は ％、「福祉的就労をしている」人は ％

障害別では、難病医療費助成者は「仕事をしている」（ ％）が、身体障害者は「仕

事をしていない」（ ％）、知的障害者は「福祉的就労をしている」（ ％）が高い

年代別では、 代までは「仕事をしている」が、「仕事をしていない」は 代以上で、

代で「福祉的就労をしている」が比較的高い

平成 年 月 日時点での収入を伴う仕事の有無は、「仕事をしている」が ％、「福

祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」が ％で、一方「仕事

をしていない」が ％となっている。

障害別にみると、身体障害者は「仕事をしていない」（ ％）、知的障害者や自立支援

医療受給者は「福祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」（ ％、

％）が、難病医療費助成者は「仕事をしている」（ ％）が高くなっている。

年代別にみると、 代までが「仕事をしている」が、 代は「福祉的就労をしている

（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」が高くなっている。一方「仕事をしていない」

は 代以上で７、８割となっている。

図表 収入を伴う仕事の有無〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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(12) 平日の日中、主に過ごした場所 

平日の日中、主に過ごした場所として、「自分の家」が ％、「職場（一般企業など）」

が ％

障害別では、身体障害者や精神障害者、難病医療費助成者で「自分の家」が、知的障害

者で「職場（一般企業など）」と「職場（福祉的就労の施設）」、「通所施設」の割合が高

い

年代別では 代以上で「自分の家」の割合が高い

この 年間で平日の日中、主に過ごした場所は、「自分の家」が ％と最も高く、次

いで「職場（一般企業など）」が ％となっている。

障害別にみると、身体障害者や精神障害者、難病医療費助成者は「自分の家」（ ％、

％、 ％）が高く、知的障害者は「職場（一般企業など）」（ ％）、「職場（福祉

的就労の施設）」（ ％）、「通所施設」（ ％）が高くなっている。

年代別にみると、「自分の家」は 代以上で５割を超えている。また、「職場（一般企

業など）」は 代までで３、４割となっている。「職場（福祉的就労の施設）」は 代で高

くなっている。
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高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）
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仕事をしている 仕事をしていない 福祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援） 無回答

(11) 収入を伴う仕事の有無 
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事をしていない」（ ％）、知的障害者は「福祉的就労をしている」（ ％）が高い

年代別では、 代までは「仕事をしている」が、「仕事をしていない」は 代以上で、

代で「福祉的就労をしている」が比較的高い

平成 年 月 日時点での収入を伴う仕事の有無は、「仕事をしている」が ％、「福

祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」が ％で、一方「仕事
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医療受給者は「福祉的就労をしている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」（ ％、

％）が、難病医療費助成者は「仕事をしている」（ ％）が高くなっている。

年代別にみると、 代までが「仕事をしている」が、 代は「福祉的就労をしている

（就労継続支援Ａ型・Ｂ型、就労移行支援）」が高くなっている。一方「仕事をしていない」

は 代以上で７、８割となっている。

図表 収入を伴う仕事の有無〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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(12) 平日の日中、主に過ごした場所 

平日の日中、主に過ごした場所として、「自分の家」が ％、「職場（一般企業など）」

が ％

障害別では、身体障害者や精神障害者、難病医療費助成者で「自分の家」が、知的障害

者で「職場（一般企業など）」と「職場（福祉的就労の施設）」、「通所施設」の割合が高

い

年代別では 代以上で「自分の家」の割合が高い

この 年間で平日の日中、主に過ごした場所は、「自分の家」が ％と最も高く、次

いで「職場（一般企業など）」が ％となっている。

障害別にみると、身体障害者や精神障害者、難病医療費助成者は「自分の家」（ ％、

％、 ％）が高く、知的障害者は「職場（一般企業など）」（ ％）、「職場（福祉

的就労の施設）」（ ％）、「通所施設」（ ％）が高くなっている。

年代別にみると、「自分の家」は 代以上で５割を超えている。また、「職場（一般企

業など）」は 代までで３、４割となっている。「職場（福祉的就労の施設）」は 代で高

くなっている。
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図表 平日の日中、主に過ごした場所〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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  スポーツや運動について 

(1) この１年間に行ったスポーツ 

この１年間に「スポーツを行った」人は、 ％

医療費助成対象外の難病患者と認知症と診断された人以外の障害で ～ ％

年代が若いほど、スポーツを行った人の割合が高い

行ったスポーツとしては、「ウォーキング、散歩」、「体操」の割合が高い

この１年間に何らかのスポーツを行った人は ％となっている。

障害別にみると、医療費助成対象外の難病患者（ ％）と認知症と診断された人

（ ％）を除く、どの障害の人でも ～ ％がスポーツを行っている。

年代別にみると、スポーツを行っている割合は年代が若い方が高く、 代で ％と

なっている一方で、 代以上ではスポーツを行っている人は ％にとどまる。

スポーツの種類としては、医療費助成対象外の難病患者と認知症と診断された人以外の

障害では「ウォーキング、散歩」、「体操」を挙げる人の割合が高い。その他、知的障害者

では「陸上競技」、「水泳・遊泳」、「球技」、「ダンス」を挙げる人の割合が他の障害に比べ

て高くなっている。

図表 この１年間にスポーツを行ったか〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)
行った 行っていない 無回答
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発達障害と診断（30人）
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図表 この１年間に行ったスポーツ〔複数回答〕（ ）－障害別
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発達障害と診断

高次脳機能障害と診断
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障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

障害者等総数

身体障害者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

知的障害者

精神障害者
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医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断
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障害者等総数
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無回答総数
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(2) この１年間にスポーツを行った頻度 

スポーツを行った頻度は、「週に１日以上」が ％、「週に１日未満」が ％

おおむねどの障害も「週に１日以上」が半数前後を占める

また、 代は「週に１日以上」 ％ でやや高い

この１年間にスポーツを行った頻度をみると、「週に１日以上」が ％、「週に１日未

満」が ％となっている。一方、「実施しなかった」が ％となっている。

障害別にみると、大きな違いはみられず、おおむねどの障害も半数前後が「週に１日以

上」としているものの、知的障害者は「週に１日未満」（ ％）が他の障害に比べて高く

なっている。

年代別にみると、大きな違いはみられないものの、「週に１日以上」スポーツを行って

いる人は、 代（ ％）でやや高くなっている。

図表 この１年間にスポーツを行った頻度〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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図表 この１年間に行ったスポーツ〔複数回答〕（ ）－障害別
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身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)
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70代(269人)
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週に１日以上実施 週に１日未満実施 実施したが分からない 実施しなかった 無回答
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(3) スポーツや運動を行った場所 
※この 1 年間に何らかのスポーツや運動を行ったことがあると回答した 1008 人が対象 

スポーツや運動を行った場所は「道路や遊歩道」（ ％）、「自宅」（ ％）、「広場や

公園」（ ％）が高い

スポーツを行った場所をみると、「道路や遊歩道」が ％と最も高く、次いで「自宅」

（ ％）、「広場や公園」（ ％）となっている。

障害別にみると、上位に挙がっている場所に違いはみられないものの、知的障害者では

「公共のスポーツ施設（障害者専用施設）」（ ％）、「公共のスポーツ施設（障害者専用

施設以外）」（ ％）、「福祉施設」（ ％）の割合が他の障害に比べて高くなっている。

図表 スポーツや運動を行った場所〔複数回答〕（ ）－障害別

 

総数 自宅 道路や遊歩
道

広場や公園 民間のス
ポーツ施設

公共のス
ポーツ施設
（障害者専
用施設）

公共のス
ポーツ施設
（障害者専
用施設以
外）

公立小中学
校の体育施
設

特別支援学
校の体育施
設

総数 職場のス
ポーツ施設

福祉施設 医療機関 山・川・海 その他 わからない 無回答

障害者等総数

身体障害者

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断
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(4) スポーツや運動を一緒にする人 
※この 1 年間に何らかのスポーツや運動を行ったことがあると回答した 1008 人が対象 

スポーツや運動を一緒にする人は、いない（「一人」）（ ％）、「家族」（ ％）が高

い

障害別では、知的障害者や認知症と診断された人以外は、いない（「一人」）が高く、知

的障害者は「家族」、「福祉施設の職員・仲間」が高い

いない（「一人」）は 代、 代、「家族」は 代、 代、「福祉施設の職員・仲間」

は 代で高い

スポーツや運動を一緒にする人をみると、いない（「一人」）が ％と最も高く、次い

で「家族」（ ％）、「福祉施設の職員・仲間」（ ％）となっている。

障害別にみると、知的障害者や認知症と診断された人以外は、いない（「一人」）が最も

高く、次いで、身体障害者や精神障害者、自立支援医療費受給者、難病医療費助成者は「家

族」となっているが、知的障害者は、「家族」が最も高く、次いで「福祉施設の職員・仲間」

となっている。その他、知的障害者では「障害がある人のサークル・障害者スポーツのサ

ークル等の仲間」が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、いない（「一人」）は、 代（ ％）、 代（ ％）で高く、「家

族」は 代（ ％）、 代（ ％）で高く、「福祉施設の職員・仲間」は 代（ ％）

で高くなっている。
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図表 スポーツや運動を一緒にする人〔複数回答〕（ ）－障害別

 
 
 

総数 一人 家族 福祉施設の
職員・仲間

スポーツ教
室の指導
者・仲間

地域の公共
スポーツ施
設の職員・
仲間

障害者専用
スポーツ施
設の職員・
仲間

障害がある
人のサーク
ル・障害者
スポーツの
サークル等
の仲間

総数 障害がある
人やない人
など様々な
人がいる
サークルの
仲間

ボランティア
の人たち

学校の先生
や学校の友
達

その他の友
人・知人

その他 わからない 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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図表 スポーツや運動を一緒にする人〔複数回答〕（ ）－年代別

 

総数 一人 家族 福祉施設の
職員・仲間

スポーツ教
室の指導
者・仲間

地域の公共
スポーツ施
設の職員・
仲間

障害者専用
スポーツ施
設の職員・
仲間

障害がある
人のサーク
ル・障害者
スポーツの
サークル等
の仲間
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人やない人
など様々な
人がいる
サークルの
仲間

ボランティア
の人たち

学校の先生
や学校の友
達

その他の友
人・知人

その他 わからない 無回答

60代

20代

30代

40代

50代

10代

60代

70代

80代以上

80代以上

障害者等総数

障害者等総数

10代

70代

20代

30代

40代

50代
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図表 スポーツや運動を一緒にする人〔複数回答〕（ ）－障害別
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自立支援医療受給者
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図表 スポーツや運動を一緒にする人〔複数回答〕（ ）－年代別
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20代

30代

40代
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障害者等総数

10代

70代

20代

30代

40代
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(5) スポーツや運動をした理由 
※この 1 年間に何らかのスポーツや運動を行ったことがあると回答した 1008 人が対象 

スポーツや運動をした理由として、「健康・体力づくりのため」（ ％）、「運動不足解

消のため」（ ％）、「楽しみや気晴らしのため」（ ％）が高い

障害別では、発達障害と診断されている人を除く全ての障害で、「健康・体力づくりの

ため」が高い

年代別では、「健康・体力づくりのため」、「リハビリテーションや医療・治療のため」

は年齢が比較的高い人で割合が高い一方、「楽しみや気晴らしのため」、「友人・仲間と

の交流のため」は年齢が比較的低い人で割合が高い

スポーツや運動をした理由は、「健康・体力づくりのため」（ ％）が最も高く、次い

で「運動不足解消のため」（ ％）、「楽しみや気晴らしのため」（ ％）、「友人・仲間

との交流のため」（ ％）となっている。

障害別にみると、発達障害と診断されている人を除く障害で、「健康・体力づくりのた

め」が高くなっている。その他では、身体障害者は「リハビリテーションや医療・治療の

ため」（ ％）が、知的障害者は「楽しみや気晴らしのため」（ ％）が、精神障害者

や自立支援医療受給者は「精神の修養や訓練のため」（ ％、 ％）、「美容や肥満解消

のため」（ ％、 ％）が、他の障害に比べて高い。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、「健康・

体力づくりのため」、「リハビリテーションや医療・治療のため」は年齢が比較的高い人で

割合が高くなっている。また、「楽しみや気晴らしのため」、「友人・仲間との交流のため」

は年齢が比較的低い人で割合が高くなっている。
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図表 スポーツや運動をした理由〔複数回答〕（ ）－障害別

 
 
 
 
 

総数 健康・体力
づくりのため

楽しみや気
晴らしのた
め

運動不足解
消のため

精神の修養
や訓練のた
め

自己の記録
や能力を向
上させるた
め

リハビリ
テーション
や医療・治
療のため

家族のふれ
あいのため

総数 友人・仲間
との交流の
ため

美容や肥満
解消のため

障害者ス
ポーツ大会
に参加する
ため

その他 わからない 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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図表 スポーツや運動をした理由〔複数回答〕（ ）－障害別
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図表 スポーツや運動をした理由〔複数回答〕（ ）－年代別
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(6) スポーツや運動を行っていない理由 
※この 1 年間にスポーツや運動を行ったことがないと回答した 431 人が対象 

スポーツや運動を行っていない理由として、「活動したいが、身体的にできない」が

％と高い

特に、「活動したいが、身体的にできない」は難病医療費助成者と身体障害者の６割強、

「活動したいと思わない」は、知的障害者、精神障害者の３割弱と高い

また、年代別では、 代、 代以上で「活動したいが、身体的にできない」が６割強

と高い

スポーツや運動を行っていないと回答した人にその理由を聞くと、「活動したいが、身

体的にできない」が ％と最も高く、次いで「活動したいと思わない」が ％となっ

ている。その他、活動したいが「自分に合ったスポーツや運動の情報がない」（ ％）、「一

緒にやる人がいない」（ ％）、「身近なところにスポーツや運動がやれる場所がない」

（ ％）ためにできない人も一定数みられた。

障害別にみると、おおむねどの障害においても「活動したいが、身体的にできない」を

半数前後が挙げている。特に、難病医療費助成者（ ％）、身体障害者（ ％）で６割

強と高くなっている。一方、「活動したいと思わない」は、知的障害者（ ％）、精神障

害者（ ％）で３割弱と高い。

年代別にみると、「活動したいが、身体的にできない」は年代が上がるほど高く、 代

（ ％）、 代以上（ ％）で６割強と高くなっている。また、その他では、 代で

「活動したいと思わない」（ ％）、「活動したいが、自分に合ったスポーツや運動の情報

がない」（ ％）が他の年代に比べて高い。
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図表 スポーツや運動を行っていない理由〔複数回答〕（ ）－障害別、年代別
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(7) 今後、行いたいスポーツや運動 

今後、行いたいスポーツや運動については、「ウォーキング、散歩」（ ％）、「体操」

（ ％）、「水泳・遊泳」（ ％）が高い

今後、行いたいスポーツや運動については、「ウォーキング、散歩」（ ％）が５割で

最も高い。次いで「体操」（ ％）、「水泳・遊泳」（ ％）となっている。一方、「特に

ない」（ ％）が約２割となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、「ウォーキング、

散歩」、「体操」、「水泳・遊泳」が高い。
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図表 今後行いたいスポーツや運動〔複数回答〕（ ）－障害別
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(8) スポーツや運動を行う際に必要な支援 

スポーツや運動を行う際に必要な支援は、「適切な指導者」が ％と最も高く、次い

で「一緒に行う仲間」が ％

スポーツや運動を行う際に必要な支援は、「適切な指導者」が ％と最も高く、次い

で「一緒に行う仲間」が ％と高くなっている。その他、「会場までの送迎」（ ％）、

「障害にあわせたプログラムの充実」（ ％）、「施設の利用料減免」（ ％）、「スタジ

アム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やまちのバリアフ

リー化」（ ％）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）などがあ

げられ、分散している。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、身体障害

者は「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やま

ちのバリアフリー化」（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）が、知的障害者

は「障害者への施設開放の促進」（ ％）、「障害にあわせたプログラムの充実」（ ％）

が、精神障害者や自立支援医療受給者は「施設の利用料減免」（ ％、 ％）の割合が

他の障害に比べて高い。また、難病医療費助成者は「特にない」（ ％）の割合が高い。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、全体的に

代、 代はいろいろな支援を挙げている人が他の年代に比べて高く、特に 代では「施

設や用具等を利用する際に必要な手続きの支援」、「一緒に行う仲間」を、 代では「会場

までの送迎」、「障害者への施設開放の促進」、「障害にあわせたプログラムの充実」、「障害

に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」、「施設や用具等を利用する際に必要な手続き

の支援」、「適切な指導者」、「一緒に行う仲間」が高い。

身体障害者の障害種別にみると、視覚では「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の

充実」（ ％）が、聴覚や脳原性運動機能では「介助者や手話通訳などの支援」（ ％、

％）が他の身体障害種別に比べて高い。

外出時のサービス利用別にみると、「外出支援を利用している」人は「会場までの送迎」

（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は

「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やまちの

バリアフリー化」（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を挙げる人が他に

比べて高い。

仕事の有無別にみると、「仕事をしている」人は「施設や用具等を利用する際に必要な

手続きの支援」（ ％）を、「仕事をしていない」人は「会場までの送迎」（ ％）、を「福

祉的就労をしている」人は「会場までの送迎」（ ％）、「障害者への施設開放の促進」

（ ％）、「障害に合わせたプログラムの充実」（ ％）、「一緒に行う仲間」（ ％）、

「施設の利用料減免」（ ％）を挙げる人が他に比べて高い。
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図表 今後行いたいスポーツや運動〔複数回答〕（ ）－障害別
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バリアフリー化」（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を挙げる人が他に

比べて高い。
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（ ％）、「障害に合わせたプログラムの充実」（ ％）、「一緒に行う仲間」（ ％）、

「施設の利用料減免」（ ％）を挙げる人が他に比べて高い。
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図表 スポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別
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図表 スポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別
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図表 スポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別
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図表 スポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－外出時のサービス利用別
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図表 スポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別
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(9) この１年間でのスポーツ観戦の有無 

この１年間でのスポーツ観戦の有無は、「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦し

たことがある」が ％と最も高く、「観戦したことはない」が ％

この１年間でのスポーツ観戦の有無をみると、「テレビ、ラジオ、インターネット等で

観戦したことがある」が ％と最も高く、「スタジアム・体育館などで実際に観戦した

ことがある」人は ％、「沿道で実際に観戦したことがある」人は ％にとどまってい

る。また、「観戦したことはない」という回答も ％みられた。

障害別にみると、全ての障害で「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦したことが

ある」が５割以上で最も高い。一方、知的障害者は「観戦したことはない」（ ％）が他

の障害に比べて高くなっている。年代別にみると、どの年代も「テレビ、ラジオ、インタ

ーネット等で観戦したことがある」が高い。その他、 代は「スタジアム・体育館などで

実際に観戦したことがある」（ ％）が他の年代に比べて高い。 
図表 １年間に観戦したスポーツ〔複数回答〕（ ）－障害別、年代別
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、
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自立支援医療受
給者
難病医療費助成
者

医療費助成対象
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発達障害と診断
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診断

認知症と診断

Ｑ
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代
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(10) スポーツを観戦する上で必要な支援 

スポーツを観戦する上で必要な支援は、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリ

アフリー化」（ ％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（ ％）、「観戦料の減免」

（ ％）が高い

スポーツを観戦する上で必要な支援をみると、「スタジアム、体育館などの建物や設備

のバリアフリー化」が ％、「障害者に配慮した観戦席の充実」が ％、「観戦料の減

免」が ％と高くなっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に、身

体障害者では「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「テレ

ビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）が、知的障害者では「障害者に

配慮した観戦席の充実」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）が、精神障害者では

「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）が、自立支援医療受給者では

「情報機器操作の支援」（ ％）、「観戦料の減免」（ ％）が他の障害に比べて高い。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に、

代や 代では「一緒に観戦する仲間」（ ％、 ％）が、 代では「障害者に配慮し

た観戦席の充実」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）、「障害や障害者、補助犬な

どに対する理解促進」（ ％）が他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚の「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕

の対応」（ ％）が他の身体障害種別に比べて高い。

１年間でのスポーツ観戦の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみ

られないものの、「スタジアム・体育館などで実際に観戦したことがある」人は「観戦料の

減免」（ ％）が、「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦したことがある」人は「テ

レビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）が、「観戦したことはない」

人は「観戦したいと思わない」（ ％）、「わからない」（ ％）が他に比べて高い。

外出時の利用サービス別にみると、「外出支援を利用している」人は「会場までの送迎」

（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は

「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やまちの

バリアフリー化」（ ％）、「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）

を挙げる割合が他に比べて高い。

仕事の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、仕

事をしている人は「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）、「観戦

料の減免」（ ％）を、「仕事をしていない」人は「会場までの送迎」（ ％）を、「福

祉的就労をしている」人は「会場までの送迎」（ ％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」

（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）、

「観戦料の減免」（ ％）を挙げる割合が他に比べて高い。
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(9) この１年間でのスポーツ観戦の有無 

この１年間でのスポーツ観戦の有無は、「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦し

たことがある」が ％と最も高く、「観戦したことはない」が ％

この１年間でのスポーツ観戦の有無をみると、「テレビ、ラジオ、インターネット等で

観戦したことがある」が ％と最も高く、「スタジアム・体育館などで実際に観戦した

ことがある」人は ％、「沿道で実際に観戦したことがある」人は ％にとどまってい

る。また、「観戦したことはない」という回答も ％みられた。

障害別にみると、全ての障害で「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦したことが

ある」が５割以上で最も高い。一方、知的障害者は「観戦したことはない」（ ％）が他

の障害に比べて高くなっている。年代別にみると、どの年代も「テレビ、ラジオ、インタ

ーネット等で観戦したことがある」が高い。その他、 代は「スタジアム・体育館などで

実際に観戦したことがある」（ ％）が他の年代に比べて高い。 
図表 １年間に観戦したスポーツ〔複数回答〕（ ）－障害別、年代別

総
数

ス
タ
ジ
ア
ム
・
体

育
館
な
ど
で
実

際
に
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戦
し
た

こ
と
が
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る
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で
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際
に

観
戦
し
た
こ
と

が
あ
る

テ
レ
ビ

、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
で
観
戦
し

た
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

観
戦
し
た
こ
と

は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

障害者等総数

Ｑ

保
有
し
て
い
る
手
帳
、
難
病
医
療
費
助
成
、

障
害
の
診
断

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受
給者
難病医療費助成
者

医療費助成対象
外の難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と
診断

認知症と診断

Ｑ
２

年
代

代

代

代

代

代

代

代

代以上
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(10) スポーツを観戦する上で必要な支援 

スポーツを観戦する上で必要な支援は、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリ

アフリー化」（ ％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（ ％）、「観戦料の減免」

（ ％）が高い

スポーツを観戦する上で必要な支援をみると、「スタジアム、体育館などの建物や設備

のバリアフリー化」が ％、「障害者に配慮した観戦席の充実」が ％、「観戦料の減

免」が ％と高くなっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に、身

体障害者では「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「テレ

ビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）が、知的障害者では「障害者に

配慮した観戦席の充実」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）が、精神障害者では

「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）が、自立支援医療受給者では

「情報機器操作の支援」（ ％）、「観戦料の減免」（ ％）が他の障害に比べて高い。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に、

代や 代では「一緒に観戦する仲間」（ ％、 ％）が、 代では「障害者に配慮し

た観戦席の充実」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）、「障害や障害者、補助犬な

どに対する理解促進」（ ％）が他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚の「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕

の対応」（ ％）が他の身体障害種別に比べて高い。

１年間でのスポーツ観戦の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみ

られないものの、「スタジアム・体育館などで実際に観戦したことがある」人は「観戦料の

減免」（ ％）が、「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦したことがある」人は「テ

レビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）が、「観戦したことはない」

人は「観戦したいと思わない」（ ％）、「わからない」（ ％）が他に比べて高い。

外出時の利用サービス別にみると、「外出支援を利用している」人は「会場までの送迎」

（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は

「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やまちの

バリアフリー化」（ ％）、「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）

を挙げる割合が他に比べて高い。

仕事の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、仕

事をしている人は「テレビ・インターネット等の文字情報、字幕の対応」（ ％）、「観戦

料の減免」（ ％）を、「仕事をしていない」人は「会場までの送迎」（ ％）を、「福

祉的就労をしている」人は「会場までの送迎」（ ％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」

（ ％）、「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）、「一緒に観戦する仲間」（ ％）、

「観戦料の減免」（ ％）を挙げる割合が他に比べて高い。
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別

 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別

 
 
 
 
 
 
 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

10代

障害者等総数

50代

60代

70代

80代以上

20代

30代

40代

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別

 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別

 
 
 
 
 
 
 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

10代

障害者等総数

50代

60代

70代

80代以上

20代

30代

40代

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別

 
 
 
 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢

脳原性運動機能

内部障害

体幹

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

上肢

下肢

脳原性運動機能

内部障害

体幹
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－１年間でのスポーツ観戦の有無別

 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

テレビ、ラジオ、イン
ターネット等で観戦した
ことがある

その他

スタジアム・体育館な
どで実際に観戦したこ
とがある

沿道で実際に観戦した
ことがある

テレビ、ラジオ、イン
ターネット等で観戦した
ことがある

その他

観戦したことはない

わからない

観戦したことはない

わからない

障害者等総数

スタジアム・体育館な
どで実際に観戦したこ
とがある

沿道で実際に観戦した
ことがある

障害者等総数
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別

 
 
 
 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢

脳原性運動機能

内部障害

体幹

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

上肢

下肢

脳原性運動機能

内部障害

体幹
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－１年間でのスポーツ観戦の有無別

 
 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

テレビ、ラジオ、イン
ターネット等で観戦した
ことがある

その他

スタジアム・体育館な
どで実際に観戦したこ
とがある

沿道で実際に観戦した
ことがある

テレビ、ラジオ、イン
ターネット等で観戦した
ことがある

その他

観戦したことはない

わからない

観戦したことはない

わからない

障害者等総数

スタジアム・体育館な
どで実際に観戦したこ
とがある

沿道で実際に観戦した
ことがある

障害者等総数
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－外出時のサービス利用別

 

図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－仕事の有無別

 

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

障害者等総数

外出支援を利用して
いる

補装具を使用している

補装具を使用している

補助犬と一緒に外出し
ている

特にない

外出支援を利用して
いる

補助犬と一緒に外出し
ている

特にない

総数 スタジア
ム、体育館
などの建物
や設備のバ
リアフリー化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

会場までの
送迎

障害者に配
慮した観戦
席の充実

介助者や手
話通訳など
の支援

テレビ・イン
ターネット等
の文字情
報、字幕の
対応

情報機器操
作の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

総数 障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

仕事をしている

仕事をしていない

福祉的就労をしている

障害者等総数

仕事をしている

仕事をしていない

福祉的就労をしている
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  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関心度 

① 東京 2020 オリンピックへの関心度 

東京 オリンピックに関心がある（「関心がある」＋「やや関心がある」）割合が

％。そのうち、「関心がある」割合が ％

特に、障害別では、難病医療費助成者、医療費助成対象外の難病患者、年代別では、

代で８割を超える

東京 オリンピックへの関心度は、「関心がある」（ ％）と「やや関心がある」

（ ％）を合わせた ％が関心を持っている。

障害別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

難病医療費助成者、医療費助成対象外の難病患者で８割を超えている。

年代別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

代が最も高くなっている。

身体障害者の障害種別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心が

ある」割合は、内部障害で８割を超えている。

図表 東京 オリンピックへの関心度〔単数回答〕（Q15①）－障害別、年代別 
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身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－外出時のサービス利用別

 

図表 スポーツを観戦する上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－仕事の有無別
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免

その他 特にない 観戦したい
と思わない
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障害者等総数

障害者等総数
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導犬）など
に対する理
解促進

一緒に観戦
する仲間

観戦料の減
免

その他 特にない 観戦したい
と思わない

わからない 無回答

障害者等総数

仕事をしている

仕事をしていない

福祉的就労をしている

障害者等総数

仕事をしている

仕事をしていない

福祉的就労をしている
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  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関心度 

① 東京 2020 オリンピックへの関心度 

東京 オリンピックに関心がある（「関心がある」＋「やや関心がある」）割合が

％。そのうち、「関心がある」割合が ％

特に、障害別では、難病医療費助成者、医療費助成対象外の難病患者、年代別では、

代で８割を超える

東京 オリンピックへの関心度は、「関心がある」（ ％）と「やや関心がある」

（ ％）を合わせた ％が関心を持っている。

障害別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

難病医療費助成者、医療費助成対象外の難病患者で８割を超えている。

年代別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

代が最も高くなっている。

身体障害者の障害種別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心が

ある」割合は、内部障害で８割を超えている。

図表 東京 オリンピックへの関心度〔単数回答〕（Q15①）－障害別、年代別 
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障害者等総数（1463人）

身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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図表 東京 オリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ①）－身体障害種別
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身体障害者総数（914人）

視覚（119人）

聴覚（133人）

平衡機能（28人）

音声機能・言語機能・そしゃく機能（93人）

上肢（175人）

下肢（261人）

体幹（105人）

脳原性運動機能（72人）

内部障害（259人）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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②東京 2020 パラリンピックへの関心度 

東京 パラリンピックに関心がある（「関心がある」＋「やや関心がある」）割合が

％。そのうち、「関心がある」割合が ％

特に、障害別では、難病医療費助成者、年代別では、 代で７割を超える

東京 パラリンピックへの関心度は、「関心がある」（ ％）と「やや関心がある」

（ ％）を合わせた ％が関心を持っている。（参考：東京 オリンピック関心度

（ ％））

障害別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

難病医療費助成者で７割を超えているものの、どの障害も東京 オリンピックに比べて

「関心がある」割合が低くなっている。

年代別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は

代が最も高く、７割を超える。

身体障害者の障害種別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心が

ある」割合は、内部障害で７割を超えている。

図表 東京 パラリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ②）－障害別、年代別

 

38.6

41.0

32.3

31.5

32.4

40.5

45.5

23.3

40.0

20.0

40.7

31.4

31.3

37.2

40.7

40.7

47.2

37.1

26.7

26.5

22.9

22.4

22.2

34.2

22.7

20.0

24.0

10.0

25.9

28.6

30.1

27.2

27.5

27.4

26.4

20.0

15.9

15.1

15.5

17.8

18.5

14.6

13.6

16.7

8.0

30.0

14.8

20.0

19.9

16.2

14.3

14.9

11.5

17.1

11.2

10.1

19.3

12.9

19.4

7.0

0.0
36.7

12.0

20.0

14.8

15.7

13.1

14.1

10.1

11.3

7.1
8.2

7.5

7.3

9.9

15.4

7.4

3.8
18.2

3.3
16.0

20.0

3.7

4.3

5.7

5.2
7.4

5.6
7.8

17.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者等総数（1463人）

身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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図表 東京 オリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ①）－身体障害種別

 

54.9

56.3

60.2

39.3

59.1

49.1

51.3

42.9

44.4

59.1

21.1

16.0

18.0

28.6

18.3

22.3

20.3

21.9

29.2

24.3

11.7

12.6

10.5

3.6

5.4

12.0

13.0

12.4

8.3

9.7

8.1

8.4

8.3

14.3

11.8

10.9

9.6

16.2

13.9

5.0

4.2

6.7

3.0

14.3

5.4

5.7

5.7

6.7

4.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者総数（914人）

視覚（119人）

聴覚（133人）

平衡機能（28人）

音声機能・言語機能・そしゃく機能（93人）

上肢（175人）
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脳原性運動機能（72人）

内部障害（259人）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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②東京 2020 パラリンピックへの関心度 

東京 パラリンピックに関心がある（「関心がある」＋「やや関心がある」）割合が

％。そのうち、「関心がある」割合が ％

特に、障害別では、難病医療費助成者、年代別では、 代で７割を超える

東京 パラリンピックへの関心度は、「関心がある」（ ％）と「やや関心がある」

（ ％）を合わせた ％が関心を持っている。（参考：東京 オリンピック関心度

（ ％））

障害別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は、

難病医療費助成者で７割を超えているものの、どの障害も東京 オリンピックに比べて

「関心がある」割合が低くなっている。

年代別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心がある」割合は

代が最も高く、７割を超える。

身体障害者の障害種別では、「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた、「関心が

ある」割合は、内部障害で７割を超えている。

図表 東京 パラリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ②）－障害別、年代別
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関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない 無回答
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図表 東京 パラリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ②）－身体障害種別

 

③ 東京 2020 オリンピックと東京 2020 パラリンピックへの関心度 

東京 オリンピックに関心のある人は東京 パラリンピックへの関心も高い

一方、東京 オリンピックに関心のない人は東京 パラリンピックへの関心も低

い

東京 オリンピックと東京 パラリンピックへのそれぞれの関心度についてみる

と、東京 オリンピックに「関心がある」人は、東京 パラリンピックに「関心が

ある」と「やや関心がある」を合わせた割合は ％と高く、また、「やや関心がある」

人も ％と高くなっている。

一方、東京 オリンピックに「あまり関心がない」又は「関心がない」人の８～９

割が、東京 パラリンピックにも「あまり関心がない」又は「関心がない」としている。

図表 東京 オリンピックと東京 パラリンピックへの関心度〔単数回答〕（Q15①、Q15②）
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(2) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方 

①東京 2020 オリンピックへの関わり方 

東京 オリンピックへの関わり方は、「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観

戦したい」が ％と高い

東京 オリンピックに何らかの形で関わりたいかについては、「テレビ、ラジオ、イ

ンターネット配信等で観戦したい」が ％と最も高く、次いで「スタジアム・体育館な

どで観戦したい」（ ％）と高くなっている。一方、「関わりたいと思わない」は ％

である。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、どの障害も「テレ

ビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」や、「スタジアム・体育館などで観戦し

たい」が上位となっている。特に、「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」

は知的障害者以外の障害で半数以上の人が挙げている。一方、知的障害者は「関わりたい

と思わない」（ ％）や「わからない」（ ％）の割合が他の障害に比べて高くなって

いる。

年代別にみると、どの年代も「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」、

「スタジアム・体育館などで観戦したい」が上位に挙がっているものの、特に「テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」は年代が比較的高い方が高く、 代で７割

弱となっている。また、「スタジアム・体育館などで観戦したい」は 代、 代が４割を

超えている。その他、「ボランティアとして関わりたい」は 代で高くなっている。

身体障害者の障害種別にみると、障害種別によって大きな違いはみられないものの、平

衡機能では「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」（ ％）が、内部障

害では「スタジアム・体育館などで観戦したい」（ ％）が、聴覚では「ボランティアと

して関わりたい」（ ％）が他の身体障害種別に比べて高くなっている。
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図表 東京 パラリンピックへの関心度〔単数回答〕（ ②）－身体障害種別
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(2) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方 
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ①）－障害別、年代別
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ①）－身体障害種別
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ①）－障害別、年代別
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ①）－身体障害種別

総
数

ス
タ
ジ
ア
ム
・
体
育
館
な
ど
で
観
戦

し
た
い

沿
道
で
観
戦
し
た
い

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
等
で
観
戦
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
り
た
い

関
わ
り
た
い
と
思
わ
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・

そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

 
 



58 
 

② 東京 2020 パラリンピックへの関わり方 

東京 パラリンピックへの関わり方は、「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で

観戦したい」が ％と高い

東京 パラリンピックに何らかの形で関わりたいかについては、「テレビ、ラジオ、

インターネット配信等で観戦したい」が ％と最も高く、次いで「スタジアム・体育館

などで観戦したい」（ ％）と高くなっている。一方、「関わりたいと思わない」は ％

である。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、どの障害も「テレ

ビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」や、「スタジアム・体育館などで観戦し

たい」が上位となっている。特に、「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」

は身体障害者や自立支援医療受給者、難病医療費助成者で半数以上の人が挙げている。一

方、知的障害者は「関わりたいと思わない」（ ％）や「わからない」（ ％）とする

人の割合が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、どの年代も「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」、

「スタジアム・体育館などで観戦したい」が上位に挙がっているものの、特に「テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」は年代が比較的高い方が高く、 代、

代で６割を超える。また、 代では「スタジアム・体育館などで観戦したい」が４割を超

えている。その他、 代は「ボランティアとして関わりたい」（ ％）が他の年代に比

べて高くなっている。

身体障害者の障害種別にみると、障害種別によって大きな違いはみられないものの、東

京 オリンピックと同様、聴覚は「ボランティアとして関わりたい」（ ％）が他の

身体障害種別に比べて高い。 
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ②）
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ②）
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ②）－身体障害種別
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③東京 2020 オリンピックと東京 2020 パラリンピックへの関わり方 

東京 オリンピックを「スタジアム・体育館などで観戦したい」や「沿道で観戦し

たい」人は、東京 パラリンピックも同様の関わり方を挙げる割合が高い

東京 オリンピックに「ボランティアとして関わりたい」人は、東京 パラリン

ピックも「ボランティアとして関わりたい」割合が高く８割を超えている

東京 オリンピックと東京 パラリンピックへの、それぞれの関わり方について

みると、東京 オリンピックを「スタジアム・体育館などで観戦したい」や「沿道で観

戦したい」人は、東京 パラリンピックも「スタジアム・体育館などで観戦したい」や

「沿道で観戦したい」割合が高い。また、東京 オリンピックを「テレビ、ラジオ、イ

ンターネット配信等で観戦したい」人は、東京 パラリンピックも「テレビ、ラジオ、

インターネット配信等で観戦したい」割合が高く８割を超えている。

東京 オリンピックに「ボランティアとして関わりたい」人は東京 パラリンピ

ックも「ボランティアとして関わりたい」割合が高く８割を超えている。

図表 東京 オリンピックと東京 パラリンピックへの関わり方

〔複数回答〕（ ①、 ②）
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ②）－身体障害種別
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(3) 参加したいボランティア活動 
※東京 2020 オリンピック又は東京 2020 パラリンピックで「ボランティアとして関わり

たい」と回答した 163 人が対象 

参加したいボランティア活動は「会場内での観客・大会関係者の誘導」（ ％）、「チ

ケットチェック等の入場管理」（ ％）で高い

東京 オリンピック又は東京 パラリンピックで「ボランティアとして関わりた

い」と回答した人が、どのようなボランティアとして参加したいかについては、「会場内で

の観客・大会関係者の誘導」が ％、「チケットチェック等の入場管理」が ％、「選

手村や会場の食堂での配膳」が ％、「国内外からの旅行者への観光・交通案内」が ％

と高くなっている。

障害別にみると、自立支援医療受給者や精神障害者は全体的に様々な活動で高い。

図表 参加したいボランティア活動〔複数回答〕（ ）－障害別
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難病医療費助成

者

医療費助成対象

外の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害

と診断

認知症と診断
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(4) ボランティアを行う際に必要な支援 
※東京 2020 オリンピック又は東京 2020 パラリンピックで「ボランティアとして関わり

たい」と回答した 163 人が対象 

ボランティアを行う際に必要な支援は、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」

（ ％）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）、「一緒に行う

仲間」（ ％）で高い

東京 オリンピック又は東京 パラリンピックで「ボランティアとして関わりた

い」と回答した人が、ボランティアを行う際に必要な支援については、「ボランティア活動

に関する情報提供の充実」（ ％）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」

（ ％）、「一緒に行う仲間」（ ％）などが高くなっている。

障害別、年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、「ボラン

ティア活動に関する情報提供の充実」はどの障害も半数前後が挙げている。

図表 ボランティアを行う際に必要な支援〔複数回答〕（ ）－障害別
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図表 ボランティアを行う際に必要な支援〔複数回答〕（ ）－年代別
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  文化、芸術活動について 

(1) この１年間に行った文化、芸術活動 

この１年間に行った文化、芸術活動は「コンサートや映画、演劇などに行く」が ％

と最も高く、次いで「美術館、博物館などに行く」（ ％）。「特にない」は ％

この１年間に行った文化、芸術活動をみると、「コンサートや映画、演劇などに行く」

が ％と最も高く、次いで「美術館、博物館などに行く」（ ％）、「動物園や植物園、

水族館などに行く」（ ％）が高くなっている。一方「特にない」は ％と約３割と

なっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、知的障害

者は「動物園や植物園、水族館などに行く」、「音楽活動をする」が、難病医療費助成者は

「コンサートや映画、演劇などに行く」が他の障害に比べて高い。

年代別にみると、「コンサートや映画、演劇などに行く」、「美術館、博物館などに行く」、

「動物園や植物園、水族館などに行く」は年代が比較的若い人の割合が高くなっている。 
身体障害者の障害種別にみると、上位に挙げられているものに大きな違いはみられない

ものの、特に聴覚は「美術館、博物館などに行く」（ ％）が、上肢は「美術などの創作

活動をする」（ ％）が、内部障害は「コンサートや映画、演劇などに行く」（ ％）

が、他の身体障害種別に比べて高くなっている。
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図表 ボランティアを行う際に必要な支援〔複数回答〕（ ）－年代別
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図表 この１年間に行った文化、芸術活動〔複数回答〕（ ①）－障害別、年代別
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(2) 今後行いたい文化、芸術活動 

今後行いたい文化、芸術活動は「コンサートや映画、演劇などに行く」が ％と最も

高く、次いで「動物園や植物園、水族館などに行く」（ ％）、「美術館・博物館など

に行く」（ ％）。「特にない」は ％

今後行いたい文化、芸術活動をみると、「コンサートや映画、演劇などに行く」が ％

と最も高く、次いで「動物園や植物園、水族館などに行く」（ ％）、「美術館・博物館な

どに行く」（ ％）と高く、全体的にこの１年間行った割合より今後行いたい割合の方が

高くなっている。一方「特にない」は ％である。

障害別にみると、この１年間に行った文化、芸術活動と同様に、上位に挙がっているも

のに大きな違いはみられないものの、その他では、知的障害者は「音楽活動をする」（ ％）

が、難病医療費助成者は「講演会、セミナー、各種講座に参加する」（ ％）が他の障害

に比べて高い。

年代別にみると、「コンサートや映画、演劇などに行く」、「美術館・博物館などに行く」、

「動物園や植物園、水族館などに行く」は 代までの割合が高くなっている。 
身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、特に内部障害は「コンサートや映画、演劇などに行く」（ ％）が他の身体障害種

別よりやや高い。
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(3) この１年間に行った文化、芸術活動と今後行いたい文化、芸術活動 

この１年間に何らかの活動をした人は、今後行いたい活動でも同じ活動を挙げる割合が

高く、それ以外の活動を挙げる割合も高い

この１年間に行った文化、芸術活動と、今後行いたい文化、芸術活動をみると、この１

年間に何らかの活動をした人は、今後行いたい活動でも同じ活動を挙げる割合が高いほか、

それ以外の活動を挙げる割合も高い。一方、この１年間に特に活動を行っていない「特に

ない」人でも、今後何らかの活動をしたい人は３割強いる。 

図表 この１年間に行った文化、芸術活動 × 今後行いたい文化、芸術活動

〔複数回答〕（ ①、 ②）
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(3) この１年間に行った文化、芸術活動と今後行いたい文化、芸術活動 

この１年間に何らかの活動をした人は、今後行いたい活動でも同じ活動を挙げる割合が

高く、それ以外の活動を挙げる割合も高い

この１年間に行った文化、芸術活動と、今後行いたい文化、芸術活動をみると、この１

年間に何らかの活動をした人は、今後行いたい活動でも同じ活動を挙げる割合が高いほか、

それ以外の活動を挙げる割合も高い。一方、この１年間に特に活動を行っていない「特に

ない」人でも、今後何らかの活動をしたい人は３割強いる。 

図表 この１年間に行った文化、芸術活動 × 今後行いたい文化、芸術活動

〔複数回答〕（ ①、 ②）
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ど
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る
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ど
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、
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活

動

コンサートや映画、演劇などに行く

美術館、博物館などに行く（館外で開催

される美術展、展覧会なども含む）

動物園や植物園、水族館などに行く

音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）

美術などの創作活動をする（絵画、彫

刻、陶芸、書道、華道など）

文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小

説、評論など）

講演会、セミナー、各種講座に参加する

伝統文化などの活動をする（伝統芸

能、茶道など）

その他

特にない
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(4) 文化、芸術活動をする上で必要な支援 

文化、芸術活動をする上で必要な支援として、「特にない」が ％と最も高い

必要な支援としては、「適切な指導者」（ ％）、「施設の利用料減免」（ ％）、「一

緒に行う仲間」（ ％）、「文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化」（ ％）が

高い

文化、芸術活動をする上で必要な支援をみると、「特にない」が ％と最も高く、次

いで、「適切な指導者」（ ％）、「施設の利用料減免」（ ％）、「一緒に行う仲間」（ ％）、

「文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化」（ ％）、「交通機関やまちのバリアフリ

ー化」（ ％）、「活動の場までの送迎」（ ％）となっている。

障害別にみると、必要な支援がやや異なり、身体障害者は「文化、芸術活動を行う施設

のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を、精神障害者は「施設の利用

料減免」を、難病医療費助成者は「特にない」を挙げる割合が高い。

年代別にみると、 代では「適切な指導者」、「一緒に行う仲間」が、 代では「活動で

きる場の充実」、「障害にあわせたプログラムの充実」、「障害に対応した情報の提供や問合

せ方法の充実」、「適切な指導者」、「一緒に行う仲間」が、 代では「障害にあわせたプロ

グラムの充実」、「施設の利用料減免」が、 代では「障害や障害者、補助犬などに対する

理解促進」、「施設の利用料減免」が他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」、「障害に対

応した情報の提供や問合せ方法の充実」を、音声機能・言語機能・そしゃく機能では「介

助者や手話通訳などの支援」を、上肢、下肢、体幹、脳原性運動機能では「文化、芸術活

動を行う施設のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を挙げる人の割合

が高い。

今後したい活動別にみると、大きな違いはみられないものの、「美術館、博物館などに

行く」人は「施設の利用料減免」を、「音楽活動をする」人は「活動できる場の充実」、「障

害に合わせたプログラムの充実」、「適切な指導者」を挙げる割合が他の活動に比べて高く

なっている。一方、「特にない」とする人は、「特にない」、「活動したいと思わない」、「わ

からない」が他の活動に比べて高い。

外出時のサービス利用別にみると、「外出支援を利用している」人は、「活動の場までの

送迎」（ ％）、「障害にあわせたプログラムの充実」（ ％）、「介助者や手話通訳など

の支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は「文化、芸術活動を行う施設のバリ

アフリー化」（ ％）、「交通機関やまちのバリアフリー化」（ ％）、「介助者や手話通

訳などの支援」（ ％）を、「特にない」人は「施設の利用料減免」（ ％）を挙げる割

合が他に比べて高い。

仕事の有無別にみると、「仕事をしている」人は「施設の利用料減免」（ ％）を、「福

祉的就労をしている」人は「活動の場までの送迎」（ ％）、「活動できる場の充実」（ ％）、

「障害にあわせたプログラムの充実」（ ％）、「適切な指導者」（ ％）を挙げる人の

割合が他に比べて高い。
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別
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した情報の
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等を利用す
る際に必要
な手続きの
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障害や障害
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（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
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総数 適切な指
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一緒に行う
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用具等の
貸出

施設の利
用料減免
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と思わない
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知的障害者
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障害者等総数
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知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者
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(4) 文化、芸術活動をする上で必要な支援 

文化、芸術活動をする上で必要な支援として、「特にない」が ％と最も高い
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ー化」（ ％）、「活動の場までの送迎」（ ％）となっている。

障害別にみると、必要な支援がやや異なり、身体障害者は「文化、芸術活動を行う施設

のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を、精神障害者は「施設の利用

料減免」を、難病医療費助成者は「特にない」を挙げる割合が高い。

年代別にみると、 代では「適切な指導者」、「一緒に行う仲間」が、 代では「活動で

きる場の充実」、「障害にあわせたプログラムの充実」、「障害に対応した情報の提供や問合

せ方法の充実」、「適切な指導者」、「一緒に行う仲間」が、 代では「障害にあわせたプロ

グラムの充実」、「施設の利用料減免」が、 代では「障害や障害者、補助犬などに対する

理解促進」、「施設の利用料減免」が他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」、「障害に対

応した情報の提供や問合せ方法の充実」を、音声機能・言語機能・そしゃく機能では「介

助者や手話通訳などの支援」を、上肢、下肢、体幹、脳原性運動機能では「文化、芸術活

動を行う施設のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を挙げる人の割合

が高い。

今後したい活動別にみると、大きな違いはみられないものの、「美術館、博物館などに

行く」人は「施設の利用料減免」を、「音楽活動をする」人は「活動できる場の充実」、「障

害に合わせたプログラムの充実」、「適切な指導者」を挙げる割合が他の活動に比べて高く

なっている。一方、「特にない」とする人は、「特にない」、「活動したいと思わない」、「わ

からない」が他の活動に比べて高い。

外出時のサービス利用別にみると、「外出支援を利用している」人は、「活動の場までの

送迎」（ ％）、「障害にあわせたプログラムの充実」（ ％）、「介助者や手話通訳など

の支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は「文化、芸術活動を行う施設のバリ
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仕事の有無別にみると、「仕事をしている」人は「施設の利用料減免」（ ％）を、「福
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別

 
 
 
 
 
 

総数 文化、芸術
活動を行う
施設のバリ
アフリー化

交通機関
やまちのバ
リアフリー
化

活動の場
までの送迎

活動できる
場の充実

障害にあわ
せたプログ
ラムの充実

介助者や
手話通訳
などの支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設や用具
等を利用す
る際に必要
な手続きの
支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 適切な指
導者

一緒に行う
仲間

用具等の
貸出

施設の利
用料減免

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

難病医療費助成者

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の難
病患者
発達障害と診断

医療費助成対象外の難
病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総数 文化、芸術
活動を行う
施設のバリ
アフリー化

交通機関
やまちのバ
リアフリー
化

活動の場
までの送迎

活動できる
場の充実

障害にあわ
せたプログ
ラムの充実

介助者や
手話通訳
などの支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設や用具
等を利用す
る際に必要
な手続きの
支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 適切な指
導者

一緒に行う
仲間

用具等の
貸出

施設の利
用料減免

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

40代

50代

60代

70代

80代以上

70代

80代以上

40代

50代

60代

障害者等総数

10代

20代

30代

障害者等総数

10代

20代

30代
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総数 文化、芸術
活動を行う
施設のバリ
アフリー化

交通機関
やまちのバ
リアフリー
化

活動の場
までの送迎

活動できる
場の充実

障害にあわ
せたプログ
ラムの充実

介助者や
手話通訳
などの支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設や用具
等を利用す
る際に必要
な手続きの
支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 適切な指
導者

一緒に行う
仲間

用具等の
貸出

施設の利
用料減免

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

内部障害

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

下肢

体幹

脳原性運動機能
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－今後活動したい活動別
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－外出時のサービス利用別
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図表 文化、芸術活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－今後活動したい活動別
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  ボランティア活動について 
(1) 今までに参加したボランティアの活動分野 

何らかのボランティア活動に参加した人は ％。主な活動分野は、「お祭り、町会・

自治会などの地域の活動」（ ％）や「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に

関する活動」（ ％）

今までに何らかのボランティア活動に参加した人は ％、一方「特にない」は ％

となっている。活動分野は、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が ％と最も

高く、次いで「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」（ ％）となっ

ている。

障害別にみると、難病患者が何らかの活動に参加した割合が高く、特に「お祭り、町会・

自治会などの地域の活動」で高くなっている。一方、知的障害者は「特にない」が他の障

害に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚、内部障害で何らかのボランティア活動に参加し

ている割合がやや高く、参加した分野では、聴覚は「スポーツ大会などのスポーツ、運動

に関する活動」が、内部障害は「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が他の身体障

害種別に比べて高くなっている。一方、脳原性運動機能では「特にない」が他の身体障害

種別に比べて高い。

図表 今までに参加したボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ①）－障害別
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療
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・
販
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そ
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他
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自立支援医療受
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医療費助成対象

外の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と

診断

認知症と診断
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図表 今までに参加したボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ①）－身体障害種別

総
数

何
ら
か
の
活
動
に
参
加

参加した分野 特
に
な
い

無
回
答障

害
者
、
高
齢
者
等
の
支
援
な
ど
の
福

祉
、
医
療
に
関
す
る
活
動

講
演
会
、
教
室
・
学
習
会
、
展
覧
会
等
の

企
画
・
運
営
、
手
伝
い
な
ど
の
教
育
、
文

化
に
関
す
る
活
動

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動

に
関
す
る
活
動

お
祭
り
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

活
動

企
業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販

売
促
進
へ
の
協
力

そ
の
他

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機

能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

 



78 
 

  ボランティア活動について 
(1) 今までに参加したボランティアの活動分野 

何らかのボランティア活動に参加した人は ％。主な活動分野は、「お祭り、町会・

自治会などの地域の活動」（ ％）や「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に

関する活動」（ ％）

今までに何らかのボランティア活動に参加した人は ％、一方「特にない」は ％

となっている。活動分野は、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が ％と最も

高く、次いで「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」（ ％）となっ

ている。

障害別にみると、難病患者が何らかの活動に参加した割合が高く、特に「お祭り、町会・

自治会などの地域の活動」で高くなっている。一方、知的障害者は「特にない」が他の障

害に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、聴覚、内部障害で何らかのボランティア活動に参加し

ている割合がやや高く、参加した分野では、聴覚は「スポーツ大会などのスポーツ、運動

に関する活動」が、内部障害は「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が他の身体障

害種別に比べて高くなっている。一方、脳原性運動機能では「特にない」が他の身体障害

種別に比べて高い。

図表 今までに参加したボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ①）－障害別

総
数

何
ら
か
の
活
動
に
参
加

参加した分野 特
に
な
い

無
回
答

障
害
者
、
高
齢
者
等
の
支

援
な
ど
の
福
祉
、
医
療
に

関
す
る
活
動

講
演
会
、
教
室
・
学
習

会
、
展
覧
会
等
の
企
画
・

運
営
、
手
伝
い
な
ど
の
教

育
、
文
化
に
関
す
る
活
動

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
、
運
動
に
関
す
る

活
動

お
祭
り
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
の
地
域
の
活
動

企
業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
・
販
売
促
進
へ
の

協
力

そ
の
他

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受

給者

難病医療費助成

者

医療費助成対象

外の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と

診断

認知症と診断

79 
 

図表 今までに参加したボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ①）－身体障害種別

総
数

何
ら
か
の
活
動
に
参
加

参加した分野 特
に
な
い

無
回
答障

害
者
、
高
齢
者
等
の
支
援
な
ど
の
福

祉
、
医
療
に
関
す
る
活
動

講
演
会
、
教
室
・
学
習
会
、
展
覧
会
等
の

企
画
・
運
営
、
手
伝
い
な
ど
の
教
育
、
文

化
に
関
す
る
活
動

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動

に
関
す
る
活
動

お
祭
り
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

活
動

企
業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販

売
促
進
へ
の
協
力

そ
の
他

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機

能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

 



80 
 

(2) 今までに参加したボランティアの内容 

今までに参加したボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」

（ ％）、「清掃」（ ％）、「活動の指導、手伝い」（ ％）が上位に挙げられてい

る。一方、「特にない」が ％

「イベント等の会場準備の手伝い」は医療費助成対象外の難病患者、「清掃」は発達障

害や認知症と診断された人の割合が高い

今までに参加したボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」

（ ％）、「清掃」（ ％）、「活動の指導、手伝い」（ ％）が比較的高くなっている。

一方、「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、どの障害でも「イベント等の会場準備の手伝い」、「清掃」、「活動の指

導、手伝い」、「受付・案内」がおおむね上位に挙がっているものの、特に「イベント等の

会場準備の手伝い」は医療費助成対象外の難病患者（ ％）、「清掃」では発達障害と診

断されている人（ ％）、認知症と診断された人（ ％）の割合が他の障害に比べて高

い。

図表 今までに参加したボランティアの内容〔複数回答〕（ ①）－障害別

総
数

受
付
・
案
内

活
動
の
指
導
、
手
伝

い イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
準

備
の
手
伝
い

清
掃

移
動
や
身
の
回
り
の

介
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者
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(3) 今までに参加したボランティアの活動分野と今までに参加したボランティアの内容 

「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」は、「活動の指導、手伝い」

が高く、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」は「イベント等の会場準備の手伝

い」や「清掃」が高い

今までに参加したボランティアの活動分野と内容をみると、「障害者、高齢者等の支援

などの福祉、医療に関する活動」では「活動の指導、手伝い」が高く、「講演会、教室・学

習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」では「活動の指導、

手伝い」、「受付・案内」、「イベント等の会場準備の手伝い」が高い。

「スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動」では、「イベント等の会場準備の

手伝い」、「活動の指導、手伝い」、「清掃」が高い。

また、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」では、「イベント等の会場準備の手伝

い」や「清掃」が高くなっている。

図表 今までに参加したボランティアの活動分野×今までに参加したボランティアの内容

〔複数回答〕（ ①、 ①）
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(2) 今までに参加したボランティアの内容 

今までに参加したボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」

（ ％）、「清掃」（ ％）、「活動の指導、手伝い」（ ％）が上位に挙げられてい

る。一方、「特にない」が ％

「イベント等の会場準備の手伝い」は医療費助成対象外の難病患者、「清掃」は発達障

害や認知症と診断された人の割合が高い

今までに参加したボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」

（ ％）、「清掃」（ ％）、「活動の指導、手伝い」（ ％）が比較的高くなっている。

一方、「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、どの障害でも「イベント等の会場準備の手伝い」、「清掃」、「活動の指

導、手伝い」、「受付・案内」がおおむね上位に挙がっているものの、特に「イベント等の

会場準備の手伝い」は医療費助成対象外の難病患者（ ％）、「清掃」では発達障害と診

断されている人（ ％）、認知症と診断された人（ ％）の割合が他の障害に比べて高

い。

図表 今までに参加したボランティアの内容〔複数回答〕（ ①）－障害別
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(3) 今までに参加したボランティアの活動分野と今までに参加したボランティアの内容 

「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」は、「活動の指導、手伝い」

が高く、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」は「イベント等の会場準備の手伝

い」や「清掃」が高い

今までに参加したボランティアの活動分野と内容をみると、「障害者、高齢者等の支援

などの福祉、医療に関する活動」では「活動の指導、手伝い」が高く、「講演会、教室・学

習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」では「活動の指導、

手伝い」、「受付・案内」、「イベント等の会場準備の手伝い」が高い。

「スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動」では、「イベント等の会場準備の

手伝い」、「活動の指導、手伝い」、「清掃」が高い。

また、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」では、「イベント等の会場準備の手伝

い」や「清掃」が高くなっている。
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(4) 今後参加したいボランティアの活動分野 

今後参加したいボランティア活動として、何らかのボランティア活動への参加を挙げた

人は ％。医療費助成対象外の難病患者、難病医療費助成者で高い

自立支援医療受給者は「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」が、

難病医療費助成者は「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教

育、文化に関する活動」が他の障害に比べて高い

今後参加したいボランティア活動として何らかの活動分野を挙げた人は ％、一方

「特にない」は ％となっている。活動分野は、「お祭り、町会・自治会などの地域の

活動」（ ％）、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」（ ％）、「講

演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」（ ％）、

「スポーツ大会などのスポーツ・運動に関する活動」（ ％）で、大差はない。

障害別にみると、自立支援医療受給者は「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に

関する活動」が、難病医療費助成者は「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、

手伝いなどの教育、文化に関する活動」が他の障害に比べて高くなっている。

身体障害者の障害種別にみると、大きな違いはみられないものの、内部障害で参加意向

がやや高い一方で、平衡機能では参加意向がやや低くなっている。

図表 今後参加したいボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ②）－障害別
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図表 今後参加したいボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ②）－身体障害種別
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図表 今後参加したいボランティアの活動分野〔複数回答〕（ ②）－身体障害種別
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(5) 今後参加したいボランティアの内容 

今後参加したいボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」

（ ％）、「受付・案内」（ ％）、「話し相手、遊び相手、学習支援」（ ％）が上

位に挙げられている。一方、「特にない」が ％

自立支援医療受給者は「活動の指導、手伝い」、難病医療費助成者は「受付・案内」、「話

し相手、遊び相手、学習支援」が他の障害に比べて高い

今後参加したいボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」（ ％）、

「受付・案内」（ ％）、「話し相手、遊び相手、学習支援」（ ％）が比較的高くなっ

ている。一方「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、大きな違いはみられないものの、自立支援医療受給者は「活動の指導、

手伝い」を、難病医療費助成者は「受付・案内」、「話し相手、遊び相手、学習支援」を挙

げる人の割合が他の障害に比べて高い。

図表 今後参加したいボランティアの内容〔複数回答〕（ ②）－障害別
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(6) 今までに参加したボランティアの活動分野と今後参加したいボランティアの活動分野 

半数の人が、今後参加したいボランティア活動分野として、今までに参加したボランテ

ィア活動分野と同じものを挙げている

何らかのボランティア活動参加者は、今後、他の活動分野に対しても参加したい割合が

高い

今までに参加したボランティア活動分野と今後参加したいボランティア活動分野の状

況をみると、どの活動分野でも、今後参加したい活動分野として同じ分野を挙げている人

が５割前後となっている。また、今までに何らかのボランティア活動をしたことのある人

は、今までに参加したことのない活動に対しても参加を希望する人の割合が高くなってい

る。

図表 今までに参加したボランティアの活動分野×今後参加したいボランティアの

活動分野〔複数回答〕（ ①、 ②）
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位に挙げられている。一方、「特にない」が ％

自立支援医療受給者は「活動の指導、手伝い」、難病医療費助成者は「受付・案内」、「話

し相手、遊び相手、学習支援」が他の障害に比べて高い

今後参加したいボランティアの内容として、「イベント等の会場準備の手伝い」（ ％）、

「受付・案内」（ ％）、「話し相手、遊び相手、学習支援」（ ％）が比較的高くなっ

ている。一方「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、大きな違いはみられないものの、自立支援医療受給者は「活動の指導、

手伝い」を、難病医療費助成者は「受付・案内」、「話し相手、遊び相手、学習支援」を挙

げる人の割合が他の障害に比べて高い。

図表 今後参加したいボランティアの内容〔複数回答〕（ ②）－障害別
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(6) 今までに参加したボランティアの活動分野と今後参加したいボランティアの活動分野 

半数の人が、今後参加したいボランティア活動分野として、今までに参加したボランテ

ィア活動分野と同じものを挙げている

何らかのボランティア活動参加者は、今後、他の活動分野に対しても参加したい割合が

高い

今までに参加したボランティア活動分野と今後参加したいボランティア活動分野の状

況をみると、どの活動分野でも、今後参加したい活動分野として同じ分野を挙げている人

が５割前後となっている。また、今までに何らかのボランティア活動をしたことのある人

は、今までに参加したことのない活動に対しても参加を希望する人の割合が高くなってい
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(7) ボランティア活動をする上で必要な支援 

ボランティア活動をする上で必要な支援については、「ボランティア活動に関する情報

提供の充実」、「一緒に行う仲間」、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」、「活

動の場までの送迎」がいずれも ％強となっている

ボランティア活動をする上で必要な支援として、何らかの項目を挙げた人は ％であ

る。「ボランティア活動に関する情報提供の充実」、「一緒に行う仲間」、「障害に対応した情

報の提供や問合せ方法の充実」、「活動の場までの送迎」がいずれも ％強となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられない。一方、難病医療

費助成者は「特にない」とする割合が他の障害に比べて高い。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、 代は「一

緒に行う仲間」（ ％）、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）、 代

では「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）、「一緒に行う仲間」

（ ％）、 代では「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）を、

代では「特にない」を挙げる割合が他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、特に聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）が、上肢や下肢では「交通

機関やまちのバリアフリー化」（ ％、 ％）を挙げる割合が他の身体障害種別に比べ

て高い。

今後参加したい活動分野別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられな

いものの、「福祉、医療に関する活動」は「活動場所のバリアフリー化」（ ％）、「活動

の場までの送迎」（ ％）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）

「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）を、「教育、文化に関する活動」

は「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）、「施設等を利用する際に必

要な手続きの支援」（ ％）、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）を、

「スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動」は「障害に対応した情報の提供や問

合せ方法の充実」（ ％）、「障害や障害者、補助犬などに対する理解促進」（ ％）、「ボ

ランティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）を挙げる割合が他の活動分野に比べて

高い。

今後参加したい内容別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、「受付・案内」、「イベント等の会場準備の手伝い」は「ボランティア活動に関する情

報提供の充実」（ ％、 ％）が、「移動や身の回りの介助などの手伝い」は「障害や

障害者、補助犬などに対する理解促進」（ ％）が、「手話などコミュニケーションの手

伝い」は「介助者や手話通訳などの支援」（ ％）を、「話し相手、遊び相手、学習支援」

は「施設等を利用する際に必要な手続きの支援」（ ％）を挙げる割合が他の活動内容に

比べて高い。
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外出時のサービス利用別にみると、「外出支援を利用している」人は「介助者や手話通

訳などの支援」（ ％）を、「補装具を使用している」人は「活動場所のバリアフリー化」

（ ％）、「交通機関やまちのバリアフリー化」（ ％）を、「特にない」人は「ボラン

ティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）、「特にない」（ ％）を挙げる割合が他

に比べて高い。

仕事の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、「仕

事をしている」人は「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（ ％）、「施設等

を利用する際に必要な手続きの支援」（ ％）、「障害や障害者、補助犬などに対する理解

促進」（ ％）、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（ ％）を、「仕事をして

いない」人は「活動したいと思わない」（ ％）を、「福祉的就労をしている」人は「一

緒に行う仲間」（ ％）を挙げる割合が他に比べて高い。

図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－障害別
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図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－年代別
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図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別
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図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）－身体障害種別
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図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－今後参加したい内容別

 
 
 

総数 活動場所の
バリアフリー
化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

活動の場ま
での送迎

介助者や手
話通訳など
の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設等を利
用する際に
必要な手続
きの支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 一緒に行う
仲間

ボランティア
活動に関す
る情報提供
の充実

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

話し相手、遊び相手、
学習支援
その他

特にない

イベント等の会場準備
の手伝い
清掃

清掃

移動や身の回りの介助
などの手伝い
手話などコミュニケー
ションの手伝い
話し相手、遊び相手、
学習支援
その他

特にない

障害者等総数

受付・案内

活動の指導、手伝い

移動や身の回りの介助
などの手伝い
手話などコミュニケー
ションの手伝い

障害者等総数

受付・案内

活動の指導、手伝い

イベント等の会場準備
の手伝い



90 
 

図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－今後参加したい活動分野別

 
 

総数 活動場所の
バリアフリー
化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

活動の場ま
での送迎

介助者や手
話通訳など
の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設等を利
用する際に
必要な手続
きの支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 一緒に行う
仲間

ボランティア
活動に関す
る情報提供
の充実

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

特にない

福祉、医療に関する活
動

教育、文化に関する活
動

スポーツ大会などのス
ポーツ、運動に関する
活動

お祭り、町会・自治会
などの地域の活動

企業の商品やサービス
の開発・販売促進への
協力

その他

障害者等総数

福祉、医療に関する活
動

教育、文化に関する活
動

スポーツ大会などのス
ポーツ、運動に関する
活動

お祭り、町会・自治会
などの地域の活動

企業の商品やサービス
の開発・販売促進への
協力

その他

特にない

障害者等総数

91 
 

図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－今後参加したい内容別

 
 
 

総数 活動場所の
バリアフリー
化

交通機関や
まちのバリ
アフリー化

活動の場ま
での送迎

介助者や手
話通訳など
の支援

障害に対応
した情報の
提供や問合
せ方法の充
実

施設等を利
用する際に
必要な手続
きの支援

障害や障害
者、補助犬
（盲導犬、
介助犬、聴
導犬）など
に対する理
解促進

総数 一緒に行う
仲間

ボランティア
活動に関す
る情報提供
の充実

その他 特にない 活動したい
と思わない

わからない 無回答

話し相手、遊び相手、
学習支援
その他

特にない

イベント等の会場準備
の手伝い
清掃

清掃

移動や身の回りの介助
などの手伝い
手話などコミュニケー
ションの手伝い
話し相手、遊び相手、
学習支援
その他

特にない

障害者等総数

受付・案内

活動の指導、手伝い

移動や身の回りの介助
などの手伝い
手話などコミュニケー
ションの手伝い

障害者等総数

受付・案内

活動の指導、手伝い

イベント等の会場準備
の手伝い



92 
 

図表 ボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－外出時のサービス利用別
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63.0

65.4
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71.7

70.4

51.2

21.9

13.5

42.0

48.4

52.5

38.6

29.6

29.1

40.9

26.7

64.0

80.0

29.6

30.3

31.3

22.0

25.4

43.5

67.3

66.5

2.3

2.8

5.2

2.1

1.9

0.6

0.0

3.3

0.0

10.0

3.7

3.2

2.3

3.7

0.5

0.8

1.5

5.3

5.7

6.3

6.9
8.7

0.0

3.5

9.1

0.0

8.0

10.0

3.7

1.1

3.4

2.6

3.7

4.4

9.3

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者等総数（1463人）

身体障害者（914人）

知的障害者（362人）

精神障害者（241人）

自立支援医療受給者（108人）

難病医療費助成者（316人）

医療費助成対象外の難病患者（22人）

発達障害と診断（30人）

高次脳機能障害と診断（25人）

認知症と診断（10人）

10代(27人)

20代(185人)

30代(176人)

40代(191人)

50代(189人)

60代(248人)

70代(269人)

80代以上(170人)

利用している 利用していない わからない 無回答

  情報アクセシビリティについて 

(1) インターネットの利用の有無 

約半数の人がインターネットを利用

特に、発達障害と診断されている人、自立支援医療受給者、難病医療費助成者では７割

前後と高い。また、 代、 代は７割を超えている

インターネットを利用している人は、 ％と約半数となっている。

障害別では、発達障害と診断されている人（ ％）、自立支援医療受給者（ ％）、

難病医療費助成者（ ％）で利用している人の割合が高い。

年代別にみると、 代まででインターネットを利用している割合が高くなっている。特

に 代（ ％）、 代（ ％）で７割を超える。

身体障害者の障害種別にみると、内部障害（ ％）で利用している人の割合が高くな

っている。

障害になった時期別にみると、 代・ 代や 代・ 代で障害になった人は「利用し

ている」割合が ～ ％と、他に比べて高い。

図表 インターネットの利用の有無〔単数回答〕（ ）－障害別、年代別
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図表 インターネットの利用の有無〔単数回答〕（ ）－身体障害種別

 
 

図表 インターネットの利用の有無〔単数回答〕（ ）－障害になった時期別
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視覚（119人）
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音声機能・言語機能・そしゃく機能（93人）

上肢（175人）

下肢（261人）

体幹（105人）

脳原性運動機能（72人）

内部障害（259人）

利用している 利用していない わからない 無回答
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障害者等総数（1463人）
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40代・50代（295人）

60代以上（356人）

利用している 利用していない わからない 無回答
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(2) インターネットの利用のツール 
※インターネットを利用していると回答した 730 人が対象 

インターネット利用者が利用しているツールは、「パソコン」が ％と最も高く、次

いで「スマートフォン」が ％

インターネットを利用している人が利用しているツールは、「パソコン」が ％と最

も高く、次いで「スマートフォン」が ％となっている。

障害別では、大きな違いはみられない。

年代別では、どの年代でも「パソコン」の割合が高く、「タブレット」、「スマートフォ

ン」は比較的若い年代で高くなっている。

身体障害者の障害種別では、大きな違いはみられず、どの身体障害種別でも「パソコン」

の割合が高く、それ以外では、内部障害で「スマートフォン」の割合が他の身体障害種別

に比べて高くなっている。
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身体障害者総数（914人）

視覚（119人）

聴覚（133人）

平衡機能（28人）

音声機能・言語機能・そしゃく機能（93人）

上肢（175人）

下肢（261人）

体幹（105人）

脳原性運動機能（72人）

内部障害（259人）

利用している 利用していない わからない 無回答
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障害者等総数（1463人）

出生時（261人）

～10代（201人）

20代・30代（209人）

40代・50代（295人）

60代以上（356人）

利用している 利用していない わからない 無回答
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(2) インターネットの利用のツール 
※インターネットを利用していると回答した 730 人が対象 

インターネット利用者が利用しているツールは、「パソコン」が ％と最も高く、次

いで「スマートフォン」が ％

インターネットを利用している人が利用しているツールは、「パソコン」が ％と最

も高く、次いで「スマートフォン」が ％となっている。

障害別では、大きな違いはみられない。

年代別では、どの年代でも「パソコン」の割合が高く、「タブレット」、「スマートフォ

ン」は比較的若い年代で高くなっている。

身体障害者の障害種別では、大きな違いはみられず、どの身体障害種別でも「パソコン」

の割合が高く、それ以外では、内部障害で「スマートフォン」の割合が他の身体障害種別

に比べて高くなっている。
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図表 インターネットの利用のツール〔複数回答〕（ ）

－障害別、年代別、身体障害種別

総数 パソコン タブレット 携帯電話 スマート

フォン

その他 わからな
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無回答
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障
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知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給

者

難病医療費助成者

医療費助成対象外

の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と

診断

認知症と診断

年
代

代

代

代

代

代

代

代

代以上

身
体
障
害
種
別

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機

能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害
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(3) 日ごろの情報の入手先 

情報の入手先として、「テレビやラジオ」が ％と最も高く、次いで「家族や友人」

（ ％）

日ごろの情報入手先は、「テレビやラジオ」が ％と最も高く、次いで「家族や友人」

（ ％）、「新聞」（ ％）、「インターネット」（ ％）となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、それ以外では、身

体障害者は「新聞」、「区市町村等の広報紙」が、精神障害者や難病医療費助成者は「イン

ターネット」が、自立支援医療受給者は「インターネット」や「ＳＮＳ」が、発達障害と

診断されている人は「ＳＮＳ」が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、 ～ 代では「学校や職場、施設の人」が、 代や 代では「家族や友人」、「Ｓ

ＮＳ」が、 ～ 代では「インターネット」が、 代や 代では「テレビやラジオ」、「新

聞」、「区市町村等の広報紙」を挙げる割合が、他の年代に比べて高い。 
身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、それ以外では、聴覚は「ＳＮＳ」が、体幹は「学校や職場、施設の人」、脳原性運動

機能は「学校や職場、施設の人」、「ボランティア、ヘルパーなどの支援者」が他の身体障

害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないもの

の、それ以外では、出生時は「学校や職場、施設の人」（ ％）が、「～ 代」は「障害

者団体の会合や機関誌」（ ％）、「ＳＮＳ」（ ％）が、 代・ 代は「インターネッ

ト」（ ％）、「ＳＮＳ」（ ％）が、 代以上では「新聞」（ ％）、「区市町村等の

広報紙」（ ％）が、他の時期に比べて高い。
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図表 インターネットの利用のツール〔複数回答〕（ ）

－障害別、年代別、身体障害種別

総数 パソコン タブレット 携帯電話 スマート
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者

難病医療費助成者

医療費助成対象外

の難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と

診断

認知症と診断

年
代
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代

代

代

代

代
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平衡機能

音声機能・言語機

能・そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害
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(3) 日ごろの情報の入手先 

情報の入手先として、「テレビやラジオ」が ％と最も高く、次いで「家族や友人」

（ ％）

日ごろの情報入手先は、「テレビやラジオ」が ％と最も高く、次いで「家族や友人」

（ ％）、「新聞」（ ％）、「インターネット」（ ％）となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられず、それ以外では、身

体障害者は「新聞」、「区市町村等の広報紙」が、精神障害者や難病医療費助成者は「イン

ターネット」が、自立支援医療受給者は「インターネット」や「ＳＮＳ」が、発達障害と

診断されている人は「ＳＮＳ」が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、 ～ 代では「学校や職場、施設の人」が、 代や 代では「家族や友人」、「Ｓ

ＮＳ」が、 ～ 代では「インターネット」が、 代や 代では「テレビやラジオ」、「新

聞」、「区市町村等の広報紙」を挙げる割合が、他の年代に比べて高い。 
身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、それ以外では、聴覚は「ＳＮＳ」が、体幹は「学校や職場、施設の人」、脳原性運動

機能は「学校や職場、施設の人」、「ボランティア、ヘルパーなどの支援者」が他の身体障

害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないもの

の、それ以外では、出生時は「学校や職場、施設の人」（ ％）が、「～ 代」は「障害

者団体の会合や機関誌」（ ％）、「ＳＮＳ」（ ％）が、 代・ 代は「インターネッ

ト」（ ％）、「ＳＮＳ」（ ％）が、 代以上では「新聞」（ ％）、「区市町村等の

広報紙」（ ％）が、他の時期に比べて高い。
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図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－障害別
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難病医療費助成

者
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発達障害と診断

高次脳機能障害

と診断

認知症と診断

図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－年代別
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図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－身体障害種別
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図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－障害になった時期別
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図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－障害別
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総
数

家
族
や
友
人

学
校
や
職
場
、
施
設
の

人 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ヘ
ル
パ

ー
な
ど
の
支
援
者

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

新
聞

区
市
町
村
等
の
広
報
紙

障
害
者
団
体
の
会
合
や

機
関
誌

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
）

行
政
の
窓
口

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

障害者等総数

代

代

代

代

代

代

代

代以上

  

99 
 

図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－身体障害種別
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図表 日ごろの情報の入手先〔複数回答〕（ ）－障害になった時期別
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(4) コミュニケーションや連絡の手段 

① 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマート

フォン、タブレット、パソコン」が ％、「メール」が ％

「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマート

フォン、タブレット、パソコン」が ％と最も高く、次いで「メール」が ％となっ

ている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補聴器・補聴援助

機器」が、知的障害者では「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、難病医療費助成

者や医療費助成対象外の難病患者では「ファックス」が、発達障害と診断されている人で

は「絵文字（ピクトグラム）」が、高次脳機能障害と診断された人では「会話を文字化する

アプリ」を挙げる人の割合が他の障害に比べて高く、障害によって手段が異なっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に

代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げる人の割合が

７割弱、 代では「メール」が５割と他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、視覚では「点字」、「拡大文字」、「読み上げソフト、ア

プリ等」、「朗読サービス」が、聴覚では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補

聴器・補聴援助機器」が、音声機能・言語機能・そしゃく機能では「筆談」、「行動（身振

り・手振り）」、「会話を文字化するアプリ」、「絵文字（ピクトグラム）」が、脳原性運動機

能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソ

コン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代では、約８割が「携帯電話、スマートフォ

ン、タブレット、パソコン」を挙げている。それ以外については、出生時では「口話・読

話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「点字」、「手話」、「要約筆記通訳や手

話通訳」が、 代以上では「ファックス」が、他の障害になった時期に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、そ

れ以外では、「学校や職場、施設の人」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、

「ボランティア、ヘルパーなどの支援者」は「行動（身振り・手振り）」が、「区市町村等

の広報紙」や「行政の窓口」は「ファックス」が他に比べて高くなっている。
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－障害別
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通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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(4) コミュニケーションや連絡の手段 

① 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマート

フォン、タブレット、パソコン」が ％、「メール」が ％

「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマート

フォン、タブレット、パソコン」が ％と最も高く、次いで「メール」が ％となっ

ている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補聴器・補聴援助

機器」が、知的障害者では「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、難病医療費助成

者や医療費助成対象外の難病患者では「ファックス」が、発達障害と診断されている人で

は「絵文字（ピクトグラム）」が、高次脳機能障害と診断された人では「会話を文字化する

アプリ」を挙げる人の割合が他の障害に比べて高く、障害によって手段が異なっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、特に

代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げる人の割合が

７割弱、 代では「メール」が５割と他の年代に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、視覚では「点字」、「拡大文字」、「読み上げソフト、ア

プリ等」、「朗読サービス」が、聴覚では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補

聴器・補聴援助機器」が、音声機能・言語機能・そしゃく機能では「筆談」、「行動（身振

り・手振り）」、「会話を文字化するアプリ」、「絵文字（ピクトグラム）」が、脳原性運動機

能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソ

コン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代では、約８割が「携帯電話、スマートフォ

ン、タブレット、パソコン」を挙げている。それ以外については、出生時では「口話・読

話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「点字」、「手話」、「要約筆記通訳や手

話通訳」が、 代以上では「ファックス」が、他の障害になった時期に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、そ

れ以外では、「学校や職場、施設の人」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、

「ボランティア、ヘルパーなどの支援者」は「行動（身振り・手振り）」が、「区市町村等

の広報紙」や「行政の窓口」は「ファックス」が他に比べて高くなっている。

101 
 

図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－障害別

 

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者
発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－年代別

 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

10代

20代

30代

40代

40代

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

10代

20代

30代
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－身体障害種別

 
 
 
 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

体幹

脳原性運動機能

内部障害

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－年代別

 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

10代

20代

30代

40代

40代

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

10代

20代

30代
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－身体障害種別

 
 
 
 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

体幹

脳原性運動機能

内部障害

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能
上肢

下肢
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－障害になった時期別

 

 
  

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代以上

20代・30代

40代・50代

出生時

～10代

20代・30代

40代・50代

60代以上

障害者等総数

出生時

～10代

障害者等総数
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－情報入手先別

 

 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

わからない

テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

わからない

障害者等総数

家族や友人

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者
テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者等総数

家族や友人
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－障害になった時期別

 

 
  

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代以上

20代・30代

40代・50代

出生時

～10代

20代・30代

40代・50代

60代以上

障害者等総数

出生時

～10代

障害者等総数
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図表 「学校・施設・職場」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ①）

－情報入手先別

 

 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

わからない

テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

わからない

障害者等総数

家族や友人

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者
テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者等総数

家族や友人
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② 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマートフォン、タブ

レット、パソコン」が ％、次いで「メール」が ％と高い

「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「学校・施設・職場」と同様「携帯

電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％と最も高く、次いで「メール」

が ％となっている。「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」は、「学校・

施設・職場」より、 ポイント程度高くなっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」を、知的障害者では「口

話・読話」、「行動（身振り・手振り）」を、発達障害と診断されている人では「絵文字（ピ

クトグラム）」を、高次脳機能障害と診断された人では「会話を文字化するアプリ」を挙げ

る人の割合が他の障害に比べて高く、障害によって手段が異なっている。

年代別にみると、「学校・施設・職場」と同様上位に挙がっているものに大きな違いは

みられないものの、特に 代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」を挙げる人の割合が７割強、 代では「メール」が約５割と他の年代に比べて高

い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、それ以外については、視覚では「点字」、「拡大文字」、

「録音物（デイジー版など）」、「読み上げソフト、アプリ等」、「朗読サービス」が、聴覚で

は「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」が、音声機能・言語機能・そしゃく機能で

は「筆談」、「行動（身振り・手振り）」、「会話を文字化するアプリ」、「絵文字（ピクトグラ

ム）」が、脳原性運動機能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて

高い。

障害になった時期別にみると、「学校・施設・職場」と同様に上位の「携帯電話、スマ

ートフォン、タブレット、パソコン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代では、８割

以上が「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げている。それ以外に

ついては、出生時では「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「手

話」が、 代以上では「補聴器・補聴援助機器」が、他の障害になった時期に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、そ

れ以外でも「学校・施設・職場」と同様に、「学校や職場、施設の人」や「ボランティア、

ヘルパーなどの支援者」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、「区市町村等の

広報紙」や「行政の窓口」は「ファックス」が他に比べて高くなっている。
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）－障害別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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② 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、スマートフォン、タブ

レット、パソコン」が ％、次いで「メール」が ％と高い

「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「学校・施設・職場」と同様「携帯

電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％と最も高く、次いで「メール」

が ％となっている。「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」は、「学校・

施設・職場」より、 ポイント程度高くなっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」を、知的障害者では「口

話・読話」、「行動（身振り・手振り）」を、発達障害と診断されている人では「絵文字（ピ

クトグラム）」を、高次脳機能障害と診断された人では「会話を文字化するアプリ」を挙げ

る人の割合が他の障害に比べて高く、障害によって手段が異なっている。

年代別にみると、「学校・施設・職場」と同様上位に挙がっているものに大きな違いは

みられないものの、特に 代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」を挙げる人の割合が７割強、 代では「メール」が約５割と他の年代に比べて高

い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、それ以外については、視覚では「点字」、「拡大文字」、

「録音物（デイジー版など）」、「読み上げソフト、アプリ等」、「朗読サービス」が、聴覚で

は「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」が、音声機能・言語機能・そしゃく機能で

は「筆談」、「行動（身振り・手振り）」、「会話を文字化するアプリ」、「絵文字（ピクトグラ

ム）」が、脳原性運動機能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて

高い。

障害になった時期別にみると、「学校・施設・職場」と同様に上位の「携帯電話、スマ

ートフォン、タブレット、パソコン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代では、８割

以上が「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げている。それ以外に

ついては、出生時では「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「手

話」が、 代以上では「補聴器・補聴援助機器」が、他の障害になった時期に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、そ

れ以外でも「学校・施設・職場」と同様に、「学校や職場、施設の人」や「ボランティア、

ヘルパーなどの支援者」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が、「区市町村等の

広報紙」や「行政の窓口」は「ファックス」が他に比べて高くなっている。
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）－障害別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断



108 
 

図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－年代別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代

70代

80代以上

10代

20代

30代

40代

50代

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

障害者等総数

10代

20代

30代

40代
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－身体障害種別

 
 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

身体障害者総数

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－年代別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代

70代

80代以上

10代

20代

30代

40代

50代

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

障害者等総数

10代

20代

30代

40代
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－身体障害種別

 
 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

身体障害者総数

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－障害になった時期別

 

 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代以上

障害者等総数

出生時

～10代

20代・30代

40代・50代

60代以上

障害者等総数

出生時

20代・30代

～10代

40代・50代
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－情報入手先別

 

 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

わからない

テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

わからない

障害者等総数

家族や友人

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者
テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者等総数

家族や友人
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－障害になった時期別

 

 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

60代以上

障害者等総数

出生時

～10代

20代・30代

40代・50代

60代以上

障害者等総数

出生時

20代・30代

～10代

40代・50代
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図表 「家庭」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕（ ②）

－情報入手先別

 

 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

わからない

テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

わからない

障害者等総数

家族や友人

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者
テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者等総数

家族や友人
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③ 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、

スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％、次いで「メール」が ％と高

い

「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段も、「学校・施

設・職場」、「家庭」と同様、「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％

と最も高く、次いで「メール」が ％となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」を、知的障害者では「口

話・読話」、「行動（身振り・手振り）」を挙げる人の割合が他の障害に比べて高く、障害に

よって手段が異なっている。

年代別にみると、「学校・施設・職場」や「家庭」と同様上位に挙がっているものに大

きな違いはみられないものの、特に 代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブ

レット、パソコン」を挙げる人の割合が７割、 代では「メール」が約 割と他の年代

に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、それ以外については身体障害種別によって違いがみら

れ、視覚では「点字」、「拡大文字」、「読み上げソフト、アプリ等」、「朗読サービス」が、

聴覚では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補聴器・補聴援助機器」が、音

声機能・言語機能・そしゃく機能では「指点字」、「筆談」、「行動（身振り・手振り）」が、

脳原性運動機能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、「学校・施設・職場」、「家庭」と同様に上位の「携帯電

話、スマートフォン、タブレット、パソコン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代で

は、８割以上が「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げている。そ

れ以外については障害になった時期別によってやや違いがみられ、出生時では「口話・読

話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「点字」、「手話」が、 代以上では「補

聴器・補聴援助機器」が、他の障害になった年代に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものやそれ以外でも「学校・施設・職場」

や「家庭」ほど違いがみられないものの、「学校や職場、施設の人」や「ボランティア、ヘ

ルパーなどの支援者」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が他に比べて高くなっ

ている。
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－障害別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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③ 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段 

「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段は、「携帯電話、

スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％、次いで「メール」が ％と高

い

「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段も、「学校・施

設・職場」、「家庭」と同様、「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」が ％

と最も高く、次いで「メール」が ％となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話」、「筆談」、「補聴器・補聴援助機器」を、知的障害者では「口

話・読話」、「行動（身振り・手振り）」を挙げる人の割合が他の障害に比べて高く、障害に

よって手段が異なっている。

年代別にみると、「学校・施設・職場」や「家庭」と同様上位に挙がっているものに大

きな違いはみられないものの、特に 代や 代では「携帯電話、スマートフォン、タブ

レット、パソコン」を挙げる人の割合が７割、 代では「メール」が約 割と他の年代

に比べて高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位の「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パ

ソコン」、「メール」は同じものの、それ以外については身体障害種別によって違いがみら

れ、視覚では「点字」、「拡大文字」、「読み上げソフト、アプリ等」、「朗読サービス」が、

聴覚では「手話」、「筆談」、「要約筆記通訳や手話通訳」、「補聴器・補聴援助機器」が、音

声機能・言語機能・そしゃく機能では「指点字」、「筆談」、「行動（身振り・手振り）」が、

脳原性運動機能では「行動（身振り・手振り）」が、他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、「学校・施設・職場」、「家庭」と同様に上位の「携帯電

話、スマートフォン、タブレット、パソコン」、「メール」は同じで、特に 代・ 代で

は、８割以上が「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」を挙げている。そ

れ以外については障害になった時期別によってやや違いがみられ、出生時では「口話・読

話」、「行動（身振り・手振り）」が、「～ 代」では「点字」、「手話」が、 代以上では「補

聴器・補聴援助機器」が、他の障害になった年代に比べて高い。

情報入手先別にみると、上位に挙がっているものやそれ以外でも「学校・施設・職場」

や「家庭」ほど違いがみられないものの、「学校や職場、施設の人」や「ボランティア、ヘ

ルパーなどの支援者」は「口話・読話」、「行動（身振り・手振り）」が他に比べて高くなっ

ている。
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－障害別

 

総数 携帯電話、
スマート
フォン、タブ
レット、パソ
コン

ファックス メール 点字 指点字 手書き文
字（てのひ
ら書き）

拡大文字 録音物（デ
イジー版な
ど）

読み上げソ
フト、アプリ
等

朗読サー
ビス

総数 手話 筆談 要約筆記
通訳や手
話通訳

補聴器・補
聴援助機
器

口話・読話 行動（身振
り・手振り）

会話を文
字化するア
プリ

絵文字（ピ
クトグラム）

その他 無回答

障害者等総数

障害者等総数

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断

身体障害者

知的障害者

精神障害者

自立支援医療受給者

難病医療費助成者

医療費助成対象外の
難病患者

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

認知症と診断
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－年代別
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60代

70代

80代以上

10代

20代

30代

40代

50代

50代

60代

70代

80代以上

障害者等総数

障害者等総数

10代

20代

30代

40代
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－身体障害種別
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下肢

脳原性運動機能

内部障害

身体障害者総数

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

視覚

聴覚

平衡機能

音声機能・言語機能・
そしゃく機能

上肢

下肢

体幹

脳原性運動機能

内部障害

身体障害者総数

体幹
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－年代別
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－身体障害種別
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－障害になった時期別
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スマート
フォン、タブ
レット、パソ
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プリ
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出生時

～10代

20代・30代

40代・50代
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出生時

～10代

障害者等総数

40代・50代
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－情報入手先別

 
 
 
 
 

総数 携帯電話、
スマート
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絵文字（ピ
クトグラム）
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ＳＮＳ

行政の窓口

その他

わからない

テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

わからない

障害者等総数

家族や友人

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者

障害者団体の会合や
機関誌
インターネット

ＳＮＳ

行政の窓口

その他

学校や職場、施設の人

ボランティア、ヘルパー
などの支援者
テレビやラジオ

新聞

区市町村等の広報紙

障害者等総数

家族や友人
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－障害になった時期別
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クトグラム）

その他 無回答

20代・30代

60代以上

出生時

～10代

20代・30代

40代・50代

60代以上

障害者等総数

出生時
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図表 「その他の場所（駅やまちなど）」でのコミュニケーションや連絡の手段〔複数回答〕

（ ③）－情報入手先別
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ＳＮＳ
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ＳＮＳ
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家族や友人
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(5) 情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮 

情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮として、「必要な情報をわかりや

すく説明してくれる人がほしい」、「誰もが読みやすい文字などを使用してほしい」が各

２割強と高い

情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮としては、「必要な情報をわかり

やすく説明してくれる人がほしい」が ％、「誰もが読みやすい文字などを使用してほ

しい」が ％となっている。一方、「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい」が、知的障害者で

は「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」、「動画などで

わかる資料を作成してほしい」が、発達障害と診断されている人では「ＳＮＳ（ツイッタ

ー、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」

が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、 代では「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「動画

などでわかる資料を作成してほしい」が、 代では「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブッ

クなど）で発信してほしい」、「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用

してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」を挙げる人の割合が高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、それ以外では、視覚は「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音

声、点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、「誰もが読みやすい文字などを使用

してほしい」、「パンフレットやホームページなどを色の使い方に配慮して作成してほしい」

が、聴覚は「問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せて

ほしい」、「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「手話、筆談

で対応できる人を増やしてほしい」が、脳原性運動機能は「動画などでわかる資料を作成

してほしい」が他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないもの

の、それ以外では、出生時は「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用

してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」を、 代・ 代は「ＳＮＳ（ツ

イッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」を挙げる割合が他に比べて高い。

仕事の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、「仕

事をしている」人は全体的にさまざまな配慮を挙げる割合が高く、特に「問い合わせ先は

電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せてほしい」、「ＳＮＳで発信して

ほしい」は、他に比べて高い。
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図表 情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮〔３つまで〕（ ）－障害別
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(5) 情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮 

情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮として、「必要な情報をわかりや

すく説明してくれる人がほしい」、「誰もが読みやすい文字などを使用してほしい」が各

２割強と高い

情報入手やコミュニケーションをとる上で必要な配慮としては、「必要な情報をわかり

やすく説明してくれる人がほしい」が ％、「誰もが読みやすい文字などを使用してほ

しい」が ％となっている。一方、「特にない」は ％となっている。

障害別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、身体障害者では「手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい」が、知的障害者で

は「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」、「動画などで

わかる資料を作成してほしい」が、発達障害と診断されている人では「ＳＮＳ（ツイッタ

ー、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」

が他の障害に比べて高くなっている。

年代別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、それ以外

では、 代では「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「動画

などでわかる資料を作成してほしい」が、 代では「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブッ

クなど）で発信してほしい」、「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用

してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」を挙げる人の割合が高い。

身体障害者の障害種別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないも

のの、それ以外では、視覚は「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音

声、点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、「誰もが読みやすい文字などを使用

してほしい」、「パンフレットやホームページなどを色の使い方に配慮して作成してほしい」

が、聴覚は「問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せて

ほしい」、「ＳＮＳ（ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」、「手話、筆談

で対応できる人を増やしてほしい」が、脳原性運動機能は「動画などでわかる資料を作成

してほしい」が他の身体障害種別に比べて高い。

障害になった時期別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないもの

の、それ以外では、出生時は「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用

してほしい」、「動画などでわかる資料を作成してほしい」を、 代・ 代は「ＳＮＳ（ツ

イッター、フェイスブックなど）で発信してほしい」を挙げる割合が他に比べて高い。

仕事の有無別にみると、上位に挙がっているものに大きな違いはみられないものの、「仕

事をしている」人は全体的にさまざまな配慮を挙げる割合が高く、特に「問い合わせ先は

電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せてほしい」、「ＳＮＳで発信して

ほしい」は、他に比べて高い。
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第３章 障害者団体の状況

 障害者団体の概要 
ここでは、東京都内の障害者団体のうち、回答の得られた 23 団体について述べる。23

団体はいずれも当事者会員が所属している団体で、家族のみの団体はみられなかった。 

(1) 当事者会員の障害名 
障害者団体の当事者会員の障害で最も多いものは、「肢体不自由」が 21.7％（5 団体）、

「精神障害」が 17.4％（4 団体）、「視覚障害」が 13.0％（3 団体）だった。 
その他当てはまる障害全てについては、「肢体不自由」が 21.7％（5 団体）、「視覚障害」

が 21.7％（5 団体）だった。 

図表 当事者会員の障害名 最も多い障害〔単数回答〕（ ）

肢体不自由
21.7%

視覚障害
13.0%
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4.3%

知的障害
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精神障害
17.4%

発達障害
0.0%

高次脳機能

障害
0.0%

内部障害、

難病等
13.0%

その他
4.3%

無回答
8.7%

団体総数
100.0%
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(2) 当事者会員数 
当事者会員数の中央値は 600 人だった。年代別の内訳をみると、中央値で 20 代以下が

14 人、30 代が 23.5 人、40 代が 45 人、50 代が 41.5 人、60 代が 20 人、70 代以上が 11 人だ

った。 

図表 当事者会員数（ ）
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（注）当事者会員と家族会員の内訳が不明のため、当事者会員と家族会員を合わせた人数で回答した団体が 1

団体あった（肢体不自由）。 

図表 当事者会員 年代別人数（ ）
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第３章 障害者団体の状況

 障害者団体の概要 
ここでは、東京都内の障害者団体のうち、回答の得られた 23 団体について述べる。23
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(3) 当事者会員の平均年齢 
当事者会員の平均年齢を尋ねたところ、40 代が 26.1％（6 団体）と最も多く、次いで 70

代以上が 21.7％（5 団体）だった。 
最も当事者会員が多い障害別にみると、肢体不自由では「40 代」が 2 団体、「70 代以上」

が 2 団体だった。 

図表 当事者会員 平均年齢〔単数回答〕（ ）
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 スポーツや運動について 

(1) この 1 年間に行ったスポーツや運動、今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入

れたいスポーツや運動 
この 1 年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動については「特になし」の回答が

多く、52.2％（12 団体）だった。それ以外では、「体操（ラジオ体操、職場体操、ストレ

ッチ、エクササイズ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」や「球技（キャッ

チボールなどのボールを使った軽い運動も含む）」の割合が高く、いずれも 21.7％（5 団体）

だった。今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動は、「ウォー

キング、散歩（散策、ペットの散歩など）」が 30.4％（7 団体）、「体操（ラジオ体操、職場

体操、ストレッチ、エクササイズ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」が

26.1％（6 団体）だった。 
図表 この１年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動

／今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動〔複数回答〕（ ）
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ボッチャ
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無回答

この１年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動（団体総数23件）

今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動（団体総数23件）

（単位％）
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(3) 当事者会員の平均年齢 
当事者会員の平均年齢を尋ねたところ、40 代が 26.1％（6 団体）と最も多く、次いで 70

代以上が 21.7％（5 団体）だった。 
最も当事者会員が多い障害別にみると、肢体不自由では「40 代」が 2 団体、「70 代以上」

が 2 団体だった。 

図表 当事者会員 平均年齢〔単数回答〕（ ）
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 スポーツや運動について 

(1) この 1 年間に行ったスポーツや運動、今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入
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多く、52.2％（12 団体）だった。それ以外では、「体操（ラジオ体操、職場体操、ストレ

ッチ、エクササイズ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）」や「球技（キャッ
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キング、散歩（散策、ペットの散歩など）」が 30.4％（7 団体）、「体操（ラジオ体操、職場
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26.1％（6 団体）だった。 
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(2) スポーツや運動を取り入れた理由 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 
この 1 年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動、あるいは今後も続けていきたい、

あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動について「特になし」以外の回答をした 12
団体に対して、イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由を尋ねたところ、「健

康・体力づくりのため」が最も多く、全ての団体から回答があった（100％、12 団体）。次

いで、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が 83.3％（10 団体）だっ

た。 

図表 イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由〔複数回答〕（ ）
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□団体総数（ 件）
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図表 イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由〔複数回答〕（ ）
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(3) スポーツや運動の指導者 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 

スポーツや運動の指導を行っているのは、「団体の職員」が 58.3％（7 団体）だった。 

図表 スポーツや運動の指導者〔複数回答〕（ ）
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その他

無回答 □団体総数（ 件）
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図表 スポーツや運動の指導者〔複数回答〕（ ）－最も当事者会員が多い障害別
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(3) スポーツや運動の指導者 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 

スポーツや運動の指導を行っているのは、「団体の職員」が 58.3％（7 団体）だった。 
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図表 スポーツや運動の指導者〔複数回答〕（ ）－最も当事者会員が多い障害別
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(4) スポーツや運動の指導者が有する資格 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 
指導者が有する資格について尋ねたが、「資格は有していない」が 58.3％（7 団体）だっ

た。 

図表 スポーツや運動の指導者が有する資格〔複数回答〕（ ）
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日本体育協会公認スポーツ指導者

その他の資格

資格は有していない

わからない

無回答

□団体総数（ 件）
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図表 スポーツや運動の指導者が有する資格〔複数回答〕（ ）
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(4) スポーツや運動の指導者が有する資格 
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図表 スポーツや運動の指導者が有する資格〔複数回答〕（ ）
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(5) スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 
スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所については、「公共のスポーツ施設

（障害者専用施設）」が 58.3％（7 団体）だった。 

図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）
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特別支援学校の体育施設

福祉施設

医療機関

山・川・海

その他

無回答

□団体総数（ 件）
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図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）
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図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）
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図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別
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(6) 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫 
（※この 1 年間にスポーツや運動を行った 11 団体、及び、この 1 年間にはスポーツや運動

を行ってはいないが、今後も続けていきたい、新たに取り入れたいスポーツや運動がある

1 団体を含めた計 12 団体が対象） 
当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫は、

「当事者会員の障害にあったスポーツや運動を実施している」、「当事者会員のレベルにあ

った内容となるように配慮している」がともに 58.3％（7 団体）だった。次いで「当事者

会員向けの情報提供（案内の内容、配布方法、時期など）」が 50.0％（6 団体）だった。 

図表 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫

〔複数回答〕（ ）

41.7

58.3

58.3

50.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0.0

16.7

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

当事者会員に参加したいスポーツや運

動について希望を聞いている

当事者会員の障害にあったスポーツや

運動を実施している

当事者会員のレベルにあった内容とな

るように配慮している

当事者会員向けの情報提供（案内の内

容、配布方法、時期など）

職員が障害者スポーツや運動に関する

研修に参加している

保護者やボランティアが障害者スポー

ツや運動に関する研修に参加している
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特に工夫していることはない
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□団体総数（ 件）
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図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）
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図表 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫
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図表 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫
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図表 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫
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図表 当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫
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(7) イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援 
全ての障害者団体に対して、イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援に

ついて尋ねたところ、「交通機関やまちのバリアフリー化」が 30.4％（7 団体）、次いで「適

切な指導者」が 21.7％（5 団体）だった。 
障害者団体ヒアリングでは、地域でのスポーツの機会がほしいという意見があった（視

覚、知的）。また、スポーツを行う際に必要な用具や備品（例：吹き矢の道具、サウンドテ

ーブルテニスに用いるテーブル、徒競走でスタートを合図するための旗）の費用がかかる

ことや、設置されている会場が少ないこと、そのために用具や備品を都度会場まで持参す

ることの負担感についての意見があった（肢体不自由、視覚、聴覚）。障害者用のプール（重

症心身障害児者）や家族で使える更衣室があるとよい、更衣の手伝いについてスタッフの

声掛けがほしい（知的）という意見もあった。 

図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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症心身障害児者）や家族で使える更衣室があるとよい、更衣の手伝いについてスタッフの

声掛けがほしい（知的）という意見もあった。 
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図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別
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図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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(8) 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援 
当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援については、「スタジアム、体育館な

どの建物や設備のバリアフリー化」が 47.8％（11 団体）、「障害者に配慮した観戦席の充実」

が 34.8％（8 団体）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」が 34.8％（8 団体）

だった。 
また、障害者団体ヒアリングでは、スタジアムや体育館などの建物で、障害者等と介助

者が隣で一緒に観戦できるようにしてほしい（肢体不自由）、スタッフが障害者等とのコミ

ュニケーションに慣れてくれると有難い（聴覚）との意見がみられた。 

図表 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）
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などに対する理解促進

一緒に観戦する仲間

観戦料の減免

その他
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わからない

無回答

□団体総数（ 件）
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図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別
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図表 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も当事者会員の多い障害別
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図表 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別
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図表 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）
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図表 当事者会員がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）
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 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方 
東京 2020 オリンピックについては、「団体として、スタジアム・体育館などで観戦した

い」団体が 69.6％（16 団体）だった。 
最も当事者会員が多い障害別にみると、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害、知的障害で

は全ての団体が「団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい」と回答した。 
東京 2020 パラリンピックについても「団体として、スタジアム・体育館などで観戦し

たい」の回答が多く、65.2％（15 団体）だった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方

〔複数回答〕（ ）
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団体として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等

で観戦したい

団体として、ボランティアとして関わりたい

当事者会員がボランティアとして参加することを

勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

オリンピック（団体総数23件）

パラリンピック（団体総数23件）

（単位％）
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別 
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．
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害
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その他

図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方 
東京 2020 オリンピックについては、「団体として、スタジアム・体育館などで観戦した

い」団体が 69.6％（16 団体）だった。 
最も当事者会員が多い障害別にみると、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害、知的障害で

は全ての団体が「団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい」と回答した。 
東京 2020 パラリンピックについても「団体として、スタジアム・体育館などで観戦し

たい」の回答が多く、65.2％（15 団体）だった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方

〔複数回答〕（ ）
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13.0

13.0

4.3

65.2
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21.7

8.7
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8.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい

団体として、沿道で観戦したい

団体として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等

で観戦したい

団体として、ボランティアとして関わりたい

当事者会員がボランティアとして参加することを

勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

オリンピック（団体総数23件）

パラリンピック（団体総数23件）

（単位％）
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別 
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図表 東京 オリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別 
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．
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数
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肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

音声・言語・そしゃく機能

障害

知的障害

精神障害

内部障害、難病等

その他

図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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．
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代

代

代
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(2) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたいボランティア活動 
（※「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして

参加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 5 団体、東京 2020 パ

ラリンピック 7 団体）が対象） 
「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして参

加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 21.7％、5 団体、東京

2020 パラリンピック 30.4％、7 団体）に、どのようなボランティアとして関わりたいかを

尋ねた。 
東京 2020 オリンピックについては、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」が

60.0％、3 団体だった。東京 2020 パラリンピックについては、「競技会場の最寄駅から会

場までの観客案内」、「選手村でのハウスキーピング等」が 42.9％、3 団体ずつだった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたい

ボランティア活動〔複数回答〕（ ）

20.0
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40.0
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20.0

40.0

20.0

20.0

40.0

0.0

14.3

42.9

28.6

28.6

14.3

42.9

28.6

28.6

42.9

14.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への観光・交通案内

競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

会場内での観客・大会関係者の誘導

チケットチェック等の入場管理

警備

選手村でのハウスキーピング等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村・会場内での清掃

その他

無回答 東京2020オリンピック（団体総数5件）

東京2020パラリンピック（団体総数7件）

（単位％）
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別 
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図表 東京 パラリンピックへの関わり方〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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(2) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたいボランティア活動 
（※「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして

参加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 5 団体、東京 2020 パ

ラリンピック 7 団体）が対象） 
「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして参

加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 21.7％、5 団体、東京

2020 パラリンピック 30.4％、7 団体）に、どのようなボランティアとして関わりたいかを

尋ねた。 
東京 2020 オリンピックについては、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」が

60.0％、3 団体だった。東京 2020 パラリンピックについては、「競技会場の最寄駅から会

場までの観客案内」、「選手村でのハウスキーピング等」が 42.9％、3 団体ずつだった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたい

ボランティア活動〔複数回答〕（ ）
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国内外からの旅行者への観光・交通案内

競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

会場内での観客・大会関係者の誘導

チケットチェック等の入場管理

警備

選手村でのハウスキーピング等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村・会場内での清掃

その他

無回答 東京2020オリンピック（団体総数5件）

東京2020パラリンピック（団体総数7件）

（単位％）
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(3) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で当事者会員がボランティアを行う

際に必要な支援

（※「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして

参加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 5 団体、東京 2020 パ

ラリンピック 7 団体）が対象） 
東京 2020 オリンピックで当事者会員がボランティアを行う際に必要な支援は、「会場や

選手村などの建物や設備のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」、「介助

者や手話通訳などの支援」、「障害に対応した情報の提供や問い合わせ方法の充実」、「一緒

に行う仲間」、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」が 60.0％、3 団体ずつと、幅

広い回答が挙げられた。 
東京 2020 パラリンピックについては、「介助者や手話通訳などの支援」、「一緒に行う仲

間」が 71.4％、5 団体ずつだった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で

当事者会員がボランティアを行う際に必要な支援〔複数回答〕（ ）
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交通機関やまちのバリアフリー化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

施設等を利用する際に必要な手続きの支援

障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する理解

促進

一緒に行う仲間

ボランティア活動に関する情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答
東京2020オリンピック（団体総数5件）

東京2020パラリンピック（団体総数7件）

（単位％）
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 文化、芸術活動について 

(1) 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況 
文化、芸術活動に関するイベント・取組については、「講演会、セミナー、各種講座を

開催する」団体が多く、52.2％（12 団体）だった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）
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コンサートや映画、演劇などに行く

コンサートや映画、演劇などを開催する

美術館、博物館などに行く（館外で開催

される美術展、展覧会なども含む）

当事者会員の美術展覧会などを開催

する

動物園や植物園、水族館などに行く

音楽活動をする（歌や楽器の演奏な

ど）

美術などの創作活動をする（絵画、彫

刻、陶芸、書道、華道など）

文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小

説、評論など）

講演会、セミナー、各種講座に参加す

る

講演会、セミナー、各種講座を開催する

伝統文化などの活動をする（伝統芸

能、茶道など）

その他

特にない

無回答

□団体総数（ 件）
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(3) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で当事者会員がボランティアを行う

際に必要な支援

（※「団体として、ボランティアとして関わりたい」、「当事者会員がボランティアとして

参加することを勧めたい」と回答した団体（東京 2020 オリンピック 5 団体、東京 2020 パ

ラリンピック 7 団体）が対象） 
東京 2020 オリンピックで当事者会員がボランティアを行う際に必要な支援は、「会場や

選手村などの建物や設備のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」、「介助

者や手話通訳などの支援」、「障害に対応した情報の提供や問い合わせ方法の充実」、「一緒

に行う仲間」、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」が 60.0％、3 団体ずつと、幅

広い回答が挙げられた。 
東京 2020 パラリンピックについては、「介助者や手話通訳などの支援」、「一緒に行う仲

間」が 71.4％、5 団体ずつだった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で

当事者会員がボランティアを行う際に必要な支援〔複数回答〕（ ）
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施設等を利用する際に必要な手続きの支援
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その他

特にない

わからない

無回答
東京2020オリンピック（団体総数5件）

東京2020パラリンピック（団体総数7件）

（単位％）
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 文化、芸術活動について 

(1) 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況 
文化、芸術活動に関するイベント・取組については、「講演会、セミナー、各種講座を

開催する」団体が多く、52.2％（12 団体）だった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）
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21.7
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音楽活動をする（歌や楽器の演奏な

ど）

美術などの創作活動をする（絵画、彫

刻、陶芸、書道、華道など）

文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小
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無回答

□団体総数（ 件）
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕

－当事者会員の平均年齢別 
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕

－当事者会員の平均年齢別 
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(2) 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援 
文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援は、「障害にあわせたプ

ログラムの充実」、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」が 30.4％（7 団体）

ずつだった。 
また、障害者団体ヒアリングでは、障害者等と介助者 2 人分の入場料が必要となるため、

経済的な負担が大きいとの意見がみられた（視覚）。大学の公開講座や地域において、障害

者を対象とした講座があると参加しやすい（知的）、文化、芸術活動に関する発表の場が少

ない（知的）、文化、芸術活動の取組に地域差がみられる（知的）という意見もあった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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障害に対応した情報の提供や問合せ方法の
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施設や用具等を利用する際に必要な手続き

の支援

障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴

導犬）などに対する理解促進

適切な指導者

一緒に行う仲間

用具等の貸出

施設の利用料減免

その他

特にない

行いたいと思わない

わからない

無回答

□団体総数（ 件）

 
153 

 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 

総
数

文
化
、
芸
術
活
動
を
行
う
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化

交
通
機
関
や
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

活
動
の
場
ま
で
の
送
迎

活
動
で
き
る
場
の
充
実

障
害
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

介
助
者
や
手
話
通
訳
な
ど
の
支
援

障
害
に
対
応
し
た
情
報
の
提
供
や
問
合
せ
方

法
の
充
実

施
設
や
用
具
等
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な

手
続
き
の
支
援

障
害
や
障
害
者
、
補
助
犬
（
盲
導
犬
、
介
助

犬
、
聴
導
犬
）
な
ど
に
対
す
る
理
解
促
進

適
切
な
指
導
者

団体総数

．
当
事
者
会
員
の
平

均
年
齢

代

代

代

代以上

総
数

一
緒
に
行
う
仲
間

用
具
等
の
貸
出

施
設
の
利
用
料
減
免

そ
の
他

特
に
な
い

行
い
た
い
と
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

団体総数

．
当
事
者
会
員
の
平

均
年
齢

代

代

代

代以上

 
 
 

155 
 

 ボランティア活動について 

(1) 当事者会員のボランティア活動参加についての障害者団体の考え 
当事者会員のボランティア活動参加については、「それぞれの当事者会員に任せたい」

とする障害者団体が多く、65.2％（15 団体）だった。 
「積極的に支援したい」団体は 1 団体のみで、「できれば支援したい」、「支援したいが

難しい」という団体が 3 団体ずつみられた。 

図表 当事者会員のボランティア活動参加についての障害者団体の考え〔単数回答〕（ ）
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図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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 ボランティア活動について 

(1) 当事者会員のボランティア活動参加についての障害者団体の考え 
当事者会員のボランティア活動参加については、「それぞれの当事者会員に任せたい」

とする障害者団体が多く、65.2％（15 団体）だった。 
「積極的に支援したい」団体は 1 団体のみで、「できれば支援したい」、「支援したいが

難しい」という団体が 3 団体ずつみられた。 
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図表 当事者会員のボランティア活動参加についての障害者団体の考え〔単数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別
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(2) 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況 
当事者会員のボランティア活動参加への支援状況は、「支援しておらず、今後も予定は

ない」が 34.8％（8 団体）だった。「支援しており、今後も支援したい」が 17.4％（4 団体）、

「支援していないが、今後は支援したい」が 21.7％（5 団体）だった。 

図表 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）
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図表 当事者会員のボランティア活動参加についての障害者団体の考え〔単数回答〕（ ）
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(2) 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況 
当事者会員のボランティア活動参加への支援状況は、「支援しておらず、今後も予定は

ない」が 34.8％（8 団体）だった。「支援しており、今後も支援したい」が 17.4％（4 団体）、

「支援していないが、今後は支援したい」が 21.7％（5 団体）だった。 

図表 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）
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図表 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別 
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(3) ボランティア活動への参加支援の分野 
（※当事者会員のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援した

い」、「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 団体が対象）

当事者会員のボランティア活動を「支援しており、今後も支援したい」、「支援していな

いが、今後は支援したい」と回答した 団体に、どのような分野のボランティア活動を支

援したことがあるか尋ねたところ、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝

いなどの教育、文化に関する活動」が ％（ 団体）だった。

今後支援したい分野は「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」、「講

演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」が

いずれも ％（ 団体）だった。

図表 今までに支援したことがある／今後支援したい

ボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他

特にない

無回答

今までに支援したことがある（団体総数9件）
今後支援したい（団体総数9件）

（単位％）
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図表 当事者会員のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）
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(3) ボランティア活動への参加支援の分野 
（※当事者会員のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援した

い」、「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 団体が対象）

当事者会員のボランティア活動を「支援しており、今後も支援したい」、「支援していな

いが、今後は支援したい」と回答した 団体に、どのような分野のボランティア活動を支

援したことがあるか尋ねたところ、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝

いなどの教育、文化に関する活動」が ％（ 団体）だった。

今後支援したい分野は「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」、「講

演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」が

いずれも ％（ 団体）だった。

図表 今までに支援したことがある／今後支援したい

ボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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(4) ボランティア活動への参加支援の内容

（※当事者会員のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援した

い」、「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 団体が対象）

今までに支援したことがあるボランティア活動の内容は、「受付・案内」、「イベント等

の会場準備の手伝い」が ％（ 団体）ずつだった。

今後支援したいボランティア活動の内容は、「話し相手、遊び相手、学習支援」が ％

（ 団体）だった。

図表 今までに支援したことがある／今後支援したいボランティア活動の内容
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(5) 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援 
全ての障害者団体に、当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援を尋ねたと

ころ、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」が ％（ 団体）、「ボランティ

ア活動に関する情報提供の充実」が ％（ 団体）だった。

また、障害者団体ヒアリングでは、パソコンのスキルを身につけてボランティア活動を

したいと思っても、勉強できる環境が整っていないので、現状は活動できていないとの意

見がみられた（聴覚）。やりたいものがあってもサポートが必要という課題があるという意

見もあった（視覚）。

図表 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援〔 つまで〕（ ）
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(4) ボランティア活動への参加支援の内容
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(5) 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援 
全ての障害者団体に、当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援を尋ねたと

ころ、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」が ％（ 団体）、「ボランティ
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したいと思っても、勉強できる環境が整っていないので、現状は活動できていないとの意

見がみられた（聴覚）。やりたいものがあってもサポートが必要という課題があるという意

見もあった（視覚）。
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図表 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援〔 つまで〕（ ）
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図表 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援〔 つまで〕（ ）
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図表 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援〔 つまで〕（ ）
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図表 当事者会員のボランティア活動の後押しに必要な支援〔 つまで〕（ ）
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(6) 当事者会員が参加した、あるいは今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野 
これまでに当事者会員が参加したボランティア活動で障害者団体が把握しているもの

は、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活

動」が ％（ 団体）だった。

今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野も「講演会、教室・学習会、展覧会

等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」が ％（ 団体）だった。

図表 これまでに当事者会員が参加した／今後当事者会員に勧めたい

ボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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スポーツ大会などのスポーツ、運動に関
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お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進

への協力

その他

特にない

わからない

無回答

これまでに当事者会員が参加した分野（団体総数23件）
今後当事者会員に勧めたい分野（団体総数23件）

（単位％）
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図表 これまでに当事者会員が参加したボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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(6) 当事者会員が参加した、あるいは今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野 
これまでに当事者会員が参加したボランティア活動で障害者団体が把握しているもの

は、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活

動」が ％（ 団体）だった。

今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野も「講演会、教室・学習会、展覧会

等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」が ％（ 団体）だった。
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図表 これまでに当事者会員が参加したボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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図表 今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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(7) 当事者会員が参加した、あるいは今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の内容 
これまでに当事者会員が参加したボランティア活用の内容で障害者団体として把握し

ているものは、「受付・案内」が ％（ 団体）だった。

今後当事者会員に勧めたい活動内容は「話し相手、遊び相手、学習支援」が ％（

団体）だった。

図表 これまでに当事者会員が参加した／今後当事者会員に勧めたい

ボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）
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その他

特にない

わからない

無回答

これまでに当事者会員が参加した活動内容（団体総数23件）
今後当事者会員に勧めたい活動内容（団体総数23件）

（単位％）
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図表 今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）
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(7) 当事者会員が参加した、あるいは今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の内容 
これまでに当事者会員が参加したボランティア活用の内容で障害者団体として把握し

ているものは、「受付・案内」が ％（ 団体）だった。

今後当事者会員に勧めたい活動内容は「話し相手、遊び相手、学習支援」が ％（

団体）だった。

図表 これまでに当事者会員が参加した／今後当事者会員に勧めたい
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（単位％）
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図表 これまでに当事者会員が参加したボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も当事者会員が多い障害別

総
数

受
付
・
案
内

活
動
の
指
導
、
手
伝
い

イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
準
備

の
手
伝
い

清
掃

移
動
や
身
の
回
り
の
介

助
な
ど
の
手
伝
い

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
伝
い

話
し
相
手
、
遊
び
相
手
、

学
習
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

団体総数

．
当
事
者
会
員
の
障
害
名

最
も
当
事
者
会
員
数

が
多
い
障
害

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

音声・言語・そしゃく機

能障害

知的障害

精神障害

内部障害、難病等

その他

 

図表 これまでに当事者会員が参加したボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 

総
数

受
付
・
案
内

活
動
の
指
導
、
手
伝
い

イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
準
備

の
手
伝
い

清
掃

移
動
や
身
の
回
り
の
介

助
な
ど
の
手
伝
い

手
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
伝
い

話
し
相
手
、
遊
び
相
手
、

学
習
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

団体総数

．
当
事
者
会
員
の
平

均
年
齢

代

代

代

代以上

 
 

169 
 

図表 今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）
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図表 これまでに当事者会員が参加したボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）
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図表 今後当事者会員に勧めたいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）
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(8) 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援 
当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援は、「障害に対応した情報の提供

や問合せ方法の充実」が ％（ 団体）だった。

図表 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援〔 つまで〕（ ）
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図表 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援〔 つまで〕（ ）
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(8) 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援 
当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援は、「障害に対応した情報の提供

や問合せ方法の充実」が ％（ 団体）だった。

図表 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援〔 つまで〕（ ）
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21.7
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17.4
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無回答

□団体総数（ 件）
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図表 当事者会員がボランティア活動をする上で必要な支援〔 つまで〕（ ）

－当事者会員が最も多い障害別
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 情報アクセシビリティについて 
当事者会員が、情報を入手したりコミュニケーションをとる上で、どのような配慮があ

るとよいかを尋ねたところ、「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音

声、点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、「問い合わせ先は電話番号だけでな

く、ファックスやメールアドレスを載せてほしい」が 47.8％（11 団体）だった。 

図表 当事者会員の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮〔複数回答〕（ ）

47.8

26.1

26.1

47.8
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21.7
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パンフレットやホームページなどを色の

使い方に配慮して作成してほしい

問い合わせ先は電話番号だけでなく、

ファックスやメールアドレスを載せてほ

しい

SNS（ツイッター、フェイスブックなど）で
発信してほしい

手話、筆談で対応できる人を増やして

ほしい

わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクト

グラム）を使用してほしい

動画などでわかる資料を作成してほし

い

必要な情報をわかりやすく説明してくれ

る人がほしい

その他

特にない

わからない

無回答

□団体総数（ 件）
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図表 当事者会員の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮〔複数回答〕（ ）
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 情報アクセシビリティについて 
当事者会員が、情報を入手したりコミュニケーションをとる上で、どのような配慮があ

るとよいかを尋ねたところ、「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音

声、点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、「問い合わせ先は電話番号だけでな

く、ファックスやメールアドレスを載せてほしい」が 47.8％（11 団体）だった。 
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図表 当事者会員の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮〔複数回答〕（ ）
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図表 当事者会員の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮〔複数回答〕（ ）

－当事者会員の平均年齢別 
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第４章 事業所の状況

  事業所の概要 

(1) 利用者の定員 
利用者の定員は、「11～20 人以下」の割合が最も高く 39.7％だった。次いで、「10 人以

下」が 20.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「11～20 人以下」の割合が最も高く 25.8％だった。次いで、「51 人以上」が 22.6％
だった。 

知的障害では、「11～20 人以下」の割合が最も高く 32.7％だった。次いで、「10 人以下」

が 24.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「11～20 人以下」の割合が最も高く 55.4％

だった。次いで、「10 人以下」が 15.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、知的障害は「10 人以下」、

精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「11～20 人以下」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者の定員〔数値回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

20.0

14.5

24.0

15.2

39.7

25.8

32.7

55.4

8.8

8.1

8.0

10.3

9.3

9.7

11.0

8.5

3.6

8.1

3.4

1.8

12.1

22.6

14.4

5.8

6.5

11.3

6.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

10人以下 11～20人以下 21～30人以下 31～40人以下 41～50人以下 51人以上 無回答
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(2) 利用者数 
利用者数は、「10 人以下」の割合が最も高く 24.0％だった。次いで、「11～20 人以下」

が 21.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「50 人以上」の割合が最も高く 24.2％だった。次いで、「31～50 人以下」が 21.0％
だった。 

知的障害では、「10 人以下」の割合が最も高く 27.4％だった。次いで、「11～20 人以下」

が 22.1％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「10 人以下」「21～30 人以下」の割合が最

も高く 21.4％だった。次いで、「11～20 人以下」が 19.6％だった。 

図表 利用者数〔数値回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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16.3

17.7

14.4

21.4

17.7

21.0

16.3

18.8

16.9
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1.6
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2.7
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肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

10人以下 11～20人以下 21～30人以下 31～50人以下 50人以上 無回答
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(3) 利用者の平均年齢 
利用者の平均年齢は、「40 代」の割合が最も高く 38.6％だった。次いで、「30 代」が

31.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「40 代」の割合が最も高く 29.0％だった。次いで、「50 代」が 25.8％だった。 
知的障害では、「30 代」の割合が最も高く 44.9％だった。次いで、「40 代」が 28.5％

だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「40 代」の割合が最も高く 54.9％だった。

次いで、「30 代」が 21.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「50 代」、知的障害は「30 代」、精神障害・発達障害・高次脳機能障

害は「40 代」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者の平均年齢〔単数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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(2) 利用者数 
利用者数は、「10 人以下」の割合が最も高く 24.0％だった。次いで、「11～20 人以下」

が 21.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「50 人以上」の割合が最も高く 24.2％だった。次いで、「31～50 人以下」が 21.0％
だった。 

知的障害では、「10 人以下」の割合が最も高く 27.4％だった。次いで、「11～20 人以下」

が 22.1％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「10 人以下」「21～30 人以下」の割合が最

も高く 21.4％だった。次いで、「11～20 人以下」が 19.6％だった。 

図表 利用者数〔数値回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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24.2

16.7

16.1

4.0

1.6

3.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

10人以下 11～20人以下 21～30人以下 31～50人以下 50人以上 無回答
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(3) 利用者の平均年齢 
利用者の平均年齢は、「40 代」の割合が最も高く 38.6％だった。次いで、「30 代」が

31.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「40 代」の割合が最も高く 29.0％だった。次いで、「50 代」が 25.8％だった。 
知的障害では、「30 代」の割合が最も高く 44.9％だった。次いで、「40 代」が 28.5％

だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「40 代」の割合が最も高く 54.9％だった。

次いで、「30 代」が 21.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「50 代」、知的障害は「30 代」、精神障害・発達障害・高次脳機能障

害は「40 代」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者の平均年齢〔単数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

12.1

8.1

16.7

6.7

31.2

17.7

44.9

21.0

38.6

29.0

28.5

54.9

10.5

25.8

5.7

13.4

1.7

11.3

0.4

0.9

0.5

3.2

0.0

0.4

5.4

4.8

3.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答
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(4) 利用者の障害名 
最も利用者数が多い障害種別について、「肢体不自由・視覚障害・聴覚障害」（身体障害）、 
「知的障害」、「精神障害・発達障害・高次脳機能障害」の３グループに分けて割合をみ

ると、「肢体不自由・視覚障害・聴覚障害」（身体障害）が 9.6％、「知的障害」が 40.8％、

「精神障害・発達障害・高次脳機能障害」が 34.7％だった。 

図表 最も利用者が多い障害種別〔単数回答〕（ ）

9.6 40.8 34.7

0.5

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害 知的障害 精神障害・発達障害・高次脳機能障害 その他 無回答

 
※最も利用者が多い障害として「音声・言語・そしゃく機能障害」「内部障害、難病等」を選択した事業所は

０件だった。 
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利用者の障害名について、当てはまる障害について尋ねたところ、「知的障害」の割合

が最も高く 77.7％だった。次いで、「精神障害」が 63.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「肢体不自由」の割合が最も高く 88.7％だった。次いで、「知的障害」が 77.4％だ

った。 
知的障害では、「知的障害」が 100.0％だったほか、「精神障害」が 46.0％、「肢体不自

由」が 41.8％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「精神障害」が 91.5％、「知的障害」が 53.1％、

「発達障害」が 52.7％、「高次脳機能障害」が 21.0％だった。 

図表 利用者の障害名〔複数回答〕（ ）

40.8

19.5

16.4

11.3

77.7

63.3

41.9

21.1

19.5

2.2

1.7

88.7

41.9

25.8

33.9

77.4

51.6

27.4

45.2

46.8

1.6

0.0

41.8

20.5

17.9

10.6

100.0

46.0

35.0

12.2

14.8

1.1

0.0

22.3

10.7

12.1

5.8

53.1

91.5

52.7

21.0

17.4

0.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

音声･言語･そしゃく機能障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

内部障害､難病等

その他

無回答

事業所総数（645件）
肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件）
精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(4) 利用者の障害名 
最も利用者数が多い障害種別について、「肢体不自由・視覚障害・聴覚障害」（身体障害）、 
「知的障害」、「精神障害・発達障害・高次脳機能障害」の３グループに分けて割合をみ

ると、「肢体不自由・視覚障害・聴覚障害」（身体障害）が 9.6％、「知的障害」が 40.8％、

「精神障害・発達障害・高次脳機能障害」が 34.7％だった。 

図表 最も利用者が多い障害種別〔単数回答〕（ ）

9.6 40.8 34.7

0.5

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害 知的障害 精神障害・発達障害・高次脳機能障害 その他 無回答

 
※最も利用者が多い障害として「音声・言語・そしゃく機能障害」「内部障害、難病等」を選択した事業所は

０件だった。 
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利用者の障害名について、当てはまる障害について尋ねたところ、「知的障害」の割合

が最も高く 77.7％だった。次いで、「精神障害」が 63.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「肢体不自由」の割合が最も高く 88.7％だった。次いで、「知的障害」が 77.4％だ

った。 
知的障害では、「知的障害」が 100.0％だったほか、「精神障害」が 46.0％、「肢体不自

由」が 41.8％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「精神障害」が 91.5％、「知的障害」が 53.1％、

「発達障害」が 52.7％、「高次脳機能障害」が 21.0％だった。 

図表 利用者の障害名〔複数回答〕（ ）

40.8

19.5

16.4

11.3

77.7

63.3

41.9

21.1

19.5

2.2

1.7

88.7

41.9

25.8

33.9

77.4

51.6

27.4

45.2

46.8

1.6

0.0

41.8

20.5

17.9

10.6

100.0

46.0

35.0

12.2

14.8

1.1

0.0

22.3

10.7

12.1

5.8

53.1

91.5

52.7

21.0

17.4

0.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

音声･言語･そしゃく機能障害

知的障害

精神障害

発達障害

高次脳機能障害

内部障害､難病等

その他

無回答

事業所総数（645件）
肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件）
精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(5) 提供している障害福祉サービス事業等 
提供している障害福祉サービス事業等は、「就労継続支援 B」の割合が最も高く 34.7％

だった。次いで、「計画相談支援」が 23.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「計画相談支援」の割合が最も高く 37.1％だった。次いで、「生活介護」が 32.3％
だった。 

知的障害では、「生活介護」の割合が最も高く 36.5％だった。次いで、「就労継続支援

B」が 36.1％、「共同生活援助」が 28.9％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「就労継続支援 B」の割合が最も高く 43.3％

だった。次いで、「計画相談支援」が 22.3％、「共同生活援助」が 19.6％だった。 

図表 提供している障害福祉サービス事業等〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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0.2
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22.2
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34.7

22.6
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23.4
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1.4
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22.6

16.1

1.6

0.0

16.1

6.5

32.3
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12.9

4.8

0.0

3.2

0.0

19.4

6.5

8.1

8.1

37.1

12.9

0.0

9.1

5.7

3.8

3.4

0.0

7.6

0.0

36.5

7.2

1.1

1.9

0.4

7.6

1.9

36.1

28.9

2.3

2.7

19.8

8.4

0.0

6.3

4.9

4.5

0.4

0.0

2.2

0.0

2.2

0.4

0.4

10.3

2.7

17.0

6.7

43.3

19.6

4.5

3.6

22.3

7.1

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

短期入所

療養介護

生活介護

施設入所支援

自立訓練(機能訓練)

自立訓練(生活訓練)

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援A

就労継続支援B

共同生活援助

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

その他

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  スポーツや運動について 
(1) この１年間に行ったスポーツや運動 

この 1 年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動については、「ウォーキング、散

歩」の割合が最も高く、45.0％だった。次いで、「体操」が 42.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「体操」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」「特に

ない」がそれぞれ 29.0％だった。知的障害では、「ウォーキング、散歩」の割合が最も高

く 52.1％だった。次いで、「体操」が 42.2％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障

害では、「体操」の割合が最も高く 43.3％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」が 39.3％、

「球技」が 34.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「ボッチャ」、知的障害は「ウォーキング、散歩」「水泳・遊泳」「ダ

ンス」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「球技」の割合が高い傾向にあった。 

図表 この１年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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0.0

16.5
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0.0 20.0 40.0 60.0

ｳｫｰｷﾝｸﾞ､散歩

体操

室内運動器具を用いる運動

陸上競技

水泳･遊泳

球技

ﾀﾞﾝｽ

格闘技

武道

射的

ｳｨﾝﾀｰｽﾎﾟｰﾂ

ｳｫｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ

ｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ

ｱｳﾄﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ

ｻｲｸﾘﾝｸﾞ､ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｻｯｶｰ

車いすﾃﾆｽ

ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ

ｼｯﾃｨﾝｸﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ｳｨﾙﾁｪｱｰﾗｸﾞﾋﾞｰ

ﾎﾞｯﾁｬ

その他

特にない

無回答

事業所総数（645件）
肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件）
精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(5) 提供している障害福祉サービス事業等 
提供している障害福祉サービス事業等は、「就労継続支援 B」の割合が最も高く 34.7％

だった。次いで、「計画相談支援」が 23.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「計画相談支援」の割合が最も高く 37.1％だった。次いで、「生活介護」が 32.3％
だった。 

知的障害では、「生活介護」の割合が最も高く 36.5％だった。次いで、「就労継続支援

B」が 36.1％、「共同生活援助」が 28.9％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「就労継続支援 B」の割合が最も高く 43.3％

だった。次いで、「計画相談支援」が 22.3％、「共同生活援助」が 19.6％だった。 

図表 提供している障害福祉サービス事業等〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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自立訓練(生活訓練)
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就労移行支援

就労継続支援A

就労継続支援B

共同生活援助

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

その他

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  スポーツや運動について 
(1) この１年間に行ったスポーツや運動 

この 1 年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動については、「ウォーキング、散

歩」の割合が最も高く、45.0％だった。次いで、「体操」が 42.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「体操」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」「特に

ない」がそれぞれ 29.0％だった。知的障害では、「ウォーキング、散歩」の割合が最も高

く 52.1％だった。次いで、「体操」が 42.2％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障

害では、「体操」の割合が最も高く 43.3％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」が 39.3％、

「球技」が 34.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「ボッチャ」、知的障害は「ウォーキング、散歩」「水泳・遊泳」「ダ

ンス」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「球技」の割合が高い傾向にあった。 

図表 この１年間のイベントや取組で行ったスポーツや運動〔複数回答〕（ ）
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事業所総数（645件）
肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件）
精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(2) 今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動 
今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動は、「ウォーキン

グ、散歩」の割合が最も高く 48.1％だった。次いで、「体操」が 45.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「体操」の割合が最も高く 43.5％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」が 33.9％
だった。知的障害では、「ウォーキング、散歩」の割合が最も高く 57.0％だった。次いで、

「体操」が 47.5％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「体操」の割合が最も高く 46.4％だった。

次いで、「ウォーキング、散歩」が 42.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「ボッチャ」、知的障害は「ウォーキング、散歩」「陸上競技」「水泳・

遊泳」「ダンス」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動〔複数回答〕
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事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(3) スポーツや運動を取り入れた理由 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間にスポーツを行った事業所について、イベントや取組にスポーツや運動を

取り入れた理由をみると、「健康・体力づくりのため」の割合が最も高く 82.8％だった。

次いで、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が 73.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」の割合が最も高く 76.3％
だった。次いで、「健康・体力づくりのため」が 68.4％だった。 

知的障害では、「健康・体力づくりのため」の割合が最も高く 85.8％だった。次いで、

「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が 75.4％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「健康・体力づくりのため」の割合が最も

高く 81.9％だった。次いで、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が

73.8％だった。 

図表 イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

82.8

73.5

23.1

45.1

11.2

3.2

4.3

2.3

68.4

76.3

47.4

57.9

7.9

5.3

0.0

2.6

85.8

75.4

20.8

41.0

8.7

2.2

6.0

2.7

81.9

73.8

17.4

49.7

15.4

2.0

2.7

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

健康･体力づくりのため

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの一環として､楽しみづくりのため

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝや医療･治療のため

利用者相互や職員との交流を深めるため

障害者ｽﾎﾟｰﾂ大会に参加するため

目標や記録に挑戦するため

その他

無回答

事業所総数（437件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(2) 今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動 
今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動は、「ウォーキン

グ、散歩」の割合が最も高く 48.1％だった。次いで、「体操」が 45.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「体操」の割合が最も高く 43.5％だった。次いで、「ウォーキング、散歩」が 33.9％
だった。知的障害では、「ウォーキング、散歩」の割合が最も高く 57.0％だった。次いで、

「体操」が 47.5％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「体操」の割合が最も高く 46.4％だった。

次いで、「ウォーキング、散歩」が 42.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「ボッチャ」、知的障害は「ウォーキング、散歩」「陸上競技」「水泳・

遊泳」「ダンス」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今後も続けていきたい、あるいは新たに取り入れたいスポーツや運動〔複数回答〕
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精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(3) スポーツや運動を取り入れた理由 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間にスポーツを行った事業所について、イベントや取組にスポーツや運動を

取り入れた理由をみると、「健康・体力づくりのため」の割合が最も高く 82.8％だった。

次いで、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が 73.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」の割合が最も高く 76.3％
だった。次いで、「健康・体力づくりのため」が 68.4％だった。 

知的障害では、「健康・体力づくりのため」の割合が最も高く 85.8％だった。次いで、

「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が 75.4％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「健康・体力づくりのため」の割合が最も

高く 81.9％だった。次いで、「レクリエーションの一環として、楽しみづくりのため」が

73.8％だった。 

図表 イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由〔複数回答〕（ ）
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(4) スポーツや運動の指導者 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動の指導者をみると、「事業所の職員」の割合が最も高く 84.7％だった。次いで、「家

族、ボランティア」が 14.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「事業所の職員」の割合が最も高く 78.9％だった。次いで、「医師や理学療法士等

の医療関係者」が 26.3％だった。知的障害では、「事業所の職員」の割合が最も高く 86.3％
だった。次いで、「家族、ボランティア」が 16.4％だった。 

精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「事業所の職員」の割合が最も高く 87.9％
だった。次いで、「家族、ボランティア」が 13.4％だった。 

図表 スポーツや運動の指導者〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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その他

無回答

事業所総数（437件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）

 

185 
 

(5) スポーツや運動の指導者が有する資格

（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動の指導者が有している資格をみると、「資格は有していない」の割合が最も高く 59.3％
だった。次いで、「その他の資格」が 15.6％だった。 

最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「資格は有していない」の割合が高く、

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）、知的障害は 57.9％、精神障害・発達障害・

高次脳機能障害は 67.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「資格は有していない」の割合が高い傾向にあった。 

図表 スポーツや運動の指導者が有する資格〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

4.3

0.7

0.0

0.5

0.9

2.7

2.5

15.6

59.3

11.4

6.4

7.9

0.0

0.0

0.0

2.6

7.9

0.0

15.8

57.9

13.2

5.3

6.0

1.1

0.0

0.0

0.5

2.7

2.7

12.0

57.9

15.8

5.5

1.3

0.7

0.0

0.0

0.0

2.7

2.7

14.8

67.8

8.1

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

障がい者ｽﾎﾟｰﾂ指導員

障がい者ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁ

障がい者ｽﾎﾟｰﾂ医

障がい者ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ

その他の障害者ｽﾎﾟｰﾂに関する資格

保健体育教員

日本体育協会公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者

その他の資格

資格は有していない

わからない

無回答

事業所総数（437件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(4) スポーツや運動の指導者 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動の指導者をみると、「事業所の職員」の割合が最も高く 84.7％だった。次いで、「家

族、ボランティア」が 14.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「事業所の職員」の割合が最も高く 78.9％だった。次いで、「医師や理学療法士等

の医療関係者」が 26.3％だった。知的障害では、「事業所の職員」の割合が最も高く 86.3％
だった。次いで、「家族、ボランティア」が 16.4％だった。 

精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「事業所の職員」の割合が最も高く 87.9％
だった。次いで、「家族、ボランティア」が 13.4％だった。 

図表 スポーツや運動の指導者〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

事業所の職員

法人の職員

家族､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

医師や理学療法士等の医療関係者

障害者ｽﾎﾟｰﾂ施設の職員

地域の公共ｽﾎﾟｰﾂ施設の職員

地域のｽﾎﾟｰﾂ推進委員

その他

無回答

事業所総数（437件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(5) スポーツや運動の指導者が有する資格

（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動の指導者が有している資格をみると、「資格は有していない」の割合が最も高く 59.3％
だった。次いで、「その他の資格」が 15.6％だった。 

最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「資格は有していない」の割合が高く、

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）、知的障害は 57.9％、精神障害・発達障害・

高次脳機能障害は 67.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「資格は有していない」の割合が高い傾向にあった。 

図表 スポーツや運動の指導者が有する資格〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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その他の障害者ｽﾎﾟｰﾂに関する資格
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日本体育協会公認ｽﾎﾟｰﾂ指導者

その他の資格
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無回答

事業所総数（437件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）

 



186 
 

(6) スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動を含むイベント・取組を行った場所をみると、「事業所の敷地内」の割合が最も高く

58.6％だった。次いで、「広場や公園」が 43.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「事業所の敷地内」の割合が最も高く 68.4％だった。次いで、「道路や遊歩道」「広

場や公園」「公共のスポーツ施設（障害者専用施設以外）」がそれぞれ 21.1％だった。 
知的障害では、「事業所の敷地内」の割合が最も高く 60.1％だった。次いで「広場や公

園」が 51.9％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「事業所の敷地内」の

割合が最も高く 53.7％だった。次いで、「公共のスポーツ施設（障害者専用施設以外）」

が 46.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、知的障害は「道路や遊歩道」

「広場や公園」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「公共のスポーツ施設（障害者専

用施設以外）」の割合が高い傾向にあった。 

図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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43.5
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10.8

35.7

5.9

1.1

9.6

0.7

9.2

5.7

3.0

68.4

21.1

21.1

2.6

13.2

21.1

7.9

2.6

10.5

0.0

2.6

2.6

2.6

60.1

38.8

51.9

14.2

13.7

34.4

9.8

2.2

9.3

0.0

10.4

5.5

3.8

53.7

28.9

39.6

10.7

6.0

46.3

1.3

0.0

6.7

2.0

8.1

6.0

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

事業所の敷地内

道路や遊歩道

広場や公園

民間のｽﾎﾟｰﾂ施設

公共のｽﾎﾟｰﾂ施設(障害者専用施設)

公共のｽﾎﾟｰﾂ施設(障害者専用施設以外)

公立小中学校の体育施設

特別支援学校の体育施設

福祉施設

医療機関

山･川･海

その他

無回答

事業所総数（437件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(7) 利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、利用者が参

加しやすくするための運営上の工夫をみると、「利用者のレベルにあった内容となるよう

に配慮している」の割合が最も高く 69.8％だった。次いで、「利用者の障害にあったスポ

ーツや運動を実施している」が 51.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「利用者のレベルにあった内容となるように配慮している」の割合が最も高く 81.6％
だった。次いで、「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している」が 68.4％だっ

た。知的障害では、「利用者のレベルにあった内容となるように配慮している」の割合が

最も高く、67.8％だった。次いで、「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施してい

る」が 55.2％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「利用者のレベルにあ

った内容となるように配慮している」の割合が最も高く、69.1％だった。次いで、「利用

者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている」が 57.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している」「利用者の

レベルにあった内容となるように配慮している」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は

「利用者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている」の割合が高い傾向にあ

った。 
図表 利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に

参加しやすくするための工夫〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

48.5
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69.8
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8.0

0.0
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31.6

68.4

81.6

21.1

5.3

0.0

13.2

18.4

0.0

2.6

0.0

2.6

47.0

55.2

67.8

19.7

7.1

0.5

8.2

14.2

6.0

8.7

0.0

3.3

57.0

40.3

69.1

28.2

2.7

0.0

2.7

7.4

2.7

8.1

0.0

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用者に参加したいｽﾎﾟｰﾂや

運動について希望を聞いている

利用者の障害にあった

ｽﾎﾟｰﾂや運動を実施している

利用者のﾚﾍﾞﾙにあった

内容となるように配慮している

利用者向けの情報提供

職員が障害者ｽﾎﾟｰﾂや

運動に関する研修に参加している

保護者やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが障害者

ｽﾎﾟｰﾂに関する研修に参加している

医療機関等と連携した安全上の配慮

家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめる

ｽﾎﾟｰﾂや運動を取り入れている

その他

特に工夫していることはない

わからない

無回答

事業所総数（437件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(6) スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、スポーツや

運動を含むイベント・取組を行った場所をみると、「事業所の敷地内」の割合が最も高く

58.6％だった。次いで、「広場や公園」が 43.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「事業所の敷地内」の割合が最も高く 68.4％だった。次いで、「道路や遊歩道」「広

場や公園」「公共のスポーツ施設（障害者専用施設以外）」がそれぞれ 21.1％だった。 
知的障害では、「事業所の敷地内」の割合が最も高く 60.1％だった。次いで「広場や公

園」が 51.9％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「事業所の敷地内」の

割合が最も高く 53.7％だった。次いで、「公共のスポーツ施設（障害者専用施設以外）」

が 46.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、知的障害は「道路や遊歩道」

「広場や公園」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「公共のスポーツ施設（障害者専

用施設以外）」の割合が高い傾向にあった。 

図表 スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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無回答

事業所総数（437件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(7) 利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするための工夫 
（※この１年間にスポーツや運動を行った 437 事業所が対象） 

この１年間のイベントや取組でスポーツや運動を行った事業所について、利用者が参

加しやすくするための運営上の工夫をみると、「利用者のレベルにあった内容となるよう

に配慮している」の割合が最も高く 69.8％だった。次いで、「利用者の障害にあったスポ

ーツや運動を実施している」が 51.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「利用者のレベルにあった内容となるように配慮している」の割合が最も高く 81.6％
だった。次いで、「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している」が 68.4％だっ

た。知的障害では、「利用者のレベルにあった内容となるように配慮している」の割合が

最も高く、67.8％だった。次いで、「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施してい

る」が 55.2％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「利用者のレベルにあ

った内容となるように配慮している」の割合が最も高く、69.1％だった。次いで、「利用

者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている」が 57.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している」「利用者の

レベルにあった内容となるように配慮している」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は

「利用者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている」の割合が高い傾向にあ

った。 
図表 利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に

参加しやすくするための工夫〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

48.5

51.9

69.8

23.6

5.5

0.2

6.9

13.5

4.1

8.0

0.0

3.0

31.6

68.4

81.6

21.1

5.3

0.0

13.2

18.4

0.0

2.6

0.0

2.6

47.0

55.2

67.8

19.7

7.1

0.5

8.2

14.2

6.0

8.7

0.0

3.3

57.0

40.3
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28.2

2.7

0.0

2.7

7.4

2.7

8.1

0.0

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用者に参加したいｽﾎﾟｰﾂや

運動について希望を聞いている

利用者の障害にあった

ｽﾎﾟｰﾂや運動を実施している

利用者のﾚﾍﾞﾙにあった

内容となるように配慮している

利用者向けの情報提供

職員が障害者ｽﾎﾟｰﾂや

運動に関する研修に参加している

保護者やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが障害者

ｽﾎﾟｰﾂに関する研修に参加している

医療機関等と連携した安全上の配慮

家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめる

ｽﾎﾟｰﾂや運動を取り入れている

その他

特に工夫していることはない

わからない

無回答

事業所総数（437件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（38件）

知的障害（183件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（149件）

（単位％）
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(8) イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援 
イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援は、「適切な指導者」の割合が

最も高く 42.3％だった。次いで「障害にあわせたプログラムの充実」が 31.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「障害にあわせたプログラムの充実」の割合が最も高く 48.4％だった。次いで、「適

切な指導者」が 35.5％だった。 
知的障害では、「適切な指導者」の割合が最も高く 49.8％だった。次いで「障害にあわ

せたプログラムの充実」が 35.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「施設の利用料減免」の割合が最も高く

37.9％だった。次いで、「適切な指導者」が 34.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「スタジアム､体育館などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機

関やまちのバリアフリー化」「障害にあわせたプログラムの充実」、知的障害は「適切な指

導者」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「施設の利用料減免」の割合が高い傾向に

あった。 
図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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25.9
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4.5
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21.7
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2.2

3.4

3.7

32.3

27.4

22.6

6.5
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11.3

17.7

3.2

6.5

35.5

21.0

14.5

6.5

4.8

0.0

3.2

4.8

4.8

19.8

9.5

31.6

27.4

35.0

8.0

9.9

5.7

3.8

49.8

20.9

15.2

25.1

3.8

4.2

1.1

2.3

4.6

5.4

2.7

17.4

23.2

21.4

3.6

13.8

9.4

3.1

34.4

24.6

21.9

37.9

3.1

8.5

3.6

3.1

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0

ｽﾀｼﾞｱﾑ､体育館などの

建物や設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

会場までの送迎

障害者への施設開放の促進

障害にあわせたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

適切な指導者

一緒に行う仲間

ｽﾎﾟｰﾂ用具等の貸出

施設の利用料減免

その他

特にない

行いたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）

 

189 
 

(9) 利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援 
利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援は、「観戦料の減免」の割合が最も高く

46.5％だった。次いで、「障害者に配慮した観戦席の充実」が 41.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」の割合が最も高く 64.5％
だった。次いで、「障害者に配慮した観戦席の充実」が 58.1％だった。 

知的障害では、「障害者に配慮した観戦席の充実」の割合が最も高く 52.1％だった。次

いで、「観戦料の減免」が 44.1％、「会場までの送迎」が 43.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「観戦料の減免」の割合が最も高く 63.4％

だった。次いで、「会場までの送迎」が 30.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「スタジアム､体育館などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機

関やまちのバリアフリー化」「介助者や手話通訳などの支援」、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「観戦料の減免」の割合が高い傾向にあった。 
図表 利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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34.2
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44.1
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3.0

1.1

4.6

12.5
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21.4
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4.5

23.2

63.4
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8.5

1.8

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ｽﾀｼﾞｱﾑ､体育館などの

建物や設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

会場までの送迎

障害者に配慮した観戦席の充実

介助者や手話通訳などの支援

ﾃﾚﾋﾞ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の

文字情報､字幕の対応

情報機器操作の支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に観戦する仲間

観戦料の減免

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援は、「適切な指導者」の割合が

最も高く 42.3％だった。次いで「障害にあわせたプログラムの充実」が 31.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「障害にあわせたプログラムの充実」の割合が最も高く 48.4％だった。次いで、「適

切な指導者」が 35.5％だった。 
知的障害では、「適切な指導者」の割合が最も高く 49.8％だった。次いで「障害にあわ

せたプログラムの充実」が 35.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「施設の利用料減免」の割合が最も高く

37.9％だった。次いで、「適切な指導者」が 34.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「スタジアム､体育館などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機

関やまちのバリアフリー化」「障害にあわせたプログラムの充実」、知的障害は「適切な指

導者」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「施設の利用料減免」の割合が高い傾向に

あった。 
図表 イベントや取組でスポーツや運動を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）
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ｽﾀｼﾞｱﾑ､体育館などの

建物や設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

会場までの送迎

障害者への施設開放の促進

障害にあわせたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実
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障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

適切な指導者

一緒に行う仲間

ｽﾎﾟｰﾂ用具等の貸出

施設の利用料減免

その他

特にない

行いたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(9) 利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援 
利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援は、「観戦料の減免」の割合が最も高く

46.5％だった。次いで、「障害者に配慮した観戦席の充実」が 41.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」の割合が最も高く 64.5％
だった。次いで、「障害者に配慮した観戦席の充実」が 58.1％だった。 

知的障害では、「障害者に配慮した観戦席の充実」の割合が最も高く 52.1％だった。次

いで、「観戦料の減免」が 44.1％、「会場までの送迎」が 43.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「観戦料の減免」の割合が最も高く 63.4％

だった。次いで、「会場までの送迎」が 30.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「スタジアム､体育館などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機

関やまちのバリアフリー化」「介助者や手話通訳などの支援」、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「観戦料の減免」の割合が高い傾向にあった。 
図表 利用者がスポーツ観戦をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）
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建物や設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

会場までの送迎

障害者に配慮した観戦席の充実

介助者や手話通訳などの支援

ﾃﾚﾋﾞ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の

文字情報､字幕の対応

情報機器操作の支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に観戦する仲間

観戦料の減免

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会での関わり方

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望は、「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が最も高く 52.4％だった。次いで、「事業所として、テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」が 29.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は 53.2％、

知的障害は 49.4％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 53.1％だった。 
東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望は、「事業所として、スタジアム・体育

館などで観戦したい」の割合が最も高く 51.5％だった。次いで、「事業所として、テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」が 28.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が最も高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は

51.6％、知的障害は 50.6％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 50.0％だった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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利用者がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして

参加することを勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件） 知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

【オリンピック】

（単位％）
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0.0 20.0 40.0 60.0

事業所として､

ｽﾀｼﾞｱﾑ･体育館などで観戦

したい

事業所として､沿道で観戦し

たい

事業所として､ﾃﾚﾋﾞ､ﾗｼﾞｵ､

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信等で観戦した

い

事業所として､

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして関わりたい

利用者がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして

参加することを勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

（単位％）

【パラリンピック】
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(2) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたいボランティア活動

① 東京 2020 オリンピック 
（※東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わりた

い」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 事業所が対象） 

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関

わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所につ

いて、東京 2020 オリンピックで関わりたいボランティアの種類をみると、「選手村・会場

内での清掃」の割合が最も高く 53.8％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」

が 46.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」「選手村や会場の食堂での配膳」の割合が最

も高く、それぞれ 54.5％だった。次いで、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」

が 45.5％だった。知的障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も高く 50.0％だ

った。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 34.6％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も

高く 60.4％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 50.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」、精神障害・発達障害・

高次脳機能障害は「チケットチェック等の入場管理」「選手村でのハウスキーピング等」

「選手村･会場内での清掃」の割合が高い傾向にあった。 
 

② 東京 2020 パラリンピック 
（※東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わり

たい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 146 事業所が対象） 

東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして

関わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所に

ついて、東京 2020 パラリンピックで関わりたいボランティアの種類をみると、「選手村・

会場内での清掃」の割合が最も高く 48.6％だった。次いで、「会場内での観客・大会関係

者の誘導」が 43.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」「選手村や会場の食堂での配膳」の割合が最

も高く、それぞれ 53.8％だった。次いで、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」

「選手村・会場内での清掃」がそれぞれ 38.5％だった。 
知的障害では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」の割合が最も高く 39.5％だった。

次いで、「選手村・会場内での清掃」が 37.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も
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  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会での関わり方

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望は、「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が最も高く 52.4％だった。次いで、「事業所として、テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」が 29.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は 53.2％、

知的障害は 49.4％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 53.1％だった。 
東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望は、「事業所として、スタジアム・体育

館などで観戦したい」の割合が最も高く 51.5％だった。次いで、「事業所として、テレビ、

ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」が 28.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「事業所として、スタジアム・体育館

などで観戦したい」の割合が最も高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は

51.6％、知的障害は 50.6％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 50.0％だった。 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

52.4

20.0

29.3

11.6

11.8

5.0

3.4

13.3

15.7

53.2

24.2

35.5

12.9

11.3

9.7

1.6

16.1

12.9

49.4

20.5

30.8

8.0

6.1

4.2

4.6

12.9

18.6

53.1

19.2

29.9

15.2

18.8

6.3

3.1

13.8

11.2

0.0 20.0 40.0 60.0

事業所として､

ｽﾀｼﾞｱﾑ･体育館などで観戦したい

事業所として､沿道で観戦したい

事業所として､ﾃﾚﾋﾞ､ﾗｼﾞｵ､

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信等で観戦したい

事業所として､

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして関わりたい

利用者がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして

参加することを勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件） 知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

【オリンピック】

（単位％）

51.5

20.3

28.4

16.3

16.4

5.1

3.9

13.5

15.0

51.6

24.2

33.9

14.5

17.7

8.1

1.6

17.7

12.9

50.6

20.9

31.2

13.7

9.1

4.6

4.6

12.5

17.9

50.0

18.8

28.1

17.9

23.7

6.7

4.0

14.3

11.6

0.0 20.0 40.0 60.0

事業所として､

ｽﾀｼﾞｱﾑ･体育館などで観戦

したい

事業所として､沿道で観戦し

たい

事業所として､ﾃﾚﾋﾞ､ﾗｼﾞｵ､

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信等で観戦した

い

事業所として､

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして関わりたい

利用者がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして

参加することを勧めたい

関わりたいと思わない

その他

わからない

無回答

（単位％）

【パラリンピック】

191 
 

(2) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたいボランティア活動

① 東京 2020 オリンピック 
（※東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わりた

い」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 事業所が対象） 

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関

わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所につ

いて、東京 2020 オリンピックで関わりたいボランティアの種類をみると、「選手村・会場

内での清掃」の割合が最も高く 53.8％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」

が 46.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」「選手村や会場の食堂での配膳」の割合が最

も高く、それぞれ 54.5％だった。次いで、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」

が 45.5％だった。知的障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も高く 50.0％だ

った。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 34.6％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も

高く 60.4％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 50.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」、精神障害・発達障害・

高次脳機能障害は「チケットチェック等の入場管理」「選手村でのハウスキーピング等」

「選手村･会場内での清掃」の割合が高い傾向にあった。 
 

② 東京 2020 パラリンピック 
（※東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わり

たい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 146 事業所が対象） 

東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして

関わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所に

ついて、東京 2020 パラリンピックで関わりたいボランティアの種類をみると、「選手村・

会場内での清掃」の割合が最も高く 48.6％だった。次いで、「会場内での観客・大会関係

者の誘導」が 43.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」「選手村や会場の食堂での配膳」の割合が最

も高く、それぞれ 53.8％だった。次いで、「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」

「選手村・会場内での清掃」がそれぞれ 38.5％だった。 
知的障害では、「会場内での観客・大会関係者の誘導」の割合が最も高く 39.5％だった。

次いで、「選手村・会場内での清掃」が 37.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「選手村・会場内での清掃」の割合が最も
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高く 59.1％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 54.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」「会場内での観客・大

会関係者の誘導」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「チケットチェック等の入場管

理」「選手村でのハウスキーピング等」「選手村･会場内での清掃」の割合が高い傾向にあっ

た。 
 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたい

ボランティア活動〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

17.8

28.1

43.8

28.8

3.4

30.8

42.5

48.6

9.6

6.2

23.1

38.5

53.8

23.1

7.7

23.1

53.8

38.5

0.0

0.0

9.3

23.3

39.5

16.3

4.7

20.9

25.6

37.2

14.0

4.7

19.7

24.2

42.4

33.3

1.5

40.9

54.5

59.1

7.6

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への…

競技会場の最寄駅から…

会場内での観客･…

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

事業所総数（146件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（13件） 知的障害（43件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（66件）

（単位％）（単位％）（単位％）（単位％）

22.1

34.6

45.2

30.8

2.9

32.7

46.2

53.8

3.8

6.7

9.1

45.5

54.5

27.3

9.1

18.2

54.5

36.4

0.0

0.0

15.4

26.9

30.8

11.5

3.8

23.1

34.6

50.0

3.8

11.5

24.5

32.1

47.2

35.8

0.0

43.4

50.9

60.4

1.9

7.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への

観光･交通案内

競技会場の最寄駅から

会場までの観客案内

会場内での観客･

大会関係者の誘導

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

事業所総数（104件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（11件） 知的障害（26件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（53件）

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

17.8

28.1

43.8

28.8

3.4

30.8

42.5

48.6

9.6

6.2

23.1

38.5

53.8

23.1

7.7

23.1

53.8

38.5

0.0

0.0

9.3

23.3

39.5

16.3

4.7

20.9

25.6

37.2

14.0

4.7

19.7

24.2

42.4

33.3

1.5

40.9

54.5

59.1

7.6

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への

観光･交通案内

競技会場の最寄駅から

会場までの観客案内

会場内での観客･

大会関係者の誘導

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

（単位％）

東京2020オリンピック

東京2020パラリンピック
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(3) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で利用者がボランティアを行う際に

必要な支援

① 東京 2020 オリンピック 
（※東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わりた

い」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 104 事業所が対象） 

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関

わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所につ

いて、東京 2020 オリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援をみると、

「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 57.7％だった。次いで、

「活動の場までの送迎」が 51.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「交通機関やまちのバリアフリー化」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」

の割合が最も高く、それぞれ 72.7％だった。次いで、「会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化」「活動の場までの送迎」「一緒に行う仲間」がそれぞれ 63.6％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 50.0％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」がそれぞれ 46.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 60.4％だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 50.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機関やま

ちのバリアフリー化」「活動の場までの送迎」「介助者や手話通訳などの支援」「障害や障

害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する理解促進」「一緒に行う仲間」「ボラ

ンティア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 
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高く 59.1％だった。次いで、「選手村や会場の食堂での配膳」が 54.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」「会場内での観客・大

会関係者の誘導」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「チケットチェック等の入場管

理」「選手村でのハウスキーピング等」「選手村･会場内での清掃」の割合が高い傾向にあっ

た。 
 

図表 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で関わりたい

ボランティア活動〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

17.8

28.1

43.8

28.8

3.4

30.8

42.5

48.6

9.6

6.2

23.1

38.5

53.8

23.1

7.7

23.1

53.8

38.5

0.0

0.0

9.3

23.3

39.5

16.3

4.7

20.9

25.6

37.2

14.0

4.7

19.7

24.2

42.4

33.3

1.5

40.9

54.5

59.1

7.6

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への…

競技会場の最寄駅から…

会場内での観客･…

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

事業所総数（146件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（13件） 知的障害（43件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（66件）

（単位％）（単位％）（単位％）（単位％）

22.1

34.6

45.2

30.8

2.9

32.7

46.2

53.8

3.8

6.7

9.1

45.5

54.5

27.3

9.1

18.2

54.5

36.4

0.0

0.0

15.4

26.9

30.8

11.5

3.8

23.1

34.6

50.0

3.8

11.5

24.5

32.1

47.2

35.8

0.0

43.4

50.9

60.4

1.9

7.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への

観光･交通案内

競技会場の最寄駅から

会場までの観客案内

会場内での観客･

大会関係者の誘導

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

事業所総数（104件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（11件） 知的障害（26件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（53件）

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

（単位％）

【オリンピック】 【パラリンピック】

17.8

28.1

43.8

28.8

3.4

30.8

42.5

48.6

9.6

6.2

23.1

38.5

53.8

23.1

7.7

23.1

53.8

38.5

0.0

0.0

9.3

23.3

39.5

16.3

4.7

20.9

25.6

37.2

14.0

4.7

19.7

24.2

42.4

33.3

1.5

40.9

54.5

59.1

7.6

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

国内外からの旅行者への

観光･交通案内

競技会場の最寄駅から

会場までの観客案内

会場内での観客･

大会関係者の誘導

ﾁｹｯﾄﾁｪｯｸ等の入場管理

警備

選手村でのﾊｳｽｷｰﾋﾟﾝｸﾞ等

選手村や会場の食堂での配膳

選手村･会場内での清掃

その他

無回答

（単位％）

東京2020オリンピック

東京2020パラリンピック
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(3) 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会で利用者がボランティアを行う際に

必要な支援

① 東京 2020 オリンピック 
（※東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わりた

い」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 104 事業所が対象） 

東京 2020 オリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関

わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所につ

いて、東京 2020 オリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援をみると、

「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 57.7％だった。次いで、

「活動の場までの送迎」が 51.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「交通機関やまちのバリアフリー化」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」

の割合が最も高く、それぞれ 72.7％だった。次いで、「会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化」「活動の場までの送迎」「一緒に行う仲間」がそれぞれ 63.6％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 50.0％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」がそれぞれ 46.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 60.4％だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 50.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機関やま

ちのバリアフリー化」「活動の場までの送迎」「介助者や手話通訳などの支援」「障害や障

害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する理解促進」「一緒に行う仲間」「ボラ

ンティア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 
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図表 東京 オリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援

〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

25.0

25.0

51.9

22.1

42.3

36.5

14.4

48.1

57.7

5.8

1.9

1.9

8.7

63.6

72.7

63.6

54.5

36.4

18.2

36.4

63.6

72.7

0.0

0.0

0.0

0.0

34.6

30.8

50.0

26.9

34.6

34.6

23.1

46.2

46.2

7.7

3.8

0.0

15.4

11.3

11.3

50.9

9.4

43.4

39.6

5.7

41.5

60.4

7.5

1.9

3.8

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

会場や選手村などの建物や

設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（104件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（11件）

知的障害（26件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（53件）

（単位％）
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② 東京 2020 パラリンピック 
（※東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わり

たい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 146 事業所が対象） 

東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして

関わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所に

ついて、東京 2020 パラリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援をみる

と、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 58.2％だった。次い

で、「活動の場までの送迎」が 50.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「交通機関やまちのバリアフリー化」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」

の割合が最も高く、それぞれ 69.2％だった。次いで、「会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化」「活動の場までの送迎」「一緒に行う仲間」がそれぞれ 61.5％だった。 
知的障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 55.8％

だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 51.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 62.1％だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 48.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機関やま

ちのバリアフリー化」「活動の場までの送迎」「介助者や手話通訳などの支援」「障害や障害

者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する理解促進」「一緒に行う仲間」、精神障

害・発達障害・高次脳機能障害は「施設等を利用する際に必要な手続きの支援」の割合が

高い傾向にあった。 
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図表 東京 オリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援

〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

25.0

25.0

51.9

22.1

42.3

36.5

14.4

48.1

57.7

5.8

1.9

1.9

8.7

63.6

72.7

63.6

54.5

36.4

18.2

36.4

63.6

72.7

0.0

0.0

0.0

0.0

34.6

30.8

50.0

26.9

34.6

34.6

23.1

46.2

46.2

7.7

3.8

0.0

15.4

11.3

11.3

50.9

9.4

43.4

39.6

5.7

41.5

60.4

7.5

1.9

3.8

9.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

会場や選手村などの建物や

設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（104件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（11件）

知的障害（26件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（53件）

（単位％）
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② 東京 2020 パラリンピック 
（※東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして関わり

たい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した 146 事業所が対象） 

東京 2020 パラリンピックでの関わり方の希望で「事業所として、ボランティアとして

関わりたい」「利用者がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所に

ついて、東京 2020 パラリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援をみる

と、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 58.2％だった。次い

で、「活動の場までの送迎」が 50.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「交通機関やまちのバリアフリー化」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」

の割合が最も高く、それぞれ 69.2％だった。次いで、「会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化」「活動の場までの送迎」「一緒に行う仲間」がそれぞれ 61.5％だった。 
知的障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」の割合が最も高く 55.8％

だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 51.2％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 62.1％だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 48.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化」「交通機関やま

ちのバリアフリー化」「活動の場までの送迎」「介助者や手話通訳などの支援」「障害や障害

者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する理解促進」「一緒に行う仲間」、精神障

害・発達障害・高次脳機能障害は「施設等を利用する際に必要な手続きの支援」の割合が

高い傾向にあった。 
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図表 東京 パラリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援

〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

28.1

25.3

50.7

21.2

41.8

32.2

15.8

43.8

58.2

6.2

0.7

1.4

7.5

61.5

69.2

61.5

46.2

53.8

23.1

38.5

61.5

69.2

0.0

0.0

0.0

0.0

32.6

25.6

51.2

23.3

27.9

27.9

18.6

37.2

55.8

9.3

2.3

0.0

11.6

13.6

12.1

48.5

13.6

45.5

37.9

9.1

42.4

62.1

6.1

0.0

3.0

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

会場や選手村などの建物や

設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（146件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（13件）

知的障害（43件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（66件）

（単位％）

 

 
 
 
 
 
 
 

197 
 

 

  文化、芸術活動について 

(1) 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況

文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況は、「動物園や植物園、水族館などに行

く」の割合が最も高く 47.1％だった。次いで、「音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）」

が 34.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）」の割合が最も高く 46.8％だった。次い

で、「動物園や植物園、水族館などに行く」が 41.9％だった。知的障害では、「動物園や

植物園、水族館などに行く」の割合が最も高く、53.2％だった。次いで、「音楽活動をす

る（歌や楽器の演奏など）」が 40.7％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、

「動物園や植物園、水族館などに行く」の割合が最も高く 41.1％だった。次いで、「美術

館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会なども含む）」が 33.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、知的障害は「動物園や植物

園、水族館などに行く」の割合が高い傾向にあった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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6.5
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6.5
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4.8
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36.5

9.1

27.4

11.8
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40.7

36.9

2.3

12.5

5.7

4.9

5.3

20.2

2.3

30.4

5.4

33.9

8.5

41.1

24.1

25.4

4.9

18.8

6.3

2.7

4.9

29.0

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0

ｺﾝｻｰﾄや映画､演劇などに行く

ｺﾝｻｰﾄや映画､演劇などを開催する

美術館､博物館などに行く

（館外で開催される美術展、展覧会なども含む）

利用者の美術展覧会などを開催する

動物園や植物園､水族館などに行く

音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）

美術などの創作活動をする

（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など）

文芸活動をする

（短歌・俳句、詩作、小説、評論など）

講演会､ｾﾐﾅｰ､各種講座に参加する

講演会､ｾﾐﾅｰ､各種講座を開催する

伝統文化などの活動をする

（伝統芸能、茶道など）

その他

特にない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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図表 東京 パラリンピックで利用者がボランティアを行う際に必要な支援

〔複数回答〕（ ）－最も利用者数が多い障害種別

28.1

25.3

50.7

21.2

41.8

32.2

15.8

43.8

58.2

6.2

0.7

1.4

7.5

61.5

69.2

61.5

46.2

53.8

23.1

38.5

61.5

69.2

0.0

0.0

0.0

0.0

32.6

25.6

51.2

23.3

27.9

27.9

18.6

37.2

55.8

9.3

2.3

0.0

11.6

13.6

12.1

48.5

13.6

45.5

37.9

9.1

42.4

62.1

6.1

0.0

3.0

7.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

会場や選手村などの建物や

設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（146件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（13件）

知的障害（43件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（66件）

（単位％）
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  文化、芸術活動について 

(1) 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況

文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況は、「動物園や植物園、水族館などに行

く」の割合が最も高く 47.1％だった。次いで、「音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）」

が 34.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）」の割合が最も高く 46.8％だった。次い

で、「動物園や植物園、水族館などに行く」が 41.9％だった。知的障害では、「動物園や

植物園、水族館などに行く」の割合が最も高く、53.2％だった。次いで、「音楽活動をす

る（歌や楽器の演奏など）」が 40.7％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、

「動物園や植物園、水族館などに行く」の割合が最も高く 41.1％だった。次いで、「美術

館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会なども含む）」が 33.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、知的障害は「動物園や植物

園、水族館などに行く」の割合が高い傾向にあった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組の状況〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

34.4

8.8

30.9

10.4

47.1

34.9

32.6

3.7

15.5

7.9

4.3

6.4

23.1

2.2

27.4

12.9

33.9

6.5

41.9

46.8

35.5

6.5

17.7

11.3

3.2

4.8

24.2

3.2

36.5

9.1

27.4

11.8

53.2

40.7

36.9

2.3

12.5

5.7

4.9

5.3

20.2

2.3

30.4

5.4

33.9

8.5

41.1

24.1

25.4

4.9

18.8

6.3

2.7

4.9

29.0

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0

ｺﾝｻｰﾄや映画､演劇などに行く

ｺﾝｻｰﾄや映画､演劇などを開催する

美術館､博物館などに行く

（館外で開催される美術展、展覧会なども含む）

利用者の美術展覧会などを開催する

動物園や植物園､水族館などに行く

音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）

美術などの創作活動をする

（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など）

文芸活動をする

（短歌・俳句、詩作、小説、評論など）

講演会､ｾﾐﾅｰ､各種講座に参加する

講演会､ｾﾐﾅｰ､各種講座を開催する

伝統文化などの活動をする

（伝統芸能、茶道など）

その他

特にない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）
知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）

 



198 
 

(2) 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援

文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援は、「障害にあわせたプ

ログラムの充実」の割合が最も高く 32.4％だった。次いで、「適切な指導者」が 30.2％だ

った。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化」の割合が最も高く 43.5％だった。

次いで、「障害にあわせたプログラムの充実」が 40.3％だった。知的障害では、「障害に

あわせたプログラムの充実」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「適切な指導者」

が 36.5％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「施設の利用料減免」の割

合が最も高く 42.9％だった。次いで、「適切な指導者」が 27.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「文化､芸術活動を行う施設のバリアフリー化」「交通機関やまちの

バリアフリー化」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「施設の利用料減免」の割合が

高い傾向にあった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

20.0

10.9

26.2

25.7

32.4

8.1

15.8

5.6

4.7

30.2

19.7

8.7

30.1

3.3

5.9

2.2

2.5

4.8

43.5

29.0

32.3

21.0

40.3

17.7

24.2

6.5

4.8

27.4

14.5

9.7

8.1

3.2

1.6

1.6

0.0

3.2

23.2

10.3

28.1

29.3

40.3

10.6

16.0

5.7

6.1

36.5

19.4

8.0

22.8

3.4

5.7

1.1

1.5

5.3

8.0

4.0

21.0

23.2

22.8

2.7

13.8

5.4

1.3

27.2

20.1

11.2

42.9

3.1

8.5

3.1

3.6

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0

文化､芸術活動を行う

施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

活動できる場の充実

障害にあわせたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

適切な指導者

一緒に行う仲間

用具等の貸出

施設の利用料減免

その他

特にない

行いたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  ボランティア活動について 

(1) 利用者のボランティア活動参加についての事業所の考え

利用者のボランティア活動参加についての事業所の考えは、「それぞれの利用者に任せ

たい」の割合が最も高く 39.4％だった。次いで、「支援したいが難しい」が 20.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「支援

したいが難しい」が 25.8％だった。 
知的障害では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が最も高く 39.2％だった。次い

で、「支援したいが難しい」が 24.7％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が

最も高く 47.8％だった。次いで、「できれば支援したい」が 19.6％だった。 

図表 利用者のボランティア活動参加についての事業所の考え〔単数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

12.7

11.3

8.0

16.5

18.0

11.3

17.1

19.6

20.8

25.8

24.7

11.2

39.4

40.3

39.2

47.8

6.5

11.3

8.0

3.6

2.6

0.0

3.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

積極的に支援したい できれば支援したい 支援したいが難しい

それぞれの利用者に任せたい わからない 無回答
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(2) 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援

文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援は、「障害にあわせたプ

ログラムの充実」の割合が最も高く 32.4％だった。次いで、「適切な指導者」が 30.2％だ

った。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化」の割合が最も高く 43.5％だった。

次いで、「障害にあわせたプログラムの充実」が 40.3％だった。知的障害では、「障害に

あわせたプログラムの充実」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「適切な指導者」

が 36.5％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「施設の利用料減免」の割

合が最も高く 42.9％だった。次いで、「適切な指導者」が 27.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「文化､芸術活動を行う施設のバリアフリー化」「交通機関やまちの

バリアフリー化」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「施設の利用料減免」の割合が

高い傾向にあった。 

図表 文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

20.0

10.9

26.2

25.7

32.4

8.1

15.8

5.6

4.7

30.2

19.7

8.7

30.1

3.3

5.9

2.2

2.5

4.8

43.5

29.0

32.3

21.0

40.3

17.7

24.2

6.5

4.8

27.4

14.5

9.7

8.1

3.2

1.6

1.6

0.0

3.2

23.2

10.3

28.1

29.3

40.3

10.6

16.0

5.7

6.1

36.5

19.4

8.0

22.8

3.4

5.7

1.1

1.5

5.3

8.0

4.0

21.0

23.2

22.8

2.7

13.8

5.4

1.3

27.2

20.1

11.2

42.9

3.1

8.5

3.1

3.6

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0

文化､芸術活動を行う

施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

活動できる場の充実

障害にあわせたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの充実

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

適切な指導者

一緒に行う仲間

用具等の貸出

施設の利用料減免

その他

特にない

行いたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  ボランティア活動について 

(1) 利用者のボランティア活動参加についての事業所の考え

利用者のボランティア活動参加についての事業所の考えは、「それぞれの利用者に任せ

たい」の割合が最も高く 39.4％だった。次いで、「支援したいが難しい」が 20.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が最も高く 40.3％だった。次いで、「支援

したいが難しい」が 25.8％だった。 
知的障害では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が最も高く 39.2％だった。次い

で、「支援したいが難しい」が 24.7％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「それぞれの利用者に任せたい」の割合が

最も高く 47.8％だった。次いで、「できれば支援したい」が 19.6％だった。 

図表 利用者のボランティア活動参加についての事業所の考え〔単数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

12.7

11.3

8.0

16.5

18.0

11.3

17.1

19.6

20.8

25.8

24.7

11.2

39.4

40.3

39.2

47.8

6.5

11.3

8.0

3.6

2.6

0.0

3.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

積極的に支援したい できれば支援したい 支援したいが難しい

それぞれの利用者に任せたい わからない 無回答
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(2) 利用者のボランティア活動参加への支援状況

利用者のボランティア活動参加への支援状況は、「支援しておらず、今後も予定はな

い」の割合が最も高く 45.4％だった。次いで、「支援していないが、今後は支援したい」

が 26.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「支援しておらず、今後も予定はな

い」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は 51.6％、知的障害は

52.5％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 36.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「支援しており、今後も支援したい」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

14.9

8.1

10.3

21.9

26.2

24.2

22.4

30.8

45.4

51.6

52.5

36.6

10.7

14.5

11.0

9.8

2.8

1.6

3.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

支援しており､今後も支援したい 支援していないが､今後は支援したい

支援しておらず､今後も予定はない わからない

無回答
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(3) ボランティア活動への参加支援の分野

① 今までに支援したことがあるボランティア活動の分野 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今までに支援した

ことがあるボランティア活動の分野をみると、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」

の割合が最も高く 36.2％だった。次いで、「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関

する活動」が 21.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」の割合が最も高く、

40.0％だった。次いで、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの

教育、文化に関する活動」「無回答」がそれぞれ 35.0％だった。 
知的障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が 33.7％だった。「無回答」

も 38.4％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活

動」の割合が最も高く、36.4％だった。「無回答」も 28.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」「講演会、

教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」「スポーツ

大会などのスポーツ、運動に関する活動」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今までに支援したことがあるボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

21.9

14.3

7.2

36.2

2.3

6.8

11.7

32.1

40.0

35.0

15.0

30.0

5.0

0.0

5.0

35.0

19.8

9.3

5.8

33.7

2.3

7.0

11.6

38.4

24.6

15.3

3.4

36.4

0.8

6.8

13.6

28.0

0.0 20.0 40.0 60.0

障害者､高齢者等の支援などの

福祉､医療に関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､

運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの

地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの

開発･販売促進への協力

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）
知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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(2) 利用者のボランティア活動参加への支援状況

利用者のボランティア活動参加への支援状況は、「支援しておらず、今後も予定はな

い」の割合が最も高く 45.4％だった。次いで、「支援していないが、今後は支援したい」

が 26.2％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも「支援しておらず、今後も予定はな

い」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）は 51.6％、知的障害は

52.5％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は 36.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「支援しており、今後も支援したい」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者のボランティア活動参加への支援状況〔単数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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8.1

10.3

21.9

26.2

24.2

22.4

30.8

45.4

51.6

52.5

36.6

10.7

14.5

11.0

9.8

2.8

1.6

3.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所総数（645件）

肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件）

精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

支援しており､今後も支援したい 支援していないが､今後は支援したい

支援しておらず､今後も予定はない わからない

無回答
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(3) ボランティア活動への参加支援の分野

① 今までに支援したことがあるボランティア活動の分野 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今までに支援した

ことがあるボランティア活動の分野をみると、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」

の割合が最も高く 36.2％だった。次いで、「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関

する活動」が 21.9％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」の割合が最も高く、

40.0％だった。次いで、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの

教育、文化に関する活動」「無回答」がそれぞれ 35.0％だった。 
知的障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」が 33.7％だった。「無回答」

も 38.4％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活

動」の割合が最も高く、36.4％だった。「無回答」も 28.0％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」「講演会、

教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」「スポーツ

大会などのスポーツ、運動に関する活動」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今までに支援したことがあるボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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9.3
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0.0 20.0 40.0 60.0

障害者､高齢者等の支援などの

福祉､医療に関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､

運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの

地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの

開発･販売促進への協力

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）
知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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② 今後支援したいボランティア活動の分野 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今後支援したいボ

ランティア活動の分野をみると、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」の割合が最

も高く 59.6％だった。次いで、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」

が 34.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関す

る活動」の割合が最も高く 50.0％だった。次いで、「スポーツ大会などのスポーツ、運動

に関する活動」が 45.0％だった。知的障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活

動」の割合が最も高く 66.3％だった。次いで、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医

療に関する活動」が 33.7％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「お祭り、

町会・自治会などの地域の活動」の割合が最も高く 60.2％だった。次いで、「障害者、高

齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」が 41.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教

育、文化に関する活動」「スポーツ大会などのスポーツ､運動に関する活動」の割合が高い

傾向にあった。 

図表 今後支援したいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別 
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10.5

3.5

1.2

11.6

41.5

38.1

32.2

60.2

15.3

1.7

3.4

8.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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(4) ボランティア活動への参加支援の内容

① 今までに支援したことがあるボランティア活動の内容 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」「支

援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今までに支援したこと

があるボランティア活動の内容をみると、「イベント等の会場準備の手伝い」が 23.0％、「清

掃」が 18.1％、「活動の指導、手伝い」が 17.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が最も高く 35.0％だった。次いで、「受

付・案内」「活動の指導、手伝い」がそれぞれ 30.0％だった。 
知的障害では、「清掃」が 25.6％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 18.6％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 22.9％、

「活動の指導、手伝い」が 17.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「受付・案内」「活動の指導、手伝い」「移動や身の回りの介助など

の手伝い」「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今までに支援したことがあるボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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② 今後支援したいボランティア活動の分野 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今後支援したいボ

ランティア活動の分野をみると、「お祭り、町会・自治会などの地域の活動」の割合が最

も高く 59.6％だった。次いで、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」

が 34.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関す

る活動」の割合が最も高く 50.0％だった。次いで、「スポーツ大会などのスポーツ、運動

に関する活動」が 45.0％だった。知的障害では、「お祭り、町会・自治会などの地域の活

動」の割合が最も高く 66.3％だった。次いで、「障害者、高齢者等の支援などの福祉、医

療に関する活動」が 33.7％だった。精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「お祭り、

町会・自治会などの地域の活動」の割合が最も高く 60.2％だった。次いで、「障害者、高

齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動」が 41.5％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教

育、文化に関する活動」「スポーツ大会などのスポーツ､運動に関する活動」の割合が高い

傾向にあった。 

図表 今後支援したいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別 
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障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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(4) ボランティア活動への参加支援の内容

① 今までに支援したことがあるボランティア活動の内容 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」「支

援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今までに支援したこと

があるボランティア活動の内容をみると、「イベント等の会場準備の手伝い」が 23.0％、「清

掃」が 18.1％、「活動の指導、手伝い」が 17.4％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が最も高く 35.0％だった。次いで、「受

付・案内」「活動の指導、手伝い」がそれぞれ 30.0％だった。 
知的障害では、「清掃」が 25.6％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 18.6％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 22.9％、

「活動の指導、手伝い」が 17.8％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「受付・案内」「活動の指導、手伝い」「移動や身の回りの介助など

の手伝い」「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が高い傾向にあった。 

図表 今までに支援したことがあるボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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0.0 20.0 40.0 60.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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② 今後支援したいボランティア活動の内容 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今後支援したいボ

ランティア活動の内容をみると、「イベント等の会場準備の手伝い」の割合が最も高く

43.0％だった。次いで、「清掃」が 35.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動の指導、手伝い」の割合が最も高く 55.0％だった。次いで、「話し相手、遊

び相手、学習支援」が 40.0％だった。知的障害では、「清掃」の割合が最も高く 45.3％だ

った。次いで、「イベント等の会場準備の手伝い」が 44.2％だった。精神障害・発達障害・

高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」の割合が最も高く 50.0％だった。

次いで、「清掃」が 37.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動の指導、手伝い」「移動や身の回りの介助などの手伝い」「手

話などコミュニケーションの手伝い」「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が高い傾向

にあった。 

図表 今後支援したいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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26.0
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14.7
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40.0
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10.0

24.4

22.1

44.2

45.3

16.3

2.3

23.3

11.6

2.3

16.3

28.0
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50.0

37.3

16.1

6.8

29.7

7.6

6.8
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0.0 20.0 40.0 60.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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(5) 利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援

利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援は、「ボランティア活動に関する情報

提供の充実」の割合が最も高く 38.6％だった。次いで、「一緒に行う仲間」が 32.1％だっ

た。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動場所のバリアフリー化」の割合が最も高く 45.2％だった。次いで、「一緒に

行う仲間」が 32.3％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 38.4％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」がそれぞれ 33.1％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 50.4％だった。次いで、「一緒に行う仲間」が 32.6％、「障害に対

応した情報の提供や問合せ方法の充実」が 31.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動場所のバリアフリー化」「交通機関やまちのバリアフリー化」、

知的障害は「活動の場までの送迎」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「ボランティ

ア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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0.0 20.0 40.0 60.0

活動場所のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

後押ししたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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② 今後支援したいボランティア活動の内容 
（※利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した 265 事業所が対象） 

利用者のボランティア活動参加への支援状況で「支援しており、今後も支援したい」

「支援していないが、今後は支援したい」と回答した事業所について、今後支援したいボ

ランティア活動の内容をみると、「イベント等の会場準備の手伝い」の割合が最も高く

43.0％だった。次いで、「清掃」が 35.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動の指導、手伝い」の割合が最も高く 55.0％だった。次いで、「話し相手、遊

び相手、学習支援」が 40.0％だった。知的障害では、「清掃」の割合が最も高く 45.3％だ

った。次いで、「イベント等の会場準備の手伝い」が 44.2％だった。精神障害・発達障害・

高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」の割合が最も高く 50.0％だった。

次いで、「清掃」が 37.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動の指導、手伝い」「移動や身の回りの介助などの手伝い」「手

話などコミュニケーションの手伝い」「話し相手、遊び相手、学習支援」の割合が高い傾向

にあった。 

図表 今後支援したいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

26.0

26.0
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0.0 20.0 40.0 60.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

無回答

事業所総数（265件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（20件）

知的障害（86件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（118件）

（単位％）
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(5) 利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援

利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援は、「ボランティア活動に関する情報

提供の充実」の割合が最も高く 38.6％だった。次いで、「一緒に行う仲間」が 32.1％だっ

た。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動場所のバリアフリー化」の割合が最も高く 45.2％だった。次いで、「一緒に

行う仲間」が 32.3％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 38.4％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」「ボランティア活動に関する情報提供の充実」がそれぞれ 33.1％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 50.4％だった。次いで、「一緒に行う仲間」が 32.6％、「障害に対

応した情報の提供や問合せ方法の充実」が 31.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動場所のバリアフリー化」「交通機関やまちのバリアフリー化」、

知的障害は「活動の場までの送迎」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「ボランティ

ア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者のボランティア活動の後押しに必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

後押ししたいと思わない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(6) 利用者が行うボランティア活動の分野

① これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野 
これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野は、「お祭り、町会・自治会など

の地域の活動」が 24.0％、「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」が

12.6％だった。「特にない」も 24.2％であった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では 22.6％、知的

障害では 22.1％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 26.8％だった。 
また、「特にない」の割合も高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では

25.8％、知的障害では 27.8％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 22.8％だった。 

図表 これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に

関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの

教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件） 知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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② 今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野 
今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野は、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」が 33.8％、「スポーツ大会などのスポーツ､運動に関する活動」が 21.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では 24.2％、知的

障害では 35.7％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 35.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」「講演会、教室・学

習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」の割合が高い傾向

にあった。 

図表 今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(6) 利用者が行うボランティア活動の分野

① これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野 
これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野は、「お祭り、町会・自治会など

の地域の活動」が 24.0％、「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」が

12.6％だった。「特にない」も 24.2％であった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では 22.6％、知的

障害では 22.1％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 26.8％だった。 
また、「特にない」の割合も高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では

25.8％、知的障害では 27.8％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 22.8％だった。 

図表 これまでに利用者が参加したボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

12.6

9.8

7.0

24.0

1.9

3.1

24.2

9.5

29.5

16.1

12.9

3.2

22.6

4.8

0.0

25.8

4.8

37.1

8.7

6.8

7.2

22.1

1.9

3.4

27.8

9.1

30.4

17.4

12.1

4.9

26.8

0.9

3.6

22.8

10.3

23.2

0.0 20.0 40.0

障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に

関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの

教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件） 知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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② 今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野 
今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野は、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」が 33.8％、「スポーツ大会などのスポーツ､運動に関する活動」が 21.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、いずれも、「お祭り、町会・自治会などの地域

の活動」の割合が高く、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）では 24.2％、知的

障害では 35.7％、精神障害・発達障害・高次脳機能障害では 35.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、精神障害・発達障害・高次

脳機能障害は「障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に関する活動」「講演会、教室・学

習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなどの教育、文化に関する活動」の割合が高い傾向

にあった。 

図表 今後利用者に勧めたいボランティア活動の分野〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

14.9

16.6

21.6

33.8

6.5

1.9

12.1

13.2

24.7

12.9

16.1

16.1

24.2

9.7

0.0

16.1

12.9

27.4

11.0

13.3

21.3

35.7

4.6

1.9

12.2

14.1

24.7

20.5

22.8

22.8

35.3

8.5

1.3

13.4

12.9

20.1

0.0 20.0 40.0

障害者､高齢者等の支援などの福祉､医療に

関する活動

講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、

手伝いなどの教育､文化に関する活動

ｽﾎﾟｰﾂ大会などのｽﾎﾟｰﾂ､運動に関する活動

お祭り､町会･自治会などの地域の活動

企業の商品やｻｰﾋﾞｽの開発･販売促進への協力

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(7) 利用者が行うボランティア活動の内容

① これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容 
これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容は、「イベント等の会場準備の手

伝い」が 14.7％、「清掃」が 14.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動の指導､手伝い」「話し相手､遊び相手､学習支援」がそれぞれ 14.5％だった。 
知的障害では、「清掃」が 17.1％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 12.9％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 17.4％、

「活動の指導､手伝い」が 15.2％だった。 

図表 これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

8.8

11.3

14.7

14.3

2.5

1.2

8.5

5.1

21.9

7.9

31.6

11.3

14.5

9.7

6.5

4.8

3.2

14.5

0.0

25.8

4.8

38.7

4.6

7.2

12.9

17.1

1.5

0.4

4.6

5.7

25.9

7.6

32.3

11.6

15.2

17.4

12.9

2.7

0.4

12.5

5.8

18.8

8.9

25.4

0.0 20.0 40.0 60.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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② 今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容 
今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容は、「清掃」が 23.6％、「イベント等の

会場準備の手伝い」が 23.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「話し相手、遊び相手、学習支援」が 19.4％、「受付･案内」が 17.7％だった。 
知的障害では、「清掃」が 25.1％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 24.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 28.6％、

「清掃」が 26.8％だった。 

図表 今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

14.9

13.8

23.1

23.6

5.7

2.2

13.3

4.5

12.7

13.3

27.4

17.7

14.5

12.9

16.1

6.5

6.5

19.4

1.6

17.7

16.1

29.0

12.2

13.7

24.0

25.1

2.7

0.8

10.3

4.6

12.2

15.2

27.8

19.2

16.1

28.6

26.8

9.4

2.7

15.6

4.5

12.9

12.1

21.9

0.0 20.0 40.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(7) 利用者が行うボランティア活動の内容

① これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容 
これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容は、「イベント等の会場準備の手

伝い」が 14.7％、「清掃」が 14.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動の指導､手伝い」「話し相手､遊び相手､学習支援」がそれぞれ 14.5％だった。 
知的障害では、「清掃」が 17.1％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 12.9％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 17.4％、

「活動の指導､手伝い」が 15.2％だった。 

図表 これまでに利用者が参加したボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

8.8

11.3

14.7

14.3

2.5

1.2

8.5

5.1

21.9

7.9

31.6

11.3

14.5

9.7

6.5

4.8

3.2

14.5

0.0

25.8

4.8

38.7

4.6

7.2

12.9

17.1

1.5

0.4

4.6

5.7

25.9

7.6

32.3

11.6

15.2

17.4

12.9

2.7

0.4

12.5

5.8

18.8

8.9

25.4

0.0 20.0 40.0 60.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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② 今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容 
今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容は、「清掃」が 23.6％、「イベント等の

会場準備の手伝い」が 23.1％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「話し相手、遊び相手、学習支援」が 19.4％、「受付･案内」が 17.7％だった。 
知的障害では、「清掃」が 25.1％、「イベント等の会場準備の手伝い」が 24.0％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「イベント等の会場準備の手伝い」が 28.6％、

「清掃」が 26.8％だった。 

図表 今後利用者に勧めたいボランティア活動の内容〔複数回答〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別

14.9

13.8

23.1

23.6

5.7

2.2

13.3

4.5

12.7

13.3

27.4

17.7

14.5

12.9

16.1

6.5

6.5

19.4

1.6

17.7

16.1

29.0

12.2

13.7

24.0

25.1

2.7

0.8

10.3

4.6

12.2

15.2

27.8

19.2

16.1

28.6

26.8

9.4

2.7

15.6

4.5

12.9

12.1

21.9

0.0 20.0 40.0

受付･案内

活動の指導､手伝い

ｲﾍﾞﾝﾄ等の会場準備の手伝い

清掃

移動や身の回りの介助などの手伝い

手話などｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手伝い

話し相手､遊び相手､学習支援

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(8) 利用者がボランティア活動をする上で必要な支援

利用者のボランティア活動に必要な支援は、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く、36.1％だった。次いで、「活動の場までの送迎」が 34.6％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動場所のバリアフリー化」の割合が最も高く 43.5％だった。次いで、「交通機

関やまちのバリアフリー化」が 30.6％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 41.1％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」が 38.8％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 45.5％だった。次いで、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法

の充実」が 35.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動場所のバリアフリー化」「交通機関やまちのバリアフリー化」、

知的障害は「活動の場までの送迎」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「ボランティ

ア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者がボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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5.0
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5.9
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30.6
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25.8

16.1

6.5

11.3

29.0

27.4

4.8

3.2

8.1

8.1

17.5

11.0

41.1

19.0

31.2

17.5

10.3

38.8

31.2

4.9

6.5

8.0

5.7

5.8

5.8

26.8

4.5

35.7

22.8

5.4

33.9

45.5

4.9

6.3

8.5

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0

活動場所のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

交通機関やまちのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

活動の場までの送迎

介助者や手話通訳などの支援

障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

施設等を利用する際に

必要な手続きの支援

障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

一緒に行う仲間

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に関する

情報提供の充実

その他

特にない

わからない

無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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  情報アクセシビリティについて 
利用者の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮は、「わかりやすい文言・表

現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」の割合が最も高く 50.9％だった。次いで、

「必要な情報をわかりやすく説明してくれる人がほしい」が 47.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、点字、テキスト

データなど）で提供してほしい」の割合が最も高く 50.0％だった。次いで、「わかりやす

い文言・表現・絵文字（ピクトグラム）」を使用してほしい」「必要な情報をわかりやすく

説明してくれる人がほしい」がそれぞれ 48.4％だった。 
知的障害では、「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」

の割合が最も高く 59.3％だった。次いで、「必要な情報をわかりやすく説明してくれる人

がほしい」が 47.5％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「必要な情報をわかりやすく説明してくれ

る人がほしい」の割合が最も高く 46.9％だった。次いで、「わかりやすい文言・表現・絵

文字（ピクトグラム）を使用してほしい」が 43.3％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、

点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、知的障害は「わかりやすい文言・表現・

絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」の割合が高い傾向にあった。 
図表 利用者の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮〔３つまで〕（ ）

－最も利用者数が多い障害種別
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誰もが読みやすい文字などを使用してほしい

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄやﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどを色の使い方に配慮して

作成してほしい

問い合わせ先は電話番号だけでなく､

ﾌｧｯｸｽやﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを載せてほしい

SNS（ﾂｲｯﾀｰ、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸなど）で発信してほしい
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その他
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無回答

事業所総数（645件） 肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（62件）

知的障害（263件） 精神障害・発達障害・高次脳機能障害（224件）

（単位％）
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(8) 利用者がボランティア活動をする上で必要な支援

利用者のボランティア活動に必要な支援は、「ボランティア活動に関する情報提供の充
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最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）

では、「活動場所のバリアフリー化」の割合が最も高く 43.5％だった。次いで、「交通機

関やまちのバリアフリー化」が 30.6％だった。 
知的障害では、「活動の場までの送迎」の割合が最も高く 41.1％だった。次いで、「一

緒に行う仲間」が 38.8％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」の割合が最も高く 45.5％だった。次いで、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法

の充実」が 35.7％だった。 
最も利用者数が多い障害種別に比較すると、他と比較して、肢体不自由・視覚障害・聴

覚障害（身体障害）は「活動場所のバリアフリー化」「交通機関やまちのバリアフリー化」、

知的障害は「活動の場までの送迎」、精神障害・発達障害・高次脳機能障害は「ボランティ

ア活動に関する情報提供の充実」の割合が高い傾向にあった。 

図表 利用者がボランティア活動をする上で必要な支援〔３つまで〕（ ）
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  情報アクセシビリティについて 
利用者の情報入手やコミュニケーションにあるとよい配慮は、「わかりやすい文言・表
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最も利用者数が多い障害種別にみると、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害（身体障害）
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の割合が最も高く 59.3％だった。次いで、「必要な情報をわかりやすく説明してくれる人

がほしい」が 47.5％だった。 
精神障害・発達障害・高次脳機能障害では、「必要な情報をわかりやすく説明してくれ

る人がほしい」の割合が最も高く 46.9％だった。次いで、「わかりやすい文言・表現・絵

文字（ピクトグラム）を使用してほしい」が 43.3％だった。 
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第５章 企業の状況

  企業の概要 

(1) 業種 
業種を見ると、「金融業､保険業」の割合が最も高く 17.3%となっている。次いで、「製造

業（消費関連）」が 12.3%、「製造業（機械関連）」が 11.1%となっている。 

図表 業種〔単数回答〕（ ）－従業員数別 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業総数(81件)

100人以下(n=15)

101人～300人以下(n=2)

301人～500人以下(n=4)

501人～1,000人以下(n=8)

1,001人以上(n=51)

農業､林業､漁業 鉱業､採石業､砂利採取業 建設業

製造業(素材関連) 製造業(機械関連) 製造業(消費関連)

電気･ｶﾞｽ･熱供給･水道業 情報通信業 運輸業

郵便業 卸売業 小売業

金融業､保険業 不動産業､物品賃貸業 飲食業

宿泊業 医療･福祉(介護･社会福祉事業) 医療･福祉(介護･社会福祉事業以外)

教育､学習支援業 学術研究､専門･技術ｻｰﾋﾞｽ業 生活関連ｻｰﾋﾞｽ業､娯楽業

複合ｻｰﾋﾞｽ事業（郵便局、協同組合） その他ｻｰﾋﾞｽ業 上記以外の業種

無回答  
（注 1）｢その他サービス業｣は、廃棄物処理業、自動車整備業、機械等修理業、人材サービス業、建物サー

ビス業など。 
（注 2）「農業、林業、漁業」、「鉱業、採石業、砂利採取業」、「郵便業」、「宿泊業」、「医療・福祉（介護・

社会福祉事業）」、「複合サービス事業」は、回答企業の中にはみられなかったため（0 件）、グラフに表

示されていない。 
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(2) 組織の範囲と従業員数 
本調査では、回答企業が取組を行う際の組織的な範囲とその規模（従業員数）が様々で

あることが考えられたため、回答の範囲を聞いたところ、「単体」の割合が 75.3%と最も高

く、次いで、「連結」が 21.0%、「事業所」が 2.5%となっている。 

図表 回答の範囲〔単数回答〕（ ） 

単体
75.3%

連結
21.0%

事業所
2.5%

無回答
1.2%
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81 件

 
また、回答範囲の従業員数について、企業総数では「1,001 人以上」の割合が最も高く

63.0%となっている。次いで、「100 人以下」が 18.5%、「501 人～1,000 人以下」が 9.9%と

なっている。回答の範囲別に見ると、連結では「1,001 人以上」（88.2％）が最も多く、単

体では「1,001 人以上」（57.4％）に次いで、｢100 人以下｣（23.0％）の割合が高くなってい

る。 
図表 従業員数〔実数回答〕（ ）－回答範囲別 
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（注）従業員数には、派遣会社から派遣を受ける労働者や請負は含まれない。 
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(3) 障害者雇用の状況 
正社員、正社員以外を問わず、障害者雇用の状況について尋ねたところ、企業総数の

86.4％が「雇用している」と回答した。一方、従業員数別に見ると、100 人以下の企業で｢雇

用していない｣割合が 66.7％となっている。 
なお、回答の範囲別では、連結及び事業所における「雇用している」の割合は 100％と

なっており、単体では、｢雇用していない｣とする企業が 18.0％あった。 

図表 障害者雇用の状況〔単数回答〕（ ）－従業員数別 

企業総数 件

人以下 件

人～ 人以下 件
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人～ 人以下 件

人以上 件

雇用している 雇用していない
 

図表 障害者雇用の状況〔単数回答〕（ ）－回答範囲別 
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次に、法定の障害者実雇用率1の達成状況を見ると、企業総数では「法定雇用率を上回っ

ている」の割合が最も高く 49.4%となっている。次いで、「法定雇用率を下回っている」が

29.6%、「障害者雇用率制度の対象外である」が 16.0%となっている。しかし、従業員数別

に見ると、1,001 人以上の企業では、「法定雇用率を上回っている」とする割合が 74.5％に

上るが、1,000 人以下では、「法定雇用率を下回っている」とする回答がほとんどである。

なお、100 人以下では、「障害者雇用率制度の対象外である」とする割合が 86.7%となって

いる。 

図表 法定障害者実雇用率の達成状況〔単数回答〕（ ）－従業員数別 

49.4 

6.7 

12.5 

74.5 

4.9 

12.5 

3.9 

29.6 

6.7 

100.0 

100.0 

75.0 

21.6 

16.0 

86.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業総数(81件)

100人以下(15件)

101人～300人以下(2件)

301人～500人以下(4件)

501人～1,000人以下(8件)

1,001人以上(51件)

法定雇用率を上回っている 法定雇用率と同じ

法定雇用率を下回っている 障害者雇用率制度の対象外である
 

 

                                                      
1 障害者実雇用率は、常時雇用している全労働者に占める、障害者手帳を所持する障害者

の割合をいう。法定の障害者実雇用率は 2.0％である。なお、週 20～30 時間の短時間労働

者は 1 人を 0.5 人分としてカウント、重度身体障害者・重度知的障害者は 
1 人を 2 人分（短時間の場合は１人分）でカウントする。 
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(3) 障害者雇用の状況 
正社員、正社員以外を問わず、障害者雇用の状況について尋ねたところ、企業総数の
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図表 障害者雇用の状況〔単数回答〕（ ）－従業員数別 
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図表 障害者雇用の状況〔単数回答〕（ ）－回答範囲別 
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次に、法定の障害者実雇用率1の達成状況を見ると、企業総数では「法定雇用率を上回っ
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(4) ボランティア休暇制度 
ボランティア休暇制度は、企業総数では「ない」の割合が高く 55.6%となっており、「あ

る」が 44.4%となっている。従業員数別に見ると、1,001 人以上の企業では、「ある」が 58.8％
となっているが、1,000 人以下の企業では「ない」方が多い。 

図表 ボランティア休暇制度の有無〔単数回答〕（ ）－従業員数別 
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ボランティア休暇制度が「ある」と答えた企業（36 件）に、ボランティア休暇の年間日

数（実数）を尋ねたところ、「5 日」（10 件）が最も多く、次いで｢10 日｣（6 件）であった。

最も長い日数は｢60 日｣であった。 

図表 ボランティア休暇の年間日数〔実数回答〕（ ） 

日未満

日以上 日未満

日以上 日未満

日以上

（単位件）

 
（注）グラフは有効回答のみ。 
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  障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムについて 

(1) 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況 

① 実施の有無 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況について、企業総数

では「実施している」の割合が最も高く 51.9%となっている。次いで、「実施しておらず､

今後も実施する予定はない」が 30.9%、「実施していないが今後実施したい」が 17.3%とな

っている。従業員数別に見ると、1,001 人以上の企業と 100 人以下の企業では、「実施して

いる」の割合が高い（それぞれ、60.8％、46.7％）。 

図表 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況

〔単数回答〕（ ）－従業員数別 
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216 
 

(4) ボランティア休暇制度 
ボランティア休暇制度は、企業総数では「ない」の割合が高く 55.6%となっており、「あ

る」が 44.4%となっている。従業員数別に見ると、1,001 人以上の企業では、「ある」が 58.8％
となっているが、1,000 人以下の企業では「ない」方が多い。 

図表 ボランティア休暇制度の有無〔単数回答〕（ ）－従業員数別 

44.4 

20.0 

0.0 

0.0 

25.0 

58.8 

55.6 

80.0 

100.0 

100.0 

75.0 

41.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業総数(81件)

100人以下(15件)

101人～300人以下(2件)

301人～500人以下(4件)

501人～1,000人以下(8件)

1,001人以上(51件)

ある ない

 

ボランティア休暇制度が「ある」と答えた企業（36 件）に、ボランティア休暇の年間日

数（実数）を尋ねたところ、「5 日」（10 件）が最も多く、次いで｢10 日｣（6 件）であった。

最も長い日数は｢60 日｣であった。 

図表 ボランティア休暇の年間日数〔実数回答〕（ ） 

日未満

日以上 日未満

日以上 日未満

日以上

（単位件）

 
（注）グラフは有効回答のみ。 

217 
 

  障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムについて 

(1) 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況 

① 実施の有無 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況について、企業総数

では「実施している」の割合が最も高く 51.9%となっている。次いで、「実施しておらず､

今後も実施する予定はない」が 30.9%、「実施していないが今後実施したい」が 17.3%とな

っている。従業員数別に見ると、1,001 人以上の企業と 100 人以下の企業では、「実施して

いる」の割合が高い（それぞれ、60.8％、46.7％）。 

図表 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの実施状況

〔単数回答〕（ ）－従業員数別 

51.9 

46.7 

25.0 

25.0 

60.8 

17.3 

33.3 

50.0 

37.5 

7.8 

30.9 

20.0 

100.0 

25.0 

37.5 

31.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業総数(81件)

100人以下(15件)

101人～300人以下(2件)

301人～500人以下(4件)

501人～1,000人以下(8件)

1,001人以上(51件)

実施している 実施していないが今後実施したい 実施しておらず､今後も実施する予定はない

 

 



218 
 

② 実施したイベントやプログラムの種類 
（※障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していると回答した企

業 42 社が対象） 
まず、過去 3 年間に障害者を主な対象やテーマとして実施したイベントやプログラムの

種類については、「障害者のスポーツ活動を支援するもの」の割合が最も高く 61.9%となっ

ている。次いで、「障害者と健常者が一緒に芸術活動､スポーツ活動をするもの」が 50.0%、

「健常者が障害者の芸術､スポーツ等を体験するもの」が 40.5%となっている。 

図表 障害者を主な対象やテーマとして実施したイベントやプログラム〔複数回答〕

（ ） 
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健常者が障害者の芸術､スポーツ等を

体験するもの

障害者支援に資する

自社製品･ｻｰﾋﾞｽのﾆｰｽﾞ調査

その他

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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③ イベントやプログラムの実施に係る年間経費 
（※障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していると回答した企

業 42 社が対象） 
実施したイベントやプログラムに関わる経費の年間総額（直近事業年度の総額、または

過去 3 年間の経費総額の平均）を尋ねたところ、全体では、最小で 0 円、最大で 1 億 1,500
万円、中央値は 475 万円、最頻値は 600 万円となっている。 

当該イベントやプログラムの性質（自社主催のイベントか、協賛か、社員による自主的

な出費に依拠するものか等、また、開催数等）によって、金額は大きく異なると推察され

るが、多くの場合、年間 1 千万円未満（約 500～600 万円）であることがわかる。また、従

業員数別では、「100 人以下」の小規模事業所では 100 万円以下が多くなっている。 

図表 イベントやプログラムに係る年間経費総額（概算）〔実数回答〕（ ） 

企業総数
円～ 千

万円未満

千万円

～ 千万

円未満

千万円

～ 千万

円未満

千万円

～ 千万

円未満

千万円

～ 億円

未満

億円～

億 千万

円未満

無回答

（件）

（％）

図表 イベントやプログラムに係る年間経費総額（概算）〔実数回答〕（ ）

－従業員数別 
（単位：万円）

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値

企業総数
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人以上
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人～ 人以下

人以上

 



220 
 

④ 参加した障害者の種別 
（※障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していると回答した企

業 42 社が対象） 
参加した障害者の種別については、「身体障害者」の割合が最も高く 85.7%となっている。

次いで、「知的障害者」が 59.5%、「精神障害者」が 28.6%となっている。また、最も多い

ものについては、「身体障害者」の割合が最も高く 47.6％となっている。次いで、「知的障

害者」が 21.4％となっている。 
 

図表 参加した障害者の種別〔複数回答〕（ ） 

85.7 

59.5 

28.6 

11.9 

7.1 

4.8 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

図表 参加した障害者の種別－最も多いもの〔単数回答〕（ ） 

企業総数
身体障害

者

知的障害

者

精神障害

者
難病 その他

わからな

い
無回答

（件）

（％）
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⑤ イベントやプログラムを実施するための配慮や工夫 
（※障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していると回答した企

業 42 社が対象） 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施するため、どのような配

慮や工夫を行ったかについて、「予算の確保」の割合が最も高く 64.3%となっている。次い

で、「情報の事前周知の徹底」が 57.1%、「社員の障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助犬、

聴導犬）などに対する理解の促進」が 45.2%となっている。 

図表 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを

実施するための配慮や工夫〔複数回答〕（ ） 
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38.1 
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21.4 

64.3 

28.6 
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0.0 
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建物や設備のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

会場までの送迎

情報の事前周知の徹底

障害に対応した情報の提供や

問合わせ方法の充実

ｲﾍﾞﾝﾄ等開催時の手話通訳､文字表示､

点字資料などの配慮

介助者の確保あるいは費用負担

社員の障害や障害者､補助犬（盲導犬、介助

犬、聴導犬）などに対する理解の促進

障害者等からの助言､連携

医療機関等の専門家からの助言､連携

必要に応じて休憩できる場所の確保

予算の確保

参加料の減免

その他

特にない

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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⑥ イベントやプログラムを実施したことによる効果 
（※障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していると回答した企

業 42 社が対象） 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施したことにより、どのよ

うな効果があったかについて、「社員の障害者に対する理解が深まった」の割合が最も高く

81.0%となっている。次いで、「障害者のニーズが把握できた」が 54.8%、「障害者や市民団

体との連携が深まった」が 50.0%となっている。 

図表 5-17 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを 

実施したことによる効果〔複数回答〕（ ） 

81.0 

54.8 

47.6 

47.6 

7.1 

50.0 

21.4 

4.8 

0.0 

0.0 

4.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

社員の障害者に対する理解が深まった

障害者のﾆｰｽﾞが把握できた

社内の一体感が高まった

企業の知名度や企業ｲﾒｰｼﾞが向上した

売上高または利益が増加した

障害者や市民団体との連携が深まった

新規事業のｱｲﾃﾞｱやﾋﾝﾄが得られた

その他

特にない

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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(2) 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施することへの課題 
過去の実施実績の有無にかかわらず全ての企業に対して、障害者を主な対象やテーマと

したイベントやプログラムを実施することについて、課題と感じていることを尋ねたとこ

ろ、「参加する障害者が少ない」の割合が高く、23.5%となっている。次いで、「イベント

やプログラムの効果的な周知方法がわからない」が 22.2%、｢障害に配慮した運営が難しい｣

が 21.0％となっている。一方、「特にない」とする割合も高く、23.5％となっている。 

図表 5-18 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを 

実施することへの課題〔複数回答〕（ ） 

23.5 

22.2 

14.8 

19.8 

3.7 

21.0 

9.9 

23.5 

2.5 

0.0 10.0 20.0 30.0

参加する障害者が少ない

ｲﾍﾞﾝﾄやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの効果的な

周知方法がわからない

ｲﾍﾞﾝﾄやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの周知や問い合わせ対応に

ついて、障害に対応した準備が難しい

ｲﾍﾞﾝﾄやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの内容が障害者のﾆｰｽﾞに

合っているかわからない

ｲﾍﾞﾝﾄやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの企画に障害者の意見を

反映できていない

障害に配慮した運営が難しい

その他

特にない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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(3) ケーススタディ 
回答企業が実施したイベントやプログラムの中から、継続的に実施予定で、取組として

特徴的な事例（複数回答可）を調査した。 

① 概要 
事例として挙げられたイベントやプログラムの種別について、便宜上、運営における主

体性に応じて「主催・共催」「協賛」「ボランティア参加（運営・応援・観戦等）」の 3 種類

に仕分けた。仕分けにあたっては、イベントやプログラムの概要（Q6-3）に基づくととも

に、必要に応じてインターネットで補完的に調査し、判断した。 

図表 5-19 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムの事例（Q6） 

〔運営主体性に応じた分類〕 
イベントやプログラムの事例区分 件数

主催・共催

協賛

ボランティア参加（運営・応援・観戦等）

 

② イベントやプログラムの運営に要する人員数 
回答された事例全体として、「運営に要する従業員等」数は、最小で 0 人、最大で 18,000

人、中央値 5 人、最頻値 2 人となっている。最大値の事例については、全国の福祉作業所

で製造された菓子に寄付を上乗せして社内に斡旋し、従業員等がこれを購入するものであ

る。また、事例全体における、「運営に要するボランティア」数は、最小で 0 人、最大で

115 人、中央値 5 人、最頻値 0 人となっている。 
記入事例を詳細に見ると、イベントやプログラムの運営に要する｢従業員等｣と「ボラン

ティア」の区別がしづらかった可能性があり、記入された人数について単純に集計し分析・

考察することは困難と考えられたため、以後、イベントやプログラムの事例区分ごとに、

従業員等とボランティアを合計した人数の状況を示す。 
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図表 5-20 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム〔運営に要する人数〕 

（単位：件） 
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5人以下

6人～10人以下

11人～20人以下

21人～30人以下

31人～100人以下

100人以上

主催・共催 協賛 ﾎﾞﾗ参加（運営・応援・観戦等）

 
 

③ イベントやプログラムの具体事例 
回答事例の中から、他の企業にとって今後の取組の参考になり得る、様々な事例を幅広

く取り上げ、以下に紹介する。 

1) スポーツに関する取組事例 
障害者スポーツ体験会  特別支援学校の協力で従業員とその家族を対象にブ

ラインドスポーツ体験会を実施 

  子ども達に障害者スポーツの楽しさを体験してもら

う体験会。ゴールボールやシッティングバレーボール

などを実施 
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2) 芸術に関する取組事例 
障害者アート支援  障害者アートを支援するべく、会社が有するアートス

ペースにて、毎年、複数回、関連企画を開催 
 ダウン症の書家の展覧会、都立特別支援学校の生徒達

の作品展示、障害者と健常者合同のアート展、世界ダ

ウン症の日に開催するダウン症の子供達の写真展、障

害者福祉施設の展示 等 
ミュージカル招待活動  特別協賛する劇団のミュージカルに障害のある方と

その家族を招待する活動を実施 
 平成 27 年度は 48 組 96 名（5 団体）を招待。平成 28

年度は 50 組 100 名を招待予定 

 

3) 障害者の就労機会促進や QOL（生活の質）向上に関する取組 
視覚障害者のための音

声美容情報の制作 
 雑誌感覚で楽しめる音声コンテンツを年に 4 回季節

ごとに発行。スキンケア、メーキャップ、ヘアケア、

ヘルスケア、ファッションなどのテーマを幅広く扱う 

難病コミュニケーショ

ン支援講座の開催 
 神経筋難病患者や重度障害者が、ICT を活用すること

でコミュニケーションができるようになることを目

的とし、主に医療・福祉従事者（看護師、保健師、療

法士、介護士等）を対象に行っているセミナー。NPO
法人との協働によるプログラム 

障害者の外出支援  役職員がボランティア休暇制度を利用して、日頃外出

機会の少ない障害者の一日外出を支援する活動を平

成 6 年から毎年実施 

新入社員１日ボランテ

ィア 
 新入社員が知的障害者施設で、施設の清掃や修理やレ

クリエーション行事を実施 

障害者が作る菓子等の

社内販売 
 知的障害者の作ったお菓子、パンなどを社員向けに販

売 
（マッチング寄付）  障害者福祉作業所、NPO で作っているクッキーなど

のお菓子を販売。販売額に寄付金を上乗せし、集まっ

た寄付金と同額を会社がマッチング寄付で拠出 
 

4) 寄付・寄贈の取組 
盲導犬子犬寄贈  職員から募金を募り、盲導犬候補となる子犬を各地の

盲導犬協会へ寄贈 
支援自動販売機の設置  売り上げの一部が自動的に障害者施設に寄付される

自動販売機を設置 
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  障害者のイベントやプログラムへの参加やボランティア活動について 

(1) 企業のイベントやプログラムへの障害者の参加 
この１年間で、回答企業が実施したイベントやプログラム（前項で回答した障害者を主

な対象やテーマとしたイベントやプログラム以外）に、障害者2が参加者として3参加した

実績について尋ねたところ、全体では、「ある」の割合が最も高く 42.0%となっている。次

いで、「ない」が 39.5%、「わからない」が 17.3%となっている。 
 

図表 企業のイベントやプログラムに障害者が参加した実績〔単数回答〕（ ）
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0.0 

0.0 
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ある ない わからない 無回答

 

 

                                                      
2 回答企業の社員、回答企業で働いている派遣・請負社員を除く。 
3 ボランティアとして運営に参加したものを除く。 
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(2) 障害者が参加したイベントやプログラムの種類 
（※この１年間で、障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が

参加者として参加した実績があると回答した 34 社が対象） 
障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が参加者として参

加した実績が「ある」とした企業（34 件）に、イベントやプログラムの種類について尋ね

たところ、全体では、「屋内スポーツイベント」の割合が最も高く 32.4%となっている。次

いで、「その他」が 29.4%、「屋外スポーツイベント」が 26.5%となっている。 

図表 障害者が参加したイベントやプログラムの種類〔複数回答〕（ ） 

32.4 

26.5 

17.6 

2.9 

0.0 

17.6 

20.6 

29.4 

0.0 

2.9 

0 10 20 30 40

屋内スポーツｲﾍﾞﾝﾄ

屋外スポーツｲﾍﾞﾝﾄ

屋内文化･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ

屋外文化･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ

自社製品･ｻｰﾋﾞｽのﾆｰｽﾞ調査

社員研修

社内のﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

 

229 
 

(3) 参加した障害者の種別 
（※この１年間で、障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が

参加者として参加した実績があると回答した 34 社が対象） 
障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに、参加者として参加した障

害者の種別については、「身体障害者」の割合が最も高く 91.2%となっている。次いで、「知

的障害者」が 44.1%、「精神障害者」が 26.5%となっている。また、最も多いものについて

も、「身体障害者」の割合が最も高く 64.7％となっている。次いで、「知的障害者」が 2.9％、

「精神障害者」が 2.9％となっている。 

図表 参加した障害者の種別〔複数回答〕（ ） 
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0.0 
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無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

図表 参加した障害者の種別－最も多いもの〔単数回答〕（ ） 

企業総数
身体障害

者

知的障害
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精神障害

者
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わからな

い
無回答
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（％）
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(2) 障害者が参加したイベントやプログラムの種類 
（※この１年間で、障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が

参加者として参加した実績があると回答した 34 社が対象） 
障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が参加者として参

加した実績が「ある」とした企業（34 件）に、イベントやプログラムの種類について尋ね

たところ、全体では、「屋内スポーツイベント」の割合が最も高く 32.4%となっている。次

いで、「その他」が 29.4%、「屋外スポーツイベント」が 26.5%となっている。 

図表 障害者が参加したイベントやプログラムの種類〔複数回答〕（ ） 

32.4 

26.5 

17.6 

2.9 

0.0 

17.6 

20.6 

29.4 

0.0 

2.9 

0 10 20 30 40

屋内スポーツｲﾍﾞﾝﾄ

屋外スポーツｲﾍﾞﾝﾄ

屋内文化･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ

屋外文化･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ

自社製品･ｻｰﾋﾞｽのﾆｰｽﾞ調査

社員研修

社内のﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

 

229 
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(4) 障害者のボランティア活動への参加状況 

① 障害者がボランティアとして運営に携わった実績 
この１年間で、回答企業が実施したイベントやプログラム（障害者を主な対象やテーマ

としたものも、そうでないものも含む。）において、障害者がボランティアとして運営に携

わった実績について尋ねたところ、全体では、「ある」の割合は 13.6%にとどまり、「ない」

の割合が最も高く 66.7%となっている。 
 

図表 イベントやプログラムに障害者がボランティアとして運営に携わった実績

〔単数回答〕（ ）－従業員数別 

企業総数 件

人以下 件

人～ 人以下 件

人～ 人以下 件

人～ 人以下 件

人以上 件

ある ない わからない 無回答
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② 障害者がボランティアとして運営に携わったイベントやプログラム 
（※この１年間で実施したイベントやプログラムにおいて、障害者がボランティアとして

運営に携わった実績があると回答した 11 社が対象） 
この１年間で、回答企業が実施したイベントやプログラム（障害者を主な対象やテーマ

としたものも、そうでないものも含む。）において、障害者がボランティアとして運営に携

わった実績が「ある」とした企業（11 件）を対象に、障害者がボランティアとして運営に

携わったイベントやプログラムの種類について尋ねたところ、「屋内スポーツイベント」、

「屋内文化･芸術イベント」の割合が高く、それぞれ 27.3%となっている。次いで、「屋外

スポーツイベント」が 18.2％となっている。また、｢社員研修｣「社内のレクリエーション」

も、それぞれ 18.2％となっている。 

図表 障害者がボランティアとして運営に携わったイベントやプログラムの種類

〔複数回答〕（ ） 
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屋外文化･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ

自社製品･ｻｰﾋﾞｽのﾆｰｽﾞ調査
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その他

わからない

無回答
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ボランティアに参加した障害者の種別については、「身体障害者」の割合が最も高く

81.8%となっている。次いで、「精神障害者」が 36.4%、「知的障害者」が 27.3%となってい

る。 

図表 ボランティア参加した障害者の種別〔複数回答〕（ ） 

81.8 

27.3 

36.4 

18.2 

0.0 

0.0 

9.1 

0 20 40 60 80 100

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

図表 参加した障害者の種別－最も多いもの〔単数回答〕（ ） 

企業総数
身体障害

者

知的障害

者

精神障害

者
難病 その他

わからな

い
無回答

（件）

（％）

 
 

233 
 

(5) 障害者が参加するために行った配慮や工夫 
（※この１年間で、障害者を主な対象やテーマとしないイベントやプログラムに障害者が

参加者として参加した実績があると回答した企業、あるいは障害者がボランティアとして

イベントやプログラム（障害者を主な対象やテーマとしたものも、そうでないものも含む。）

の運営に携わったことがあると回答した 36 社が対象） 
イベントやプログラムに障害者が参加、あるいはボランティアで携わる際に行った配慮

や工夫について尋ねた。「建物や設備のバリアフリー化」、「情報の事前周知の徹底」、「障害

に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実」の割合が高く、それぞれ 33.3%となってい

る。次いで、「必要に応じて休憩できる場所の確保」が 27.8％となっている。 

図表 イベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとして

運営に携わるために行った配慮や工夫〔複数回答〕（ ） 
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障害者等からの助言､連携

医療機関等の専門家からの助言､連携

必要に応じて休憩できる場所の確保

予算の確保

参加料の減免

その他

特にない

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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ボランティアに参加した障害者の種別については、「身体障害者」の割合が最も高く

81.8%となっている。次いで、「精神障害者」が 36.4%、「知的障害者」が 27.3%となってい

る。 
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(6) 今後障害者が参加するために必要な配慮や工夫 
全ての企業に対し、今後、イベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボ

ランティアとして運営に携わるために、必要な配慮や工夫を尋ねたところ、「情報の事前周

知の徹底」の割合が最も高く 49.4%となっている。次いで、「障害に対応した情報の提供や

問合わせ方法の充実」が 48.1%、「建物や設備のバリアフリー化」が 46.9%となっている。 

図表 今後、イベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとし
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  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

(1) より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を楽しむために

現在協力している、あるいは今後協力したい取組 

① 現在協力している取組 
より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を体験し楽しむ

ために、各社が、現在協力している、もしくは、今後協力したい取組について尋ねたとこ

ろ、現在の取組については、「障害者スポーツの支援」の割合が最も高く 53.1%となってい

る。次いで、「障害者に対する理解を促進する取組」が 38.3%、「バリアフリーや障害者へ

の配慮を促進する取組」が 24.7%となっている。 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために現在協力している取組〔複数回答〕（ ） 
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その他､社会貢献としての取組

特にない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 
 
従業員数別に見ると、1,001 人以上の企業においては、｢障害者スポーツの支援｣（58.8％）

に加え、「障害者に対する理解を促進する取組」（47.1%）、「バリアフリーや障害者への配

慮を促進する取組」（27.5％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。一方、100
人以下の企業では、「介助者の確保や障害者支援団体の支援」（26.7％）が、全体の傾向よ

りも割合が高くなっている。 
小規模事業所では、啓発的な取組よりも実態的な取組がやりやすく、大企業では理解・

配慮の促進等の啓発事業が行いやすいものと思われる。 
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図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために現在協力している取組〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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② 今後協力したい取組 
今後協力したい取組については、「障害者スポーツの支援」の割合が最も高く 44.4%とな

っている。次いで、「障害者に対する理解を促進する取組」が 39.5%、「バリアフリーや障

害者への配慮を促進する取組」が 28.4%となっている。 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために今後協力したい取組〔複数回答〕（ ） 
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図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 
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従業員数別に見ると、特に 100 人以下の企業における「障害者スポーツの支援」（60.0%）

で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。 
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答

企業総数
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無回答

企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）
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③ 取組の形態 
現在協力している、あるいは今後協力したい取組の形態については、「外部組織との連

携･協働」の割合が最も高く 46.9%となっている。次いで、「寄付」が 34.6%、「イベントの

実施･啓発」が 33.3%となっている。 
 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために現在協力している、あるいは今後協力したい取組の形態〔3 つまで〕（ ） 
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（単位％）

□企業総数（ 件）
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従業員数別に見ると、特に 100 人以下の企業における「障害者スポーツの支援」（60.0%）

で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために今後協力したい取組〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）
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③ 取組の形態 
現在協力している、あるいは今後協力したい取組の形態については、「外部組織との連

携･協働」の割合が最も高く 46.9%となっている。次いで、「寄付」が 34.6%、「イベントの

実施･啓発」が 33.3%となっている。 
 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために現在協力している、あるいは今後協力したい取組の形態〔3 つまで〕（ ） 
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上記の取組の形態について、従業員数別に見ると、100 人以下の企業における「事業活

動の一環として」（53.3%）で、全体の傾向よりも割合が高くなっているが、「寄付」（20.0％）

は、全体の傾向よりも割合が低い。一方、1,001 人以上の企業では、「社有施設の開放」

（21.6％）や「社員ボランティア派遣」（39.2％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっ

ている。 

図表 より多くの障害者が東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を 

楽しむために現在協力している、あるいは今後協力したい取組の形態 
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無回答

企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）（単位％）
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  障害者スポーツについて 

(1) 支援への関心 
障害者スポーツの競技やアスリート等の支援への関心について、「関心がある」の割合

が最も高く 59.3%となっている。次いで、「わからない」が 16.0%、「やや関心がある」が

11.1%となっている。従業員数別に見ると、特に 100 人以下の企業において、「関心がある」

（80.0%）の割合が、全体の傾向よりも高くなっている。 

図表 障害者スポーツの競技やアスリート等の支援への関心〔単数回答〕（ ）

－従業員数別 
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関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない わからない
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上記の取組の形態について、従業員数別に見ると、100 人以下の企業における「事業活

動の一環として」（53.3%）で、全体の傾向よりも割合が高くなっているが、「寄付」（20.0％）

は、全体の傾向よりも割合が低い。一方、1,001 人以上の企業では、「社有施設の開放」

（21.6％）や「社員ボランティア派遣」（39.2％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっ

ている。 
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（単位％）（単位％）
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  障害者スポーツについて 

(1) 支援への関心 
障害者スポーツの競技やアスリート等の支援への関心について、「関心がある」の割合

が最も高く 59.3%となっている。次いで、「わからない」が 16.0%、「やや関心がある」が

11.1%となっている。従業員数別に見ると、特に 100 人以下の企業において、「関心がある」

（80.0%）の割合が、全体の傾向よりも高くなっている。 
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(2) 支援の現状と経緯 

① 現在の支援状況 
現在の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援状況について、「障害者スポーツ団

体を支援している（寄付､協賛など）」の割合が最も高く 37.0%となっている。次いで、「支

援をしていない」が 32.1%、「障害者スポーツの観戦を社員に推奨している」が 30.9%とな

っている。一方、障害者スポーツの活動場所や用具の提供の割合は低い。 

図表 障害者スポーツの競技やアスリート等の支援状況〔複数回答〕（ ） 
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障害者アスリートを支援している(ｽﾎﾟﾝｻｰ)
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(寄付､協賛など)
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援)
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(人的支援)
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障害者スポーツの用具を提供している

障害者スポーツｲﾍﾞﾝﾄを開催している

障害者スポーツの観戦を社員に推奨している

障害者スポーツへの理解を促進する研修や社

内情報発信等を実施している

障害者スポーツの競技やアスリート等の

情報を対外発信している

その他の支援をしている

支援をしていない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

また、従業員数別に見ると、100 人以下の企業における「障害者スポーツ団体を支援し

ている（人的支援）」（40.0%）、「障害者スポーツの競技やアスリート等の情報を対外発信

している」（33.3％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。一方、1,001 人以上

の企業では、障害者アスリートの雇用、障害者スポーツ団体や大会への寄付・協賛、理解

促進の研修等実施などにおいて、全体の傾向よりも割合が高い。 
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図表 障害者スポーツの競技やアスリート等の支援状況〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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(2) 支援の現状と経緯 

① 現在の支援状況 
現在の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援状況について、「障害者スポーツ団

体を支援している（寄付､協賛など）」の割合が最も高く 37.0%となっている。次いで、「支

援をしていない」が 32.1%、「障害者スポーツの観戦を社員に推奨している」が 30.9%とな

っている。一方、障害者スポーツの活動場所や用具の提供の割合は低い。 
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また、従業員数別に見ると、100 人以下の企業における「障害者スポーツ団体を支援し

ている（人的支援）」（40.0%）、「障害者スポーツの競技やアスリート等の情報を対外発信

している」（33.3％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。一方、1,001 人以上

の企業では、障害者アスリートの雇用、障害者スポーツ団体や大会への寄付・協賛、理解

促進の研修等実施などにおいて、全体の傾向よりも割合が高い。 
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図表 障害者スポーツの競技やアスリート等の支援状況〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
総

数

障

害

者

ア

ス

リ
ー

ト

を

支

援

し

て

い

る

雇

用

障

害

者

ア

ス

リ
ー

ト

を

支

援

し

て

い

る

ス

ポ

ン

サ
ー

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

団

体

を

支

援

し

て

い

る

寄

付

､

協

賛

な

ど

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

団

体

を

支

援

し

て

い

る

人

的

支

援 障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

大

会

を

支

援

し

て

い

る

寄

付

､

協

賛

な

ど

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

大

会

を

支

援

し

て

い

る

人

的

支

援

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

活

動

場

所

を

提

供

し

て

い

る

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

用

具

を

提

供

し

て

い

る

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

ｲ

ﾍ

ﾞ

ﾝ

ﾄ

を

開

催

し

て

い

る

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

観

戦

を

社

員

に

推

奨

し

て

い

る

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

へ

の

理

解

を

促

進

す

る

研

修

等

を

実

施

し

て

い

る

障

害

者

ス

ポ
ー

ツ

の

競

技

や

ア

ス

リ
ー

ト

等

の

情

報

を

対

外

発

信

し

て

い

る

そ

の

他

の

支

援

を

し

て

い

る 支

援

を

し

て

い

な

い

無

回

答

企業総数

100人以下
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1,001人以上

従

業

員

数

 

 

21.0 

13.6 

37.0 

18.5 

28.4 

19.8 

6.2 

7.4 

18.5 

30.9 

25.9 

21.0 

14.8 

32.1 

0.0 

0.0 

6.7 

26.7 

40.0 

6.7 

13.3 

0.0 

6.7 

13.3 

40.0 

20.0 

33.3 

26.7 

26.7 
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29.4 

13.7 

43.1 

15.7 

37.3 

25.5 

9.8 

5.9 

21.6 

29.4 

31.4 

21.6 

15.7 

25.5 

0.0 

0 10 20 30 40 50

障害者アスリートを支援している(雇用)

障害者アスリートを支援している(ｽﾎﾟﾝｻｰ)

障害者スポーツ団体を支援している

(寄付､協賛など)

障害者スポーツ団体を支援している

(人的支援)

障害者スポーツの大会を支援している

(寄付､協賛など)

障害者スポーツの大会を支援している

(人的支援)

障害者スポーツの活動場所を提供している

障害者スポーツの用具を提供している

障害者スポーツｲﾍﾞﾝﾄを開催している

障害者スポーツの観戦を社員に推奨している

障害者スポーツへの理解を促進する

研修や社内情報発信等を実施している

障害者スポーツの競技やアスリート等の情報

を対外発信している

その他の支援をしている

支援をしていない

無回答

企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）（単位％）
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② 支援を始めたきっかけ 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツ等の支援を始めたきっかけについては、「企業理念と合致した」の割合

が最も高く 58.2%となっている。次いで、「社会貢献活動として魅力を感じた」が 50.9%、

「社員や社員の家族、知人等に障害者や障害者アスリートがいた」が 30.9%となっている。 
 

図表 5-40 障害者スポーツ等の支援を始めたきっかけ〔複数回答〕（ ） 
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企業理念と合致した

社会貢献活動として魅力を感じた

本業へのフィードバックが期待できた

行政（国、都道府県、区市町村）や障害者ス

ポーツ団体等からの依頼があった

東京2020 オリンピック･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
競技大会の開催決定

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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③ 情報の入手先 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツの競技やアスリート等の情報入手先については、「障害者スポーツの競

技団体」の割合が最も高く 56.4%となっている。次いで、「公益財団法人日本障がい者スポ

ーツ協会」が 41.8%、「障害者アスリートまたはその関係者」が 41.8%となっている。 

図表 障害スポーツ等の情報の入手先〔複数回答〕（ ） 
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障害者福祉施設､事業所または団体

医療機関､医療関係職種団体､患者団体

行政（国、都道府県、区市町村）

新聞､雑誌､テレビ、インターネット

社員または社員の家族､知人から

障害者アスリートまたはその関係者

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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② 支援を始めたきっかけ 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツ等の支援を始めたきっかけについては、「企業理念と合致した」の割合

が最も高く 58.2%となっている。次いで、「社会貢献活動として魅力を感じた」が 50.9%、

「社員や社員の家族、知人等に障害者や障害者アスリートがいた」が 30.9%となっている。 
 

図表 5-40 障害者スポーツ等の支援を始めたきっかけ〔複数回答〕（ ） 
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競技大会の開催決定

その他

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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③ 情報の入手先 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツの競技やアスリート等の情報入手先については、「障害者スポーツの競

技団体」の割合が最も高く 56.4%となっている。次いで、「公益財団法人日本障がい者スポ

ーツ協会」が 41.8%、「障害者アスリートまたはその関係者」が 41.8%となっている。 

図表 障害スポーツ等の情報の入手先〔複数回答〕（ ） 
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（単位％）
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④ 障害者スポーツ等の支援をすることによる効果 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をすることによる効果について、「社員の

障害者に対する理解が深まった」の割合が最も高く 67.3%となっている。次いで、「障害者

のニーズが把握できた」が 45.5%、「社内の一体感が高まった」が 41.8%となっている。 

図表 障害者スポーツ等の支援をすることによる効果〔複数回答〕（ ） 

67.3 

45.5 

41.8 

40.0 

3.6 

38.2 

20.0 

3.6 

3.6 

5.5 

3.6 

0 20 40 60 80

社員の障害者に対する理解が深まった

障害者のﾆｰｽﾞが把握できた

社内の一体感が高まった

企業の知名度や企業ｲﾒｰｼﾞが向上した

売上高または利益が増加した

障害者や市民団体との連携が深まった

新規事業のｱｲﾃﾞｱやﾋﾝﾄが得られた

その他

特にない

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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(3) 支援に当たっての課題 
すべての企業に、障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をするに当たっての課題

を尋ねたところ、「障害者スポーツの競技やアスリート等の認知度が低い」の割合が最も高

く 46.9%となっている。次いで、「障害者スポーツに関する知識が不足している」が 45.7%、

「障害者スポーツができる施設や設備を所有していない」が 44.4%となっている。 

図表 障害者スポーツ等の支援に当たっての課題〔複数回答〕（ ） 

46.9 

37.0 

45.7 

44.4 

16.0 

33.3 

34.6 
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7.4 

8.6 

2.5 
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障害者スポーツの競技やアスリート等の

認知度が低い

障害者スポーツの競技やアスリート等に

関する情報が入手しにくい

障害者スポーツに関する知識が不足している

障害者スポーツができる施設や設備を

所有していない

アドバイスを得られる団体や

指導者等とのつながりがない

予算的な余裕がない

人員的な余裕がない

障害者スポーツの支援に

魅力やﾒﾘｯﾄを感じない

その他

特にない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

従業員数別に見ると、100 人以下の企業では、「アドバイスを得られる団体や指導者等と

のつながりがない」（33.3%）、「予算的な余裕がない」（46.7%）、「障害者スポーツの競技や

アスリート等の認知度が低い」（60.0%）、「障害者スポーツの競技やアスリート等に関する

情報が入手しにくい」「障害者スポーツができる施設や設備を所有していない」（いずれも

53.3％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。一方、1,001 人以上の企業では、

「障害者スポーツに関する知識が不足している」（51.0％）の割合が、全体の傾向や 100 人

以下の企業よりも高くなっている。 
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④ 障害者スポーツ等の支援をすることによる効果 
（※現在何らかの障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていると回答した 55
社が対象） 

障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をすることによる効果について、「社員の

障害者に対する理解が深まった」の割合が最も高く 67.3%となっている。次いで、「障害者

のニーズが把握できた」が 45.5%、「社内の一体感が高まった」が 41.8%となっている。 

図表 障害者スポーツ等の支援をすることによる効果〔複数回答〕（ ） 
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障害者や市民団体との連携が深まった

新規事業のｱｲﾃﾞｱやﾋﾝﾄが得られた

その他

特にない

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）
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(3) 支援に当たっての課題 
すべての企業に、障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をするに当たっての課題

を尋ねたところ、「障害者スポーツの競技やアスリート等の認知度が低い」の割合が最も高

く 46.9%となっている。次いで、「障害者スポーツに関する知識が不足している」が 45.7%、

「障害者スポーツができる施設や設備を所有していない」が 44.4%となっている。 

図表 障害者スポーツ等の支援に当たっての課題〔複数回答〕（ ） 
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障害者スポーツの支援に

魅力やﾒﾘｯﾄを感じない

その他

特にない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

従業員数別に見ると、100 人以下の企業では、「アドバイスを得られる団体や指導者等と

のつながりがない」（33.3%）、「予算的な余裕がない」（46.7%）、「障害者スポーツの競技や

アスリート等の認知度が低い」（60.0%）、「障害者スポーツの競技やアスリート等に関する

情報が入手しにくい」「障害者スポーツができる施設や設備を所有していない」（いずれも

53.3％）等で、全体の傾向よりも割合が高くなっている。一方、1,001 人以上の企業では、

「障害者スポーツに関する知識が不足している」（51.0％）の割合が、全体の傾向や 100 人

以下の企業よりも高くなっている。 
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図表 障害者スポーツ等の支援にあたっての課題〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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無

回

答

501人～

1,000人以下

1,001人以上

企業総数

100人以下

101人～300

人以下

301人～500

人以下

従

業

員

数

 

46.9 

37.0 

45.7 

44.4 

16.0 

33.3 

34.6 

4.9 

7.4 

8.6 

2.5 

60.0 

53.3 

40.0 

53.3 

33.3 

46.7 

40.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

45.1 

33.3 

51.0 

45.1 

11.8 

27.5 

29.4 
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11.8 

3.9 
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障害者スポーツの競技やアスリート等の

認知度が低い

障害者スポーツの競技やアスリート等に

関する情報が入手しにくい

障害者スポーツに関する知識が不足している

障害者スポーツができる施設や設備を

所有していない

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽを得られる団体や

指導者等とのつながりがない

予算的な余裕がない

人員的な余裕がない

障害者スポーツの支援に魅力や

メリットを感じない

その他

特にない

無回答

企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）（単位％）
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(4) 今後の支援意向 
今後の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援について、「支援を拡大していきた

い（または支援を開始したい）」、「これまでの支援を継続していきたい」の割合が高く、そ

れぞれ 32.1%となっている。次いで、「わからない」が 24.7%となっている。 

図表 今後の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援について〔単数回答〕（ ） 

－従業員数別 

企業総数 件

人以下 件

人～ 人以下 件

人～ 人以下 件

人～ 人以下 件

人以上 件

支援を拡大していきたい（または支援を開始したい）

これまでの支援を継続していきたい

支援内容を絞って継続していきたい

支援する予定はない

わからない
 

 
今後の支援意向がある企業（前項で、「支援を拡大していきたい（または支援を開始し

たい）」、「これまでの支援を継続していきたい」、「支援内容を絞って継続していきたい」と

回答した 53 社）に対し、今後、支援をしていきたい内容（現在実施しているものも含めて）

を尋ねたところ、「障害者スポーツ団体を支援する（寄付､協賛など）」の割合が最も高く

49.1%となっている。次いで、「障害者スポーツの観戦を社員に推奨する」が 47.2%、「障害

者スポーツへの理解を促進する研修や社内情報発信等を実施する」が 45.3%となっている。 
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図表 障害者スポーツ等の支援にあたっての課題〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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特にない

無回答

企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）（単位％）
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(4) 今後の支援意向 
今後の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援について、「支援を拡大していきた

い（または支援を開始したい）」、「これまでの支援を継続していきたい」の割合が高く、そ

れぞれ 32.1%となっている。次いで、「わからない」が 24.7%となっている。 

図表 今後の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援について〔単数回答〕（ ） 

－従業員数別 
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今後の支援意向がある企業（前項で、「支援を拡大していきたい（または支援を開始し

たい）」、「これまでの支援を継続していきたい」、「支援内容を絞って継続していきたい」と

回答した 53 社）に対し、今後、支援をしていきたい内容（現在実施しているものも含めて）

を尋ねたところ、「障害者スポーツ団体を支援する（寄付､協賛など）」の割合が最も高く

49.1%となっている。次いで、「障害者スポーツの観戦を社員に推奨する」が 47.2%、「障害

者スポーツへの理解を促進する研修や社内情報発信等を実施する」が 45.3%となっている。 
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図表 今後支援をしていきたい内容〔複数回答〕（ ） 
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障害者スポーツへの理解を促進する研修や

社内情報発信等を実施する

障害者スポーツの競技やアスリート等の

情報を対外発信する

その他の支援をする

わからない

無回答

（単位％）

□企業総数（ 件）

 

251 
 

また、従業員数別に見ると、雇用やスポンサリングによる障害者アスリートの支援や、

寄付､協賛などによる障害者スポーツ団体や大会の支援、活動場所・用具の提供等において、

小規模事業所と大企業との意向の違いが大きく出ている。 

図表 今後支援をしていきたい内容〔複数回答〕（ ）－従業員数別 
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企業総数（81件） 100人以下（15件） 1001人以上（51件）

（単位％）
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図表 今後支援をしていきたい内容〔複数回答〕（ ） 
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また、従業員数別に見ると、雇用やスポンサリングによる障害者アスリートの支援や、

寄付､協賛などによる障害者スポーツ団体や大会の支援、活動場所・用具の提供等において、

小規模事業所と大企業との意向の違いが大きく出ている。 
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第６章 分析

 障害者等、障害者団体、事業所の回答の比較 

(1) スポーツや運動の実施 

① 現状 
本調査に回答した障害者等 1,463 人のうち、この 1 年間で「週に 1 日以上」スポーツや

運動を行った人の割合（スポーツ実施率）は 50.6％だった。スポーツや運動をした理由と

しては、「健康・体力づくりのため」（67.1％）、「運動不足解消のため」（53.9％）、「楽しみ

や気晴らしのため」（45.1％）の割合が高かった。 
一方、本調査に回答した障害者等 1,463 人のうち、この 1 年間にスポーツや運動を行っ

たことがない人は 29.5％だった。スポーツや運動を行っていない理由は「活動したいが、

身体的にできない」が 50.8％で、年代が上がるほどその割合が高くなっているが、活動し

たいが「自分に合ったスポーツや運動の情報がない」（9.5％）、「一緒にやる人がいない」

（8.6％）、「身近なところにスポーツや運動がやれる場所がない」（7.9％）ためにできない

人も一定数みられた。スポーツや運動をしている人であっても、一緒にする人についての

回答は「いない（一人）」（55.3％）あるいは「家族」（31.6％）の割合が高かった。 
障害者等がスポーツや運動を行う機会の提供という観点から、障害者団体や事業所がこ

の 1 年間のイベントや取組でスポーツや運動を行ったかどうかをみると、障害者団体につ

いては、スポーツや運動を行った障害者団体が 47.8％（11 団体）、行わなかった障害者団

体が 52.2％（12 団体）と回答が分かれた。他方、事業所については、スポーツや運動を行

った事業所が 67.8％、行わなかった事業所が 19.5％と、比較的多くの事業所がスポーツや

運動を取り入れていた。 
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② 必要な支援 
スポーツや運動を行う際に必要な支援について、障害者等の回答は「適切な指導者」が

25.5％と最も割合が高く、次いで「一緒に行う仲間」19.5％、「会場までの送迎」14.9％、

「障害にあわせたプログラムの充実」14.6％、「施設の利用料減免」14.3％、「スタジアム、

体育館などの建物や設備のバリアフリー化」14.1％であった。障害別では大きな違いはみ

られないものの、身体障害種別の視覚では「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充

実」が、聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」が他に比べて高い。 
スポーツや運動の指導者について、イベントや取組にスポーツや運動を取り入れている

11 障害者団体、今後新たにイベントや取組にスポーツや運動を取り入れたい 1 障害者団体、

計 12 障害者団体に尋ねたところ、「障害者団体の職員」（58.3％、7 団体）、「家族、ボラン

ティア」（33.3％、4 団体）の回答が多く、有資格者が指導をしているケースは「その他」

（33.3%、4 件）のうち 2 件と多くなかった。事業所においても、スポーツや運動の指導者

は「事業所の職員」が 84.7％と大多数を占めた。 
また、回答のあった全ての障害者団体（23 団体）に、イベントや取組でスポーツや運動

を行う際に必要な支援を尋ねたところ、「交通機関やまちのバリアフリー化」（30.4％、7
団体）に次いで「適切な指導者」（21.7％、5 団体）の回答が多かった。事業所においては、

「交通機関やまちのバリアフリー化」は 9.3％にとどまったが、「適切な指導者」の割合が

最も高く 42.3％だった。 
障害者団体ヒアリングでは、地域でのスポーツの機会がほしいという意見があった（視

覚、知的）。また、スポーツを行う際に必要な用具や備品（例：吹き矢の道具、サウンドテ

ーブルテニスに用いるテーブル、徒競走でスタートを合図するための旗）の費用がかかる

ことや、設置されている会場が少ないこと、そのために用具や備品を都度会場まで持参す

ることの負担感についての意見があった（肢体不自由、視覚、聴覚）。障害者用のプール（重

症心身障害児者）や家族で使える更衣室があるとよい、更衣の手伝いについてスタッフの

声掛けがほしい（知的）という意見もあった。 
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第６章 分析

 障害者等、障害者団体、事業所の回答の比較 

(1) スポーツや運動の実施 
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しては、「健康・体力づくりのため」（67.1％）、「運動不足解消のため」（53.9％）、「楽しみ
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の 1 年間のイベントや取組でスポーツや運動を行ったかどうかをみると、障害者団体につ

いては、スポーツや運動を行った障害者団体が 47.8％（11 団体）、行わなかった障害者団
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② 必要な支援 
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25.5％と最も割合が高く、次いで「一緒に行う仲間」19.5％、「会場までの送迎」14.9％、
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計 12 障害者団体に尋ねたところ、「障害者団体の職員」（58.3％、7 団体）、「家族、ボラン

ティア」（33.3％、4 団体）の回答が多く、有資格者が指導をしているケースは「その他」

（33.3%、4 件）のうち 2 件と多くなかった。事業所においても、スポーツや運動の指導者

は「事業所の職員」が 84.7％と大多数を占めた。 
また、回答のあった全ての障害者団体（23 団体）に、イベントや取組でスポーツや運動

を行う際に必要な支援を尋ねたところ、「交通機関やまちのバリアフリー化」（30.4％、7
団体）に次いで「適切な指導者」（21.7％、5 団体）の回答が多かった。事業所においては、

「交通機関やまちのバリアフリー化」は 9.3％にとどまったが、「適切な指導者」の割合が

最も高く 42.3％だった。 
障害者団体ヒアリングでは、地域でのスポーツの機会がほしいという意見があった（視

覚、知的）。また、スポーツを行う際に必要な用具や備品（例：吹き矢の道具、サウンドテ

ーブルテニスに用いるテーブル、徒競走でスタートを合図するための旗）の費用がかかる

ことや、設置されている会場が少ないこと、そのために用具や備品を都度会場まで持参す

ることの負担感についての意見があった（肢体不自由、視覚、聴覚）。障害者用のプール（重

症心身障害児者）や家族で使える更衣室があるとよい、更衣の手伝いについてスタッフの

声掛けがほしい（知的）という意見もあった。 
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(2) スポーツの観戦 

① 現状 
障害者等のこの 1 年間でのスポーツ観戦については、「テレビ、ラジオ、インターネッ

ト等で観戦したことがある」の割合が高く（69.0％）、「スタジアム・体育館などで実際に

観戦したことがある」人は 14.4％、「沿道で実際に観戦したことがある」人は 2.3％にとど

まっている。また、「観戦したことはない」という回答も 19.1％みられた。 
障害別にみると、全ての障害で「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦したことが

ある」が 割以上で最も高い。一方、知的障害者は「観戦したことはない」（ ％）が他

の障害に比べて高くなっている。 

② 必要な支援 
スポーツを観戦する上で必要な支援について、障害者等の回答は「スタジアム、体育館

などの建物や設備のバリアフリー化」（22.0％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」

（21.7％）、「観戦料の減免」（20.2％）の順に割合が高かった。障害別では、身体障害者は

「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」が、知的障害者は「障害者に

配慮した観戦席の充実」が、また身体障害者の中では聴覚障害者の「テレビ・インターネ

ット等の文字情報、字幕の対応」が他の種別に比べて高い。 
障害者団体の回答をみると、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」

（47.8％、11 団体）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（34.8％、8 団体）、「障害に対応し

た情報の提供や問合せ方法の充実」（34.8％、8 団体）の回答が多く、上位 2 つまでに挙げ

られた回答は障害者等と同じだった。 
事業所の回答は「観戦料の減免」（46.5％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（41.6％）、

「会場までの送迎」（38.8％）の順に割合が高かった。「障害者に配慮した観戦席の充実」

については、障害者等、障害者団体、事業所のいずれも回答の割合が高かった。 
また、障害者団体ヒアリングでは、スタジアムや体育館などの建物で、障害者等と介助

者が隣で一緒に観戦できるようにしてほしい（肢体不自由）、スタッフが障害者等とのコミ

ュニケーションに慣れてくれると有難い（聴覚）との意見がみられた。 
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(3) 文化、芸術活動 

① 現状 
本調査に回答した障害者等 1,463 人のうち、この 1 年間に行った文化、芸術活動は「コ

ンサートや映画、演劇などに行く」（41.9％）、「美術館、博物館などに行く」（30.4％）の

割合が高い一方で、「特にない」人も 29.0％みられた。 
障害者団体は「講演会、セミナー、各種講座を開催する」（52.2％、12 団体）、「講演会、

セミナー、各種講座に参加する」（39.1％、9 団体）、事業所は「動物園や植物園、水族館

などに行く」（47.1％）、「音楽活動をする」（34.9％）の割合が高かった。それぞれの障害

者団体あるいは事業所で様々な取組を行っている様子がうかがえる一方で、障害者団体の

17.4％（4 団体）、事業所の 23.1％で「特にない」となっている。 
障害者等の回答で最も多いコンサートや映画、演劇に関して、障害者団体、事業所のい

ずれも「コンサートや映画、演劇などを開催する」の割合は高くなく（障害者団体 17.4％
（4 団体）、事業所 8.8％）、障害者等が個人で文化、芸術活動を楽しむ様子もみられた。 
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(2) スポーツの観戦 

① 現状 
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ある」が 割以上で最も高い。一方、知的障害者は「観戦したことはない」（ ％）が他
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② 必要な支援 
スポーツを観戦する上で必要な支援について、障害者等の回答は「スタジアム、体育館

などの建物や設備のバリアフリー化」（22.0％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」

（21.7％）、「観戦料の減免」（20.2％）の順に割合が高かった。障害別では、身体障害者は

「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」が、知的障害者は「障害者に

配慮した観戦席の充実」が、また身体障害者の中では聴覚障害者の「テレビ・インターネ

ット等の文字情報、字幕の対応」が他の種別に比べて高い。 
障害者団体の回答をみると、「スタジアム、体育館などの建物や設備のバリアフリー化」

（47.8％、11 団体）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（34.8％、8 団体）、「障害に対応し

た情報の提供や問合せ方法の充実」（34.8％、8 団体）の回答が多く、上位 2 つまでに挙げ

られた回答は障害者等と同じだった。 
事業所の回答は「観戦料の減免」（46.5％）、「障害者に配慮した観戦席の充実」（41.6％）、
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については、障害者等、障害者団体、事業所のいずれも回答の割合が高かった。 
また、障害者団体ヒアリングでは、スタジアムや体育館などの建物で、障害者等と介助

者が隣で一緒に観戦できるようにしてほしい（肢体不自由）、スタッフが障害者等とのコミ

ュニケーションに慣れてくれると有難い（聴覚）との意見がみられた。 
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(3) 文化、芸術活動 

① 現状 
本調査に回答した障害者等 1,463 人のうち、この 1 年間に行った文化、芸術活動は「コ

ンサートや映画、演劇などに行く」（41.9％）、「美術館、博物館などに行く」（30.4％）の

割合が高い一方で、「特にない」人も 29.0％みられた。 
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などに行く」（47.1％）、「音楽活動をする」（34.9％）の割合が高かった。それぞれの障害

者団体あるいは事業所で様々な取組を行っている様子がうかがえる一方で、障害者団体の

17.4％（4 団体）、事業所の 23.1％で「特にない」となっている。 
障害者等の回答で最も多いコンサートや映画、演劇に関して、障害者団体、事業所のい

ずれも「コンサートや映画、演劇などを開催する」の割合は高くなく（障害者団体 17.4％
（4 団体）、事業所 8.8％）、障害者等が個人で文化、芸術活動を楽しむ様子もみられた。 
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② 必要な支援 
必要な支援について、障害者等の回答では「適切な指導者」が 16.8％、「施設の利用料

減免」が 16.3％で、スポーツや運動と同様に指導者不足を挙げる意見がみられた。 
障害別でみると必要な支援がやや異なり、身体障害者は「文化、芸術活動を行う施設の

バリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を、知的障害者は「障害にあわせ

たプログラムの充実」を、精神障害者は「施設の利用料減免」を、難病医療費助成者は「特

にない」を、また身体障害種別の聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」、「障害に対応

した情報の提供や問合せ方法の充実」を、音声・言語・そしゃく機能では「介助者や手話

通訳などの支援」を、上肢、下肢、体幹、脳原性運動機能では「文化、芸術活動を行う施

設のバリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を挙げる人の割合が高い。 
障害者団体においては、「障害にあわせたプログラムの充実」（30.4％、7 団体）、「障害

に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（30.4％、7 団体）の回答が多く、障害者等と

はやや異なる傾向がみられた。事業所も障害者団体と同様に、「障害にあわせたプログラム

の充実」32.4％の割合が最も高く、次いで「適切な指導者」が 30.2％だった。 
また、障害者団体ヒアリングでは、障害者等と介助者 2 人分の入場料が必要となるため、

経済的な負担が大きいとの意見がみられた（視覚）。大学の公開講座や地域において、障害

者を対象とした講座があると参加しやすい（知的）、文化、芸術活動に関する発表の場が少

ない（知的）、文化、芸術活動の取組に地域差がみられる（知的）という意見もあった。 
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(4) ボランティア活動 

① 現状 
障害者等のうち、今までに何らかの分野のボランティア活動に参加したことがあるのは

31.5％、今後何らかの分野の活動に参加したい人の割合は 32.1％だった。 
障害者等が参加したボランティアの内容は「イベント等の会場準備の手伝い」（12.4％）、

「清掃」（10.9％）が上位に挙がっており、今後参加したいボランティアの内容も「イベン

ト等の会場準備の手伝い」の割合が他の選択肢に比べて高かった（11.1％）。 
障害別にみると、難病患者が何らかの活動に参加した割合が高く、特に「お祭り、町会・

自治会などの地域の活動」で高くなっている。一方、知的障害者は「特にない」が他の障

害に比べて高い。 
ボランティア活動について、障害者団体の意向を尋ねたところ、「それぞれの当事者会

員に任せたい」という障害者団体が多かった（65.2％、15 団体）。障害者団体として「積

極的に支援したい」と回答したのは 1 団体のみで、支援に取り組む様子はあまりみられな

かった。 
事業所についても同様で、事業所としての考えは「それぞれの利用者に任せたい」の割

合が最も高く 39.4％、「支援したいが難しい」が 20.8％であった。 
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② 必要な支援 
必要な支援について、障害者等の回答では「適切な指導者」が 16.8％、「施設の利用料

減免」が 16.3％で、スポーツや運動と同様に指導者不足を挙げる意見がみられた。 
障害別でみると必要な支援がやや異なり、身体障害者は「文化、芸術活動を行う施設の

バリアフリー化」、「交通機関やまちのバリアフリー化」を、知的障害者は「障害にあわせ

たプログラムの充実」を、精神障害者は「施設の利用料減免」を、難病医療費助成者は「特

にない」を、また身体障害種別の聴覚では「介助者や手話通訳などの支援」、「障害に対応

した情報の提供や問合せ方法の充実」を、音声・言語・そしゃく機能では「介助者や手話

通訳などの支援」を、上肢、下肢、体幹、脳原性運動機能では「文化、芸術活動を行う施
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(4) ボランティア活動 

① 現状 
障害者等のうち、今までに何らかの分野のボランティア活動に参加したことがあるのは
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害に比べて高い。 
ボランティア活動について、障害者団体の意向を尋ねたところ、「それぞれの当事者会

員に任せたい」という障害者団体が多かった（65.2％、15 団体）。障害者団体として「積

極的に支援したい」と回答したのは 1 団体のみで、支援に取り組む様子はあまりみられな

かった。 
事業所についても同様で、事業所としての考えは「それぞれの利用者に任せたい」の割

合が最も高く 39.4％、「支援したいが難しい」が 20.8％であった。 
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② 必要な支援 
障害者等がボランティア活動をする上で必要な支援について、障害者等の回答は「特に

ない」を除くと、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（15.0％）、「一緒に行う仲

間」（14.6％）、「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」（12.9％）の順に割合が

高く、情報提供に関する内容が上位に挙がった。また、障害別や身体障害種別では上位に

挙がっている支援に大きな違いはみられなかった。 
障害者団体、事業所の回答をみても「障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実」

（障害者団体 39.1％（9 団体）、事業所 29.5％）、「ボランティア活動に関する情報提供の充

実」（障害者団体 30.4％（7 団体）、事業所 38.6％）の回答が多い。 
また、障害者団体ヒアリングでは、パソコンのスキルを身につけてボランティア活動を

したいと思っても、勉強できる環境が整っていないので、現状は活動できていないとの意

見がみられた（聴覚）。やりたいものがあってもサポートが必要という課題があるという意

見もあった（視覚）。 
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(5) 情報アクセシビリティについて 

① 現状 
コミュニケーションや連絡の手段は、学校・施設・職場、家庭、その他の場所（駅やま

ちなど）のいずれにおいても、「携帯電話、スマートフォン、タブレット、パソコン」（学

校・施設・職場 51.1％、家庭 60.8％、その他の場所 52.3％）や「メール」（学校・施設・

職場 30.3％、家庭 34.9％、その他の場所 23.9％）の割合が高い。 

② 必要な支援 
情報アクセシビリティの観点から必要な支援は「必要な情報をわかりやすく説明してく

れる人がほしい」（22.4％）、「誰もが読みやすい文字などを使用してほしい」（22.2％）等

の配慮を求める障害者等の声が多く、誰もが分かりやすい情報提供が求められている。 
障害別、身体障害種別にみると、視覚は「それぞれの障害者が情報入手できるようさま

ざまな媒体（音声、点字、テキストデータなど）で提供してほしい」、「誰もが読みやすい

文字などを使用してほしい」が、聴覚は「問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファック

スやメールアドレスを載せてほしい」、「手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい」が

他の身体障害種別に比べて高い。知的障害者は「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピク

トグラム）を使用してほしい」が他の障害に比べて高い。 
障害者団体からは「それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、点

字、テキストデータなど）で提供してほしい」（47.8％、11 団体）、「問い合わせ先は電話番

号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せてほしい」（47.8％、11 団体）、事業所

からは「わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい」（50.9％）、

「必要な情報をわかりやすく説明してくれる人がほしい」（47.3％）という意見が多かった。

表現方法に配慮しつつ、様々な方法で情報提供を行い、かつ丁寧な説明を求める意見がみ

られた。 
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(6) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会について 

① 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関心、関わり方 
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会については、障害者等の多くが関心

をもっており（東京 2020 オリンピック 74.6％、東京 2020 パラリンピック 65.3％）、注目

を集めていることが明らかになった。 
具体的な関わり方については、「テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」

（東京 2020 オリンピック 58.2％、東京 2020 パラリンピック 53.6％）、「スタジアム・体育

館などで観戦したい」（東京 2020 オリンピック 31.6％、東京 2020 パラリンピック 22.5％）

の順に割合が高くなっている。 
一方、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への関わり方について障害者

団体の回答をみると、「障害者団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい」（東京

2020 オリンピック 69.6％、16 団体、東京 2020 パラリンピック 65.2％、15 団体）が「障害

者団体として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」（東京 2020 オリン

ピック 30.4％、7 団体、東京 2020 パラリンピック 26.1％、6 団体）の回答を上回っている。 
事業所の回答も同様で、「事業所として、スタジアム・体育館などで観戦したい」の割

合が高く（東京 2020 オリンピック 52.4％、東京 2020 パラリンピック 51.5％）、次いで「事

業所として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観戦したい」（東京 2020 オリンピ

ック 29.3％、東京 2020 パラリンピック 28.4％）の割合が高かった。障害者団体や事業所

は、イベントや取組として東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の観戦を企画

する意向があることがうかがえる。 
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② ボランティアとしての参加 
東京 2020 オリンピック、東京 2020 パラリンピックのいずれかに「ボランティアとして

関わりたい」と回答した障害者等 163 人に、参加したいボランティア活動について尋ねた

ところ、「会場内での観客・大会関係者の誘導」（42.9％）、「チケットチェック等の入場管

理」（41.7％）の割合が高かった。いずれの選択肢も、本調査の「今までに参加したことの

あるボランティア活動内容」の設問で上位に挙がった「イベント等の会場準備の手伝い」

に内容が近い。一度でも経験すると内容がイメージしやすく、参加意識が高まるものとみ

られる。障害別にみると、自立支援医療受給者や精神障害者は、「会場内での観客・大会関

係者の誘導」など様々なボランティア活動への参加意向が高い。 
障害者団体に、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会へのボランティアと

しての参加について尋ねたところ、「障害者団体として、ボランティアとして関わりたい」、

「当事者会員がボランティアとして参加することを勧めたい」と回答した障害者団体は、

23 団体のうち、東京 2020 オリンピック 5 団体、東京 2020 パラリンピック 7 団体にとどま

った。参加したいボランティア活動は、東京 2020 オリンピック、東京 2020 パラリンピッ

クのいずれも「競技会場の最寄駅から会場までの観客案内」（東京 2020 オリンピック

60.0％、3 団体、東京 2020 パラリンピック 42.9％、3 団体）、「選手村でのハウスキーピン

グ等」（東京 2020 オリンピック 40.0％、2 団体、東京 2020 パラリンピック 42.9％、3 団体）

の回答が多かった。 
一方、事業所は、「事業所として、ボランティアとして関わりたい」、「利用者がボラン

ティアとして参加することを勧めたい」と回答した事業所は、東京 2020 オリンピック

23.4％、東京 2020 パラリンピック 32.7％と障害者団体より参加意向が高い。参加したいボ

ランティア活動は、東京 2020 オリンピック、東京 2020 パラリンピックのいずれも「選手

村・会場内での清掃」（東京 2020 オリンピック 53.8％、東京 2020 パラリンピック 48.6％）、

「選手村や会場の食堂での配膳」（東京 2020 オリンピック 46.2％、東京 2020 パラリンピ

ック 42.5％）の割合が高く、より積極的な関わりを求めている。 
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③ 必要な支援 
東京 2020 オリンピック、東京 2020 パラリンピックのいずれかに「ボランティアとして

関わりたい」と回答した障害者等 163 人に、ボランティアを行う際に必要な支援を尋ねた

ところ、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（52.1％）、「障害に対応した情報の

提供や問合せ方法の充実」（39.9％）、「一緒に行う仲間」（34.4％）の順に割合が高かった。

また、障害別や身体障害種別で上位に挙がっている支援に大きな違いはみられなかった。 
障害者団体の回答は、東京 2020 オリンピックについては「障害に対応した情報の提供

や問合せ方法の充実」、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」、「介助者や手話通訳

などの支援」と、「会場や選手村などの建物や設備」や「交通機関やまち」のバリアフリー

化に関する支援、「一緒に行う仲間」がいずれも 60.0％（3 団体）と、幅広い回答が挙げら

れた。東京 2020 パラリンピックについては、「一緒に行う仲間」、「介助者や手話通訳など

の支援」が 71.4％（5 団体）だった。事業所の回答で最も割合が高かったのは「ボランテ

ィア活動に関する情報提供の充実」（東京 2020 オリンピック 57.7％、東京 2020 パラリン

ピック 58.2％）で、次いで「活動の場までの送迎」が東京 2020 オリンピック 51.9％、東

京 2020 パラリンピック 50.7％だった。 
本調査の「障害者等がボランティア活動をする上で必要な支援」で挙げられた回答と同

様に、情報提供に関する支援を求める回答が多く、情報提供の取組を進めることが障害者

等のボランティアへの参加促進、支援のポイントになることが明らかになった。 
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 企業の回答の特徴 

(1) 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム 
企業においては、81 社の 51.9％（42 社）が障害者を主な対象やテーマとしたイベント

やプログラムを実施しており、その 42 社のうち「障害者のスポーツ活動を支援するもの」

が 61.9％（26 社）、「障害者と健常者が一緒に芸術活動、スポーツ活動をするもの」が 50.0％
（21 社）であった。また、文化、芸術活動では、少数ではあるが「障害者の芸術活動を支

援する」イベントやプログラムを実施する企業がみられる（42 社中 26.2％、11 社）。一部

の企業ではあるが、障害者がスポーツや芸術活動を行う機会の提供が行われている。 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施したことにより、どのよ

うな効果があったかについて、「社員の障害者に対する理解が深まった」の割合が最も高く

81.0%（34 社）となっている。次いで、「障害者のニーズが把握できた」が 54.8%（23 社）

となっている。 
ただし、参加した障害者の障害種別は、身体障害者（85.7％、36 社）、知的障害者（59.5％、

25 社）が多く、精神障害者（28.6％、12 社）、難病（11.9％、5 社）は比較的少ない。 
また、「参加する障害者が少ない」（23.5％）、「イベントやプログラムの効果的な周知方

法がわからない」（22.2％）、「障害に配慮した運営が難しい」（21.0％）、「イベントやプロ

グラムの内容が障害者のニーズに合っているかわからない」（19.8％）といった課題が挙げ

られている。 
企業における障害者のボランティア活動を支援する動きは活発でなく、障害者を主な対

象やテーマとしたイベントやプログラムで「障害者のボランティア活動を支援するもの」

を実施した企業は 1 社のみだった（42 社中、2.4％）。この 1 年間で回答企業が実施したイ

ベントやプログラム（障害者を主なテーマとしたものも、そうでないものも含む。）で障害

者がボランティアとして関わった実績がある企業の割合も 13.6％であった。 
 

(2) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会のために取り組んでいること 
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への障害者参画のため、企業が現在

取り組んでいることについては、「障害者スポーツの支援」（53.1％）、「障害者に対する理

解を促進する取組」（38.3％）の順に割合が高く、今後協力したい取組も同様であった。 
障害者スポーツの競技やアスリート等への支援への関心については、約 7 割の企業が関

心を持っており（関心がある 59.3％、やや関心がある 11.1％）、東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技大会、障害者スポーツに対する企業の関心の高さが明らかになった。 
 



262 
 

③ 必要な支援 
東京 2020 オリンピック、東京 2020 パラリンピックのいずれかに「ボランティアとして

関わりたい」と回答した障害者等 163 人に、ボランティアを行う際に必要な支援を尋ねた

ところ、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」（52.1％）、「障害に対応した情報の

提供や問合せ方法の充実」（39.9％）、「一緒に行う仲間」（34.4％）の順に割合が高かった。

また、障害別や身体障害種別で上位に挙がっている支援に大きな違いはみられなかった。 
障害者団体の回答は、東京 2020 オリンピックについては「障害に対応した情報の提供

や問合せ方法の充実」、「ボランティア活動に関する情報提供の充実」、「介助者や手話通訳

などの支援」と、「会場や選手村などの建物や設備」や「交通機関やまち」のバリアフリー

化に関する支援、「一緒に行う仲間」がいずれも 60.0％（3 団体）と、幅広い回答が挙げら

れた。東京 2020 パラリンピックについては、「一緒に行う仲間」、「介助者や手話通訳など

の支援」が 71.4％（5 団体）だった。事業所の回答で最も割合が高かったのは「ボランテ

ィア活動に関する情報提供の充実」（東京 2020 オリンピック 57.7％、東京 2020 パラリン

ピック 58.2％）で、次いで「活動の場までの送迎」が東京 2020 オリンピック 51.9％、東

京 2020 パラリンピック 50.7％だった。 
本調査の「障害者等がボランティア活動をする上で必要な支援」で挙げられた回答と同

様に、情報提供に関する支援を求める回答が多く、情報提供の取組を進めることが障害者

等のボランティアへの参加促進、支援のポイントになることが明らかになった。 
 
 

263 
 

 企業の回答の特徴 

(1) 障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム 
企業においては、81 社の 51.9％（42 社）が障害者を主な対象やテーマとしたイベント

やプログラムを実施しており、その 42 社のうち「障害者のスポーツ活動を支援するもの」

が 61.9％（26 社）、「障害者と健常者が一緒に芸術活動、スポーツ活動をするもの」が 50.0％
（21 社）であった。また、文化、芸術活動では、少数ではあるが「障害者の芸術活動を支

援する」イベントやプログラムを実施する企業がみられる（42 社中 26.2％、11 社）。一部

の企業ではあるが、障害者がスポーツや芸術活動を行う機会の提供が行われている。 
障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施したことにより、どのよ

うな効果があったかについて、「社員の障害者に対する理解が深まった」の割合が最も高く

81.0%（34 社）となっている。次いで、「障害者のニーズが把握できた」が 54.8%（23 社）

となっている。 
ただし、参加した障害者の障害種別は、身体障害者（85.7％、36 社）、知的障害者（59.5％、

25 社）が多く、精神障害者（28.6％、12 社）、難病（11.9％、5 社）は比較的少ない。 
また、「参加する障害者が少ない」（23.5％）、「イベントやプログラムの効果的な周知方

法がわからない」（22.2％）、「障害に配慮した運営が難しい」（21.0％）、「イベントやプロ

グラムの内容が障害者のニーズに合っているかわからない」（19.8％）といった課題が挙げ

られている。 
企業における障害者のボランティア活動を支援する動きは活発でなく、障害者を主な対

象やテーマとしたイベントやプログラムで「障害者のボランティア活動を支援するもの」

を実施した企業は 1 社のみだった（42 社中、2.4％）。この 1 年間で回答企業が実施したイ

ベントやプログラム（障害者を主なテーマとしたものも、そうでないものも含む。）で障害

者がボランティアとして関わった実績がある企業の割合も 13.6％であった。 
 

(2) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会のために取り組んでいること 
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会への障害者参画のため、企業が現在

取り組んでいることについては、「障害者スポーツの支援」（53.1％）、「障害者に対する理

解を促進する取組」（38.3％）の順に割合が高く、今後協力したい取組も同様であった。 
障害者スポーツの競技やアスリート等への支援への関心については、約 7 割の企業が関

心を持っており（関心がある 59.3％、やや関心がある 11.1％）、東京 2020 オリンピック・

パラリンピック競技大会、障害者スポーツに対する企業の関心の高さが明らかになった。 
 



264 
 

 今後の取組に向けて 

(1) 障害者等と企業等とのニーズのマッチング 
今回の調査では、障害者等の 68.9％がこの 1 年間にスポーツや運動を行っている一方、

必要な支援として、「適切な指導者」（25.5%）、「一緒に行う仲間」（19.5%）等が比較的多

く挙げられた。 
また、この 1 年間に文化、芸術活動を行っていない人が 29.0％、今までに何らかのボラ

ンティア活動に参加したことがある人が 31.5％と、文化、芸術活動、ボランティア活動の

機会も十分でない。 
企業調査の結果をみると、51.9%（42 社）が、障害者を主な対象やテーマとして実施し

たイベントを実施しているものの、「参加する障害者が少ない」（23.5％）、「イベントやプ

ログラムの効果的な周知方法がわからない」（22.2％）、「障害に配慮した運営が難しい」

（21.0％）、「イベントやプログラムの内容が障害者のニーズに合っているか分からない」

（19.8％）といった課題が挙げられている。一方、障害者を主な対象やテーマとしたイベ

ントやプログラムを実施した企業の 81.0%が、実施の効果として「社員の障害者に対する

理解が深まった」と回答しており、こうした取組が障害者等への理解を深め、社会参加を

促進するために有効であることが推察される。 
このような現状を踏まえ、今後、障害者等がスポーツや運動、文化、芸術活動、及びボ

ランティア活動を行う機会を増やし、障害者等の社会参加を促進するためには、障害者等

及び障害者団体、事業所と企業をつなぎ、それぞれの担当者がそれぞれのニーズや課題を

伝え合い、情報交換をしたり、助言をし合ったりできる関係を構築することは有効である。

そのために、関係者が定期的に集まる機会（例：連絡会の開催）を設けること、またその

場を活用して、障害者等及び障害者団体、事業所のニーズ、及び企業が障害者支援に関す

る CSR 活動を進める上で抱えている課題や必要としている助言を丁寧に引き出し、つない

でいくことが重要である。 
また、企業が、障害者等のスポーツや運動、文化、芸術活動、あるいはボランティア活

動を支援したいと考えたとしても、実施内容や手順について参考になる情報がないために、

取組を始められないことが考えられる。また、既に取組を進めている企業にとっても、他

企業の取組を知ることは今後の戦略を策定する上で有用なことと考えられる。 
そこで、先進事例を収集し、ホームページ等で公開することによって、先進的に取り組

む企業を評価するとともに、情報提供を図ることや、セミナーや研修の開催により、これ

から取組を始める企業にノウハウを提供する方法も考えられる。 
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(2) 指導者の育成・マッチング 
障害者等がスポーツや運動を行う際に必要な支援として、障害者等、障害者団体、事業

所のいずれからも「適切な指導者」を求める回答が多かった。現在は、障害者団体や事業

所の職員や家族が指導を行っている例が多く、有資格者が指導している例は少なかった。 
同様の傾向が文化、芸術活動についてもみられ、障害者等の余暇やスポーツ活動全般に

おいて指導者不足の傾向がみられる。 
安全面及び指導の質の面の両方から、適切な指導者は欠かせない。一部の競技性の高い

スポーツや専門的な文化、芸術だけでなく、障害者等が身近な地域で気軽にスポーツや運

動、文化、芸術活動を楽しめるよう、指導者の育成、確保に努め、障害者団体や事業所に

紹介する仕組みを設けることが求められる。具体的には、スポーツの競技団体や大学、芸

術家の団体、あるいは企業に周知を図り、より障害者等への関心を高める取組が必要であ

る。 
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(3) ボランティアに関する情報提供等 
これまで何らかのボランティア活動に参加したことのある障害者等は 31.5％で、今後何

らかのボランティア活動に参加したい障害者等も同程度の割合であった（32.1％）。東京

2020 オリンピック・パラリンピック競技大会で「ボランティアとして関わりたい」と回答

した障害者等の割合は約 1 割（東京 2020 オリンピック 10.0％、東京 2020 パラリンピック

9.6％）にとどまったが、背景には、これまでに経験のないイベントでかつ実施までに期間

があること、どのようなボランティアができるのか分からないなど具体的なイメージがわ

かないこと等があることも考えられる。 
ボランティアの内容については、これまでの経験も今後の参加意向についても、イベン

トの準備関係を挙げる障害者等が多く、一度経験したものを思い浮かべ、再度やってみた

いと思う傾向がみられた。 
また、必要な支援としては、情報提供を求める意見が多い。誰にでも分かりやすい表現

方法に配慮しつつ、様々なボランティア活動の情報を提供すれば、経験のない活動内容も

含めて関心が高まり、障害者等によるボランティア活動が広まると考えられる。 
他方、現在のところ、障害者団体や事業所は、ボランティアに参加する当事者を支援す

ることは行うが、障害者団体として、あるいは事業所としての取組には積極的ではない。

また、企業の取組に障害者等がボランティアとして参加することも少ない。今後、企業、

あるいは障害者団体や事業所に、障害者等のボランティア活動に関する理解を求める取組

や、ボランティア活動に参加する際の支援（例：会場までの送迎等）の検討が求められる。 
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第３ 付属資料
 

 



 
 

 



付属資料 1 

 
 
 

全員
ぜんいん

にお聞
き
きします

 

問
とい

このアンケートに記入
きにゅう

いただくのはどなたですか。（当
あ
てはまるもの１つに○）

１．本人
ほんにん

２．家族
か ぞ く

・保護者
ほ ご し ゃ

３．施設
し せ つ

・病院
びょういん

職員
しょくいん

４．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう

 
※以下

い か
、「あなた」とは宛名

あ て な
の方

かた
のことをいいます。

問
とい

あなたの年齢
ねんれい

は何歳
なんさい

ですか。（平成
へいせい

年
ねん
７月

がつ
日
にち
時点
じ て ん

）
歳

 
 
 

代
だい

代
だい

代
だい

代
だい

代
だい

代
だい

代
だい

代
だい
以上
いじょう

無回答
むかいとう

 

問
とい

あなたの生活
せいかつ

の場
ば
はどこですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．自宅
じ た く

２．グループホーム

３．施設
し せ つ

４．病院
びょういん

５．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう

 

問
とい

あなたは現在
げんざい

、だれと一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

していますか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

 

１．親
おや

２．配偶者
はいぐうしゃ

（夫
おっと

、妻
つま
）

３．子供
こ ど も

４．兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

５．その他
た
の親族

しんぞく

６．一人
ひ と り

で暮
く
らしている

７．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう

障害者
しょうがいしゃ

の余暇
よ か

やボランティア・スポーツ活動
かつどう

に関
かん

するアンケート



付属資料 2 

スポーツや運動
うんどう

についてお聞
き
きします

 
問
とい

あなたは、この１年間
ねんかん

にスポーツや運動
うんどう

を行
おこな

いましたか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

※学校
がっこう

の体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

として行
おこな

ったものや、職 業
しょくぎょう

として行
おこな

ったものは除
のぞ
きます。

 

ウォーキング、散歩
さ ん ぽ

（散策
さんさく

、ペットの散歩
さ ん ぽ

など）

体操
たいそう

（ラジオ体操
たいそう

、職場
しょくば

体操
たいそう

、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、

縄跳
な わ と

びなど）

室内
しつない

運動
うんどう

器具
き ぐ

（ウエイト器具
き ぐ

、ランニングマシーン、バランスボールなど）を

用
もち
いる運動

うんどう

陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

（ランニング、ジョギングなどの軽
かる
い運動

うんどう
も含

ふく
めます）

水泳
すいえい

・遊泳
ゆうえい

（水中
すいちゅう

歩行
ほ こ う

・水中
すいちゅう

運動
うんどう

）

球技
きゅうぎ

（キャッチボールなどのボールを使
つか
った軽

かる
い運動

うんどう
も含

ふく
めます）

ダンス（フォークダンス、ジャズダンス、社交
しゃこう

ダンス、フラダンス、バレエ、

民謡
みんよう

踊
おど
りなど）

格
かく
闘技
と う ぎ

（ボクシング、レスリング、相撲
す も う

など）

武道
ぶ ど う

（柔道
じゅうどう

、剣道
けんどう

、空手
か ら て

、合気道
あいきどう

など）

．射的
しゃてき

（弓道
きゅうどう

、アーチェリー、ダーツ、スポーツ吹矢
ふ き や

など）

．ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど）

．ウォータースポーツ（ボート、ヨット、スキンダイビング、スクーバダイ

ビング、カヌー、水上
すいじょう

バイク、サーフィン、ウィンドサーフィン、ボディボード、

ボードセーリングなど）

．スカイスポーツ（ハングライダー、パラグライダー、スカイダイビングなど）

．アウトドアスポーツ（ハイキング、ワンダーフォーゲル、釣
つ
り、登山

と ざ ん
、キャンプ

など）

．サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

．ブラインドサッカー

．車
くるま

いすテニス

．サウンドテーブルテニス

．シッティングバレーボール

付属資料 3 

．車椅子
くるまいす

バスケットボール

．ウィルチェアーラグビー（車
くるま

いすラグビー）

．ボッチャ

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．特
とく
にない ⇒ 問

とい

へ

無回答
むかいとう

 

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。

問
とい

スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

った日
ひ
はどのくらいですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．週
しゅう

３
みっ
日
か
以上
いじょう

２．週
しゅう

２
ふつ
日
か
程度
て い ど

３．週
しゅう

１日
にち
程度
て い ど

４．月
つき
に１～３日

にち
程度
て い ど

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

５．３か月
げつ
に１ ２日

にち
程度
て い ど

（年
ねん
に４～ 日

にち
）

６．年
ねん
に１～３日

にち
程度
て い ど

７．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

 

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

った場所
ば し ょ

はどこですか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

 

１．自宅
じ た く

２．道路
ど う ろ

や遊歩
ゆ う ほ

道
どう

３．広場
ひ ろ ば

や公園
こうえん

４．民間
みんかん

のスポーツ施設
し せ つ

５．公共
こうきょう

のスポーツ施設
し せ つ

（障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

施設
し せ つ

）

６．公共
こうきょう

のスポーツ施設
し せ つ

（障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

施設
し せ つ

以外
い が い

）

７．公立
こうりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

の体育
たいいく

施設
し せ つ

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

８．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の体育
たいいく

施設
し せ つ

９．職場
しょくば

のスポーツ施設
し せ つ

．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

．医療
いりょう

機関
き か ん

．山
やま
・川

かわ
・海

うみ

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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．車椅子
くるまいす

バスケットボール

．ウィルチェアーラグビー（車
くるま

いすラグビー）

．ボッチャ

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．特
とく
にない ⇒ 問

とい

へ

無回答
むかいとう

 

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。

問
とい

スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

った日
ひ
はどのくらいですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．週
しゅう

３
みっ
日
か
以上
いじょう

２．週
しゅう

２
ふつ
日
か
程度
て い ど

３．週
しゅう

１日
にち
程度
て い ど

４．月
つき
に１～３日

にち
程度
て い ど

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

５．３か月
げつ
に１ ２日

にち
程度
て い ど

（年
ねん
に４～ 日

にち
）

６．年
ねん
に１～３日

にち
程度
て い ど

７．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

 

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

った場所
ば し ょ

はどこですか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

 

１．自宅
じ た く

２．道路
ど う ろ

や遊歩
ゆ う ほ

道
どう

３．広場
ひ ろ ば

や公園
こうえん

４．民間
みんかん

のスポーツ施設
し せ つ

５．公共
こうきょう

のスポーツ施設
し せ つ

（障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

施設
し せ つ

）

６．公共
こうきょう

のスポーツ施設
し せ つ

（障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

施設
し せ つ

以外
い が い

）

７．公立
こうりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

の体育
たいいく

施設
し せ つ

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

８．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の体育
たいいく

施設
し せ つ

９．職場
しょくば

のスポーツ施設
し せ つ

．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

．医療
いりょう

機関
き か ん

．山
やま
・川

かわ
・海

うみ

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたがスポーツや運動
うんどう

を一緒
いっしょ

にするのは誰
だれ
ですか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

 

１．一人
ひ と り

２．家族
か ぞ く

３．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

・仲間
な か ま

４．スポーツ教室
きょうしつ

の指導者
しどうしゃ

・仲間
な か ま

５．地域
ち い き

の 公共
こうきょう

スポーツ施設
し せ つ

の

職員
しょくいん

・仲間
な か ま

６．障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

スポーツ施設
し せ つ

の

職員
しょくいん

・仲間
な か ま

７．障害
しょうがい

がある人
ひと
のサークル・

障害者
しょうがいしゃ

スポーツのサークル等
とう

の仲間
な か ま

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

８．障害
しょうがい

がある人
ひと
やない人

ひと
など

様々
さまざま

な人
ひと
がいるサークルの

仲間
な か ま

９．ボランティアの人
ひと
たち

．学校
がっこう

の先生
せんせい

や学校
がっこう

の友達
ともだち

．その他
ほか
の友人

ゆうじん
・知人

ち じ ん

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

をしたのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（当
あ
てはまるもの

すべてに○）

１．健康
けんこう

・体力
たいりょく

づくりのため

２．楽
たの
しみや気晴

き ば
らしのため

３．運動
うんどう

不足
ぶ そ く

解消
かいしょう

のため

４．精神
せいしん

の修養
しゅうよう

や訓練
くんれん

のため

５．自己
じ こ

の記録
き ろ く

や能力
のうりょく

を向上
こうじょう

させる

ため

６．リハビリテーションや医療
いりょう

・治療
ちりょう

のため

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

７．家族
か ぞ く

のふれあいのため

８．友人
ゆうじん

・仲間
な か ま

との交流
こうりゅう

のため

９．美容
び よ う

や肥満
ひ ま ん

解消
かいしょう

のため

．障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

に参加
さ ん か

するため

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問
とい

で「 ．特
とく
にない（スポーツや運動

うんどう
を行

おこな
っていない）」と回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

っていないのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（当
あ
て

はまるものすべてに○）

１．活動
かつどう

したいが、身体的
しんたいてき

にでき

ない

２．活動
かつどう

したいが、身近
み ぢ か

なところに

スポーツや運動
うんどう

がやれる場所
ば し ょ

がない

３．活動
かつどう

したいが、自分
じ ぶ ん

に合
あ
ったス

ポーツや運動
うんどう

の情報
じょうほう

がない

（ ）

（ ）

（ ）

４．活動
かつどう

したいが、一緒
いっしょ

にやる人
ひと
が

いない

５．活動
かつどう

したいが、時間
じ か ん

がない

６．その他
た
（ ）

７．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたがスポーツや運動
うんどう

を一緒
いっしょ

にするのは誰
だれ
ですか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

 

１．一人
ひ と り

２．家族
か ぞ く

３．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

・仲間
な か ま

４．スポーツ教室
きょうしつ

の指導者
しどうしゃ

・仲間
な か ま

５．地域
ち い き

の 公共
こうきょう

スポーツ施設
し せ つ

の

職員
しょくいん

・仲間
な か ま

６．障害者
しょうがいしゃ

専用
せんよう

スポーツ施設
し せ つ

の

職員
しょくいん

・仲間
な か ま

７．障害
しょうがい

がある人
ひと
のサークル・

障害者
しょうがいしゃ

スポーツのサークル等
とう

の仲間
な か ま

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

８．障害
しょうがい

がある人
ひと
やない人

ひと
など

様々
さまざま

な人
ひと
がいるサークルの

仲間
な か ま

９．ボランティアの人
ひと
たち

．学校
がっこう

の先生
せんせい

や学校
がっこう

の友達
ともだち

．その他
ほか
の友人

ゆうじん
・知人

ち じ ん

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問
とい

で何
なん
らかのスポーツや運動

うんどう
を行

おこな
ったことがあると回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

をしたのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（当
あ
てはまるもの

すべてに○）

１．健康
けんこう

・体力
たいりょく

づくりのため

２．楽
たの
しみや気晴

き ば
らしのため

３．運動
うんどう

不足
ぶ そ く

解消
かいしょう

のため

４．精神
せいしん

の修養
しゅうよう

や訓練
くんれん

のため

５．自己
じ こ

の記録
き ろ く

や能力
のうりょく

を向上
こうじょう

させる

ため

６．リハビリテーションや医療
いりょう

・治療
ちりょう

のため

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

７．家族
か ぞ く

のふれあいのため

８．友人
ゆうじん

・仲間
な か ま

との交流
こうりゅう

のため

９．美容
び よ う

や肥満
ひ ま ん

解消
かいしょう

のため

．障害者
しょうがいしゃ

スポーツ大会
たいかい

に参加
さ ん か

するため

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．わからない

無回答
むかいとう

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問
とい

で「 ．特
とく
にない（スポーツや運動

うんどう
を行

おこな
っていない）」と回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたが、スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

っていないのはどのような理由
り ゆ う

からですか。（当
あ
て

はまるものすべてに○）

１．活動
かつどう

したいが、身体的
しんたいてき

にでき

ない

２．活動
かつどう

したいが、身近
み ぢ か

なところに

スポーツや運動
うんどう

がやれる場所
ば し ょ

がない

３．活動
かつどう

したいが、自分
じ ぶ ん

に合
あ
ったス

ポーツや運動
うんどう

の情報
じょうほう

がない

（ ）

（ ）

（ ）

４．活動
かつどう

したいが、一緒
いっしょ

にやる人
ひと
が

いない

５．活動
かつどう

したいが、時間
じ か ん

がない

６．その他
た
（ ）

７．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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全員
ぜんいん

にお聞
き
きします。

問
とい

あなたは、今後
こ ん ご

、行
おこな

いたいスポーツや運動
うんどう

はありますか。（当
あ
てはまるものすべてに

○）※学校
がっこう

の体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

として行
おこな

ったものや、職 業
しょくぎょう

として行
おこな

ったものは除
のぞ
きます。

 

ウォーキング、散歩
さ ん ぽ

（散策
さんさく

、ペットの散歩
さ ん ぽ

など）

体操
たいそう

（ラジオ体操
たいそう

、職場
しょくば

体操
たいそう

、ストレッチ、エアロビクス、ヨガ、ピラティス、

縄跳
な わ と

びなど）

室内
しつない

運動
うんどう

器具
き ぐ

（ウエイト器具
き ぐ

、ランニングマシーン、バランスボールなど）を

用
もち
いる運動

うんどう

陸上
りくじょう

競技
きょうぎ

（ランニング、ジョギングなどの軽
かる
い運動

うんどう
も含

ふく
めます）

水泳
すいえい

・遊泳
ゆうえい

（水中
すいちゅう

歩行
ほ こ う

・水中
すいちゅう

運動
うんどう

）

球技
きゅうぎ

（キャッチボールなどのボールを使
つか
った軽

かる
い運動

うんどう
も含

ふく
めます）

ダンス（フォークダンス、ジャズダンス、社交
しゃこう

ダンス、フラダンス、バレエ、

民謡
みんよう

踊
おど
りなど）

格
かく
闘技
と う ぎ

（ボクシング、レスリング、相撲
す も う

など）

武道
ぶ ど う

（柔道
じゅうどう

、剣道
けんどう

、空手
か ら て

、合気道
あいきどう

など）

．射的
しゃてき

（弓道
きゅうどう

、アーチェリー、ダーツ、スポーツ吹矢
ふ き や

など）

．ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど）

．ウォータースポーツ（ボート、ヨット、スキンダイビング、スクーバダイ

ビング、カヌー、水上
すいじょう

バイク、サーフィン、ウィンドサーフィン、ボディボード、

ボードセーリングなど）

．スカイスポーツ（ハングライダー、パラグライダー、スカイダイビングなど）

．アウトドアスポーツ（ハイキング、ワンダーフォーゲル、釣
つ
り、登山

と ざ ん
、キャンプ

など）

．サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

．ブラインドサッカー

．車
くるま

いすテニス

．サウンドテーブルテニス

．シッティングバレーボール
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．車椅子
くるまいす

バスケットボール

．ウィルチェアーラグビー（車
くるま

いすラグビー）

．ボッチャ

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．特
とく
にない

無回答
むかいとう

 

問
とい

スポーツや運動
うんどう

を行
おこな

う際
さい
に必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３つまでに○）

 

１．スタジアム、体育館
たいいくかん

などの建物
たてもの

や

設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．会場
かいじょう

までの送迎
そうげい

４．障害者
しょうがいしゃ

への施設
し せ つ

開放
かいほう

の促進
そくしん

５．障害
しょうがい

にあわせたプログラムの

充実
じゅうじつ

６．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

７．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

８．施設
し せ つ

や用具
よ う ぐ

等
とう
を利用

り よ う
する際

さい
に必要

ひつよう

な手続
て つ づ

きの支援
し え ん

９．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、

介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）などに対

たい
する

理解
り か い

促進
そくしん

．適切
てきせつ

な指導者
しどうしゃ

．一緒
いっしょ

に行
おこな

う仲間
な か ま

．スポーツ用具
よ う ぐ

等
とう
の貸出

かしだし

．施設
し せ つ

の利用料
りようりょう

減免
げんめん

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

わからない

無回答
むかいとう

 

問
とい

あなたは、この１年間
ねんかん

にスポーツを観戦
かんせん

しましたか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

 

１．スタジアム・体育館
たいいくかん

などで実際
じっさい

に観戦
かんせん

したことがある

２．沿道
えんどう

で実際
じっさい

に観戦
かんせん

したことがある

３．テレビ、ラジオ、インターネット等
とう
で観戦

かんせん
したことがある

４．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

５．観戦
かんせん

したことはない

６．わからない

無回答
むかいとう
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問
とい

スポーツを観戦
かんせん

する上
うえ
で必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３つまでに○）

 

１．スタジアム、体育館
たいいくかん

などの建物
たてもの

や

設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．会場
かいじょう

までの送迎
そうげい

４．障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

した観戦席
かんせんせき

の充実
じゅうじつ

５．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

６．テレビ・インターネット等
とう
の文字

も じ

情報
じょうほう

、字幕
じ ま く

の対応
たいおう

７．情報
じょうほう

機器
き き

操作
そ う さ

の支援
し え ん

８．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

９．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、

介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）などに対

たい
する

理解
り か い

促進
そくしん

．一緒
いっしょ

に観戦
かんせん

する仲間
な か ま

．観戦料
かんせんりょう

の減免
げんめん

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．観戦
かんせん

したいと思
おも
わない

．わからない

無回答
むかいとう

 
 

東京
とうきょう

オリンピック・パラリンピック競技
きょうぎ

大会
たいかい

についてお聞
き
きします

 
問
とい

あなたは、東京
とうきょう

大会
たいかい

に関心
かんしん

がありますか。（オリンピックとパラリンピックの
それぞれについて、当

あ
てはまるもの１つに○）

 

① 東京
とうきょう

オリンピック

１．関心
かんしん

がある

２．やや関心
かんしん

がある

３．あまり関心
かんしん

がない

４．関心
かんしん

がない

無回答
むかいとう

 

② 東京
とうきょう

パラリンピック

１．関心
かんしん

がある

２．やや関心
かんしん

がある

３．あまり関心
かんしん

がない

４．関心
かんしん

がない

無回答
むかいとう
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問
とい

スポーツを観戦
かんせん

する上
うえ
で必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３つまでに○）

 

１．スタジアム、体育館
たいいくかん

などの建物
たてもの

や

設備
せ つ び

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．会場
かいじょう

までの送迎
そうげい

４．障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

した観戦席
かんせんせき

の充実
じゅうじつ

５．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

６．テレビ・インターネット等
とう
の文字

も じ

情報
じょうほう

、字幕
じ ま く

の対応
たいおう

７．情報
じょうほう

機器
き き

操作
そ う さ

の支援
し え ん

８．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

９．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、

介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）などに対

たい
する

理解
り か い

促進
そくしん

．一緒
いっしょ

に観戦
かんせん

する仲間
な か ま

．観戦料
かんせんりょう

の減免
げんめん

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．観戦
かんせん

したいと思
おも
わない

．わからない

無回答
むかいとう

 
 

東京
とうきょう

オリンピック・パラリンピック競技
きょうぎ

大会
たいかい

についてお聞
き
きします

 
問
とい

あなたは、東京
とうきょう

大会
たいかい

に関心
かんしん

がありますか。（オリンピックとパラリンピックの
それぞれについて、当

あ
てはまるもの１つに○）

 

① 東京
とうきょう

オリンピック

１．関心
かんしん

がある

２．やや関心
かんしん

がある

３．あまり関心
かんしん

がない

４．関心
かんしん

がない

無回答
むかいとう

 

② 東京
とうきょう

パラリンピック

１．関心
かんしん

がある

２．やや関心
かんしん

がある

３．あまり関心
かんしん

がない

４．関心
かんしん

がない

無回答
むかいとう
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問
とい

あなたは、東京
とうきょう

大会
たいかい

に何
なん
らかの形

かたち
で関

かか
わりたいと思

おも
いますか。（オリンピッ

クとパラリンピックのそれぞれについて、当
あ
てはまるものすべてに○）

 

① 東京
とうきょう

オリンピック

１．スタジアム・体育館
たいいくかん

などで観戦
かんせん

したい

２．沿道
えんどう

で観戦
かんせん

したい

３．テレビ、ラジオ、インターネット配信
はいしん

等
とう
で観戦

かんせん
したい

４．ボランティアとして関
かか
わりたい

５．関
かか
わりたいと思

おも
わない

６．その他
た
（ ）

７．わからない

無回答
むかいとう

② 東京
とうきょう

パラリンピック

１．スタジアム・体育館
たいいくかん

などで観戦
かんせん

したい

２．沿道
えんどう

で観戦
かんせん

したい

３．テレビ、ラジオ、インターネット配信
はいしん

等
とう
で観戦

かんせん
したい

４．ボランティアとして関
かか
わりたい

５．関
かか
わりたいと思

おも
わない

６．その他
た
（ ）

７．わからない

無回答
むかいとう

 
 

問
とい

で「４．ボランティアとして関
かか
わりたい」と回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。

問
とい

どのようなボランティアとして参加
さ ん か

したいですか。（当
あ
てはまるものすべてに○）

 

１．国内外
こくないがい

からの旅
りょ

行者
こうしゃ

への

観光
かんこう

・交通
こうつう

案内
あんない

２．競技
きょうぎ

会場
かいじょう

の最寄
も よ り

駅
えき
から会場

かいじょう

までの観客
かんきゃく

案内
あんない

３．会
かい

場内
じょうない

での 観客
かんきゃく

・大会
たいかい

関係者
かんけいしゃ

の誘導
ゆうどう

４．チケットチェック等
とう
の入 場

にゅうじょう

管理
か ん り

５．警備
け い び

６．選手
せんしゅ

村
むら
でのハウスキーピング等

とう

７．選手
せんしゅ

村
むら
や会場

かいじょう
の食堂

しょくどう
での配膳

はいぜん

８．選手
せんしゅ

村
むら
・会

かい
場内
じょうない

での清掃
せいそう

９．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう
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問
とい

で「４．ボランティアとして関
かか
わりたい」と回答

かいとう
した方

かた
にお聞

き
きします。

問
とい

ボランティアを行
おこな

う際
さい
に必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

 

１．会場
かいじょう

や選手
せんしゅ

村
むら
などの建物

たてもの
や設備

せ つ び

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．活動
かつどう

の場
ば
までの送迎

そうげい

４．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

５．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

６．施設
し せ つ

等
とう
を利用

り よ う
する際

さい
に必要

ひつよう
な手続

て つ づ

きの支援
し え ん

７．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬
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、

介助
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犬
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ちょう
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かん
する情報

じょうほう
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ていきょう
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じゅうじつ

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．わからない

無回答
むかいとう
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付属資料 11 

 
文化
ぶ ん か

、芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

についてお聞
き
きします

問
とい

この１年間
ねんかん

にあなたは、文化
ぶ ん か

、芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

をしましたか。また、今後
こ ん ご

活動
かつどう

したいもの
はありますか。（それぞれについて、当

あ
てはまるものすべてに○）

※ここでいう活動
かつどう

には、スポーツとボランティアは含
ふく
みません。

① この１年間
ねんかん

に

した活動
かつどう

１．コンサートや映画
え い が

、演劇
えんげき

などに行
い
く

２．美術館
びじゅつかん

、博物館
はくぶつかん

などに行
い
く（館外

かんがい
で開催

かいさい
される美術展

びじゅつてん
、

展覧会
てんらんかい

なども含
ふく
む）

３．動物
どうぶつ

園
えん
や植物

しょくぶつ
園
えん
、水族館

すいぞくかん
などに行

い
く

４．音楽
おんがく

活動
かつどう

をする（歌
うた
や楽器

が っ き
の演奏

えんそう
など）

５．美術
びじゅつ

などの創作
そうさく

活動
かつどう

をする（絵画
か い が

、彫刻
ちょうこく

、陶芸
とうげい

、書道
しょどう

、

華道
か ど う

など）

６．文芸
ぶんげい

活動
かつどう

をする（短歌
たんか

・俳句
はいく

、詩作
しさく

、小説
しょうせつ

、評論
ひょうろん

など）

７．講演会
こうえんかい

、セミナー、各種
かくしゅ

講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

する

８．伝統
でんとう

文化
ぶ ん か

などの活動
かつどう

をする（伝統
でんとう

芸能
げいのう

、茶道
さ ど う

など）

９．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

無回答
むかいとう

 

② 今後
こ ん ご

したい活動
かつどう

１．コンサートや映画
え い が

、演劇
えんげき

などに行
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など）
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などの創作
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、陶芸
とうげい
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など）

６．文芸
ぶんげい
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をする（短歌
たんか

・俳句
はいく

、詩作
しさく

、小説
しょうせつ

、評論
ひょうろん

など）

７．講演会
こうえんかい

、セミナー、各種
かくしゅ

講座
こ う ざ

に参加
さ ん か

する

８．伝統
でんとう

文化
ぶ ん か

などの活動
かつどう

をする（伝統
でんとう

芸能
げいのう

、茶道
さ ど う

など）

９．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

無回答
むかいとう

 



付属資料 12 

問
とい

あなたが文化
ぶ ん か

、芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

をする上
うえ
で、必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３つ

までに○）
１．文化

ぶ ん か
、芸術

げいじゅつ
活動
かつどう

を行
おこな

う施設
し せ つ

の

バリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．活動
かつどう

の場
ば
までの送迎

そうげい

４．活動
かつどう

できる場
ば
の充実

じゅうじつ

５．障害
しょうがい

にあわせたプログラムの

充実
じゅうじつ

６．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

７．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

８．施設
し せ つ

や用具
よ う ぐ

等
とう
を利用

り よ う
する際

さい
に必要

ひつよう

な手続
て つ づ

きの支援
し え ん

９． 障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん

（盲導犬
もうどうけん

、介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）

などに対
たい
する理解

り か い
促進
そくしん

．適切
てきせつ

な指導者
しどうしゃ

．一緒
いっしょ

に行
おこな

う仲間
な か ま

．用具
よ う ぐ

等
とう
の貸出

かしだし

．施設
し せ つ

の利用料
りようりょう

減免
げんめん

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

．わからない

無回答
むかいとう

  

付属資料 13 

 
あなたが行

おこな
うボランティア活動

かつどう
についてお聞

き
きします

問
とい

あなたは、今
いま
までにどのような分野

ぶ ん や
のボランティア活動

かつどう
に参加

さ ん か
したことがあります

か。また、今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい分野
ぶ ん や

はありますか。（それぞれについて、当
あ
てはまるもの

すべてに○）
① 今

いま
まで参加

さ ん か
した

活動
かつどう

分野
ぶ ん や

１．障害者
しょうがいしゃ

、高齢者
こうれいしゃ

等
とう
の支援

し え ん
などの福祉

ふ く し
、医療

いりょう
に関

かん
する活動

かつどう

２．講演会
こうえんかい

、教室
きょうしつ

・学習会
がくしゅうかい

、展覧会
てんらんかい

等
とう
の企画

き か く
・運営

うんえい
、手伝

て つ だ
い

などの教育
きょういく

、文化
ぶ ん か

に関
かん
する活動

かつどう

３．スポーツ大会
たいかい

などのスポーツ、運動
うんどう

に関
かん
する活動

かつどう

４．お祭
まつ
り、町会

ちょうかい
・自治会

じ ち か い
などの地域

ち い き
の活動

かつどう

５．企業
きぎょう

の商品
しょうひん

やサービスの開発
かいはつ

・販売
はんばい

促進
そくしん

への協 力
きょうりょく

６．その他
た
（ ）

７ 特
とく
にない

    無回答
むかいとう
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付属資料 14 

問
とい

あなたは、今
いま
までにどのようなボランティア活動

かつどう
に参加

さ ん か
したことがありますか。

また、今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい活動
かつどう

はありますか。（それぞれについて、当
あ
てはまるものすべ

てに○）

① 今
いま
まで参加

さ ん か
した

活動
かつどう

１．受付
うけつけ

・案内
あんない

２．活動
かつどう

の指導
し ど う

、手伝
て つ だ

い

３．イベント等
とう
の会場

かいじょう
準備
じゅんび

の手伝
て つ だ

い

４．清掃
せいそう

５．移動
い ど う

や身
み
の回

まわ
りの介助

かいじょ
などの手伝

て つ だ
い

６．手話
し ゅ わ

などコミュニケーションの手伝
て つ だ

い

７．話
はな
し相手

あ い て
、遊

あそ
び相手

あ い て
、学習

がくしゅう
支援
し え ん

８．その他
た
（ ）

９．特
とく
にない

無回答
むかいとう

② 今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい

活動
かつどう

１．受付
うけつけ

・案内
あんない

２．活動
かつどう

の指導
し ど う

、手伝
て つ だ

い

３．イベント等
とう
の会場

かいじょう
準備
じゅんび

の手伝
て つ だ

い

４．清掃
せいそう

５．移動
い ど う

や身
み
の回

まわ
りの介助

かいじょ
などの手伝

て つ だ
い

６．手話
し ゅ わ

などコミュニケーションの手伝
て つ だ

い

７．話
はな
し相手

あ い て
、遊

あそ
び相手

あ い て
、学習

がくしゅう
支援
し え ん

８．その他
た
（ ）

９．特
とく
にない

無回答
むかいとう
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問
とい

あなたがボランティア活動
かつどう

をする上
うえ
で、必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３

つまでに○）

１．活動
かつどう

場所
ば し ょ

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．活動
かつどう

の場
ば
までの送迎

そうげい

４．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

５．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

６．施設
し せ つ

等
とう
を利用

り よ う
する際

さい
に必要

ひつよう
な手続

て つ づ

きの支援
し え ん

７．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、

介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）などに対

たい
する

理解
り か い

促進
そくしん

８．一緒
いっしょ

に行
おこな

う仲間
な か ま

９．ボランティア活動
かつどう

に関
かん
する情報

じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

．わからない

無回答
むかいとう

 

インターネットの利用
り よ う

やコミュニケーションについてお聞
き
きします

問
とい

あなたは、インターネットを利用
り よ う

していますか。（当
あ
てはまるもの１つに○）

１．利用
り よ う

している ３．わからない

２．利用
り よ う

していない 無回答
むかいとう

 

問
とい

で「１．利用
り よ う

している」を選
えら
んだ方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたは、どのようなものでインターネットを利用
り よ う

していますか。（当
あ
てはまるもの

すべてに○）
１．パソコン

２．タブレット

３．携帯
けいたい

電話
で ん わ

４．スマートフォン

５．その他
た
（ ）

６．わからない

無回答
むかいとう



付属資料 14 

問
とい

あなたは、今
いま
までにどのようなボランティア活動

かつどう
に参加

さ ん か
したことがありますか。

また、今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい活動
かつどう

はありますか。（それぞれについて、当
あ
てはまるものすべ

てに○）

① 今
いま
まで参加

さ ん か
した

活動
かつどう

１．受付
うけつけ

・案内
あんない

２．活動
かつどう

の指導
し ど う

、手伝
て つ だ

い

３．イベント等
とう
の会場

かいじょう
準備
じゅんび

の手伝
て つ だ

い

４．清掃
せいそう

５．移動
い ど う

や身
み
の回

まわ
りの介助

かいじょ
などの手伝

て つ だ
い

６．手話
し ゅ わ

などコミュニケーションの手伝
て つ だ

い

７．話
はな
し相手

あ い て
、遊

あそ
び相手

あ い て
、学習

がくしゅう
支援
し え ん

８．その他
た
（ ）

９．特
とく
にない

無回答
むかいとう

② 今後
こ ん ご

参加
さ ん か

したい

活動
かつどう

１．受付
うけつけ

・案内
あんない

２．活動
かつどう

の指導
し ど う

、手伝
て つ だ

い

３．イベント等
とう
の会場

かいじょう
準備
じゅんび

の手伝
て つ だ

い

４．清掃
せいそう

５．移動
い ど う

や身
み
の回

まわ
りの介助

かいじょ
などの手伝

て つ だ
い

６．手話
し ゅ わ

などコミュニケーションの手伝
て つ だ

い

７．話
はな
し相手

あ い て
、遊

あそ
び相手

あ い て
、学習

がくしゅう
支援
し え ん

８．その他
た
（ ）

９．特
とく
にない

無回答
むかいとう
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問
とい

あなたがボランティア活動
かつどう

をする上
うえ
で、必要

ひつよう
な支援

し え ん
は何

なん
ですか。（当

あ
てはまるもの３

つまでに○）

１．活動
かつどう

場所
ば し ょ

のバリアフリー化
か

２．交通
こうつう

機関
き か ん

やまちのバリアフリー化
か

３．活動
かつどう

の場
ば
までの送迎

そうげい

４．介助者
かいじょしゃ

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

などの支援
し え ん

５．障害
しょうがい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や

問合
といあわ

せ方法
ほうほう

の充実
じゅうじつ

６．施設
し せ つ

等
とう
を利用

り よ う
する際

さい
に必要

ひつよう
な手続

て つ づ

きの支援
し え ん

７．障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

、補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、

介助
かいじょ

犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）などに対

たい
する

理解
り か い

促進
そくしん

８．一緒
いっしょ

に行
おこな

う仲間
な か ま

９．ボランティア活動
かつどう

に関
かん
する情報

じょうほう

提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

．その他
た
（ ）

．特
とく
にない

．活動
かつどう

したいと思
おも
わない

．わからない

無回答
むかいとう

 

インターネットの利用
り よ う

やコミュニケーションについてお聞
き
きします

問
とい

あなたは、インターネットを利用
り よ う

していますか。（当
あ
てはまるもの１つに○）

１．利用
り よ う

している ３．わからない

２．利用
り よ う

していない 無回答
むかいとう

 

問
とい

で「１．利用
り よ う

している」を選
えら
んだ方

かた
にお聞

き
きします。 

問
とい

あなたは、どのようなものでインターネットを利用
り よ う

していますか。（当
あ
てはまるもの

すべてに○）
１．パソコン

２．タブレット

３．携帯
けいたい

電話
で ん わ

４．スマートフォン

５．その他
た
（ ）

６．わからない

無回答
むかいとう



付属資料 16 

全員
ぜんいん

にお聞
き
きします。 

問
とい

あなたは、日
ひ
ごろ、どこから情報

じょうほう
を得

え
ていますか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

 

１．家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

２．学校
がっこう

や職場
しょくば

、施設
し せ つ

の人
ひと

３．ボランティア、ヘルパーなど

の支援者
しえんしゃ

４．テレビやラジオ

５．新聞
しんぶん

６．区
く
市町村
しちょうそん

等
とう
の広報紙

こうほうし

７．障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の会合
かいごう

や機関誌
き か ん し

８．インターネット

９． （ツイッター、フェイ

スブックなど）

．行政
ぎょうせい

の窓口
まどぐち

．その他
た
（ ）

．わからない

無回答
むかいとう

 

問
とい

あなたが、「学校
がっこう

・施設
し せ つ

・職場
しょくば

」「家庭
か て い

」「その他
た
の場所

ば し ょ
」のそれぞれの場所

ば し ょ
において

使
つか
っている、コミュニケーションや連絡

れんらく
の手段

しゅだん
はどれですか。（それぞれの場所

ば し ょ
につ

いて、当
あ
てはまるものすべてに○）

① 学校
がっこう

・施設
し せ つ

・

職場
しょくば

１．携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマート

フォン、タブレット、

パソコン

２．ファックス

３．メール

４．点字
て ん じ

５．指
ゆび
点字
て ん じ

６．手書
て が

き文字
も じ

（てのひら

書
が
き）

７．拡大
かくだい

文字
も じ

８．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー版
ばん

など）

９．読
よ
み上

あ
げソフト、

アプリ等
とう

 

．朗読
ろうどく

サービス

．手話
し ゅ わ

．筆談
ひつだん

．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

通訳
つうやく

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

．補聴器
ほちょうき

・補聴
ほちょう

援助
えんじょ

機器
き き

．口話
こ う わ

・読
どく
話
わ

．行動
こうどう

（身振
み ぶ

り・手
て

振
ぶ
り）

．会話
か い わ

を文字化
も じ か

する

アプリ

． 絵文字
え も じ

（ ピクト

グラム）

．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう
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② 家庭
か て い

１．携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマート

フォン、タブレット、

パソコン

２．ファックス

３．メール

４．点字
て ん じ

５．指
ゆび
点字
て ん じ

６．手書
て が

き文字
も じ

（てのひら

書
が
き）

７．拡大
かくだい

文字
も じ

８．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー版
ばん

など）

９．読
よ
み上

あ
げソフト、

アプリ等
とう

 

．朗読
ろうどく

サービス

．手話
し ゅ わ

．筆談
ひつだん

．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

通訳
つうやく

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

．補聴器
ほちょうき

・補聴
ほちょう

援助
えんじょ

機器
き き

．口話
こ う わ

・読
どく
話
わ

．行動
こうどう

（身振
み ぶ

り・手
て

振
ぶ
り）

．会話
か い わ

を文字化
も じ か

する

アプリ

． 絵文字
え も じ

（ ピクト

グラム）

．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう
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② 家庭
か て い

１．携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマート

フォン、タブレット、

パソコン

２．ファックス

３．メール

４．点字
て ん じ

５．指
ゆび
点字
て ん じ

６．手書
て が

き文字
も じ

（てのひら

書
が
き）

７．拡大
かくだい

文字
も じ

８．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー版
ばん

など）

９．読
よ
み上

あ
げソフト、

アプリ等
とう

 

．朗読
ろうどく

サービス

．手話
し ゅ わ

．筆談
ひつだん

．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

通訳
つうやく

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

．補聴器
ほちょうき

・補聴
ほちょう

援助
えんじょ

機器
き き

．口話
こ う わ

・読
どく
話
わ

．行動
こうどう

（身振
み ぶ

り・手
て

振
ぶ
り）

．会話
か い わ

を文字化
も じ か

する

アプリ

． 絵文字
え も じ

（ ピクト

グラム）

．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう
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③ その他
た
の

場所
ば し ょ

（駅
えき
やまちなど）

１．携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマート

フォン、タブレット、

パソコン

２．ファックス

３．メール

４．点字
て ん じ

５．指
ゆび
点字
て ん じ

６．手書
て が

き文字
も じ

（てのひら

書
が
き）

７．拡大
かくだい

文字
も じ

８．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー版
ばん

など）

９．読
よ
み上

あ
げソフト、

アプリ等
とう

 

．朗読
ろうどく

サービス

．手話
し ゅ わ

．筆談
ひつだん

．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

通訳
つうやく

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

．補聴器
ほちょうき

・補聴
ほちょう

援助
えんじょ

機器
き き

．口話
こ う わ

・読
どく
話
わ

．行動
こうどう

（身振
み ぶ

り・手
て

振
ぶ
り）

．会話
か い わ

を文字化
も じ か

する

アプリ

． 絵文字
え も じ

（ ピクト

グラム）

．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう

 
 
  

付属資料 19 

問
とい

あなたは、情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

したりコミュニケーションをとる上
うえ
で、どのような配慮

はいりょ
が

あるとよいですか。（当
あ
てはまるもの３つまでに○）

１．それぞれの障害者
しょうがいしゃ

が情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

できるようさまざまな媒体
ばいたい

（音声
おんせい

、点字
て ん じ

、

テキストデータなど）で提供
ていきょう

してほしい

２．誰
だれ
もが読

よ
みやすい文字

も じ
などを使用

し よ う
してほしい

３．パンフレットやホームページなどを色
いろ
の使

つか
い方

かた
に配慮

はいりょ
して作成

さくせい
してほしい

４．問
と
い合

あ
わせ先

さき
は電話番号

でんわばんごう
だけでなく、ファックスやメールアドレスを載

の
せて

ほしい

５． （ツイッター、フェイスブックなど）で発信
はっしん

してほしい

６．手話
し ゅ わ

、筆談
ひつだん

で対応
たいおう

できる人
ひと
を増

ふ
やしてほしい

７．わかりやすい文言
もんごん

・表現
ひょうげん

・絵文字
え も じ

（ピクトグラム）を使用
し よ う

してほしい

８．動画
ど う が

などでわかる資料
しりょう

を作成
さくせい

してほしい

９．必要
ひつよう

な情報
じょうほう

をわかりやすく説明
せつめい

してくれる人
ひと
がほしい

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．特
とく
にない

．わからない

無回答
むかいとう

 
 
  



付属資料 18 

 

③ その他
た
の

場所
ば し ょ

（駅
えき
やまちなど）

１．携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマート

フォン、タブレット、

パソコン

２．ファックス

３．メール

４．点字
て ん じ

５．指
ゆび
点字
て ん じ

６．手書
て が

き文字
も じ

（てのひら

書
が
き）

７．拡大
かくだい

文字
も じ

８．録音物
ろくおんぶつ

（デイジー版
ばん

など）

９．読
よ
み上

あ
げソフト、

アプリ等
とう

 

．朗読
ろうどく

サービス

．手話
し ゅ わ

．筆談
ひつだん

．要約
ようやく

筆記
ひ っ き

通訳
つうやく

や手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

．補聴器
ほちょうき

・補聴
ほちょう

援助
えんじょ

機器
き き

．口話
こ う わ

・読
どく
話
わ

．行動
こうどう

（身振
み ぶ

り・手
て

振
ぶ
り）

．会話
か い わ

を文字化
も じ か

する

アプリ

． 絵文字
え も じ

（ ピクト

グラム）

．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう
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問
とい

あなたは、情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

したりコミュニケーションをとる上
うえ
で、どのような配慮

はいりょ
が

あるとよいですか。（当
あ
てはまるもの３つまでに○）

１．それぞれの障害者
しょうがいしゃ

が情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

できるようさまざまな媒体
ばいたい

（音声
おんせい

、点字
て ん じ

、

テキストデータなど）で提供
ていきょう

してほしい

２．誰
だれ
もが読

よ
みやすい文字

も じ
などを使用

し よ う
してほしい

３．パンフレットやホームページなどを色
いろ
の使

つか
い方

かた
に配慮

はいりょ
して作成

さくせい
してほしい

４．問
と
い合

あ
わせ先

さき
は電話番号

でんわばんごう
だけでなく、ファックスやメールアドレスを載

の
せて

ほしい

５． （ツイッター、フェイスブックなど）で発信
はっしん

してほしい

６．手話
し ゅ わ

、筆談
ひつだん

で対応
たいおう

できる人
ひと
を増

ふ
やしてほしい

７．わかりやすい文言
もんごん

・表現
ひょうげん

・絵文字
え も じ

（ピクトグラム）を使用
し よ う

してほしい

８．動画
ど う が

などでわかる資料
しりょう

を作成
さくせい

してほしい

９．必要
ひつよう

な情報
じょうほう

をわかりやすく説明
せつめい

してくれる人
ひと
がほしい

．その他
た
（具体的

ぐたいてき
に： ）

．特
とく
にない

．わからない

無回答
むかいとう
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最後
さ い ご

に、生活
せいかつ

の状 況
じょうきょう

などについてお聞
き
きします 

問
とい

あなたがお持
も
ちの手帳

てちょう
、難病

なんびょう
医療費
いりょうひ

助成
じょせい

、障害
しょうがい

の診断
しんだん

などについておうかがいしま
す。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も
っている ⇒ 問

とい

①、②へ

２．療育
りょういく

手帳
てちょう

（愛
あい
の手帳

てちょう
）を持

も
っている ⇒ 問

とい

へ

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も
っている ⇒ 問

とい

へ

４．自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

（精神
せいしん

通院
つういん

）を持
も
っている

５．難病
なんびょう

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

を受
う
けている（指定

し て い
難病
なんびょう

および都
と
単独
たんどく

疾病
しっぺい

）

６．医療費
いりょうひ

助成
じょせい

対象外
たいしょうがい

の難病
なんびょう

と診断
しんだん

されている

７．発達
はったつ

障害
しょうがい

（アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

･多動
た ど う

性
せい
障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

など）

と診断
しんだん

されている

８．高次
こ う じ

脳
のう
機能
き の う

障害
しょうがい

と診断
しんだん

されている

９．認知症
にんちしょう

と診断
しんだん

されている

無回答
むかいとう

 

問
とい

で１を選
えら
んだ方

かた
（身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。 

問
とい

① 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の総合
そうごう

等級
とうきゅう

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１級
きゅう

２．２級
きゅう

３．３級
きゅう

４．４級
きゅう

５．５級
きゅう

６．６級
きゅう

無回答
むかいとう

 

問
とい

② 障害
しょうがい

の種類
しゅるい

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．視覚
し か く

２．聴覚
ちょうかく

３．平衡
へいこう

機能
き の う

４．音声
おんせい

機能
き の う

・言語
げ ん ご

機能
き の う

・そしゃく機能
き の う

５．上肢
じょうし

６．下肢
か し

７．体
たい
幹
かん

８．脳
のう
原性
げんせい

運動
うんどう

機能
き の う

（脳性
のうせい

まひ）

９．心臓
しんぞう

機能
き の う

．じん臓
ぞう
機能
き の う

．呼吸器
こきゅうき

機能
き の う

．ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

．小 腸
しょうちょう

機能
き の う

．免疫
めんえき

機能
き の う

．肝臓
かんぞう

機能
き の う

無回答
むかいとう
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問
とい

で２を選
えら
んだ方

かた
（療育

りょういく
手帳
てちょう

（愛
あい
の手帳

てちょう
）をお持

も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。

問
とい

障害
しょうがい

の程度
て い ど

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１度
ど
（最重度

さいじゅうど
）

２．２度
ど
（重度

じゅうど
）

３．３度
ど
（中度

ちゅうど
）

４．４度
ど
（軽度

け い ど
）

無回答
むかいとう

 

問
とい

で３を選
えら
んだ方

かた
（精神

せいしん
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。

問
とい

障害
しょうがい

の程度
て い ど

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１級
きゅう

２．２級
きゅう

３．３級
きゅう

無回答
 

全員
ぜんいん

にお聞
き
きします。

問
とい

あなたが障害者
しょうがいしゃ

になったのはいつですか。（当
あ
てはまるもの１つに○、２を選

えら
んだ

場合
ば あ い

は年齢
ねんれい

を（ ）内
ない
に記入

きにゅう
） ※複数

ふくすう
の障害

しょうがい
がある方

かた
は、最初

さいしょ
に障害者

しょうがいしゃ
になっ

た時期
じ き

をお答
こた
えください。

１．出 生
しゅっしょう

時
じ

２．（ ）歳
さい
の時

とき
無回答
むかいとう

～ 代 （ ）

代・ 代 （ ）

代・ 代 （ ）

代以上 （ ）

無回答 （ ）
 
 

問
とい

現在
げんざい

、あなたは、外出
がいしゅつ

時
じ
に外出

がいしゅつ
支援
し え ん

や補
ほ
装具
そ う ぐ

などのサービス・手段
しゅだん

を利用
り よ う

していま
すか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．外出
がいしゅつ

支援
し え ん

（同行
どうこう

援護
え ん ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、移動
い ど う

支援
し え ん

、盲
もう
ろう者

しゃ
通訳
つうやく

・介助者
かいじょしゃ

派遣
は け ん

など）を利用
り よ う

している

２．補
ほ
装具
そ う ぐ

（車椅子
くるまいす

、義肢
ぎ し

、杖
つえ
、白

はく
杖
じょう

、補聴器
ほちょうき

など）を使用
し よ う

している

３．補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、介助

かいじょ
犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）と一緒

いっしょ
に外出

がいしゅつ
している

４．特
とく
にない

無回答
むかいとう
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最後
さ い ご

に、生活
せいかつ

の状 況
じょうきょう

などについてお聞
き
きします 

問
とい

あなたがお持
も
ちの手帳

てちょう
、難病

なんびょう
医療費
いりょうひ

助成
じょせい

、障害
しょうがい

の診断
しんだん

などについておうかがいしま
す。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も
っている ⇒ 問

とい

①、②へ

２．療育
りょういく

手帳
てちょう

（愛
あい
の手帳

てちょう
）を持

も
っている ⇒ 問

とい

へ

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も
っている ⇒ 問

とい

へ

４．自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

（精神
せいしん

通院
つういん

）を持
も
っている

５．難病
なんびょう

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

を受
う
けている（指定

し て い
難病
なんびょう

および都
と
単独
たんどく

疾病
しっぺい

）

６．医療費
いりょうひ

助成
じょせい

対象外
たいしょうがい

の難病
なんびょう

と診断
しんだん

されている

７．発達
はったつ

障害
しょうがい

（アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

･多動
た ど う

性
せい
障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

など）

と診断
しんだん

されている

８．高次
こ う じ

脳
のう
機能
き の う

障害
しょうがい

と診断
しんだん

されている

９．認知症
にんちしょう

と診断
しんだん

されている

無回答
むかいとう

 

問
とい

で１を選
えら
んだ方

かた
（身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。 

問
とい

① 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の総合
そうごう

等級
とうきゅう

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１級
きゅう

２．２級
きゅう

３．３級
きゅう

４．４級
きゅう

５．５級
きゅう

６．６級
きゅう

無回答
むかいとう

 

問
とい

② 障害
しょうがい

の種類
しゅるい

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．視覚
し か く

２．聴覚
ちょうかく

３．平衡
へいこう

機能
き の う

４．音声
おんせい

機能
き の う

・言語
げ ん ご

機能
き の う

・そしゃく機能
き の う

５．上肢
じょうし

６．下肢
か し

７．体
たい
幹
かん

８．脳
のう
原性
げんせい

運動
うんどう

機能
き の う

（脳性
のうせい

まひ）

９．心臓
しんぞう

機能
き の う

．じん臓
ぞう
機能
き の う

．呼吸器
こきゅうき

機能
き の う

．ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

．小 腸
しょうちょう

機能
き の う

．免疫
めんえき

機能
き の う

．肝臓
かんぞう

機能
き の う

無回答
むかいとう
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問
とい

で２を選
えら
んだ方

かた
（療育

りょういく
手帳
てちょう

（愛
あい
の手帳

てちょう
）をお持

も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。

問
とい

障害
しょうがい

の程度
て い ど

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１度
ど
（最重度

さいじゅうど
）

２．２度
ど
（重度

じゅうど
）

３．３度
ど
（中度

ちゅうど
）

４．４度
ど
（軽度

け い ど
）

無回答
むかいとう

 

問
とい

で３を選
えら
んだ方

かた
（精神

せいしん
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も
ちの方

かた
）にお聞

き
きします。

問
とい

障害
しょうがい

の程度
て い ど

は何
なん
ですか。（当

あ
てはまるもの１つに○）

１．１級
きゅう

２．２級
きゅう

３．３級
きゅう

無回答
 

全員
ぜんいん

にお聞
き
きします。

問
とい

あなたが障害者
しょうがいしゃ

になったのはいつですか。（当
あ
てはまるもの１つに○、２を選

えら
んだ

場合
ば あ い

は年齢
ねんれい

を（ ）内
ない
に記入

きにゅう
） ※複数

ふくすう
の障害

しょうがい
がある方

かた
は、最初

さいしょ
に障害者

しょうがいしゃ
になっ

た時期
じ き

をお答
こた
えください。

１．出 生
しゅっしょう

時
じ

２．（ ）歳
さい
の時

とき
無回答
むかいとう

～ 代 （ ）

代・ 代 （ ）

代・ 代 （ ）

代以上 （ ）

無回答 （ ）
 
 

問
とい

現在
げんざい

、あなたは、外出
がいしゅつ

時
じ
に外出

がいしゅつ
支援
し え ん

や補
ほ
装具
そ う ぐ

などのサービス・手段
しゅだん

を利用
り よ う

していま
すか。（当

あ
てはまるものすべてに○）

１．外出
がいしゅつ

支援
し え ん

（同行
どうこう

援護
え ん ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、移動
い ど う

支援
し え ん

、盲
もう
ろう者

しゃ
通訳
つうやく

・介助者
かいじょしゃ

派遣
は け ん

など）を利用
り よ う

している

２．補
ほ
装具
そ う ぐ

（車椅子
くるまいす

、義肢
ぎ し

、杖
つえ
、白

はく
杖
じょう

、補聴器
ほちょうき

など）を使用
し よ う

している

３．補助
ほ じ ょ

犬
けん
（盲導犬

もうどうけん
、介助

かいじょ
犬
けん
、聴

ちょう
導
どう
犬
けん
）と一緒

いっしょ
に外出

がいしゅつ
している

４．特
とく
にない

無回答
むかいとう
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問
とい

あなたは平成
へいせい

年
ねん
７月

がつ
１日

にち
時点
じ て ん

に、収 入
しゅうにゅう

を伴
ともな

う仕事
し ご と

をしていましたか。（当
あ
ては

まるもの１つに○）
１．仕事

し ご と
をしている

２．仕事
し ご と

をしていない

３．福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

をしている（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた
・Ｂ型

がた
、就労

しゅうろう
移行
い こ う

支援
し え ん

）

無回答
むかいとう

問
とい

この１年間
ねんかん

にあなたは、平日
へいじつ

の日中
にっちゅう

、主
おも
にどこで過

す
ごしましたか。（当

あ
てはまるも

の１つに○）

１．自分
じ ぶ ん

の家
いえ

２．職場
しょくば

（一般
いっぱん

企業
きぎょう

など）

３．職場
しょくば

（福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の施設
し せ つ

）

（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

型
がた
・ 型

がた
、

就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

）

４．学校
がっこう

５．通所
つうしょ

施設
し せ つ

（生活
せいかつ

介護
か い ご

、デイケア

など）

６．入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

７．その他
た
（ ）

無回答
むかいとう

～ ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました ～ 



団体調査票
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Ⅰ．貴団体の概要についておうかがいします

問 ．貴団体の当事者会員の障害名を教えてください。（最も当事者会員数が多い障害に◎、その他当て

はまる障害にいくつでも○）

※ご家族等が加入している団体の場合は、障害のある当事者の方についてお答えください。（以下

の設問についても同様）

＜最も当事者会員数が多い障害＞

 肢体不自由 （ ）

 視覚障害 （ ）

 聴覚障害 （ ）

 音声・言語・そしゃく機能障害 （ ）

 知的障害

 精神障害 （ ）

 発達障害 （ ）

 高次脳機能障害 （ ）

 内部障害、難病等 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

＜その他当てはまる障害＞

 肢体不自由 （ ）

 視覚障害 （ ）

 聴覚障害 （ ）

 音声・言語・そしゃく機能障害 （ ）

 知的障害

 精神障害 （ ）

 発達障害 （ ）

 高次脳機能障害 （ ）

 内部障害、難病等 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）
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問 ．貴団体の当事者会員数を教えてください。（数字を記入）

平均 人、中央値 人

問 ．当事者会員の年代別の人数を教えてください。年代別の内訳が分からない場合は、合計のみ記入

してください。 ※平成 年７月１日時点（数字を記入）

代以下
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代以上
平均 人

中央値 人

合計
平均 人

中央値 人

問 ．当事者会員の平均年齢はどれくらいですか。※平成 年 月１日時点（○は１つ）

 代以下 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代以上 （ ）

無回答 （ ）

問 と問 の

合計は同じに

なるようにし

てください
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問 ．貴団体の当事者会員数を教えてください。（数字を記入）

平均 人、中央値 人

問 ．当事者会員の年代別の人数を教えてください。年代別の内訳が分からない場合は、合計のみ記入

してください。 ※平成 年７月１日時点（数字を記入）

代以下
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代
平均 人

中央値 人

代以上
平均 人

中央値 人

合計
平均 人

中央値 人

問 ．当事者会員の平均年齢はどれくらいですか。※平成 年 月１日時点（○は１つ）

 代以下 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代以上 （ ）

無回答 （ ）

問 と問 の

合計は同じに

なるようにし

てください
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Ⅱ．スポーツ活動や運動についておうかがいします

問 ．貴団体では、この１年間のイベントや取組で、どのようなスポーツや運動を行いましたか。

また、今後も続けていきたいスポーツや運動、新たに取り入れたいスポーツや運動はありますか。

競技性の強いものから軽めの運動まで、身体を動かすものはすべてお答えください。

（あてはまるもの全ての番号を記入）

この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など） （ ） （ ）

 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エクササイズ、エアロビ

クス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）
（ ） （ ）

 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボール

など）を用いる運動
（ ） （ ）

 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含めます） （ ） （ ）

 水泳・遊泳（水中歩行・水中運動） （ ） （ ）

 球技（キャッチボールなどのボールを使った軽い運動も含めます） （ ） （ ）

 ダンス（フォークダンス、ジャズダンス、社交ダンス、フラダンス、

バレエ、民謡踊りなど）
（ ） （ ）

 格闘技（ボクシング、レスリング、相撲など） （ ） （ ）

 武道（柔道、剣道、空手、合気道など） （ ） （ ）

 射的（弓道、アーチェリー、ダーツ、スポーツ吹矢など） （ ） （ ）

 ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど） （ ） （ ）

 ウォータースポーツ（ボート、ヨット、スキンダイビング、スクーバ

ダイビング、カヌー、水上バイク、サーフィン、ウィンドサーフィン、

ボディボード、ボードセーリングなど）

（ ） （ ）

 スカイスポーツ（ハングライダー、パラグライダー、スカイダイビン

グなど）
（ ） （ ）

 アウトドアスポーツ（ハイキング、ワンダーフォーゲル、釣り、登山、

キャンプなど）
（ ） （ ）

 サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ （ ） （ ）

 ブラインドサッカー （ ） （ ）

 車いすテニス （ ） （ ）

 サウンドテーブルテニス （ ） （ ）

 シッティングバレーボール （ ） （ ）

 車椅子バスケットボール （ ） （ ）
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この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ウィルチェアーラグビー（車いすラグビー） （ ） （ ）

 ボッチャ （ ） （ ）

 その他（具体的に： ） （ ） （ ）

 特になし （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）

問 で ～ のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由は何ですか。（○はいくつでも）

 健康・体力づくりのため （ ）

 レクリエーションの一環として、楽しみづく

りのため （ ）

 リハビリテーションや医療・治療のため

（ ）

 当事者会員相互や職員との交流を深めるため

（ ）

 障害者スポーツ大会に参加するため

（ ）

 目標や記録に挑戦するため （ ）

 その他

（具体的に： ）

（ ）

無回答 （ ）

付問 ．スポーツや運動の指導は、誰が行っていますか。（○はいくつでも）

 団体の職員 （ ）

 家族、ボランティア （ ）

 医師や理学療法士等の医療関係者 （ ）

 障害者スポーツ施設の職員 （ ）

 地域の公共スポーツ施設の職員 （ ）

 地域のスポーツ推進委員 （ ）

 その他

（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．スポーツや運動を指導している人が有している資格は何ですか。（○はいくつでも）

 障がい者スポーツ指導員 （ ）

 障がい者スポーツコーチ （ ）

 障がい者スポーツ医 （ ）

 障がい者スポーツトレーナー （ ）

 その他の障害者スポーツに関する資格

（具体的に： ）

（ ）

 保健体育教員 （ ）

 日本体育協会公認スポーツ指導者

（ ）

 その他の資格

（具体的に： ） （ ）

 資格は有していない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所はどこですか。（○はいくつでも）

 団体の敷地内 （ ）

 道路や遊歩道 （ ）

 広場や公園 （ ）

 民間のスポーツ施設 （ ）

 公共のスポーツ施設（障害者専用施設）

（ ）

 公共のスポーツ施設（障害者専用施設

以外） （ ）

 公立小中学校の体育施設 （ ）

 特別支援学校の体育施設 （ ）

 福祉施設 （ ）

 医療機関 （ ）

 山・川・海 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするために、

運営上、工夫していることはありますか。（○はいくつでも）

 当事者会員に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている （ ）

 当事者会員の障害にあったスポーツや運動を実施している （ ）

 当事者会員のレベルにあった内容となるように配慮している （ ）

 当事者会員向けの情報提供（案内の内容、配布方法、時期など） （ ）

 職員が障害者スポーツや運動に関する研修に参加している （ ）

 保護者やボランティアが障害者スポーツや運動に関する研修に参加している （ ）

 医療機関等（又は団体の医師等）と連携して安全上の配慮をしている （ ）

 家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめるスポーツや運動を取り入れている

（ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特に工夫していることはない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ウィルチェアーラグビー（車いすラグビー） （ ） （ ）

 ボッチャ （ ） （ ）

 その他（具体的に： ） （ ） （ ）

 特になし （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）

問 で ～ のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由は何ですか。（○はいくつでも）

 健康・体力づくりのため （ ）

 レクリエーションの一環として、楽しみづく

りのため （ ）

 リハビリテーションや医療・治療のため

（ ）

 当事者会員相互や職員との交流を深めるため

（ ）

 障害者スポーツ大会に参加するため

（ ）

 目標や記録に挑戦するため （ ）

 その他

（具体的に： ）

（ ）

無回答 （ ）

付問 ．スポーツや運動の指導は、誰が行っていますか。（○はいくつでも）

 団体の職員 （ ）

 家族、ボランティア （ ）

 医師や理学療法士等の医療関係者 （ ）

 障害者スポーツ施設の職員 （ ）

 地域の公共スポーツ施設の職員 （ ）

 地域のスポーツ推進委員 （ ）

 その他

（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．スポーツや運動を指導している人が有している資格は何ですか。（○はいくつでも）

 障がい者スポーツ指導員 （ ）

 障がい者スポーツコーチ （ ）

 障がい者スポーツ医 （ ）

 障がい者スポーツトレーナー （ ）

 その他の障害者スポーツに関する資格

（具体的に： ）

（ ）

 保健体育教員 （ ）

 日本体育協会公認スポーツ指導者

（ ）

 その他の資格

（具体的に： ） （ ）

 資格は有していない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

付属資料 27 
 

付問 ．スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所はどこですか。（○はいくつでも）

 団体の敷地内 （ ）

 道路や遊歩道 （ ）

 広場や公園 （ ）

 民間のスポーツ施設 （ ）

 公共のスポーツ施設（障害者専用施設）

（ ）

 公共のスポーツ施設（障害者専用施設

以外） （ ）

 公立小中学校の体育施設 （ ）

 特別支援学校の体育施設 （ ）

 福祉施設 （ ）

 医療機関 （ ）

 山・川・海 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．当事者会員がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするために、

運営上、工夫していることはありますか。（○はいくつでも）

 当事者会員に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている （ ）

 当事者会員の障害にあったスポーツや運動を実施している （ ）

 当事者会員のレベルにあった内容となるように配慮している （ ）

 当事者会員向けの情報提供（案内の内容、配布方法、時期など） （ ）

 職員が障害者スポーツや運動に関する研修に参加している （ ）

 保護者やボランティアが障害者スポーツや運動に関する研修に参加している （ ）

 医療機関等（又は団体の医師等）と連携して安全上の配慮をしている （ ）

 家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめるスポーツや運動を取り入れている

（ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特に工夫していることはない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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全員にお聞きします

問 ．貴団体がイベントや取組でスポーツや運動を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物や

設備のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 会場までの送迎 （ ）

 障害者への施設開放の促進 （ ）

 障害にあわせたプログラムの充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実 （ ）

 施設や用具等を利用する際に必要な

手続きの支援 （ ）

 障害や障害者、補助犬

（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進 （ ）

 適切な指導者 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 スポーツ用具等の貸出 （ ）

 施設の利用料減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 行いたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 ．貴団体の当事者会員がスポーツ観戦をする上で、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物や

設備のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 会場までの送迎 （ ）

 障害者に配慮した観戦席の充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 テレビ・インターネット等の

文字情報、字幕の対応 （ ）

 情報機器操作の支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実 （ ）

 障害や障害者、補助犬

（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進 （ ）

 一緒に観戦する仲間 （ ）

 観戦料の減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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Ⅲ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会についておうかがいします

問 ．貴団体は、東京 大会に何らかの形で関わりたいと思いますか。オリンピック、パラリンピッ

クそれぞれについてお答えください。（それぞれについてあてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい

 団体として、沿道で観戦したい

 団体として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観

戦したい

 団体として、ボランティアとして関わりたい

 当事者会員がボランティアとして参加することを勧めたい

 関わりたいと思わない

 その他（具体的に： ）

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問 で あるいは を選択した方におうかがいします。

付問 ．どのようなボランティアとして関わりたい（または、参加することを勧めたい）で

すか。オリンピック、パラリンピックそれぞれについてお答えください。（それぞ

れについてあてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 国内外からの旅行者への観光・交通案内

 競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

 会場内での観客・大会関係者の誘導

 チケットチェック等の入場管理

 警備

 選手村でのハウスキーピング等

 選手村や会場の食堂での配膳

 選手村・会場内での清掃

 その他（具体的に： ）

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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全員にお聞きします

問 ．貴団体がイベントや取組でスポーツや運動を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物や

設備のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 会場までの送迎 （ ）

 障害者への施設開放の促進 （ ）

 障害にあわせたプログラムの充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実 （ ）

 施設や用具等を利用する際に必要な

手続きの支援 （ ）

 障害や障害者、補助犬

（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進 （ ）

 適切な指導者 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 スポーツ用具等の貸出 （ ）

 施設の利用料減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 行いたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 ．貴団体の当事者会員がスポーツ観戦をする上で、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物や

設備のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 会場までの送迎 （ ）

 障害者に配慮した観戦席の充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 テレビ・インターネット等の

文字情報、字幕の対応 （ ）

 情報機器操作の支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実 （ ）

 障害や障害者、補助犬

（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進 （ ）

 一緒に観戦する仲間 （ ）

 観戦料の減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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Ⅲ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会についておうかがいします

問 ．貴団体は、東京 大会に何らかの形で関わりたいと思いますか。オリンピック、パラリンピッ

クそれぞれについてお答えください。（それぞれについてあてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 団体として、スタジアム・体育館などで観戦したい

 団体として、沿道で観戦したい

 団体として、テレビ、ラジオ、インターネット配信等で観

戦したい

 団体として、ボランティアとして関わりたい

 当事者会員がボランティアとして参加することを勧めたい

 関わりたいと思わない

 その他（具体的に： ）

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

問 で あるいは を選択した方におうかがいします。

付問 ．どのようなボランティアとして関わりたい（または、参加することを勧めたい）で

すか。オリンピック、パラリンピックそれぞれについてお答えください。（それぞ

れについてあてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 国内外からの旅行者への観光・交通案内

 競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

 会場内での観客・大会関係者の誘導

 チケットチェック等の入場管理

 警備

 選手村でのハウスキーピング等

 選手村や会場の食堂での配膳

 選手村・会場内での清掃

 その他（具体的に： ）

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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付問 ．当事者会員が、ボランティアを行う際に必要な支援は何ですか。（それぞれについて

あてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関する情報提供の充実

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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Ⅳ．文化、芸術活動についておうかがいします

問 ．貴団体は、文化、芸術活動に関するイベント・取組を行っていますか。（○はいくつでも）

※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

． コンサートや映画、演劇などに行く （ ）

． コンサートや映画、演劇などを開催する （ ）

． 美術館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会なども含む） （ ）

． 当事者会員の美術展覧会などを開催する （ ）

． 動物園や植物園、水族館などに行く （ ）

． 音楽活動をする（歌や楽器の演奏など） （ ）

． 美術などの創作活動をする（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など） （ ）

． 文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小説、評論など） （ ）

． 講演会、セミナー、各種講座に参加する （ ）

講演会、セミナー、各種講座を開催する （ ）

伝統文化などの活動をする（伝統芸能、茶道など） （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

無回答 （ ）

問 ．貴団体が文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に、必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

 文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化

（ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 活動できる場の充実 （ ）

 障害にあわせたプログラムの充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設や用具等を利用する際に必要な手続きの支

援 （ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助

犬、聴導犬）などに対する理解促進

（ ）

 適切な指導者 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 用具等の貸出 （ ）

 施設の利用料減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 行いたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．当事者会員が、ボランティアを行う際に必要な支援は何ですか。（それぞれについて

あてはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 会場や選手村などの建物や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関する情報提供の充実

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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Ⅳ．文化、芸術活動についておうかがいします

問 ．貴団体は、文化、芸術活動に関するイベント・取組を行っていますか。（○はいくつでも）

※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

． コンサートや映画、演劇などに行く （ ）

． コンサートや映画、演劇などを開催する （ ）

． 美術館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会なども含む） （ ）

． 当事者会員の美術展覧会などを開催する （ ）

． 動物園や植物園、水族館などに行く （ ）

． 音楽活動をする（歌や楽器の演奏など） （ ）

． 美術などの創作活動をする（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など） （ ）

． 文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小説、評論など） （ ）

． 講演会、セミナー、各種講座に参加する （ ）

講演会、セミナー、各種講座を開催する （ ）

伝統文化などの活動をする（伝統芸能、茶道など） （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

無回答 （ ）

問 ．貴団体が文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に、必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

 文化、芸術活動を行う施設のバリアフリー化

（ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 活動できる場の充実 （ ）

 障害にあわせたプログラムの充実 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設や用具等を利用する際に必要な手続きの支

援 （ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助

犬、聴導犬）などに対する理解促進

（ ）

 適切な指導者 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 用具等の貸出 （ ）

 施設の利用料減免 （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 行いたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）
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Ⅴ．ボランティア活動についておうかがいします

問 ．貴団体は、当事者会員のボランティア活動への参加について、どのように考えていますか。（○

は１つ）

 積極的に支援したい （ ）

 できれば支援したい （ ）

 支援したいが難しい （ ）

 それぞれの当事者会員に任せたい （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 現在、当事者会員のボランティア活動への参加を支援していますか。（○は１つ）

 支援しており、今後も支援したい

（ ）

 支援していないが、今後は支援したい

（ ）

 支援しておらず、今後も予定はない

（ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 で あるいは のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．今までにどのような分野のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。

（それぞれについて、当てはまるすべての番号を記載）

今まで支援

したもの

今後支援した

いもの

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなど

の教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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付問 ．今までにどのような内容のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれ当てはまるすべての番号を記載）

全員にお聞きします

問 ．貴団体が、当事者会員のボランティア活動を後押しする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

（ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導

犬）などに対する理解促進 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 ボランティア活動に関する情報提供

の充実 （ ）

 その他（具体的に： ）

（ ）

 特にない （ ）

 後押ししたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

今まで支援したもの 今後支援したいもの

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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Ⅴ．ボランティア活動についておうかがいします

問 ．貴団体は、当事者会員のボランティア活動への参加について、どのように考えていますか。（○

は１つ）

 積極的に支援したい （ ）

 できれば支援したい （ ）

 支援したいが難しい （ ）

 それぞれの当事者会員に任せたい （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 現在、当事者会員のボランティア活動への参加を支援していますか。（○は１つ）

 支援しており、今後も支援したい

（ ）

 支援していないが、今後は支援したい

（ ）

 支援しておらず、今後も予定はない

（ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

問 で あるいは のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．今までにどのような分野のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。

（それぞれについて、当てはまるすべての番号を記載）

今まで支援

したもの

今後支援した

いもの

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなど

の教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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付問 ．今までにどのような内容のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれ当てはまるすべての番号を記載）

全員にお聞きします

問 ．貴団体が、当事者会員のボランティア活動を後押しする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

（ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導

犬）などに対する理解促進 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 ボランティア活動に関する情報提供

の充実 （ ）

 その他（具体的に： ）

（ ）

 特にない （ ）

 後押ししたいと思わない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

今まで支援したもの 今後支援したいもの

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問 ．貴団体の当事者会員が行うボランティア活動について、これまでに貴団体が把握しているものは

ありますか。また、今後、貴団体として、当事者会員に参加を勧めたいものはありますか。分野、

活動内容について、分かる範囲でお答えください。（それぞれについて、当てはまるすべての番号

を記載）

【分野】

【活動内容】

これまでに当事

者会員が参加し

た分野

今後当事者会員

に勧めたい分野

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

これまでに当事者会員

が参加した活動内容

今後当事者会員に勧め

たい活動内容

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問 ．貴団体の当事者会員が、ボランティア活動をする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

（ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導

犬）などに対する理解促進 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 ボランティア活動に関する情報提供

の充実 （ ）

 その他

（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

Ⅵ．情報アクセシビリティについておうかがいします

問 ．貴団体の当事者会員が、情報を入手したりコミュニケーションをとる上で、どのような配慮があ

るとよいですか。（○はいくつでも）

 それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、点字、テキストデータな

ど）で提供してほしい （ ）

 誰もが読みやすい文字などを使用してほしい （ ）

 パンフレットやホームページなどを色の使い方に配慮して作成してほしい （ ）

 問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せてほしい

（ ）

 （ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい （ ）

 手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい （ ）

 わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい （ ）

 動画などでわかる資料を作成してほしい （ ）

 必要な情報をわかりやすく説明してくれる人がほしい （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

◆最後に、貴団体名をご記入ください。

貴団体名

ご協力ありがとうございました
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問 ．貴団体の当事者会員が行うボランティア活動について、これまでに貴団体が把握しているものは

ありますか。また、今後、貴団体として、当事者会員に参加を勧めたいものはありますか。分野、

活動内容について、分かる範囲でお答えください。（それぞれについて、当てはまるすべての番号

を記載）

【分野】

【活動内容】

これまでに当事

者会員が参加し

た分野

今後当事者会員

に勧めたい分野

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝い

などの教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

これまでに当事者会員

が参加した活動内容

今後当事者会員に勧め

たい活動内容

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問 ．貴団体の当事者会員が、ボランティア活動をする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化 （ ）

 交通機関やまちのバリアフリー化 （ ）

 活動の場までの送迎 （ ）

 介助者や手話通訳などの支援 （ ）

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

（ ）

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

（ ）

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導

犬）などに対する理解促進 （ ）

 一緒に行う仲間 （ ）

 ボランティア活動に関する情報提供

の充実 （ ）

 その他

（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

Ⅵ．情報アクセシビリティについておうかがいします

問 ．貴団体の当事者会員が、情報を入手したりコミュニケーションをとる上で、どのような配慮があ

るとよいですか。（○はいくつでも）

 それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、点字、テキストデータな

ど）で提供してほしい （ ）

 誰もが読みやすい文字などを使用してほしい （ ）

 パンフレットやホームページなどを色の使い方に配慮して作成してほしい （ ）

 問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを載せてほしい

（ ）

 （ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい （ ）

 手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい （ ）

 わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい （ ）

 動画などでわかる資料を作成してほしい （ ）

 必要な情報をわかりやすく説明してくれる人がほしい （ ）

 その他（具体的に： ） （ ）

 特にない （ ）

 わからない （ ）

無回答 （ ）

◆最後に、貴団体名をご記入ください。

貴団体名

ご協力ありがとうございました
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サービス事業所調査票
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Ⅰ．貴事業所の概要についておうかがいします

問 ．利用者の定員を教えてください。（数字を記入）

平均 人

問 ．年代別の利用者数を教えてください。年代別の内訳が分からない場合は、合計のみ記入してくだ

さい。 ※平成 年 月 日時点（数字を記入） ＊以下の数値は平均人数

代以下 代 代 代 代 代以上 合計

人 人 人 人 人 人 人

問 ．利用者の平均年齢はどれくらいですか。※平成 年 月 日時点（○は１つ）

 代以下 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代 （ ）

 代以上 （ ）

無回答 （ ）

問 ．利用者の障害名を教えてください。（最も利用者数が多い障害に◎、その他当てはまる障害にいく

つでも○）

すべて 最も多い

 肢体不自由

 視覚障害

 聴覚障害

 音声・言語・そしゃく機能障害

 知的障害

 精神障害

 発達障害

 高次脳機能障害

 内部障害、難病等

 その他（具体的に： ）

 無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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問 ．貴事業所が提供している障害福祉サービス事業等を教えてください。（○はいくつでも）

＜介護給付＞

 居宅介護

 重度訪問介護

 同行援護

 行動援護

 重度障害者等包括支援

 短期入所

 療養介護

 生活介護

 施設入所支援

＜訓練等給付＞

 自立訓練（機能訓練）

 自立訓練（生活訓練）

 宿泊型自立訓練

 就労移行支援

 就労継続支援

 就労継続支援

 共同生活援助

＜相談支援＞

 地域移行支援

 地域定着支援

 計画相談支援

＜その他＞

 その他

（具体的に： ）

無回答
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問 ．貴事業所が提供している障害福祉サービス事業等を教えてください。（○はいくつでも）

＜介護給付＞

 居宅介護

 重度訪問介護

 同行援護

 行動援護

 重度障害者等包括支援

 短期入所

 療養介護

 生活介護

 施設入所支援

＜訓練等給付＞

 自立訓練（機能訓練）

 自立訓練（生活訓練）

 宿泊型自立訓練

 就労移行支援

 就労継続支援

 就労継続支援

 共同生活援助

＜相談支援＞

 地域移行支援

 地域定着支援

 計画相談支援

＜その他＞

 その他

（具体的に： ）

無回答
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Ⅱ．スポーツ活動や運動についておうかがいします

問 ．貴事業所では、この１年間のイベントや取組で、どのようなスポーツや運動を行いましたか。

また、今後も続けていきたいスポーツや運動、新たに取り入れたいスポーツや運動はあります

か。競技性の強いものから軽めの運動まで、身体を動かすものはすべてお答えください。

（当てはまるもの全ての番号を記入）

この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ウォーキング、散歩（散策、ペットの散歩など）

 体操（ラジオ体操、職場体操、ストレッチ、エクササイズ、エアロビ

クス、ヨガ、ピラティス、縄跳びなど）

 室内運動器具（ウエイト器具、ランニングマシーン、バランスボール

など）を用いる運動

 陸上競技（ランニング、ジョギングなどの軽い運動も含めます）

 水泳・遊泳（水中歩行・水中運動）

 球技（キャッチボールなどのボールを使った軽い運動も含めます）

 ダンス（フォークダンス、ジャズダンス、社交ダンス、フラダンス、

バレエ、民謡踊りなど）

 格闘技（ボクシング、レスリング、相撲など）

 武道（柔道、剣道、空手、合気道など）

 射的（弓道、アーチェリー、ダーツ、スポーツ吹矢など）

 ウィンタースポーツ（スキー、スノーボード、スケートなど）

 ウォータースポーツ（ボート、ヨット、スキンダイビング、スクーバ

ダイビング、カヌー、水上バイク、サーフィン、ウィンドサーフィン、

ボディボード、ボードセーリングなど）

 スカイスポーツ（ハングライダー、パラグライダー、スカイダイビン

グなど）

 アウトドアスポーツ（ハイキング、ワンダーフォーゲル、釣り、登山、

キャンプなど）

 サイクリング、モーター（サイクル）スポーツ

 ブラインドサッカー

 車いすテニス

 サウンドテーブルテニス

 シッティングバレーボール

 車椅子バスケットボール

 ウィルチェアーラグビー（車いすラグビー）
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この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ボッチャ

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

問 で ～ のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由はなんですか。（○はいくつでも）

 健康・体力づくりのため

 レクリエーションの一環とし

て、楽しみづくりのため

 リハビリテーションや医療・治

療のため

 利用者相互や職員との交流を深

めるため

 障害者スポーツ大会に参加

するため

 目標や記録に挑戦するため

 その他

（具体的に： ）

無回答

付問 ．スポーツや運動の指導は、誰が行っていますか。（○はいくつでも）

 事業所の職員

 法人の職員

 家族、ボランティア

 医師や理学療法士等の医療関係者

 障害者スポーツ施設の職員

 地域の公共スポーツ施設の

職員

 地域のスポーツ推進委員

 その他

（具体的に： ）

無回答

付問 ．スポーツや運動を指導している人が有している資格は何ですか。（○はいくつでも）

 障がい者スポーツ指導員

 障がい者スポーツコーチ

 障がい者スポーツ医

 障がい者スポーツトレーナー

 その他の障害者スポーツに関す

る資格

（具体的に： ）

 保健体育教員

 日本体育協会公認スポーツ

指導者

 その他の資格

（具体的に： ）

 資格は有していない

 わからない

無回答
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付問 ．スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所はどこですか。（○はいくつでも）

 事業所の敷地内

 道路や遊歩道

 広場や公園

 民間のスポーツ施設

 公共のスポーツ施設（障害

者専用施設）

 公共のスポーツ施設（障害

者専用施設以外）

 公立小中学校の体育施設

 特別支援学校の体育施設

 福祉施設

 医療機関

 山・川・海

 その他（具体的に： ）

無回答

付問 ．利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするために、運営上、

工夫していることはありますか。（○はいくつでも）

 利用者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている

 利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している

 利用者のレベルにあった内容となるように配慮している

 利用者向けの情報提供（案内の内容、配布方法、時期など）

 職員が障害者スポーツや運動に関する研修に参加している

 保護者やボランティアが障害者スポーツに関する研修に参加している

 医療機関等（又は事業所の医師等）と連携した安全上の配慮

 家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめるスポーツや運動を

取り入れている

 その他（具体的に： ）

 特に工夫していることはない

 わからない

無回答
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この１年間
のイベント
や取組で行
ったスポー
ツや運動

今後も続け
ていきたい
スポーツや
運動、新た
に取り入れ
たいスポー
ツや運動

 ボッチャ

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

問 で ～ のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．イベントや取組にスポーツや運動を取り入れた理由はなんですか。（○はいくつでも）

 健康・体力づくりのため

 レクリエーションの一環とし

て、楽しみづくりのため

 リハビリテーションや医療・治

療のため

 利用者相互や職員との交流を深

めるため

 障害者スポーツ大会に参加

するため

 目標や記録に挑戦するため

 その他

（具体的に： ）

無回答

付問 ．スポーツや運動の指導は、誰が行っていますか。（○はいくつでも）

 事業所の職員

 法人の職員

 家族、ボランティア

 医師や理学療法士等の医療関係者

 障害者スポーツ施設の職員

 地域の公共スポーツ施設の

職員

 地域のスポーツ推進委員

 その他

（具体的に： ）

無回答

付問 ．スポーツや運動を指導している人が有している資格は何ですか。（○はいくつでも）

 障がい者スポーツ指導員

 障がい者スポーツコーチ

 障がい者スポーツ医

 障がい者スポーツトレーナー

 その他の障害者スポーツに関す

る資格

（具体的に： ）

 保健体育教員

 日本体育協会公認スポーツ

指導者

 その他の資格

（具体的に： ）

 資格は有していない

 わからない

無回答
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付問 ．スポーツや運動を含むイベント・取組を行った場所はどこですか。（○はいくつでも）

 事業所の敷地内

 道路や遊歩道

 広場や公園

 民間のスポーツ施設

 公共のスポーツ施設（障害

者専用施設）

 公共のスポーツ施設（障害

者専用施設以外）

 公立小中学校の体育施設

 特別支援学校の体育施設

 福祉施設

 医療機関

 山・川・海

 その他（具体的に： ）

無回答

付問 ．利用者がスポーツや運動を含むイベント・取組に参加しやすくするために、運営上、

工夫していることはありますか。（○はいくつでも）

 利用者に参加したいスポーツや運動について希望を聞いている

 利用者の障害にあったスポーツや運動を実施している

 利用者のレベルにあった内容となるように配慮している

 利用者向けの情報提供（案内の内容、配布方法、時期など）

 職員が障害者スポーツや運動に関する研修に参加している

 保護者やボランティアが障害者スポーツに関する研修に参加している

 医療機関等（又は事業所の医師等）と連携した安全上の配慮

 家族等を含む、障害のある人もない人もともに楽しめるスポーツや運動を

取り入れている

 その他（具体的に： ）

 特に工夫していることはない

 わからない

無回答
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全員にお聞きします
問 ．貴事業所がイベントや取組でスポーツや運動を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物

や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 会場までの送迎

 障害者への施設開放の促進

 障害にあわせたプログラムの充実

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問

合せ方法の充実

 施設や用具等を利用する際に必

要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する理

解促進

 適切な指導者

 一緒に行う仲間

 スポーツ用具等の貸出

 施設の利用料減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 行いたいと思わない

 わからない

無回答

問 ．貴事業所の利用者がスポーツを観戦する上で、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物

や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 会場までの送迎

 障害者に配慮した観戦席の充

実

 介助者や手話通訳などの支援

 テレビ・インターネット等の文

字情報、字幕の対応

 情報機器操作の支援

 障害に対応した情報の提供や問

合せ方法の充実

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する理

解促進

 一緒に観戦する仲間

 観戦料の減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答
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Ⅲ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会についておうかがいします

問 ．貴事業所は、東京 大会に何らかの形で関わりたいと思いますか。オリンピック、パラリンピ

ックそれぞれについてお答えください。（それぞれについて当てはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 事業所として、スタジアム・体育館などで観戦したい

 事業所として、沿道で観戦したい

 事業所として、テレビ、ラジオ、インターネット配信

等で観戦したい

 事業所として、ボランティアとして関わりたい

 利用者がボランティアとして参加することを勧めたい

 関わりたいと思わない

 その他（具体的に： ）

 わからない

無回答

問 で あるいは を選択した方におうかがいします。

付問 ．どのようなボランティアとして関わりたい（または、参加することを勧めたい）で

すか。オリンピック、パラリンピックそれぞれについてお答えください。（それぞ

れについて当てはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 国内外からの旅行者への観光・交通案内

 競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

 会場内での観客・大会関係者の誘導

 チケットチェック等の入場管理

 警備

 選手村でのハウスキーピング等

 選手村や会場の食堂での配膳

 選手村・会場内での清掃

 その他（具体的に： ）

無回答



付属資料 42 
 

全員にお聞きします
問 ．貴事業所がイベントや取組でスポーツや運動を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物

や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 会場までの送迎

 障害者への施設開放の促進

 障害にあわせたプログラムの充実

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問

合せ方法の充実

 施設や用具等を利用する際に必

要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する理

解促進

 適切な指導者

 一緒に行う仲間

 スポーツ用具等の貸出

 施設の利用料減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 行いたいと思わない

 わからない

無回答

問 ．貴事業所の利用者がスポーツを観戦する上で、必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 スタジアム、体育館などの建物

や設備のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 会場までの送迎

 障害者に配慮した観戦席の充

実

 介助者や手話通訳などの支援

 テレビ・インターネット等の文

字情報、字幕の対応

 情報機器操作の支援

 障害に対応した情報の提供や問

合せ方法の充実

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する理

解促進

 一緒に観戦する仲間

 観戦料の減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

付属資料 43 
 

Ⅲ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会についておうかがいします

問 ．貴事業所は、東京 大会に何らかの形で関わりたいと思いますか。オリンピック、パラリンピ

ックそれぞれについてお答えください。（それぞれについて当てはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 事業所として、スタジアム・体育館などで観戦したい

 事業所として、沿道で観戦したい

 事業所として、テレビ、ラジオ、インターネット配信

等で観戦したい

 事業所として、ボランティアとして関わりたい

 利用者がボランティアとして参加することを勧めたい

 関わりたいと思わない

 その他（具体的に： ）

 わからない

無回答

問 で あるいは を選択した方におうかがいします。

付問 ．どのようなボランティアとして関わりたい（または、参加することを勧めたい）で

すか。オリンピック、パラリンピックそれぞれについてお答えください。（それぞ

れについて当てはまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 国内外からの旅行者への観光・交通案内

 競技会場の最寄駅から会場までの観客案内

 会場内での観客・大会関係者の誘導

 チケットチェック等の入場管理

 警備

 選手村でのハウスキーピング等

 選手村や会場の食堂での配膳

 選手村・会場内での清掃

 その他（具体的に： ）

無回答



付属資料 44 
 

付問 ．利用者が、ボランティアを行う際に必要な支援は何ですか。（それぞれについて当て

はまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関する情報提供の充実

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

付属資料 45 
 

Ⅳ．文化、芸術活動についておうかがいします

問 ．貴事業所は、文化、芸術活動に関するイベント・取組を行っていますか。（○はいくつでも）

※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

． コンサートや映画、演劇などに行く

． コンサートや映画、演劇などを開催する

． 美術館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会な

ども含む）

． 利用者の美術展覧会などを開催する

． 動物園や植物園、水族館などに行く

． 音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）

． 美術などの創作活動をする（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など）

． 文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小説、評論など）

． 講演会、セミナー、各種講座に参加する

 講演会、セミナー、各種講座を開催する

 伝統文化などの活動をする（伝統芸能、茶道など）

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

問 ．貴事業所が文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は

３つまで）※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

 文化、芸術活動を行う施設の

バリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 活動できる場の充実

 障害にあわせたプログラムの

充実

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲

導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 適切な指導者

 一緒に行う仲間

 用具等の貸出

 施設の利用料減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 行いたいと思わない

 わからない

無回答



付属資料 44 
 

付問 ．利用者が、ボランティアを行う際に必要な支援は何ですか。（それぞれについて当て

はまるすべての番号を記入）

オリンピック パラリンピック

 会場や選手村などの建物や設備の

バリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関する情報提供の充実

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

付属資料 45 
 

Ⅳ．文化、芸術活動についておうかがいします

問 ．貴事業所は、文化、芸術活動に関するイベント・取組を行っていますか。（○はいくつでも）

※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

． コンサートや映画、演劇などに行く

． コンサートや映画、演劇などを開催する

． 美術館、博物館などに行く（館外で開催される美術展、展覧会な

ども含む）

． 利用者の美術展覧会などを開催する

． 動物園や植物園、水族館などに行く

． 音楽活動をする（歌や楽器の演奏など）

． 美術などの創作活動をする（絵画、彫刻、陶芸、書道、華道など）

． 文芸活動をする（短歌・俳句、詩作、小説、評論など）

． 講演会、セミナー、各種講座に参加する

 講演会、セミナー、各種講座を開催する

 伝統文化などの活動をする（伝統芸能、茶道など）

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答

問 ．貴事業所が文化、芸術活動に関するイベント・取組を行う際に、必要な支援は何ですか。（○は

３つまで）※ここでいう活動には、スポーツとボランティアは含みません。

 文化、芸術活動を行う施設の

バリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 活動できる場の充実

 障害にあわせたプログラムの

充実

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設や用具等を利用する際に

必要な手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲

導犬、介助犬、聴導犬）

などに対する理解促進

 適切な指導者

 一緒に行う仲間

 用具等の貸出

 施設の利用料減免

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 行いたいと思わない

 わからない

無回答



付属資料 46 
 

Ⅴ．ボランティア活動についておうかがいします

問 ．貴事業所は、利用者のボランティア活動への参加について、どのように考えていますか。（○は

１つ）

 積極的に支援したい

 できれば支援したい

 支援したいが難しい

 それぞれの利用者に任せたい

 わからない

無回答

問 ．現在、利用者のボランティア活動への参加を支援していますか。（○は１つ）

 支援しており、今後も支

援したい

 支援していないが、今後

は支援したい

 支援しておらず、今後も予定は

ない

 わからない

無回答

問 で あるいは のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．今までにどのような分野のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれについて、当てはまるすべての番号を

記載）

今まで支援

したもの

今後支援した

いもの

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなど

の教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

無回答

付属資料 47 
 

付問 ．今までにどのような内容のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれ当てはまるすべての番号を記載）

今まで支援したもの 今後支援したいもの

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答



付属資料 46 
 

Ⅴ．ボランティア活動についておうかがいします

問 ．貴事業所は、利用者のボランティア活動への参加について、どのように考えていますか。（○は

１つ）

 積極的に支援したい

 できれば支援したい

 支援したいが難しい

 それぞれの利用者に任せたい

 わからない

無回答

問 ．現在、利用者のボランティア活動への参加を支援していますか。（○は１つ）

 支援しており、今後も支

援したい

 支援していないが、今後

は支援したい

 支援しておらず、今後も予定は

ない

 わからない

無回答

問 で あるいは のいずれかを選択した方におうかがいします。

付問 ．今までにどのような分野のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれについて、当てはまるすべての番号を

記載）

今まで支援

したもの

今後支援した

いもの

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関する活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、手伝いなど

の教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

無回答

付属資料 47 
 

付問 ．今までにどのような内容のボランティア活動への参加を支援したことがありますか。

あるいは今後支援したいですか。（それぞれ当てはまるすべての番号を記載）

今まで支援したもの 今後支援したいもの

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

無回答



付属資料 48 
 

全員にお聞きします

問 ．貴事業所が、利用者のボランティア活動を後押しする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な

手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する

理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関

する情報提供の充実

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 後押ししたいと思わな

い

 わからない

無回答

問 ．貴事業所の利用者が行うボランティア活動について、これまでに貴事業所が把握しているものは

ありますか。また、今後、貴事業所として、利用者に参加を勧めたいものはありますか。分野、

活動内容について、分かる範囲でお答えください。（それぞれについて、当てはまるすべての番号

を記載）

【分野】

これまでに利用者

が参加した分野

今後利用者に勧め

たい分野

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関す

る活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、

手伝いなどの教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

わからない

無回答

付属資料 49 
 

【活動内容】

問 ．貴事業所の利用者が、ボランティア活動をする上で必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な

手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する

理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動

に関する情報提供

の充実

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

これまでに利用者が

参加した活動内容

今後利用者に勧めたい

活動内容

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答



付属資料 48 
 

全員にお聞きします

問 ．貴事業所が、利用者のボランティア活動を後押しする上で必要な支援は何ですか。

（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な

手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する

理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動に関

する情報提供の充実

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 後押ししたいと思わな

い

 わからない

無回答

問 ．貴事業所の利用者が行うボランティア活動について、これまでに貴事業所が把握しているものは

ありますか。また、今後、貴事業所として、利用者に参加を勧めたいものはありますか。分野、

活動内容について、分かる範囲でお答えください。（それぞれについて、当てはまるすべての番号

を記載）

【分野】

これまでに利用者

が参加した分野

今後利用者に勧め

たい分野

 障害者、高齢者等の支援などの福祉、医療に関す

る活動

 講演会、教室・学習会、展覧会等の企画・運営、

手伝いなどの教育、文化に関する活動

 スポーツ大会などのスポーツ、運動に関する活動

お祭り、町会・自治会などの地域の活動

企業の商品やサービスの開発・販売促進への協力

その他（具体的に： ）

特にない

わからない

無回答

付属資料 49 
 

【活動内容】

問 ．貴事業所の利用者が、ボランティア活動をする上で必要な支援は何ですか。（○は３つまで）

 活動場所のバリアフリー化

 交通機関やまちのバリアフリ

ー化

 活動の場までの送迎

 介助者や手話通訳などの支援

 障害に対応した情報の提供や

問合せ方法の充実

 施設等を利用する際に必要な

手続きの支援

 障害や障害者、補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）などに対する

理解促進

 一緒に行う仲間

 ボランティア活動

に関する情報提供

の充実

 その他

（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

これまでに利用者が

参加した活動内容

今後利用者に勧めたい

活動内容

 受付・案内

 活動の指導、手伝い

 イベント等の会場準備の手伝い

 清掃

 移動や身の回りの介助などの手伝い

 手話などコミュニケーションの手伝い

 話し相手、遊び相手、学習支援

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答
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Ⅵ．情報アクセシビリティについておうかがいします

問 ．貴事業所の利用者が情報を入手したりコミュニケーションをとる上で、どのような配慮があると

よいですか。（○は３つまで）

 それぞれの障害者が情報入手できるようさまざまな媒体（音声、点字、

テキストデータなど）で提供してほしい

 誰もが読みやすい文字などを使用してほしい

 パンフレットやホームページなどを色の使い方に配慮して作成してほ

しい

 問い合わせ先は電話番号だけでなく、ファックスやメールアドレスを

載せてほしい

 （ツイッター、フェイスブックなど）で発信してほしい

 手話、筆談で対応できる人を増やしてほしい

 わかりやすい文言・表現・絵文字（ピクトグラム）を使用してほしい

 動画などでわかる資料を作成してほしい

 必要な情報をわかりやすく説明してくれる人がほしい

 その他（具体的に： ）

 特にない

 わからない

無回答

◆最後に、貴事業所名、住所、連絡先をご記入ください。

貴事業所名

住所

連絡先
：（ ） － ：（ ） －

：

ご協力ありがとうございました



企業調査票
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Ⅰ．貴社の概要について

問 ．業種についておうかがいします。（○は１つ。※複数該当する場合、最も売上高の大きいもの１つ）

農業､林業､漁業

鉱業､採石業､砂利採取業

建設業

製造業（素材関連）

製造業（機械関連）

製造業（消費関連）

電気･ガス･熱供給･水道業

情報通信業

運輸業

郵便業

卸売業

小売業

金融業､保険業

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

不動産業､物品賃貸業

飲食業

宿泊業

医療・福祉（介護・社会福祉事業）

医療・福祉（介護・社会福祉事業以外）

教育、学習支援業

学術研究､専門･技術サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

複合サービス事業（郵便局､協同組合）

その他サービス業注）

上記以外の業種（ ）

無回答

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（注）「 その他サービス業」は、廃棄物処理業、自動車整備業、機械等修理業、人材サービス業、

建物サービス業など。

問 ．ご回答の範囲をご記入下さい。（○は つ）

単体

連結（対象企業数 社）

（ ）

（ ）

事業所（サイト）

無回答

（ ）

（ ）

問 ．ご回答範囲の従業員数をご記入ください。（数値を記入）

人以下 （ ） 人～ 人以下 （ ）

人～ 人以下 （ ） 人以上 （ ）

人～ 人以下 （ ） 無回答 （ ）

（注）ここでは、派遣会社から派遣を受ける労働者や請負は含みません。

問 ．障害者雇用（正社員、正社員以外を問いません）についてお答えください。

（ ）障害者を雇用していますか。（○は１つ。雇用している場合は人数を記入）

雇用している

（身体障害者 人、知的障害者 人、精神障害者 人）

雇用していない

無回答

（ ）

（ ）

（ ）
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（ ）貴社の障害者実雇用率注）は法定雇用率（ ％）を達成していますか。

（○は１つ。法定雇用率を上回っている場合、下回っている場合は数字を記入）

法定雇用率を上回っている（ ％） （ ）

法定雇用率と同じ（ ％） （ ）

法定雇用率を下回っている（ ％） （ ）

常用労働者数 人以下のため障害者雇用率制度の対象外である （ ）

無回答 （ ）

（注）障害者実雇用率は、常時雇用している全労働者に占める、障害者手帳を所持する障害者の割合

をいいます。なお、週 ～ 時間の短時間労働者は 人を 人分としてカウント、重度身体

障害者・重度知的障害者は 人を 人分（短時間の場合は１人分）でカウントします。

問 ．ボランティア休暇制度がありますか。

ある（年間日数： 日） （ ）

ない （ ）

無回答 （ ）

＜年間日数＞

日未満 （ ）

日以上 日未満 （ ）

日以上 日未満 （ ）

日以上 （ ）

無回答 （ ）

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値
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Ⅱ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムについて

問 ．貴社は、障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していますか。（○は１つ）

実施している （ ）

実施していないが今後実施したい⇒問 へ （ ）

実施しておらず､今後も実施する予定はない⇒問 へ （ ）

無回答 （ ）

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．過去 年間に、どのようなイベントやプログラムを実施しましたか。

（○はいくつでも）

障害者の生活や暮らしを支援するもの （ ）

障害者の芸術活動を支援するもの （ ）

障害者のスポーツ活動を支援するもの （ ）

障害者のボランティア活動を支援するもの （ ）

障害者と健常者が一緒に芸術活動、スポーツ活動をすることを目的としたもの （ ）

健常者が障害者の生活や暮らしを体験するもの （ ）

健常者が障害者の芸術、スポーツ等を体験するもの （ ）

障害者支援に資する自社製品・サービスのニーズ調査 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．貴社が実施したイベントやプログラムに関わる経費の年間総額（直近事業年度の

総額、または過去 年間の経費総額の平均）を教えてください。（数値を記入）

円～ 千万円未満 （ ） 千万円～ 億円未満 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ） 億円～ 億 千万円未満 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ） 無回答 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ）

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値

※単位：万円
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（ ）貴社の障害者実雇用率注）は法定雇用率（ ％）を達成していますか。

（○は１つ。法定雇用率を上回っている場合、下回っている場合は数字を記入）

法定雇用率を上回っている（ ％） （ ）

法定雇用率と同じ（ ％） （ ）

法定雇用率を下回っている（ ％） （ ）

常用労働者数 人以下のため障害者雇用率制度の対象外である （ ）

無回答 （ ）

（注）障害者実雇用率は、常時雇用している全労働者に占める、障害者手帳を所持する障害者の割合

をいいます。なお、週 ～ 時間の短時間労働者は 人を 人分としてカウント、重度身体

障害者・重度知的障害者は 人を 人分（短時間の場合は１人分）でカウントします。

問 ．ボランティア休暇制度がありますか。

ある（年間日数： 日） （ ）

ない （ ）

無回答 （ ）

＜年間日数＞

日未満 （ ）

日以上 日未満 （ ）

日以上 日未満 （ ）

日以上 （ ）

無回答 （ ）

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値
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Ⅱ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムについて

問 ．貴社は、障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラムを実施していますか。（○は１つ）

実施している （ ）

実施していないが今後実施したい⇒問 へ （ ）

実施しておらず､今後も実施する予定はない⇒問 へ （ ）

無回答 （ ）

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．過去 年間に、どのようなイベントやプログラムを実施しましたか。

（○はいくつでも）

障害者の生活や暮らしを支援するもの （ ）

障害者の芸術活動を支援するもの （ ）

障害者のスポーツ活動を支援するもの （ ）

障害者のボランティア活動を支援するもの （ ）

障害者と健常者が一緒に芸術活動、スポーツ活動をすることを目的としたもの （ ）

健常者が障害者の生活や暮らしを体験するもの （ ）

健常者が障害者の芸術、スポーツ等を体験するもの （ ）

障害者支援に資する自社製品・サービスのニーズ調査 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

無回答 （ ）

付問 ．貴社が実施したイベントやプログラムに関わる経費の年間総額（直近事業年度の

総額、または過去 年間の経費総額の平均）を教えてください。（数値を記入）

円～ 千万円未満 （ ） 千万円～ 億円未満 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ） 億円～ 億 千万円未満 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ） 無回答 （ ）

千万円～ 千万円未満 （ ）

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値

※単位：万円
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付問 ．貴社が実施したイベントやプログラムの中から、継続的に実施予定で、取組として

特徴的な事例を最大 つまで、具体的に教えてください。

（名称、概要：それぞれ自由記入、運営に要する実人員の数：数値記入）

（注）運営に要する人員数について、設問では「従業員等」と「ボランティア」に分けたが、

区別がしづらかった可能性があることに留意。

運営に要する実人員

－従業員等
最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値

運営に要する実人員

－ボランティア

最小値 最大値 平均値 中央値 最頻値

付問 ．参加した障害者の種別を教えてください。（最も人数の多いものに◎、それ以外の

参加者すべてに○）

すべて 最も多い

身体障害者 （ ） （ ）

知的障害者 （ ） （ ）

精神障害者 （ ） （ ）

難病 （ ） （ ）

その他（具体的に： ） （ ） （ ）

わからない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）

付問 ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム（問 で回答したもの）を

実施するため、どのような配慮や工夫を行いましたか。（○はいくつでも）

建物や設備のバリアフリー化 （ ）

会場までの送迎 （ ）

情報の事前周知の徹底 （ ）

障害に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実 （ ）

イベント等開催時の手話通訳、文字表示、点字資料などの配慮 （ ）

介助者の確保あるいは費用負担 （ ）

社員の障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する

理解の促進
（ ）

障害者等からの助言、連携 （ ）

医療機関等の専門家からの助言、連携 （ ）

必要に応じて休憩できる場所の確保 （ ）

予算の確保 （ ）

参加料の減免 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム（問 で回答したもの）を

実施したことにより、貴社にとってどのような効果がありましたか。

（○はいくつでも）

社員の障害者に対する理解が深まった （ ）

障害者のニーズが把握できた （ ）

社内の一体感が高まった （ ）

企業の知名度や企業イメージが向上した （ ）

売上高または利益が増加した （ ）

障害者や市民団体との連携が深まった （ ）

新規事業のアイデアやヒントが得られた （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）

全ての企業にうかがいます
問 ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム（問 で回答したもの）を実施すること

について、課題と感じていることがありますか。（○はいくつでも）

参加する障害者が少ない （ ）

イベントやプログラムの効果的な周知方法がわからない （ ）

イベントやプログラムの周知や問い合わせ対応について、障害に対応した

準備が難しい
（ ）

イベントやプログラムの内容が障害者のニーズに合っているかどうか

わからない
（ ）

イベントやプログラムの企画に障害者の意見を反映できていない （ ）

障害に配慮した運営が難しい （ ）

その他（ ） （ ）

特にない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム（問 で回答したもの）を

実施したことにより、貴社にとってどのような効果がありましたか。

（○はいくつでも）

社員の障害者に対する理解が深まった （ ）

障害者のニーズが把握できた （ ）

社内の一体感が高まった （ ）

企業の知名度や企業イメージが向上した （ ）

売上高または利益が増加した （ ）

障害者や市民団体との連携が深まった （ ）

新規事業のアイデアやヒントが得られた （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）

全ての企業にうかがいます
問 ．障害者を主な対象やテーマとしたイベントやプログラム（問 で回答したもの）を実施すること

について、課題と感じていることがありますか。（○はいくつでも）

参加する障害者が少ない （ ）

イベントやプログラムの効果的な周知方法がわからない （ ）

イベントやプログラムの周知や問い合わせ対応について、障害に対応した

準備が難しい
（ ）

イベントやプログラムの内容が障害者のニーズに合っているかどうか

わからない
（ ）

イベントやプログラムの企画に障害者の意見を反映できていない （ ）

障害に配慮した運営が難しい （ ）

その他（ ） （ ）

特にない （ ）

無回答 （ ）
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Ⅲ．障害者のイベントやプログラムへの参加やボランティア活動について

問 ．この１年間で、貴社のイベントやプログラム（Ⅱで回答した障害者を主な対象やテーマとしたイ

ベントやプログラム以外）に、障害者が参加者として参加した実績はありますか。（○は１つ）

ある （ ） わからない （ ）

ない （ ） 無回答 （ ）

※貴社の社員、貴社で働いている派遣・請負社員の場合は除きます。

※ボランティアとして運営に参加したものを除きます（付問 、付問 も同様）

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．障害者が参加者として参加したのはどのようなイベントやプログラムですか。

（○はいくつでも）

屋内スポーツイベント （ ） 社員研修 （ ）

屋外スポーツイベント （ ） 社内のレクリエーション （ ）

屋内文化・芸術イベント
（ ）

その他

（具体的に： ）
（ ）

屋外文化・芸術イベント （ ） わからない （ ）

自社製品・サービスの

ニーズ調査
（ ） 無回答 （ ）

付問 ．参加した障害者の種別を教えてください。（最も人数の多いものに◎、それ以外の

参加者すべてに○）

すべて 最も多い

身体障害者 （ ） （ ）

知的障害者 （ ） （ ）

精神障害者 （ ） （ ）

難病 （ ） （ ）

その他（具体的に： ） （ ） （ ）

わからない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）
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問 ．この１年間で、貴社のイベントやプログラムの運営（Ⅱで回答した障害者を主な対象やテーマと

したイベントやプログラムを含む）に、障害者がボランティアとして運営に携わった実績はあり

ますか。（○は１つ）

ある （ ） わからない （ ）

ない （ ） 無回答 （ ）

※貴社の社員、貴社で働いている派遣・請負社員の場合は除きます。

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．障害者がボランティアとして運営に携わったのはどのようなイベントやプログラム

ですか。（○はいくつでも）

屋内スポーツイベント （ ） 社員研修 （ ）

屋外スポーツイベント （ ） 社内のレクリエーション （ ）

屋内文化・芸術イベント
（ ）

その他

（具体的に： ）
（ ）

屋外文化・芸術イベント （ ） わからない （ ）

自社製品・サービスの

ニーズ調査
（ ） 無回答 （ ）

付問 ．参加した障害者の種別を教えてください。（最も人数の多いものに◎、それ以外の

参加者すべてに○）

すべて 最も多い

身体障害者 （ ） （ ）

知的障害者 （ ） （ ）

精神障害者 （ ） （ ）

難病 （ ） （ ）

その他（具体的に： ） （ ） （ ）

わからない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）



付属資料 56 
 

Ⅲ．障害者のイベントやプログラムへの参加やボランティア活動について

問 ．この１年間で、貴社のイベントやプログラム（Ⅱで回答した障害者を主な対象やテーマとしたイ

ベントやプログラム以外）に、障害者が参加者として参加した実績はありますか。（○は１つ）

ある （ ） わからない （ ）

ない （ ） 無回答 （ ）

※貴社の社員、貴社で働いている派遣・請負社員の場合は除きます。

※ボランティアとして運営に参加したものを除きます（付問 、付問 も同様）

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．障害者が参加者として参加したのはどのようなイベントやプログラムですか。

（○はいくつでも）

屋内スポーツイベント （ ） 社員研修 （ ）

屋外スポーツイベント （ ） 社内のレクリエーション （ ）

屋内文化・芸術イベント
（ ）

その他

（具体的に： ）
（ ）

屋外文化・芸術イベント （ ） わからない （ ）

自社製品・サービスの

ニーズ調査
（ ） 無回答 （ ）

付問 ．参加した障害者の種別を教えてください。（最も人数の多いものに◎、それ以外の

参加者すべてに○）

すべて 最も多い

身体障害者 （ ） （ ）

知的障害者 （ ） （ ）

精神障害者 （ ） （ ）

難病 （ ） （ ）

その他（具体的に： ） （ ） （ ）

わからない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）
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問 ．この１年間で、貴社のイベントやプログラムの運営（Ⅱで回答した障害者を主な対象やテーマと

したイベントやプログラムを含む）に、障害者がボランティアとして運営に携わった実績はあり

ますか。（○は１つ）

ある （ ） わからない （ ）

ない （ ） 無回答 （ ）

※貴社の社員、貴社で働いている派遣・請負社員の場合は除きます。

問 で を選択した方におうかがいします。

付問 ．障害者がボランティアとして運営に携わったのはどのようなイベントやプログラム

ですか。（○はいくつでも）

屋内スポーツイベント （ ） 社員研修 （ ）

屋外スポーツイベント （ ） 社内のレクリエーション （ ）

屋内文化・芸術イベント
（ ）

その他

（具体的に： ）
（ ）

屋外文化・芸術イベント （ ） わからない （ ）

自社製品・サービスの

ニーズ調査
（ ） 無回答 （ ）

付問 ．参加した障害者の種別を教えてください。（最も人数の多いものに◎、それ以外の

参加者すべてに○）

すべて 最も多い

身体障害者 （ ） （ ）

知的障害者 （ ） （ ）

精神障害者 （ ） （ ）

難病 （ ） （ ）

その他（具体的に： ） （ ） （ ）

わからない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）
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問 または問 で を選択した方におうかがいします。

問 ．貴社のイベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとして運営に携わ

るために、どのような配慮や工夫を行いましたか。（○はいくつでも）

建物や設備のバリアフリー化 （ ）

会場までの送迎 （ ）

情報の事前周知の徹底 （ ）

障害に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実 （ ）

イベント等開催時の手話通訳、文字表示、点字資料などの配慮 （ ）

介助者の確保あるいは費用負担 （ ）

社員の障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する

理解の促進
（ ）

障害者等からの助言、連携 （ ）

医療機関等の専門家からの助言、連携 （ ）

必要に応じて休憩できる場所の確保 （ ）

予算の確保 （ ）

参加料の減免 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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全ての企業にうかがいます
問 ．今後、貴社のイベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとして運営

に携わるために、必要な配慮や工夫はどれですか。（○はいくつでも）

建物や設備のバリアフリー化 （ ）

会場までの送迎 （ ）

情報の事前周知の徹底 （ ）

障害に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実 （ ）

イベント等開催時の手話通訳、文字表示、点字資料などの配慮 （ ）

介助者の確保あるいは費用負担 （ ）

社員の障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する

理解の促進
（ ）

障害者等からの助言、連携 （ ）

医療機関等の専門家からの助言、連携 （ ）

必要に応じて休憩できる場所の確保 （ ）

予算の確保 （ ）

参加料の減免 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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問 または問 で を選択した方におうかがいします。

問 ．貴社のイベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとして運営に携わ

るために、どのような配慮や工夫を行いましたか。（○はいくつでも）

建物や設備のバリアフリー化 （ ）

会場までの送迎 （ ）

情報の事前周知の徹底 （ ）

障害に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実 （ ）

イベント等開催時の手話通訳、文字表示、点字資料などの配慮 （ ）

介助者の確保あるいは費用負担 （ ）

社員の障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する

理解の促進
（ ）

障害者等からの助言、連携 （ ）

医療機関等の専門家からの助言、連携 （ ）

必要に応じて休憩できる場所の確保 （ ）

予算の確保 （ ）

参加料の減免 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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全ての企業にうかがいます
問 ．今後、貴社のイベントやプログラムに障害者が参加するため、あるいはボランティアとして運営

に携わるために、必要な配慮や工夫はどれですか。（○はいくつでも）

建物や設備のバリアフリー化 （ ）

会場までの送迎 （ ）

情報の事前周知の徹底 （ ）

障害に対応した情報の提供や問合わせ方法の充実 （ ）

イベント等開催時の手話通訳、文字表示、点字資料などの配慮 （ ）

介助者の確保あるいは費用負担 （ ）

社員の障害や障害者、補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）などに対する

理解の促進
（ ）

障害者等からの助言、連携 （ ）

医療機関等の専門家からの助言、連携 （ ）

必要に応じて休憩できる場所の確保 （ ）

予算の確保 （ ）

参加料の減免 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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Ⅳ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会について

問 ．より多くの障害者が東京 大会を体験し楽しむために、貴社が、現在協力している、

もしくは、今後協力したい取組があれば教えてください。（○はいくつでも）

現在 今後

障害者に対する理解を促進する取組 （ ） （ ）

障害者スポーツの支援 （ ） （ ）

介助者の確保や障害者支援団体の支援 （ ） （ ）

バリアフリーや障害者への配慮を促進する取組

（具体的に ）
（ ） （ ）

その他、社会貢献としての取組

（具体的に ）
（ ） （ ）

特にない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）

問 ．貴社は、上記の取組をどのような形態で行っていますか（または、今後行う考えですか）。

（３つまで○）

寄付（金銭・現物） （ ） 外部組織との連携・協働 （ ）

社員ボランティア派遣 （ ） その他（ ） （ ）

社有施設の開放 （ ） 特にない （ ）

イベントの実施・啓発 （ ） 無回答 （ ）

事業活動の一環として （ ）
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Ⅳ．東京 オリンピック・パラリンピック競技大会について

問 ．より多くの障害者が東京 大会を体験し楽しむために、貴社が、現在協力している、

もしくは、今後協力したい取組があれば教えてください。（○はいくつでも）

現在 今後

障害者に対する理解を促進する取組 （ ） （ ）

障害者スポーツの支援 （ ） （ ）

介助者の確保や障害者支援団体の支援 （ ） （ ）

バリアフリーや障害者への配慮を促進する取組

（具体的に ）
（ ） （ ）

その他、社会貢献としての取組

（具体的に ）
（ ） （ ）

特にない （ ） （ ）

無回答 （ ） （ ）

問 ．貴社は、上記の取組をどのような形態で行っていますか（または、今後行う考えですか）。

（３つまで○）

寄付（金銭・現物） （ ） 外部組織との連携・協働 （ ）

社員ボランティア派遣 （ ） その他（ ） （ ）

社有施設の開放 （ ） 特にない （ ）

イベントの実施・啓発 （ ） 無回答 （ ）

事業活動の一環として （ ）
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Ⅴ．障害者スポーツについて

問 ．貴社は、障害者スポーツの競技やアスリート等の支援に関心がありますか。（○は１つ）

関心がある （ ） 関心がない （ ）

やや関心がある （ ） わからない （ ）

あまり関心がない （ ） 無回答 （ ）

問 ．現在、貴社は、障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をしていますか。（○はいくつでも）

障害者アスリートを支援している（雇用） （ ）

障害者アスリートを支援している（スポンサー） （ ）

障害者スポーツ団体を支援している（寄付、協賛など） （ ）

障害者スポーツ団体を支援している（人的支援） （ ）

障害者スポーツの大会を支援している（寄付、協賛など） （ ）

障害者スポーツの大会を支援している（人的支援） （ ）

障害者スポーツの活動場所を提供している （ ）

障害者スポーツの用具を提供している （ ）

障害者スポーツイベントを開催している （ ）

障害者スポーツの観戦を社員に推奨している （ ）

障害者スポーツへの理解を促進する研修や社内情報発信等を実施している （ ）

障害者スポーツの競技やアスリート等の情報を対外発信している （ ）

その他の支援をしている（具体的に： ） （ ）

支援をしていない （ ）

無回答 （ ）

問 で ～ を選択した方におうかがいします。

付問 ．貴社が障害者スポーツの競技やアスリート等の支援を始めたきっかけは何ですか。

（○はいくつでも）

社員や社員の家族、知人等に障害者や障害者アスリートがいた （ ）

企業理念と合致した （ ）

社会貢献活動として魅力を感じた （ ）

本業へのフィードバックが期待できた （ ）

行政（国、都道府県、区市町村）や障害者スポーツ団体等からの依頼があった （ ）

東京 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．障害者スポーツの競技やアスリート等の情報をどこから入手していますか。

（○はいくつでも）

日本オリンピック協会（アスナビ含む） （ ）

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 （ ）

都道府県等の障害者スポーツ協会 （ ）

障害者スポーツの競技団体 （ ）

健常者のスポーツ競技団体 （ ）

障害者福祉施設、事業所または団体 （ ）

医療機関、医療関係職種団体、患者団体 （ ）

行政（国、都道府県、区市町村） （ ）

新聞、雑誌、テレビ、インターネット （ ）

社員または社員の家族、知人から （ ）

障害者アスリートまたはその関係者 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）

付問 ．障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をすることによって、どのような

効果がありましたか。（○はいくつでも）

社員の障害者に対する理解が深まった （ ）

障害者のニーズが把握できた （ ）

社内の一体感が高まった （ ）

企業の知名度や企業イメージが向上した （ ）

売上高または利益が増加した （ ）

障害者や市民団体との連携が深まった （ ）

新規事業のアイデアやヒントが得られた （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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付問 ．障害者スポーツの競技やアスリート等の情報をどこから入手していますか。

（○はいくつでも）

日本オリンピック協会（アスナビ含む） （ ）

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 （ ）

都道府県等の障害者スポーツ協会 （ ）

障害者スポーツの競技団体 （ ）

健常者のスポーツ競技団体 （ ）

障害者福祉施設、事業所または団体 （ ）

医療機関、医療関係職種団体、患者団体 （ ）

行政（国、都道府県、区市町村） （ ）

新聞、雑誌、テレビ、インターネット （ ）

社員または社員の家族、知人から （ ）

障害者アスリートまたはその関係者 （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）

付問 ．障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をすることによって、どのような

効果がありましたか。（○はいくつでも）

社員の障害者に対する理解が深まった （ ）

障害者のニーズが把握できた （ ）

社内の一体感が高まった （ ）

企業の知名度や企業イメージが向上した （ ）

売上高または利益が増加した （ ）

障害者や市民団体との連携が深まった （ ）

新規事業のアイデアやヒントが得られた （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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全ての企業にうかがいます
問 ．貴社が障害者スポーツの競技やアスリート等の支援をするに当たって、どのような課題がありま

すか。（○はいくつでも）

障害者スポーツの競技やアスリート等の認知度が低い （ ）

障害者スポーツの競技やアスリート等に関する情報が入手しにくい （ ）

障害者スポーツに関する知識が不足している （ ）

障害者スポーツができる施設や設備を所有していない （ ）

アドバイスを得られる団体や指導者等とのつながりがない （ ）

予算的な余裕がない （ ）

人員的な余裕がない （ ）

障害者スポーツの支援に魅力やメリットを感じない （ ）

その他（具体的に： ） （ ）

特にない （ ）

無回答 （ ）

問 ．今後の障害者スポーツの競技やアスリート等の支援について、どのように考えていますか。

（○は１つ）

支援を拡大していきたい

（または支援を開始したい）
（ ） 支援する予定はない （ ）

これまでの支援を継続していきたい （ ） わからない （ ）

支援内容を絞って継続していきたい （ ） 無回答 （ ）

問 で ～ を選択した方におうかがいします。

付問 ．今後、どのような支援をしていきたいと考えていますか。（現在実施しているもの

も含めて、○はいくつでも）

障害者アスリートを支援する（雇用） （ ）

障害者アスリートを支援する（スポンサー） （ ）

障害者スポーツ団体を支援する（寄付、協賛など） （ ）

障害者スポーツ団体を支援する（人的支援） （ ）

障害者スポーツの大会を支援する（寄付、協賛など） （ ）

障害者スポーツの大会を支援する（人的支援） （ ）

障害者スポーツの活動場所を提供する （ ）

障害者スポーツの用具を提供する （ ）

障害者スポーツイベントを開催する（自主または協働で） （ ）

障害者スポーツの観戦を社員に推奨する （ ）

障害者スポーツへの理解を促進する研修や社内情報発信等を実施する （ ）

障害者スポーツの競技やアスリート等の情報を対外発信する （ ）

その他の支援をする（具体的に： ） （ ）

わからない （ ）

無回答 （ ）
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◆最後に、貴社名、ご担当の部署名・連絡先をご記入ください。

貴社名

部署名

連絡先
：（ ） － ：（ ） －

：

ご協力ありがとうございました
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